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序

秋田県ではこれまでに約4，500'箇所の遺跡が発見されており、先人の尊い遺

ある埋蔵文化財が豊富に残されています。「最良の予言者は過去である」と

いう言葉がありますように、これらの埋蔵文化財は、歴史や伝統文化を理解し、

未来を展望した豊かな郷土文化を創造していくうえで欠くことのできない大切

なものです。

さて、一般国道 7号琴丘能代道路は、高速交適時代を迎えた本県北部の基幹

道路として計画された自動車専用道路です。計画路線上には多数の遺跡のある

ことがわかっており、本教育委員会では、記録保存のため、工事に先立って、

昭和61年度から発掘調査を進めて参りました。その調査成果は、昭和62年度以

来、 8冊の報告書として刊行い各年度の発掘調査報告会でも県民に速報し1た

してきたところであります。

このたび、路線の一部が山本郡琴丘町鹿渡に所在する金仏遺跡を通過するこ

ととなり、そのため本教育委員会では、道路工事にかかる部分の発掘調査を1

平成11年度・ 12年度の 2次にわたって実施いたしました。調査の結果、縄文時

代の竪穴住居跡や土坑、中世の掘立柱建物跡や井戸跡、土坑、鍛冶生産にかか

わる遺構などを検出し、また、当時の土器や石器、陶磁器、鉄製品などの遺物

が出土しました。

は、金仏遺跡の発掘調査成果をまとめたものです。本書が学術上は

むろんのこと、ふるさとの歴史資料として広く活用され、郷土についての誇り

と埋蔵文化財愛護の一助になることを願ってやみません。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御援助@

御協力いただきました国土交通省東北地方整備局(前建設省東北地方建設局)

能代工事事務所、琴丘町教育委員会、八竜町教育委員会はじめ関係各位に対し

くお礼申し上げます。

平成14年 3月

秋田県教育委員会

小野寺 清



例

7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 平成11年度・ 12年度に実施した山本郡蓉丘町鹿渡所在の金仏遺跡、の調査成果を収めたものであ

る。

3. 執筆および編集は杉潟馨、古川孝がおこない、鈴木博文、藤原泰史、栗原拓、倉田伸j台、横山香菜子、西村

裕人の協力を得た。第 1章~第 3章は杉側、第 4主主および第 6章の草稿は古川が担当した。

4.土層断面図の土色や土器の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議監修財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色I~占』に拠った。

5. 本報告書に使用した地形図は、国土地理院発行50，000分の 1地形図「森岳」、同25，000分の l地形図「鹿渡」

および建設省東北地方建設局(現国土交通省東北地方整備局)能代工事事務所提供の工事用図面である。

6. 自然科学的分析は以下の機関に委託した。

{平成11年度}

黒曜石の産地問定………………………………………………………………………有限会社 遺物分析研究所

放射性炭素 C4C)年代測定………・.........................................................株式会社古環境研究所

樹種同定・・・・・・・・・・・・・・・... . ~ a a " a・・..'" ~ . '" ~ • '"・.a.='"'".......".""......"."咽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・株式会社 古環境研究所

〔平成12年度]

放射性炭素(14C)年代測定…………………・………………………………………・・株式会社 パレオ@ラボ

樹種同定...・ H ・'"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・株式会社 パレオ @ ラボ

7.発掘調査および遺構@遺物の整理にあたって、県内の教育委員会@諸機関のほか、以下の方々および諸機関

から御指導@御助言を賜った。記して感謝の意を表する次第である(五十音/1頃)。

穴津義功岩見誠夫寺嶋文隆能登谷宣康宮本長二郎財団法人福島県文化センター

凡 伊j

1.本報告書に収録した遺構実測国@グリッド自己霞図の方位は座標北を示す。座標北と磁北との偏角は、西に約

80 0 ~である。

2. 層序は、基本層位にローマ数字 (Iorr.即………)、各遺構の堆積土にアラビア数字 (10 2.3・……・・)

を用いた。

3. 各遺構・遺物に付している略記号は以下のとおりである。

遺構 SA 柵列@柱列 SB-掘立柱建物跡

S I -竪穴住居跡 SK…土坑・土坑墓

SKP-柱穴様ピット SKS-火葬墓

遺物 RP-土器@土製品

S-自然磯

RQ一石器・石製品

c-炭化物

SD-溝跡 SE一井戸跡

SN-焼土遺構 SW  炭窯

SR 土器埋設遺構 sx-性格不明遺構

RM 金属器@金属製品

4. グリッド設定による 4m四方の方眼区画を「区」と呼称する O 区の名称は方眼区画南東の測量杭の名称を以

てこれに当てる。

5. 遺構番号は第 1次調査では01、第 2次調査では201から始まる 2桁以上の通し番号を検出版に付した。とも

に遺構精査や遺物整理の段階で欠番となったものがあるG また、調査の結果、複数の遺構の重複であることが

判明した場合、 Aから始まる細別記号を付して区分した。

6 .本報告書に収録した遺構実測図の縮尺は 1/100 0 1 /80. 1 /40および 1/20を主としているが、適宜異

なる縮尺を用いている。遺物実測図の縮尺は 1/3.1/2を主としているが、異なる縮尺も使用した。いず

れの場合も、挿図にはそれぞれスケールを付している。

一一 11一一



目次

-
1

一u
…m
-
w
u
v

，m
H

伺忙

…

凡

…

次

…

次

回

次

自

…
ニ
一
一
日
次
図
日
版

序

例

自

挿

図

1
1
4
1
4

ワム

A
A
A
A
A
A
0
0
0
0
0
0
0
0

ハU
一b
F
b
に
U
A
A
A
A
F
b
「

O
F
り
に
υ
Q
O

ハu
n
u

ハU
4
4
つ
μ
η
ふ
つ
山
円
。
に
υ
円
。
円
b
Aふ

A
吐

FhU
門

i
門

i
n
U
4ふ

ーム

1ム
吋

i
1
1
4

円。

7・
門

i
吋

i
門

l
門

i
ウ

i
Q
O
Q
U
Q
りつ
ω

つ
J
U
η
ο
η
ο
η
ο

っ
け
つ
‘
u
q
ο
Aム

A
せ

4
ム

4
A

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

析
一

司
、

1
s

，d

・

ん

ノ

・

.

地
一

日
産
・

材
一

原の物
一

一
立
理

…

査

…

…

…

…

…

…

…

…

…

査

…

…

…

…

…

…

…

一

一

て

・

一

一

一

製

一

調

…

…

…

…

…

…

…

…

…

調

…

…

…

…

…

…

…

一

一

い

て

・

一

一

石

・

…

過

…

…

…

…

)

…

…

…

…

…

…

…

…

…

)

…

…

…

…

…

…

…

一

一

つ

い

て

・

一

躍

定

一

…

経

…

…

地

…

度

…

観

…

…

…

…

物

…

…

度

…

観

…

…

…

序

物

一

一

に

つ

い

て

一

黒

測

一

る

…

境

立

…

年

…

概

…

…

…

…

遺

…

…

年

…

概

…

…

…

層

遺

・

一

墓

に

つ

い

・

の

代

一

…

至

…

環

と

…

日

…

の

…

…

…

…

土

物

…

ロ

…

の

…

…

…

と

土

物

一

坑

構

に

つ

析

土

年

一

に

…

と

置

境

成

要

区

…

…

録

…

出

遺

…

成

要

区

…

…

録

形

出

遺

…

土

遺

跡

に

分

出

素

.

…

査

項

地

位

環

平

概

査

法

過

記

…

と

土

…

平

概

査

法

過

記

地

と

土

一

の

冶

物

墓

的

跡

炭

査

査

定

査

査

一

に

調

要

立

の

的

(

の

調

方

経

の

序

構

出

…

(

の

調

方

経

の

の

構

出

・

代

鍛

建

葬

学

遺

性

調

調

向

調

調

・

め

掘

査

の

跡

史

次

査

と

の

の

査

層

遺

外

結

次

査

と

の

の

査

区

遺

外

結

時

の

の

火

科

仏

射

次

次

種

次

次

め

じ

発

調

跡

遺

歴

1
調

跡

査

査

調

本

出

構

小

2
調

跡

査

査

調

査

出

構

小

文

世

世

世

然

金

放

1

2
樹

1

2
と

は

遺

第

遺

調

調

基

検

遺

第

遺

調

調

調

検

遺

縄

中

中

中

白

第

第

第

第

ま

し甲円

μ

し

行

ド

ム

寸

円

μ

ム
ケ
円
ド

L

f

n

H

L

r

円

μ

日間
J

ザ
郎
作
即
仲
間
叩
片
即

.

.

.

 
w
即
・
・
・
昨
即
ん
良

-
-
-
K貝
・
・
・
舟
R

A

-

-

-

-

室
長
・
・
舟
艮

章

1

2
章

1

2
章

1

1

2

3

2

1

2

3

3
章

1
1
2
3
2
1
2
3
3
1
2
3
4
章

1

2

1

2

3

1

2
章

1
第

第

2
第

第

3
第

第

第

4
第

第

第

5

第

6

伊

東

信

用

仲

間

用

伊

東

信

用

信

用

図版/報告書抄録

…m
 



挿図目次

図
図
図
図
間
関
国
間
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
関
図
国
国
国
国
図
図
鴎
鴎
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
国
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
函
図
図
図
図
図
図
図
図
図

ハU
1

ムワ山
Q
U
4
;
h
U

円。
7
a
Q
O
Q
u
n
U
1
i

ワu
q
U
4
4
R
U
ρ
り
吋
I
Q
U
Q
d

ハU
1
i
q
L
Q
U
4
A
F
h
U

円。
7
e
Q
U
Q
u
n
U
1
ょっ心。
ο
4
;
b
ρ
b
7
'
Q
U
Q
U

ハU
1
i

ワ臼円。
4

二
b

円。ゥ
i
Q
U
O
-
u

ハU
1

ムワ山円、
U

4土

F
h
U
ρ
b
「

i
Q
U
Q
u
n
U
1
ょっ山円。
4

ふ

l
2
3
4
5
8
7
8
9
1
1
1
1
1
1
i
l
l
-
-ょ
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4ム

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
ι
6
6
m
O
6
6
7・
7
7
7
7

笥
江
東
信
m
信
用
信
用
惜
別
惜
別
第
一
円
前
畑
作
用
畑
山
弟
信
用
伊
東
信
用
情
用
伊
東
惜
別
竹
田
川
借
用
信
用
信
用
信
用
信
用
情
畑
町
市
立
罰
則
信
用
信
用
片
山
畑
伊
東
伊
東
伊
東
片
岡
乏
弟
信
用
信
用
信
用
門
前
畑
町
弟
信
用
借
用
信
用
伊
東
作
用
伊
東
笹
川
信
用
信
用
信
用
山
県
川
信
用
信
用
信
用
山
田
川
借
用
信
用
借
用
日
明
記
弟
伊
東
山
田
畑
山
田
畑
作
用
作
用
惜
別
信
用
信
用
信
用
信
用
問
帰
第
一
目
前
畑
町
四
畑
作
用

冶

)

1

1

4
ふ円。ゥ
l
Q
O

ハU
1
i

っけに
d
Q
U
1
i
4
A
け

l
Q
υ
1
i
4
4

円b
Q
υ

ハU
1
i

円。
A

吐円。
Q
O
Q
U

ハU
1
i
q
u

にリ
ρ
O
Q
U

ハU
1
i

ワ山円。ゥ
i

1
上つ山
Q
U
4
二
b

円。ゥ
l
Q
U
Q
U

ハU
1
i

ワ山
Q
U
4
二
h
U

円。門
i
Q
U
Q
d

ハU
1
ょっ臼つり
4

ムに
U

円。ゥ
l
o
o
-
u
u

ハU
1
i

ワ山円
J
4
4
R
U

円b
ワ
i

F
K
E
L
-
-
1
ょ
1
i
1
ムつ
ω

ワ山つ
ω

ワω
つu
q
u
q
ο
q
u

つU
4

ム4
ム4
ム4
よ
り
に
d
p
りに
U

にU
R
U
F
h
U
ρ
O
P
O
ハ
b

円。円。円。ゥ
i
ウ

i
ヴ

i
ワ
i

門i
Q
U
Q
O
Q
O
Q
U
Q
U
Q
O
Q
U
Q
U
Q
O
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U
Q
U

ハu
n
u

ハu
n
u
n
u

ハU
ハU
ハU
ハU
ハU
1
i
1
i
1
ょ1
i
1
i
1
i
1
ょ
1
i

・

1
i
1
i
1
i
1
i
1
i
1
I
4
1
i
1
1
4
1
1
4
1
1
4
1ょ
1
i
1ょ

1
i
4
1ム

1
上

守

i

ーよ

りο
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・

寸

1

・
ム
・
・
・

一
坑
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

!
一
一
一
一
十
L

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

H

・

I
・

-

-

-

一

・
ι午』
v
-
-
-
-
d斗ム

一
.
一
一

.
q
o

一•• 

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
-

i
1
一
一
句

I
H
-
-

十L
ム汐

-
dリ
・
・
カ
ナ
笥

:

l

-

j

-

i

i

 

.
出
遺
坑
…

J4mω

…
遺
遺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
ト
…

1
…
物
、
土
土
…

U
1
…
土
土
…

一
部
…
却
.
遺
坑
出
回
…

H
8
…
出
出
…

…
…
…
…

j

…
が
物
土
土
¥
…
ム
ロ
…
、
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

士
一
-
N
U

遺
出
制
坑
沌
…
↓
一
J

・
…
構
構
…

一
一
一
一

H
…
日
土
、
・
土
・
…
出

mmhr
遺
遺
…
…
…
…
…
…
…
…
…
構
…
…
…
…
…
…
…
…
区
豆
思
区
区
一
回
区
区
区
区
区
区
区
民
一
区
区
区
霞
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
一
区
区
区
区
区
区
霞
一
区
区

一
一
一
一
一
人
…
一
九
出
坑
引
日
河
口

1
針
土
設

.

.
 

一
一
一
一
一
…
遺
.
一
一
一
一
一
…
…
同
日
日

U
幻
出
回
日
日
幻
訂
印
問
団
回
日
日
訂
幻
印
印
日
日
日
日
幻
訂
臼
印
印
印
回
出
回
日
出
町

・
・
物
・
ト
当
γ
焼
理
物
物
物

.

.
 

…
…
開
銀
…
…
…
…
…
.
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

-
-
一
没
却
引
、
土
・

2
b
l

・
-
-
-
-
-
2
8
8
4
4
2
2
8
8
4
4
6
6
2
2
8
8
4
4
6
6
2
2
8
8
4
4
0
0
6
6
0
0
6
6
2
2

…
四
…
…
…
埋
罫
出
版
一

1…
州
市
川
世
間
リ
出

J13一
世
…
構
…
…
…
…
一
白
…
…
…
…
一
…
四
日
一
占
出
山
町
一
日
目
白
目
別
阿
川
町
畑
山
口
山
山
川
刊
の
刊
の
け
ハ

ω
H
U
m
M
m
M
u
m
m
町
一
山
一
川
町

…
器
土
器

9

臼

1

、
2

8

J

J

口
…

i

一
世
.
…
…
土
出
土

0
1
3
5
7
t
ト
2
克

7
6
ι
仕
出
…
遺
一
…
…
…
性
日
目
指
q

商
品
晶
子
・
設

N
N
N
N
N
N
M
N
M
N
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
L
L
L
L
M
L

.
、
叩
ぺ

r
u
R
、

、

、

土

.
1
…
…
幻
、
土
土
石
石
石
.
ド
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

…
ッ

•• 

k
k
k
m
1
3
5
n
坑
・

0
7
6
S
偽
坑
山
山
焼
跡
刷
…

x構
、
、
、
、
、
図
ツ

C
F
C
F
C
T
Q
T
Q
T
Q
N
K
N
K
N
K
N
K
H
E
H
E
H
E
H
E
B
S
B
S
P
M
P
M
S
P

跡
間
副
部
門
y
l
ぃ
ト
ト
・
土

m
u
u
-

、
遺
土
跡
跡
加
物
別
列
1
4
S
遺
州
問
問
川
山
間
況
、
1
N
N
N
N
N
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
L
M
L
L
L
L
L
L
L

ペ
ゴ
住
住
唯
寸
リ
イ
バ
リ
川
市
山
山
小
川
九
盟
市
同
一
一
回
日
間
柱
軒
一
端
一
色
印
刷
創
…
閥
…
閥
…
矧
一
剛
一
山
…
以
払
弘
一
仏
円
以
臥
礼
臥
弘
一
肌
一
爪
払
札
仏
門

k
k臥
似
臥
一
肌
一
肌
一
肌
一
肌
一
臥
一
臥
一
肌
一
臥
一
臥
一
肌
一
肌
一
臥
一
肌
一
紘
一
臥
一
紘
一
机

柱
穴
穴

7
6
1
8
9
3
4
m
1・
ぺ
必
土
器
訂
穴
穴
担
げ
一
位
関
口
遺
格
土
土
土
土
土
地
査
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
鴎
図
図
図
図
図
図
図
図
図
図
一
凶
図
図
関
図
図
図
図
図
図

竪
樫
憧
畑
山
寸
ぺ
・
ぺ
寸
寸

-
h
5
・
焼
土
・
竪
竪
e

掘
却
・
-
土
性
出
出
出
出
出
跡
調
置
置
置
霞
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
寵
置
置
置
置
置
置
置
置
置
置
嵩
置
置
置
置
置
置
置

問
m
u
u
川
出
叩
部
品
印
出
関
口

m
m
m∞
間
目
的

mmm引
回
目
的
引
出
回
外
外
外
外
外
遺
次
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配
配

1
1
1
1
K
K
K
K
K
K
K
K
K
N
N
R
K
I
I
N
B
B
A
D
跡
X
構
構
構
構
構
仏

2
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構
構

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s溝
S
遺
遺
遺
遺
遺
金
第
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遣
選
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺
遺

一一lV一一



j章構固己援i三i側、 L M~ L 052~55区…………………………・…………一一一..一……………・………………・……・…… .118
S K303・444・533・536・590・608A・608B土坑、 出土造物・…・・・…ー・・・・・・・・…....…・・…・・…・・…・・・・…・・・…..一…....129
S K620・633・635・637・638・639・640土坑、 出土遺物 ・ー…・・・・……・・一一-…-……・…・……・・…・……・…一..一…..130
S K643・645A・646・647・648土坑、 出土遺物 一...…・……・・…一-…………・・一….....……ー・・・・・…一…一…一・……..131
S K652・655・667・723・732・760土坑……・・…-…....一-……・…ー・・ー・…………・…・…・ー・…一…・・…・……一一・……..132
S K805・866・898・899・925A.928・985・988土坑・一一・……・……・・……………・・……・…・…一…・・…・一一………133
S K1010・1115・1153・1154・1161・1162・1177・1305・1309土坑一.......……・…・・…一・・……・・・…・・・・ー・…一…一.134
S K 1325 ・1367・1405 ・1425 ・1426・1887・1962 ・2102土坑…・……・・・・・・・……・・…・…一..……ー…一・・・・・…ー…....135
S N552・559・765焼土遺構、 出土造物 ・…・・…・…・・……・…・..…・・・・…・ー・・・・・・……・…・・・…・・…・…・・・・…ー・・・・…・・・・・・・136
S B3001・3002・3003掘立柱建物跡・……・…・・……・・………一……・…・・…・…・・…・……・ー…・・…-一……一-…・…・・・・・・・154
S B 3004・3005掘立柱建物跡・…一…・・……・…・…・…・・…・……….......…・…・・・ー……・一…・…・・……・…・…...........155
S B 3006掘立柱建物跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・156
S B 3007・3008掘立柱建物跡・一…-…・・…ー・…一一・…・・・ー・・・・…・・……ー・・・…・…・……・・……・…・……・・・…….....一…..157
S B 3009・3010掘立柱建物跡・・・・・・・・…・……・・…・…・…....…・・・・・ー・・……・・・…・・………・・……・…・…・…・・・・…一一・・・・…..158
S B3011・3012掘立柱建物跡…-……・…………・…・…・……・・…・・・……・・・・・・…・…・………・・・………・…・一-…一一…....159
S B3013・30日・ 3015掘立柱建物跡…・・ー…・・……ー・ー……一一一一一一一..・・・・..禽建一，…一一……・・…・…ー・・…一'"…・・…....160
S B 3016・3017掘立柱建物跡・…・・…・…・・・・…・・…・…・………....…一・・・…ー…・・・・…………一…・・…・・・・…・・・・……・ー….161
S B 3018・3019・3020掘立柱建物跡・……・…-…......…・・……ー…......………-…・……・…・・・一一.....一…'…・…・・・・…162
S B 3021・3022掘立柱建物跡……・一一…・・…・・・・…・ー・・・…・・・・…・・・…・・・…・……・・・・・…・…・………ー・・・…..……-一........163
S B 3023・3024・3025掘立住建物跡…・…一……・・…・・・・ー・・・・…・・……・・….....…・…・…ー………・…・・・・……・・・・ー…..164
S A3026・3027・3029・3030・3031・3032・3033・3034・3035柱穴列・一一…・…・…・………・・・…・…圃・・……一-……・・165
S A3036・3037・3038・3039・3040・3041・3043・3045柱穴列・一……......………・……・・……・・・ー・・・…・・・・・……・・166
S A3044・3046・3047・3048・3049・3050・3051・3052・3053・3054・3055・3056柱穴子IJ ..……・……・一一一一・….167
S A3057・3058・3059・3060・3061・3062・3063• 3064 • 3065 • 3066 • 3068 • 3069t主穴子1]...…ー・……・・…・……….168
S A3070・3071・3072・3073・3074・3075• 3076・3077・3078・3079・3082・3083・3084・3085柱穴列…一…一.169
S A3086・3087• 3088・3089・3090・3091・3092• 3093・3094・3096・3097柱穴列・……・・……・……・・・・・・…一一一.170
S A3028・3042・3067・3080• 3081・3095柱穴列…・…ー・…・…・…一・………・・………・・…一…・・・・…・…・・…….......171
S E525井戸跡、出土遺物、 SK S 560火葬墓…………………………………………………………………'"・ H ・-……172
S K267・268• 271鍛冶関連土坑、 111土遺物 …・……...…・・・…・・・……一一………・…・…・・……ー……・・・……・・・…一一.173
S K306・321・400鍛冶関連土坑、出土遺物 ……・…一…・ー・…・・……一一一・・……・…・・…・…・………....……一・……..174
S K407・408・1957鍛冶関連土坑、 出土遺物-…………・………………・・・・………-……・・…・・…・・………一-……..175
S K P507・1186・1981鍛冶関連遺物出土柱穴、出土遺物 ………・・・…一...一-……………・・…・・…・・…・……一-…….176
SW202・205・248・912炭窯・…・…・・・……・…・…・・ー・・…・・…………・・……......……・・・・…・…・…・・-……・ー・・・…・……..177
S D201・238・447・656・74い 743・978・997・1150溝跡断面…ー・…・・・…・・・・…-…・・……・…・…………・・・…ー…一.178
溝跡出土遺物 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・179
S K203・204A.218・220・223・239・245土坑 …-一……・…...…・・…………………....・ H ・…・・・・…一…一-……一・….212
S K284・293 ・313・320・324・349土坑…・・・………・・・・・・・・・…・・・…・…-一一・…・………・・・・…・・…・・・ー…・・……一一・・・・…213
S K350・352• 355・388・394・397土坑・・……………・…....一・・・……・一一・・………・・…ー…・・……・…・・・……ー・・・・・….214
S K422・426・429土坑、 出土遺物 …・・・…・・・…・…・一一・・…・・・・…...一…一・・・・……・………………・・・・…・……一.........215
S K445・457・461・489・493土坑 ・・………・……………………-一……・・・・....・ H ・-…・・・……・・…・・…・……ー・….....216
S K494・500• 509・510・515・528土坑、 出土遺物…・・………一-一…一.....…・・・…・・………-一…・…………・……..217
S K740・776• 829・830・913土坑 ・・……・…・……・………・・…ー・……・・・ー……・…・…・………一-・……・……・…..218
S K900・932A・932B・993・1014B・1016・1146土坑、出土遺物一・…・-一……・……...・H ・..…・…………・・…・・……..219
S K1149・1168・1175・1182A・1198・1201・1285・1297・1299土坑一……・……・・……ー・…・…………・・…・・……..220
S K 1306・1330・1349A.1364・1393・1416・1604・1878・2158土坑、 S K P 2129柱穴・・…・・・・・…………...……..221
S N452焼土遺構/柱穴出土遺物(1) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・222
柱穴出土造物(2)…・・……・…・・……・・…・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・223
遺構外出土遺物(1)、縄文土器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・226
遺構外出土遺物(2)、縄文土器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・227
遺構外出土遺物(3)、石器 …・…・・……-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・228
遺構外出土遺物(4)、石器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・229
遺構外出土造物(5)、石器 ・陶磁器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・230
遺構外出土遺物(6)、胸磁器・鉄製品・土錘…・・………・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・231
黒曜石原産地........…・・…-………・…・…・…・….....・ H ・-…………・・・…一一..………・・…・….....…・・…・・・….....一・・・…253

第 75[剖
第 76凶
第 77図
第 78図
第 79区i
第 80凶
第 81図
第 82図
第 83図
第 84函

第 85区i
第 86区!
第 87国
第 88園
第 89図
第 90図
第 91図
第 92[玄i
第 93区!
第 94図
第 95図
第 96図
第 97図
第 98図
第 99図
第100毘!
第101図
第102国
第103図
第104圏
第105図
第106図
第107~
第108~話
第109園
第110園
第111閤
第112図
第113図
第114悶
第115図
第116図
第117図
第118図
第119図
第120関
第121図
第122図
第四3図
第124図
第125図
第126図
第127図
第128図

7
1
q
u
q
U
Q
U
4
4
4占

4よ
り
に
リ
に

U円

b
ハ
b
円

b
門

i
門

i
ウ

i
ウ

i
o
o

r
i
7
7
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
 

1
1
寸

1
1
i
1
1
4
1
i
1ム

1
i
1ム

1
i
1ょ

1
i
1
i
1
i
1
i
1
i

士
院
士
阻

，am
B
B
F
s
q
B
'
 

…
泊
、
札
口
・
謹
一
-
直
一
一
・
直
一
-
直
一

，ea作
B
B

，EA
1
E
e

5
2
5
H
Kゴ
コ
一
則
.
上
限
則
眉
.
直
叫
.
直
則
.
直

…
器
器
一
一
肝

1

{

i

{

i

f

i

{

二一

3
7点
三
日
値
測
計
値
値
測
計
憶
測
計
髄
測

.一一一
J
J

…
計
片
側
計
片
測
測
計
片
側
計
片
側
計

覧
配
一
生
同
一
開
制
耕
一
牌
制
酎
開
問
問
…
開
制
問
問

一
査
査
担
立
段
失
立
殺
失
失
立
段
ト
ベ
立
殺
失
立

跡
調
調
計
吋
時
冗
例
制
Mm
川町

M
M
M
U
例
倒
凶
吋

遺
次
次
列
お
お
お
お
お
お
羽
目
白
白
羽
川
仙
川
切
羽

辺
1
1
{八
K
K
K
K
K
K
K
k
k
k
k
k
k
k

周
第
第
柱

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

V一一

表目次

表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表
表

1
2
3
4
5
6
7
8
9
日
日
ロ
日
目
白
日
口
問

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
伊
東
伊
東
第
第
第
第
第



第 19表 S K407鍛造是IJ片計測値 …-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・148
第 20表 S K407鉄棒計測{直 ・・………・・…………・・・…・・…・・・・………..……・・・・….，.……………………・一…………・……一…・148
第 21表 柱穴観察表(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・192
第 22表 柱穴観察表(2)・……-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・193
第 23表 柱穴観察表(3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・194
第 24表 柱穴観察表(4)…-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・195
第 25表 柱穴観察表(5)…..……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・*・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..196
第 26表 柱穴観察表(6)・…・……・・……・・………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・197
第 27表 柱穴観察表(7)….....・ H ・....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・198
第 28表 柱穴観察表(8)・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・199
第 29表 柱穴観察表(9)・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200第 30表 柱穴観察表(1印…・・……・..........................................................................‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・201
第 31表 柱穴観察表(11)…・…・…・…・・・…一……一-……一…………一…....・...……・・…・…・…・…・・………一…………・ー・…・…・…202
第 32表 柱穴観察表(12)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・203
第 33表 柱穴観察表(13)……………・・・一…・一-…一-…....・ H ・....……..……・……………・…・・……・…・・……………………….....204
第 34表 柱穴観察表似)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・……..205
第 35表 柱穴観察表日日 …・・…・…-……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・206
第 36表 柱穴観察表(16)・……・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・….207
第 37表 柱穴観察表(17)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・………..208第 38表柱穴観察表(18)・…….............................................................................................................................20ω9 第 3却9表 柱穴観察表(側l悶目.…….一….一...................................................................................................................・・…-……..210
第 40表 柱穴観察表側・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…………211
第 41表 第 2次調査遺構外出土遺物①縄文土器・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・224
第 42表 第 2次調査遺構外出土造物②石器・……・・……・…・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・………..224
第 43表 第 2次調査遺構外出土遺物③陶磁器…・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・225第 44表 第 2 次調査遺構外出土遺物④鉄製品…・・……・...........................................~~~~~雪~. . .. ... ~ ~ . .‘ 6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・225
第 45表 第 2次調査遺構外出土遺物⑤土鍾・……・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・225
第 46表秋田県内の製鉄関連遺跡・…………・・……・……・……-…・….....・ H ・-………・…....・H ・-….......…………………232・233
第 47表 各黒曜五の原産地における原石群の元素比の平均値と標準偏差値…………・…・……・……・……・・………….238・239
第 48表 金仏遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果…・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・241
第 49表 金仏遺跡出土黒曜石製遺物の原材産地分析結果…-……・・……..…………..……・…............・ H ・...・ H ・-……...・ H ・-….243
第 50表 放射性炭素年代測定 (第 1次調査) ・試料と方法-……・…・….....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・244第 51表放射性炭素年代測定(第 1次調査)・測定結果・…........................................................................ι24叫4.づ24必5 
第 5臼2表 金仏遺跡 (第 2次調査)における放射性炭素年代測定結果 .一…….一….一.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….246・247
第 53表 金仏遺跡 (第 1次調査)から出土した炭化材の樹種同定結果・……・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・248
第 54表 金仏遺跡 (第 2次調査)出土炭化材の樹種同定結果…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・250

図版目次

図版 1
図版 2
図版 3

図版 4

図版 5

図版 6
図版 7

図版 8

図版 9~14 
図版15
図版16
図版17
図版18
図版19
図版20
図版21
図版22

図版23~25

第 l次調査区遠貴 第 1次調査区東側の遺構
S 1 108確認状況 S 1 127遺物出土状況 S 1148完掘状況
S 105竪穴住居跡 S 1 108調査状況 S 1 108完掘状況 S 1 127遺物出土状況 S 1 148調査状況
S 1 148土器場設状況 S K25完掘状況 S K28完掘状況
S K57完掘状況 S K60調査状況 S K76調査状況 S K83完掘状況 S K105完掘状況 S K110完掘状況
S K146完掘状況 S K147完掘状況
S N86確認状況 S N86調査状況 S R68出土状況 S R68調査状況 S R68確認状況 S K59調査状況
S K87調査状況 S K92確認状況
S 199遺物出土状況 S 199完掘状況 S X62遺物出土状況
S N97確認状況 S N97調査状況 S N97完掘状況 S N104確認状況 S N104調査状況 S N104完掘状況
S N129確認状況 S N129完掘状沈
S B91掘立柱建物跡 S A89・95柱穴列 S B 122掘立柱建物跡 S D21溝跡 S D21遺物出土状況
S D1l5溝跡 S D115溝跡 S X27調査状況
第 1次調査出土遺物
S B 3006とSE 525 S B 3006 
S B 3008・3009・3010 S B3021 
S E525作業風景 S E525断面
MK~MM52~55底土坑墓群 S K635 S K637 S K638 S K640 
S K643 S K646 S K647 S K648 S K655 S K667 S K732 S K11l5 
S K239完掘 S K352断面 S K500完掘
S K S 560完掘 SW205精査状況 SW248完掘
S K400完掘 S K321確認 S K267完掘 S K407・408 S K P 1971確認 S K P 1132遺物出土状況
S K P507遺物出土状況
第 2次調査出土遺物

.m 



第 l章はじめに

第 l節発掘調査に至る経過

一般国道 7号琴丘能代道路は、山本郡琴丘町鹿渡を起点とし、能代子日械測を経由して二ツ井町駒形

を終点とする延長33.8km• I幅員23.5m・第 1種第 2級構造規格の自動車専用道路である。本道路は、

昭和58年度に延長7.0km.I幅員28.0m・第 3種第 1級の構造規格を持つ一般バイパス、一般国道 7号

八竜能代道路として事業化された。こののち、高速交通体系網の整備が急がれ、高規格道路に対する

社会的必要性も増したことから、平成元年度には事業変更を行い、事業名も琴丘能代道路に変更され、

計画諸元も変更された。平成 6"'-' 7年度には区間延伸の事業変更が行われ、現在に至っている。

路線予定区域には、埋蔵文化財包蔵地の存在が予想されていた。そのため、計画路線が示された時

点、で、秋田県教育委員会と工事実施者である建設省(現国土交通省)が協議を行い、路線内の分布調

査を実施し、現状保存をはかることの国難な遺跡については、確認調査を実施した後に、発掘調査を

実施して記録保存をはかることとした。

昭和60年度、八竜能代間における分布調査が実施され、館の上遺跡@萱刈沢 I遺跡@萱刈沢豆遺跡@

福田遺跡@石了遺跡@十二林遺跡@寒JI [ 1遺跡@寒]I[II遺跡の 8遺跡が報告された。遺跡分布調査は

その後も継続され、昭和61年度に蟹子沢遺跡が、平成元年度に鴨子台遺跡@八幡台遺跡が、平成 4年

度に新笹岡遺跡@古館堤頭遺跡が、平成 5年度に扇田谷地遺跡が、平成10年度に盤若台遺跡が、路線

に係る遺跡として報告されている。

遺跡分布調査によって登録された路線内の遺跡は、確認調査の後、用地買収の完了した能代市側か

ら琴丘町方面に向かつて順次発掘調査が実施された。昭和61年度に寒JI[ 1遺跡@寒川[II遺跡が、 62年

度に蟹子沢遺跡@福田遺跡・石丁遺跡@十二林遺跡、が、平成元年度に萱刈沢H遺跡が、 2年度に鴨子

台遺跡@八幡台遺跡が、 3年度に萱刈沢 I遺跡が、 4年度に館の上館遺跡が、 5• 6 • 10年度に舘の

上遺跡が、 7• 8年度に扇田谷地遺跡が、 10• 11年度に盤若台遺跡が発掘調査された。

一方、琴丘町では低コスト化をめざして琴丘北地区@琴丘南地区県営ほ場整備事業が計画されてい

た。秋田県教育委員会は、平成 9• 10年度に実施される琴丘南地区の整備事業対象区域に対して遺跡

分布調査を実施した。平成 9年 4月、周知の遺跡とその隣接地に対して実施した分布調査において、

秋田県教育委員会は新発見の遺跡として金仏遺跡を登録した。同年 6月、琴丘町教育委員会は遺跡確

認調査を実施、 9月には、同教育委員会による発掘調査が実施された。その結果、住居跡状遺構及び

溝状遺構各 1基、土坑 2基を検出した。

琴丘町教育委員会が発掘調査した地点は、一般国道 7号琴丘能代道路に計画されている仮称琴丘イ

ンターチヱンジの予定地に隣接しているので、秋田県教育委員会は、平成11年 5月に分布調査及び確

認調査を実施した。その結果、土坑及び焼土遺構が広い範囲にわたって検出されたため、今回の発掘

調査が実施されることとなったのである。

-1-



l章はじめに

第 2節調査要項

ユ、正恩包 跡 名金仏遺跡(かなぼとけ いせき、 略号:3 K B) 

跡所在地秋田県山本郡琴丘町鹿渡字金仏31外

調査期間平成11年度平成11年 7月 1日-----9月初日

平成12年度平成12年 5月 8日-----6月30日

調査面積平成11年度 6，400rrf

平成12年度 4，500rrf 

調査主体者秋田県教育委員会

調査担当者平成11年度

理担当

総務担当

杉湖 馨(秋田県埋蔵文化財センター調査課秋田北分室長)

隆儀(秋田県埋蔵文化財センタ

河田 弘幸(秋田県埋蔵文化財センター

宇田川浩一(秋旧県埋蔵文化財センタ一文化財主事)

鈴木 博文(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

木村 将来(琴丘町教育委員会生涯学習課主任)

平成12年度

11 孝(秋田県埋蔵文化財センタ

藤原 泰史(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

栗原 拓(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

平成11年度

杉湖 馨(秋田県埋蔵文化財センター調査課秋田北分宗長)

平成12年度

杉側 馨(秋田県埋蔵文化財センター調査課秋田北分室長)

古川| 孝(秋田県埋蔵文化財センター

平成13年度

杉淵 馨(秋田県埋蔵文化財センタ一二!と調査課長)

11 孝(秋田県埋蔵文化財センター

平成11年度

荒井信行(秋田県埋蔵文化財センター

(秋田県埋蔵文化財センター

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター

八文字 降(秋田県埋蔵文化財センタ一

平成12年度

佐藤 悟(秋田県埋蔵文化財センター総務課長)

佐々木敬隆(秋田県埋蔵文化財センター



八文字 隆(秋田県埋蔵文化財センタ一

平成13年度

(秋田県埋蔵文化財センター

嶋田 敏輝(秋田県埋蔵文化財センター

佐々木敬降(秋田県埋蔵文化財センタ一

成田 誠(秋田県埋蔵文化財センタ

2節

(職氏名は担当年度のもの)

協力機関 (現国土交通省東北地方整備局)

参考文献

建設省東北地方建設局能代工事事務所 n999事業概要 能代~ 1999 (平成11)年

建設省東北地方建設局能代工事事務所 f一般国道 7号 琴丘能代道路J 1999 (平成11)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書-第180集 1986 (昭和61)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書-第155集 1987 (昭和62)年

秋出県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第201集 1990 (平成 2)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第239集 1993 (平成 5)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第251集 1994 (平成 6)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書j 秋田県文化財調査報告書第281集 1998 (平成10)年

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第291集 1999 (平成11)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書 1 寒JII1遺跡・寒J11 II遺跡 J 

秋田県文化財調査報告書第167集 1988 (昭和田)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書:五 福田遺跡@石丁遺跡・蟹子沢遺

跡・-1一二林遺跡 』 秋田県文化財調査報告書:第178集 1989 (平成元)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ー田 市息子台遺跡・八111番台遺跡 J 

秋田県文化財調査報告書第230集 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書町一萱メIJ沢 I遺跡@萱刈沢E遺跡

秋田県文化財調査報告書第231集 1992 (平成 4)年

秋田県教育委員会 『一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書:v-舘の上館遺跡-J 秋田県文

化財調査報告書第249集 1994 (平成 6)年

秋田県教育委員会 『扇田谷地遺跡一一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発摘調査報告書VI-J 秋田県文

化財調査報告書第283集 1999 (平成11)年

秋田県教育委員会 『館の上遺跡一一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書刊 秋田県文化

財調査報告書第298集 2000 (平成12)年

秋田県教育委員会 『盤若台遺跡 一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発拙調査報告書VlII-J 秋田県文化

財調査報告書第319集 2001 (平成13)年

琴丘町教育委員会 f県営低コスト化水田農業大宮画ほ場整備事業琴丘南地区に係る埋蔵文化l吋発端調査報告書 一金仏遺跡一』

1998 (平成10)年

-3 



第 2章遺跡の立地と環境

1節遺跡の と立地

秋田県の北西部、かつて「琴海」とも呼ばれた八郎潟は、昭和51(1976)年に干拓が完了し、中央

干拓地と八郎潟残存湖とに分かれた。金仏遺跡は、八郎潟残存湖の東部承水路に隣接する琴丘町に所

る。その位置は、 JR東日本奥羽本線鹿渡駅の南南東約1.3kmにあたり、北緯400 1 / 50庁、東

経1400 5 / 27"である。

琴丘町付近は、八郎潟残存湖から東側に向かつて、イ民地@段丘@丘陵@山地が南北方向の帯状

し、南西側の房住山(標高409m)を最高点とする111稜及び、高杉山(標高361m)を最高点とする山

稜に連なってし1く。吏にその東部は、太平山地@奥羽山地へと連なる。

金仏遺跡が位置する潟西段丘は、第 4紀更新世後期に属する潟西層から成り立つ海成段丘である。

この段丘は、東側に分布する山地から流れる小河川によって浸食され、各地に舌状地形を形成してい

る。金仏遺跡は、琴丘町鹿渡集落の東側、東西に伸びる浅い開析谷の北側に位置する標高約17mの段

に立地する。金仏遺跡が南面する沢を東上すると、平成 8年 3月25臼に竣工したふれあい広場

林水産省補助事業一ウルグアイラウンド

ていて金仏一帯の濯概に利用されている。

第 2節歴史的環境

一)があり、その北側にはカマ堤が築かれ

平成 2 (1990)年発行の『秋田県遺跡地図(中央版)Jには、琴丘町に所在する縄文時代から中世ま

でのお遺跡が掲載されている。その後、大規模ほ場整備事業や道路建設事業に伴う遺跡調査が進めら

れ、遺跡の数が増加してきた。琴丘町における遺跡の概要は次のとおりである。

!日石器時代では、長信田地区のほ場整備事業に伴い、平成 6年に発掘調査された家の下遺跡(5 ) 

がある。琴丘町で初めて旧石器が確認され、本格的な調査が行われた。遺跡は、下末吉段丘に相当す

ると考えられる森岳段丘面に立地し、縦長剥片素材のナイフ形石器や米ヶ森技法による台形様石器を

主体とする石器群が出土した。 AT降灰 (B.P 25，000年前後)以前の時期が想定されている。

縄文時代では、金仏遺跡の南側の沢を挟んで、前期の遺物を出土する狐森遺跡(17)がある。狐森

遺跡は、ほ場整備事業に係る調査の他に、平成10• 11年度の 2箇年にわたって日本海沿岸東北自

に伴う調査も行われ、円筒下層 a• b式の土器を主体とする捨て場が検出された。狐森遺

跡が所在する台地の古い沢を挟んだ南側には、兵ヶ沢遺跡(19)がある。発掘調査が実施され、前期

中葉から後葉にかけての遺跡で、陥し穴状遺;憶を利用した狩猟や石錘を利用した網による漁業が行わ

れていたと想定されている。中期では、金仏遺跡と同じ段丘の北側に位置する盤表台遺跡(15)があ

る。後期では、頭部に細密な文様を施した石棒が竪穴住居跡から検出されている堂の下遺跡 (24)、

多数のフラスコ状土坑が調査されている家の下遺跡(5 )等がある。晩期になると、高石野遺跡 (20)

がある。遺跡は、金仏遺跡から南南西へ1.5kmほど、の標高20m前後の台地上に位置する。昭和57年に
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2節

し、縄文時代後期後半から晩期中頃までの土器群が多数出土した。

特に多いのは、晩期前半の大洞B.BC式に伴う土製品である。中でも、海獣を模したと思われる 3

点、の土笛に対する町民の関心は高く、「土笛の虫、琴丘」のネーミングの由来ともなり、これを記念

して毎年「縄文フェスティパノレ」が開催されるに至っている。

古代では製鉄関連遺跡が多い。平成 6• 7年にほ場整備事業に伴って発掘調査された泉沢中台遺跡

( 7 )からは、 10世紀代の建物跡、板塀跡、製鉄関連遺構 4基が検出されている。また、日本海沿岸

東北自動車道建設事業に伴って平成12年度に発掘調査された小林遺跡 (25)からは、製鉄炉@

鉄棒等が出土し、平安時代の製鉄関連集落跡であることが分かっている。さらに、一般|要道 7

能代道路建設事業に伴う盤若台遺跡(15)の調査では、古代の製鉄炉が確認され、当時の生産遺跡で

あることが確認された。

中世になると、平成10年度から 3箇年計画で調査が行われた堂の下遺跡がある。小林遺跡と沢を隔

てた北側の丘陵にあり、遺跡の広がりは70，000rrf以上に及ぶ。平成10• 11年の調査では、 13世紀の製

として、製鉄炉@溶解炉を確認し、多数の鋳型@鉄棒が検出されており、製鉄の原料である砂

鉄の採取から鋳鉄製品の製作まで行っていた大規模な生産遺跡であったことが解明されている。この

ほか、中世城館として、館の越舘(18) ・古館城跡(13) ・中野舘跡 (27)があり、空堀@曲郭など

が確認されている。

琴丘町内においては、 i日石器時代から縄文時代にかけての遺跡は標高20m前後の潟西層からなる台

地上に分布している。堂の下遺跡で、見つかった縄文時代後期の竪穴住居跡は、立地から見て特異なも

のと考えられる。また、古代から中世にかけての遺跡の大部分は石倉山居にのっており、製鉄関連遺

跡の多さも注目される。これは、丘陵地の地層の中に砂鉄が豊富に含まれており、製鉄の原料を容易

に獲得できたことによるものであろう。今後の調査の進展により、当地域における古代から中世の製

鉄産業や鋳物業の実態がより明らかになるものと考えられる。

ヲ問・参考文献

秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和56)年

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(中央版)J 1990 (平成 2)年

大沢膿・ i鯨向明・栗田泰夫・高安恭助・平111次郎『森岳地域の地質J 通商産業省工業技栴院地質諮査所 1985 (昭和60)年

秋田県教育委員会 『狐森遺跡一県営ほ場整備事業(琴丘南地区)に係る埋蔵文化財発描調査報告書 J 秋田県文化財調査

報告書:第302集 2000 (平成12)年

秋田県教育委員会 『盤若台遺跡 一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る発掘調査報告書湘一』 秋田県文化財調査報告

書第319集 2001 (平成13)年
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2章遺跡の立地と

第 1図腐辺遺跡分布図
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2節歴史的環境

地図番号は、文中( )内及び第 1図の番号に対応する

地図番号 遺跡名 所 在 士出 時 期 文 献

木戸沢館 山本郡山本町森岳字木戸沢 中世 ① 

2 東堤沢 山本郡山本町森岳字東堤沢 縄文

3 古館堤 山本郡山本町森岳宇古館堤頭 縄文

4 古館堤頭 111本郡山本町森岳字古館堤頭39外 縄文中期 ②、⑬

5 家の下 山本郡琴丘町長信田字家ノ下1-5外 !石器、縄文 ③、④

6 長信田 山本郡琴丘町長信田家後54-5外 縄文

7 泉沢中台 山本郡琴丘町鹿渡字泉沢中台71外 平安 ⑤ 

8 地蔵長根 山本郡琴丘町鹿渡字地蔵長根64 縄文

9 五一」百十一円リ 山本郡琴丘町鹿渡字宝竜前36 縄文晩期

10 鬼沢口 山本郡琴丘町鹿渡字鬼沢口184 縄文

11 鬼沢口 B 山本郡琴丘町鹿渡宇鬼沢口 縄文中期 ⑧ 

12 諏訪長根 山本郡琴丘町鹿渡字諏訪長根79 縄文、平安

13 古館城跡 山本郡琴丘町鹿渡字諏訪長根65 中世 ① 

14 北牛淵 山本郡琴丘町鹿渡字北牛湖27-1 縄文

15 盤若台 111本君I~琴丘町鹿渡字盤若台121外 縄文、平安 ⑭ 

16 金仏 山本郡琴丘町鹿渡字金仏31外 縄文、平安 ⑧、⑩

17 狐森 山本郡琴丘町鹿渡字狐森29-1外 縄文 ⑪ 

18 館の越館 山本郡琴丘町鹿渡字狐森20外 中世 ① 

19 兵ヶ沢 山本郡琴丘町鹿渡字兵ヶ沢48 縄文 ⑧、⑫

20 高石野 山本郡琴丘町鹿渡宇高石野114外 縄文(中~娩) ⑥ 

21 鯉川高::fi野 山本郡琴丘町鯉川i宇高石野 縄文

22 中陳場 山本郡琴丘町鯉川字中陳場 吉代

23 棟場野 山本郡琴丘町鯉川i字陳場野33 縄文

24 堂の下 山本郡琴丘町鰹川字堂の下72外 縄文、弥生、中世 ⑦、⑨

25 小林 山本郡琴丘町鰹川字小林39外 平安 ⑨ 

26 真山野 山本郡琴丘町鯉川字真山野7-3 縄文

27 中野館 山本郡琴丘町鰹川字中野1-1 中世 ① 

第 1表周辺遺跡一覧

(第 1表関連文献)

① 秋田県教育委員会 『秋田県の中世城館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981 (昭和56)年

② 山本町教育委員会 『吉館堤頭遺跡発掘調査報告書J 1977 (昭和52)年

③ 秋田県教育委員会 『県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書立一家の下遺跡(1 )一』 秋田

県文化財調査報告書第256集 1995 (平成 7)年

④ 秋田県教育委員会 『家の下遺跡(2 )旧石器時代編 県営ほ場整備事業(琴丘地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

国 J 秋田県文化財調査報告書第275集 1998 (平成10)年

⑤ 秋田県教育委員会 『泉沢中台遺跡一県営ほ場整備事業(琴丘地底)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書町一』 秋田県文

化財調査報告書第276集 1998 (平成10)年

⑥ 琴丘町教育委員会 『高五野遺跡発描謂査概報J 1982 (昭和57)年

⑦ 秋田県埋蔵文化財センター 『平成10年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料J 1999 (平成11)年

⑧ 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布報告書』 秋田県文化財調査報告書第281集 1998 (平成10)年

⑨ 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布報告書J 秋田県文化財調査報告書第291集 1999 (平成11)年

⑩ 琴丘町教育委員会 『県営低コスト化水田農業大区画ほ場整備事業琴丘南地区に係る埋蔵文化財発摺調査報告書一金仏遺

跡 -J 1998 (平成10)年

⑬ 秋田県教育委員会 『狐森遺跡一県営ほ場整備事業(琴丘南地区)に係る埋蔵文化財発掘調査報告書…』 秋田県文化財

調査報告書第302集 2000 (平成12)年

⑫ 秋田県教育委員会 『兵ヶ沢遺跡一日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書rr-J 秋田県文

化財調査報告書第296集 2000 (平成12)年

⑬ 永瀬福男 「二ツ森古舘堤頭遺跡緊急調査報告J ~秋田考古学』 第32号 秋田考古学協会 1975 (昭手050)年

⑭ 秋田県教育委員会 『盤若台遺跡一一般国道 7号琴丘能代道路建設事業に係る発掘調査報告書鴨一』 秋田県文化財調査

報告書第319集 2001 (平成13)年
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第 3章第 1次(平成11年度)調査

第 1節調査の概要

1 .遺跡と調査区の概観

秋田県の西部、八郎潟残存湖の東部に沿って標高18m程度の海成段丘が南北に伸びる。この海成段

は、東西方向に走る小沢によって下刻され、西向きの舌状地形が南北方向に連続する O 金仏遺跡は、

西流する鹿渡J11の南に接する舌状の海成段丘上ほぼ中央南端部にある。遺跡の南側には、東西に件lび

る浅い関析谷を挟んで狐森遺跡が広がっている。東側は徐々に高度を増し、山地@丘陵へ続いていく。

北側は、平坦で同じ段丘面にある盤若台遺跡へ続き、西側は段丘下に八郎潟残存泌が広がる。

明治期に作成された f第三大区四小区羽後国山本郡鹿渡村切闘図Jによれば、微高地部分は焔地、

その他は水田として記録されている。海成段丘の金仏遺跡があった部分は、林草生地稲干場として使

用されており、低地の部分には今回の発掘調査で出土した溝 (SD 115溝跡)が記載されている。本

地域は水源が少なく、瀧概の多くは溜池に頼っていたが、字地内における溜池は 6箇所が記載されて

いる。

発掘調査地点一帯は、昭和40年代に開墾が行われ、水田と畑地にした場所である。この時の地形の

改変では相当量の土量が動かされており、特に遺跡南側での削平@盛土が著しい。

明治年問、石川理紀之助が著した『鹿渡村旧蹟考』には、「石器ある地鹿渡にて宝龍金仏 狐

野山谷高石野ニあり」、「盤若台金仏鹿渡寺の古屋布ていふ金仏なとも、其頃の|日跡なるへ

し」と記載されている。なお、琴丘中学校付近にはかつて寺があり、鉄でできた仏像が出土した等の

伝承が伝わっている。

2. 調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。金仏遺跡調査対象区のほぼ中央に、建設省東北地方建設局能代

工事事務所が打設した琴丘能代道路センター杭ST A. No.O (国家座標第X系座標値は、 X=3643.5000， 

Yニー63262.5000)が位置する。グリッドは、このセンター杭をグリッド原点 (MA50) とした。こ

のセンター杭を通る国家座標第X系の南北方向に基準線を設定し、更にセンター杭を通ってこの基準

線に直交する東西方向の基準線を設定した。グリッドは、この両基準線に従って 4mX4mの方根を

組んで設定している。グリッド杭には、東から西に向かつて東西方向を表すKJ ・…… .KT.LA…… 

LT.MA.…… .MT.NA.・・…・ .NCのアルファベットと、南から北に向かつて昇傾する南北

を表す47• 48 ・……・ 62 • 63の2桁の数字を組み合わせた記号を記入した。区の名称は、南東隅の方

眼杭に記された記号とし、 rvIA50区のようにアルファベットと数字とを組み合わせた記号で呼ぶこと

にした。磁北は、グリッド南北線より約80 0'部に傾いている。なお、 MA50から20m毎lこ位置する

方眼杭は 9crn角材を打設し、仮レベル原点として使用した。

遺構は、できるだけ遺構の掘り込み面での検出に努めたが、水田として区画整理されたり、畑地と

して表土が動かされており、殆どは地山漸移層もしくは地山面での確認、となった。検出した遺構は略
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3章第 1次(平成11年度)

号で撞類を付し、検出)I!jiに連番で遺構番号を付けた。遺構は、

トを残して 4分割し、土坑等は半裁(2分割)して調査した。

のベノレ

記録は、主に図面と写真によった。図面は、原則として 1//20の縮尺を使用し、細部状況を表すた

めに適宜 1//10の縮尺を組み合わせて作図し、それぞれにレベルを記入した。作図にあたっては、グ

リッド杭と間尺とを組み合わせた手実測によった。断面凶には、土色@堅さ@しまり@粘性 e 混入物

を注記し、必要に応じてエレベーション図も作成した。

写真撮影は、遺跡や遺構@遺物を対象とする地上撮影を行い、一部ローリングタワーも使用してい

る。写真は、 35rnrnカメラにモノクロとカラーリバーサルフィルムを装着し、必要に応じてネガカラー

も使用した。また、遺跡の{府轍撮影は、ラジコンへリを使用した空中写真撮影によった。

遺物は、遺構内出土遺物は、出土遺構名。出土層位 e遺物番号@出土年月日を記入し、遺構外出土

遺物は出土区名 e 出土層位@遺物番号@出土年月日を記入したラベルとともに取りあげた。

室内における整理は、現場で作成した図を基に第 2原図を作成、これをトレースした。遺物は、洗

浄、注記の後に接合作業を行い、実測図 Q t石影函を作成し、写真撮影を行った。

3 .調査の経過

発掘調査は、平成11年 7月 1日から 9月30日まで実施した。以下、調査日誌を中心に調査の経過を

述べる。なお、当初の表土除去は、 6月 8日から 6月15日まで重機を使用して行った。

7月 l目、 10時より琴丘町公民館にて作業員説明会を開催。三浦埋蔵文化財センタ一所長、大山琴

丘町教育長出席。説明会終了後現場へ移動。午後より発掘調査を開始。ベルトコンベアの移動@配置、

機材の整備を行った後、ジョレン掛けを行った。 2日、遺跡北側より南側に向かつて組掘@精査を行っ

た。作業は順調に進み、 LN52 Q L 052区より遺構を検出した。リース業者来跡、土曜日にベルトコ

ンベアの配線をするとのこと。 5日、ベルトコンベアよりも北側のグリッドの粗掘及び遺構の確認を

行った。一部、遺構の確認写真撮影。グリッドの粗摺及び遺構の確認作業を続け、本日までに36遺構

を検出した。 6日、ベルトコンベアを移動。紐掘及び遺構の確認、遺構の確認写真撮影、遺構半裁の

糸張りを行った。調査員がいない時は、勝手に仕事を開始しないように注意。 7日、土坑を半載し始

めた。 SK01 • S K02は遺構から除く。ベルトコンベアのキャプタイヤが不良、ベルトコンベア 1台、

が動かないため、リース業者に連絡。午後はベルトコンベアを移動して新しい場所に設置。上位段丘

面南東端で12個の丸い土錘(孔は真っ珪ぐ空いている)が出土した。 8日、土坑断面凶の作成開始。

一万では粗摺及び土坑の半裁を行った。土坑断面の写真撮影。台地南東端 (LQ47区)の土錘121閣を

実測し、取り上げた。琴丘町教育委員会木村将来主任勤務。払田柵跡調査事務所の

跡。 9日、遺構の確認作業を行った。遺構の確認写真撮影。午後ベルトコンベアを下位の段丘面に移

動、粗掘開始。 12日、遺構の半裁及び断面写真撮影。遺構カード作成。上位段丘面と下位段丘面との

境に用水路跡を検出した。高橋課長補佐来跡。 13日、下位段丘宿の遺構確認作業。土錘の集積状況の

実測開始。文化課小徳学芸主事来跡。能代工業高校栗山教諭来跡。工事業者から準備測量に入りたい

との電話があり、大友監督官からも21日から準備測量に入るという連絡があった。 14日、下位段丘面

の遺構確認。土坑、土器埋設遺構の存在が予想された。土錘が集積した遺構は実測終了。熊谷元米内

15日、遺物取り上げ。土坑半載。下位段丘面の組掘継続。午前中

10-



1宣言

16日、 ベルトコンベア移動。

@狐森間にボックスをつくるが、 にかかっているかどう

かの質問があり、文化課へ直接問い合わせるように答える。 19日、粗掘を続け、午後ベルトコンベア

移動、粗掘継続。 21日、ベルトコンベアより南側 (38グリッドラインより南側)を粗掘する。 LQ41 

区の黒土を掘り下げる。 SB91掘立柱建物跡の柱穴を半載する。 SK87の断面図作成。ベルトコンベ

アより南側の東側半分を終了。 L040区 (IIJ副元東へ2.77m)の近くより土器底部と土器片数点が出土

した。 22日、下位段丘面南端部の掘り下げ。下位段丘面北端部の遺構平面の実測開始。本自で第 1回

引き渡し部分の組掘はほぼ終了。掘立柱建物跡は、きちんとしたプランになりそうだった。 23目、

の粗掘。午後より SD12等、溝掘りを開始。 溝は、基本的にゆるやかな舟底状の浅い溝で、

に振れながら通っていたo 26日、半載した土坑の断面写真撮影。 SK遺構の断面図を作成、完成

次第完掘に入った。本日は SK 53 • 54 • 75 • 76 • 59の断面図を作成し、その後完掘する。断面図の写

よる表土利ぎの範囲にポーノレを立てる。東北管区気象台は北東北の梅雨明け ιι 口 0

27日、朝から表土去IJぎに入った。上位段丘面南端の黒っぽい筒所を掘り下げるが住居跡にはほど遠い

感じである。作業員に対し、暑いので無理をしないよう指示。 28日、上位段丘面南端部の描り下げ。

住居跡らしい部分を掘り下げた。工事業者から、水路の切りまわし工事が発注されたため、現在使用

中のプレハブを移動したい旨の申し出あり。再度測量して影響が最小限になるようお願いした。また、

図面を添えて文化課経由でセンターを通して動いてほしい、現場では直接対応できないことを伝え、

船木課長へ報告。なお、狐森の遺跡範聞は、文化課に問い合わせるように伝えた。利部学芸主事来跡。

熊谷元米内沢高校長来跡。 29日、 SA柱穴列 2列の断面図を作成し、掘り下げを行った。下位段丘面

南端部の溝の掘り下げ開始。 S1 99を床面まで掘り下げ。 SX62の土錘は下に 3cmほどの暗褐色土が

入り、炭化物もパラパラ入っていた。網のままで埋めたのかもしれない。 30日、グリッド杭打設入札

のための現地説明会に 6社が参加。 S1 99が焼失住居跡であることを確認。 SR68は土器埋設であっ

たがその北側に磯が横になっており、その下方にもう l簡の埋設土器が出土した。

8月2日、地山面清掃。ベルトコンベア移動、草刈り、遺構の精査。 SR68の入れ子状態の土器を

取りあげたらその下部に土器片を 3片敷いて、平らにしてから入れたことがわかった。 3日、 SR68 

を完掘。明日の空撮にむけて遺跡の整備を行った。盤宥台遺跡の作業員の援助で実測作業が進み、下

位段丘面の SB.SAのエレベーションに入った。 4日、遺跡の整備を行った。ラジコンへリによる

空撮実施。実測及び第一次引き渡し部分外側のジョレン掛け作業を行った。三浦所長@楼田課長補佐

来跡。 5目、ベルトコンベア移動。遺構精査及び実測。 SK27 (後に変更して SX27)を集中的に掘

るが、底閣を確認できなかった。高橋忠彦課長補佐来跡。作業員棟東側に駐車場設置。 6日、実測及

び遺物取り上げ。 16日、ベノレトコンベアを移動@設置。粗掘開始。 SD及び土坑のエレベーション記

録。 SK27の掘り下げを行ったが、 3.4mの深さでまだボーリング棒 1本分は簡単に入る。深すぎて

に危険が伴うので中止。ボックス工事の最中に湾u平作業があるということなので、その際に立ち

会いながら重機を使用することにした。 SK27は、側面及び壁面がほぼ垂誼に落ちており、壁もきれ

いで割合に国い。お盆のために作業員の出勤が少ない。高橋学学芸主事来跡。 17日、 MQグリッドラ

インまで粗掘。 MN41グリッド杭付近で土器埋設遺構検出。作業員に対して明日の健康診断の連絡を

行う。 1)-ス業者にプレハブの窓ガラス及びベルトコンベアの交換を電話連絡し、本日交換した。 18
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3章第 l次(平成11年度)

日、ベルトコンベア移動。粗掘続行。 3時半まで中央公民館で健康診断。その後粒掘継続。

と空撮成果について打ち合わせ。測量業者来跡、前回の測量成果簿を貸し出す。 19日、 SR108のピッ

ト探し。竪穴住居跡になりそうである。組掘継続。建設省能代工事事務所加藤係長より調査内容につ

いで詣詰あり。 20日、粗掘継続。 SD108の掘り下げ、開始。晴天が続いて地山面の粘土が相当固くなっ

ており、精査面までの掘り下げに苦労した。船木課長来跡。 23日、ベルトコンベア移動。組掘継続。

S 1 127. S D 115の精査。一部分遺構配置図作成。楼田課長補佐、文化諜武藤学芸主事来跡。沢を挟

んだ狐森遺跡のボックス部分について立会し、 9時半から沼田監督官も立会って、パックホーで一部

掘り下げ、遺構、遺物がないことを確認した。 24日、ジョレンj卦け。 S1 127の遺物取りとげ。実演j

終了。午後ベルトコンベア引き上げ。局地的な大雨のため作業員待機。 4s寺で作業終了。 25日、盤若

台遺跡において、朝の出勤途中の交通事故あり。利部学芸主事来跡。 26日、作業員全員で盤若台遺跡

の調査を応援し、トレンチを掘る。磯村朝次郎氏@文化課谷地学芸主事来跡。 27日、盤若台の調査応

援。 測量業者成果簿納入。 30目、三浦所長来跡。作業員10名で遺構半哉、残りは盤若台の調査を応援。

遺構のうち、二上坑は木の根や抜根と思われるものが多く、全体の数は少なくなってきた。 31日、朝の

は水びたし状態。昨日半鼓した土坑は埋もれてしまっ 1，-円慌h 門よ民間!日欧伴v__;17¥:1ギ '(y1 Iつ

9月 1白、盤若台で遺物の洗浄。 2日、トレンチ内の7]<がまだ残っているので、浮いた土を整理し

ながら処理。下位段丘面部分の土坑を調査。 SK27をパックホーで掘ってもらったが、深さ4.9mま

で掘り下げても、閉じ太さで真っ直ぐに落ちており、壁面はよくしまっていた。パックホーのアーム

が届かないので調査を中止した。何故、こんなところに機械を使用したような土坑を掘ったものか理

由が分からなかった。荒井主査来跡。 3目、作業員10名で金仏精査。残りの作業員は盤若台で作業。

岩見誠夫氏来跡。 6日、盤若台遺跡調査応援。 7日、晴れ間に少し遺構の調査をしたが雨が強くなり

中止。 10時半から盤若台遺跡、の現地協議に参加。 8日、雨でトレンチが水びたしのため待機。作業が

できず中止。利部学芸主事来跡。 9目、遺構の精査、実測に入るも前日の雨のため水が涌きだして、

は実測が不可能であった。作業員25人は盤若台で作業。 10目、遺構の精査、実測作業、完掘写真

撮影。作業員 5人は金仏、残りは盤若台で作業。 13日、 SR108を精査、 S1 108に変更。柱穴は 8本

あるが 1本おきに深いものと浅いものが交互に位置する。高い場所から見ると円形の黒っぽい器ち込

みがあり、それに沿って柱穴が回るようである。円形状の黒っぽい落ち込みが住居跡のプランかと思

われる。 深鉢形の土器(服部下半には~)I状縄文)を埋めて炉に使用している。掘方は土器にあわせた

ようにピッタリとし、土器と掘方は一部重なった状態になっている。炉に使用した土器の外側には更

に土器片を埋めこんでいる。土器片の一部は裏返しにして裏込めされているものも見られた。内側の

と外側の土器片との問には、赤褐色の焼土が入っていた。 14臼、 S1 108を中心に調査。 S1 108 

は終了。 S1 108の炉は、 1.穴を摺る。 2.深鉢形土器の底を切って埋める。 3.埋めた土器の外

側へ更に土器片(深鉢形土器の破片を使用)を埋め込み、磯や土も入れて動かないようにする。 5.

4炉の土器の底部分に深鉢形土器の底部破片を裏返ししたりして埋める。 6.さらに炉の底部の空いて

いる部分に土器片を入れる(完成) 7.炉として使用。という特殊な例であるo 16日、平面図実測。

半載した土坑の完掘及び写真撮影。午後から盤若台に応援。八文字主事@柴田課長補佐来跡。 17日、

S B 122の精査、実側、エレベーション作成。 SN72の精査。

課長来跡。 20日、 SN72付近を精査。枝穴を 2本分検出。
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1節

れない。全面を掃除し、写真撮影。ピット掘り開始。 21日、 S1 148の精査。 S1 148は4本の柱をも

ち、土器埋設炉を備えている。壁は検出できないが焼失家屋である。 SN72の図面・ S K146及び147

は終了。 22呂、 S1 148のエレベーション作成、写真撮影。雨のため 2B寺で作業終了。 27日、 S1 148 

断面を作成、完掘した。作業員の一部は盤若台で作業。撤収の準備に入った。 28日、 S

1 148の完掘写真撮影。 SK P 151の半哉、断面図@平面図作成。写真撮影。作業員の一部は盤若台で

作業。琴丘町教育委員会木村主任に一輪車返却の電話を入れた。 29日、一輪車を町教委に返却。使用

した機材の清掃@整備。 30日、男性作業員はプレハブや遺物用コンテナの整理作業。女性作業員は盤

若台で調査。午後全員で後片付け、 遺物及び機材を盤若台へ運搬して発掘調査を終了した。

第 2節調査の記録

1 .基本層序

調査地点、は、東西方向に伸びる浅い開析谷に南面している。標高17m前後の段丘面と標高11m前後

の谷底面との間に、標高15m前後・ IIJ詰30m程の平坦面を挟んでいる。段丘面は草地@水田@畑地、標

高11m前後の平坦面は水田及び、畑地に、谷底面は水田として利用されていた。段丘面の南側と平坦面

が調査の対象地である。

本遺跡の土層は大きく 3層に分けられる O 第 I層は昭和40年代以降の農地造成によって現在の耕作

として使用されている層、第E層は農地造成以前に耕作土@表土として使用されていた層、

第亜層は地山層である。遺物は、第E層10YR2/3の黒褐色土に含まれる。段丘面から平垣間に傾

斜してし1く部分、調査地点の中央部から西側にかけての部分、標高16m程の部分に主として縄文土器

が残る。

MBグリッドのラインの地層を見てみると、段丘面では10YR2/3の黒褐色耕作土が15cm程の厚

さに10YR5/6の黄褐色地山土の上に堆積している。平坦面では、地山土の上に同程度の厚さに

褐色土があって、その上に65'"'-'115cm程の厚さで暗褐色の盛土があり、平坦面南端にはさらに厚さ40

cm程に地山土が盛られている。農地造成によって、平坦面では相当量の土が動かされており、旧耕作

土が盛土の下になってしまってし、必。段丘面との境部は地山が切り取られ、平坦面南端部に盛られて

いったことが分かる。南側からは、切り取られた境界部が観察でき、切り取られた焼土遺構の断面が

残っている。
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3章第 1次(平成11年度)

MP49-M049北側土層断面 抗 B

N~11; 
昆伝説話言説五μぷ立

班

1 b 

1 黒飴色(lOY1<.2/2)二l二。耕作オ。しまりやや強い、1'r'i性強い。

1 b. 11計局包 (10Y1<.3/4)土。しまり・ねit!o弱L、o rJli:jこ。
径2mITIの風化したl線、地山ブロソク、組砂を含む。

1 c. 灰裁褐色(10Y1<.4/2) ll*土。しまり・粘性強し、。 地LLIブロックを含む。

1 d. 褐色(lOYR4/6)土。 地山混じりの盛土。しまりやや弱い、1'r'itIJ:強い。

r e 黒褐色(10YR3/2)二!こ。 俊二i二。しまり弱い、粘性やや強L、
立 黒褐色 (lOYR2/3)土。 I日耕作土。物を含む。

しまりやや強い、粘性やや強い。

III. 質問色(lOYR5/6)土。J:tllLLI。しまり強い、粘性やや弱い。

1 d 

1 e 

狂

国

第4図金仏遺跡基本土層

2 .検出遺構と出土遺物

( 1 )縄文時代

①竪穴住居跡

S 105竪穴住居跡(第 5図、図版 3) 

《位 置} MD. ME52区に位置する。

《確認@重複》 地山面で少量の炭化物が混じった焼土を確認した。重複なし O

《規模と平面形》 地床炉を中心に 4基の柱穴を検出した。柱穴は、中軸線がほぼ南北方向に向く

形状に位置する o P-3 • P-4間の距離は1.65m、 P-4.P-l間の距離は1.55

mである。地山商からの柱穴の深さは、 P-4が0.44rnと一番深く、他の 3基は

O.23m程度と浅い。耕地整備による削平のためか、竪穴住居跡の壁は検出できな

かった。竪穴住居跡の平面形は不明である。

《床 面》 全体的に平らで締まっている。

《出土遺物》 なし。



第 2節

Q主 。
P-3 

S 1 05 

A 。 。 。B 

P 2 

。
εマロ

A 17.4m B 

。
m
 

第 5図 S 105竪穴住居跡

S I 108竪穴住居跡(第 6図、図版 2• 3) 

《位 置~ M M • M N 40 • 41区に位置する。

《確認、@重複》 地山面を精査中に確認した。重複なし。

《規模と平面形》 関田工事によって全面的に削平を受けており、平面形は確認できなかったが、

東側は、直径約3.80mの半円形をした黒っぽい汚れが検出されており、本来は略

円形の平面形であったと推定できる。中央部分に 1の土器埋設炉があり、周聞に

8本の柱穴を検出した。土器埋設炉は、地山面を掘り込んで、 2の深鉢形土器を

壊して底に敷き、円筒形土器の胴部を炉体として据え付けている。据え付けた土

器の周りには、底に敷いた土器の残りの破片を巡らして埋めている。
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第 2節

埋 検出できなかった。

は検出できなかった。床面は全体的に平らで固し iO

炉体として据え付けた土器は、胴部に羽状縄文を横位 した円筒形土器であ

と床

《出土遺物》

る。口縁部及び底部は検出できなかった。 2は、炉体の土器の周りに巡らしてい

た土器で、室長部付近に fく」の字形のくびれをもち、口縁部が外傾する高さ29.4

cmの深鉢形土器で、ある。くびれ部分が口縁部文様帯の区切りになっている。口縁

部には 4つの突起があり、各々の突起部分の上部から、縄の側面庄痕を横{立に配

した粘土統の隆帯が垂下する。突起と突起の間には、台形状の低い小突起があり、

その下方にも縄の側面庄痕を配した粘土紐の降帯が垂下する。君主下する隆帯と降

帯の間には、縄の側面圧痕が三角形状に配される。口唇部には絡条体圧痕文が縦

{立に付され、腕部には O段多条の原体を使用した斜行縄文が施されている。

S I i2i竪穴住居跡(第 7図、図版 2• 3) 

《位 霞~ M F • M G 36 • 37区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 水田造成の際、南東側の大部分が削平されていて本来の平面形は不明である。現

存する平面形の最長部分は、北西-南東方向1.54m、北東一南西東西方向3.27m

である。現存する床面から、柱穴痕や焼土痕は検出できなかった。

《埋 土~ 10YR3/4の暗褐色土が一面に入っている。壁際部分には、 10YR 5/6黄褐色

土が一部に入っていた。

《壁と床面》 ほぼ垂直に立ち上がり、壁は固く締まっている。確認面からの深さは0.43mで、

床面は全体的に平らで固く締まっている。

《出土遺物》 肩の部分が「く」の字形に強く張った平縁の 3の深鉢形土器が、南西方向に口縁

部が向いて床面上から出土した。住居を廃棄した時に、土器も廃棄したような出

土状態である。深鉢形土器の全面に斜行縄文が施文されている。 S1は、住居跡

の四壁付近、土器片がまとまって検出された上方の埋土から出土している。頁岩

の縦長剥片の側面を調整剥離し、つまみ部分は表裏両側から剥離して作り出して

いる。つまみ部分の先端部には、石器素材を剥ぎ取った際の打記が残っている。

S 2は、表裏両側から調整剥離を加えて刃部とした頁岩製のスクレイパーである。

S I 148竪穴住居跡(第 8図、図版 2• 3) 

《位 置>> M H • M 1 38 • 39区に位置する。

《確認@重複》 ぼんやりとした浅い落ち込みを精査中、地!1I面で、 2カ所の焼士と柱穴 4本を確認

した。重複なし O

《規模と平面形》 全体的にぼんやりとしており、明確な平面形を把握できなかった。南北方向 P-

2 • P -4聞は約3.70m、東西方向 P 1. P-3間は約3.80mである。 P-1'""P-

4で固まれた中央部分には、 6の深鉢形土器の中央部分を埋設した炉を設けてし1る。
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3章 第 l次(平成11年度)
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2節
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S 1 
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8 
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S 1 148 

A 

3

Z
・∞ヨ

ー
し
い
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B 

¥吋ケ----------

1.赤褐色 (5YR4/6)土。しまりやや強い、

粘性やや弱い。

2. 11計局i色(10YR3/4)土。しまりやや強い、

1'，'j性やや弱L、。 炭化物 .tftこ仁混じる。

褐色(10YR4/6) 土。しまり強い、î'~j性

やや弱い。

A 16.7m 

B 

m
 

qノ向

¥ワ
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。
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S I 148竪穴住居跡、土器埋設炉、出土遺物
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3章第 l次(平成11年度)

《埋

と床

《出土遺物》

②土坑

10YR3/4培褐色土を基本にしているが、上からの撹乱を受けている。

は検出できなかった。床面は全体的に平らで固い。

4は撚りの異なる縄文j京体を結節した横位の羽状縄文を配した後に、縦{立に綾繰

文を l条施している。 5は胴部と口縁部文様体との間に隆帯があり、 i盗帯口縁部

側には縄の側面圧痕文を 1条配した土器である。口縁部はやや聞き気味に立ち

がる。 S3は床面から出土した頁岩製の石鍛である。断面菱形で基部の作り出し

が非常に長くなっており、全体の形状は細長い菱形を呈する。 S4は、剥離が表

裏両側から加えられた頁岩製の石器である。上部には石器素材を剥ぎ取った際の

打面が残っている。 S5は、頁岩の薄い剥片素材を利用、部分的に調整剥離を加

えてスクレイパーとして使用している。

S K04土坑

《位

9図)

MF  • MG52区に位置する。

《確認@ 複》 地山面で落ち込みを確認した。 なLo

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)0.73m、短軸(東北東一西南西)0.56mの隅丸をした不

整な長方形を呈する。

《埋土》 5層に分層できた。

// P.三乙 1 昨年ご 亡と=弘 口r_::D:) 1_ l-r'")吋ごニコニ?をヲ=ー_.__J.-. r 1 k' 司 ..... ー~、 、 ..L- r I~ 
、二立二 '- ，.た泊Lt:U// 二位 Vd、Yc:::hVd、土口医ヨlV'-斗ムツーLlr匂 o I品」阻JV cJ.. TIT/lヨミイ八ビiF巾まっし"，~。

《出土遺物》 2 層上面より珠洲系陶器の播鉢破片11が出土した。 5 層の土坑底面からは、 7~

10の縄文土器片が出土した。 8は焼成が良好で、胎土に砂粒を多く含んでいる O

斜行縄文が施文されている。

S K06土坑(第 9図)

《位 置} MD52区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南-北)0.91m、短軸(東一西)0.56mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁は外傾しながら立ち上がる。底面はゆるやかな舟底状を呈する。

《出土遺物》 なし。

S K07土坑(第 9図)

H立 置} MD52区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径約0.57mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に暗褐色土が入る O

《壁と底面》 壁はほぼ霊=直に立ち上がる。底面は平らで締まっている。
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@ SK04 

A 17.4m B 

ベミ喜ヨー

S K04 

1.にぷい黄褐色(10YR4/3)二上。しまり強い、粘性

やや弱L、。地山校混入。

2. Il音褐色(10YR3/3)こた。 シノレト質。焼土ブロック

が少し混入。

3.赤褐色 (5YR4/8)土。燐オブロック。

4. にぶい黄褐色(10YR4/3)土。シルト質。焼j二フ

ロックが少し混入。

5. にぶい黄褐色(10YR4/3)ニt。地L1Jブロック(10

YR5/8、2c間程度)がまだらに混入。

@ ④ 
B 

A 17.4m B 
A 17.4m B 

C==1 ) 

とコ之ブ

@ S K09 

メ:

A (0 
// 

A 17.5m 

第 2節

向ハパ
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川

M
l
u川

州ハハハ
U
川 11 

。 5 cm 

A B 

S K08 

A 17.4m B 

一入く戸二戸ア

S K06 

1.黒褐色(10YR3/2)土。しまり強い、粘性なし。地t11*立微量浪人O 炭化物微

量混入。

2. Iこぶい策褐色(10YR4/3)土。しまりやや強い、粘性なし。 H音褐色(10YR3/3) 
土が中~大枚40%混入。炭化物微量混入O

S K07 

1.黒褐色 (10YR3/2)土。しまり強い、粘性なし。 地山粒・炭化物微震混入。

B 

S K08 

1 にぷい策褐色(10YR4/3)土。砂質。

2. にぶい策褐色(10YR4/3)土。池山粒混入。

3.褐色(10YR4/4)土。炭化物・焼土粒若干見られる 0

4. 1竜褐色(10YR5/6)土。地111ブロック。

S K09 

黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性弱い。

日前島色(10YR3/3)土。しまり・粘性弱L、。シルト質。 30%程度の焼土と*Ill
かい炭化物を含む。

3. ~黒褐色(10YR2/2)土。しまり・粘性弱い。シルト質。細かい炭化物を含む。

4.褐色(10YR4/6)土。しまり弱い、粘性やや弱い。納i沙質。
B 

0
1
ヒ

m
 

第 9図 S K 04 • 06 .. 07 • 08 .. 09土坑、出土遺物
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3章第 1次(平成11年度)

《出土遺物》 土坑底面に接した状態で石器剥片が出土した。

S K08土坑(第 9図)

《位 置y ME. MF50区に位置する。

《確認@重複》 地山由で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長紬(東一西)1.19m、短軸(南-iヒ)0.64mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土y 4層に分層できた。

《壁と底面》 壁は立ち上がり部分で少し丸味をおび、強く外傾しながら立ち上がる。底面は舟

底状に丸昧をおび、固く締まっている。

《出土遺物》 なし O

S K09土坑(第 9図)

震)) M E 50区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径約1.56cmの略円形を呈する。

《埋 土y 4層に分層できた。

《壁と底面》 壁は内湾しながら立ち上がる。底面は舟底状で丸味をおび、締まっている。

《出土遺物》 石器剥片 l片が出土した。

S K 10土坑(第10図)

《位 置y MD. ME50区に位置する O

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。 SK11土坑を切っている。

《規模と平面形》 長軸(東一西)1.2m、短軸(南-北)0.9mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 7層に分層できた。

《壁と底面》 壁は内湾しながら立ち上がる。底面は舟底状で丸昧をおび、締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K 11土坑(第10図)

《位 置y MD50区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。 SK10土坑に切られている。

《規模と平面形》 長軸(東一酉)0.90m、短軸(南-北)0.55mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 2層に分層できた。

《壁と底面》 監は丸昧をおびながら立ち上がる。底面は舟底状を呈する。

《出土遺物》 なし。

S K14土坑(第10図)

《位 置y M E49 • 50区に位遺する O
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@ S KIO 
SKll 

A 

A 17.4m 

4 5 6 

S Kl0 

にぶい]iHiil色(lOYR4/3)土。しまり強い。

褐色(lOYR4/4)土。シルト質。

黒褐色(lOYR2/3)土。 地山ブロック(10YR5/1)少し滋じる。

にぷい策褐色(10YR5/4)ニヒ。地山ブロック。

5.黒褐色(10YR2/3)土。地山ブロ y ク(10YR5/4)少し混じる 0

6. にぷい黄褐色(10YR5/4)土。 地IlJブロック。

7. 精褐色(10YR3/4)土・にぷい策褐色 (10YR5/4)土(地山ブロッ

ク)しまり強L、。

S Kll 

1. H計局色(lOYR3/3)土。シルト質。地山粒混入。

2. H部自色(10YR3/3)土。地山ブロック (2c田角)まだら状に入る。

A 

④ 
S K15 

A 17.6m 

三手タえ5

S K15 

1.黒褐色 ((10YR2/2)土。しまりやや弱い、粘性弱い。

1%程の焼二七を含む。

2.黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。 1%

程の焼土・炭化物を含む。

3.黒潟色(lOYR2/3) 土。しまり・粘性やや~i]， 、 0

4.黒褐色(10YR2/2)土。しまり・粘性弱L、。

5. H音褐色(10YR3/3)土。しまり・粘性弱い。

6. 褐色(10YR4/4)土。しまり・粘住E弱い。地山ニ!こ。

B 

B 

B 

B 

2節調査の記録

S K14 

A B 

A 17.4m B 

S K14 、ζ ムノ
1.階褐色 (10YR3/4)土。しまり強L、。

2. 11音掲色(10YR3/4)土。しまり強い。地山ブロック

(10Y R4/6)多L、。

_6_ 17.6m B 

K7L斗/
1.黒褐色 (10YR2/3)土。しまり・粘性弱い。

表簡に焼土、中に炭化物が 1%程混入。

ゆ SK25 

一生_lS.6m B 

S K25 

1境褐色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。

褐色(lOYR4/4)土。しまり・粘性やや弱い。焼土・池

山ブロックを 1%程含む。

3.策渇色 (10YR5/6)土。しまりやや弱¥，"粘性やや弱L、。

。
m
 

第10図 S K 1 0 • 11 .. 14 .. 15 .. 16 • 25土坑、出土遺物
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3章第 l次(平成11年度)

《確認・重複》 地山部で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南南東 北北西)1.04m、短軸(東北東…西南西)0.67mの不整な楕円形

る。

《埋 土)) 2層に分層できた。

と底面》 壁はやや丸味をおびながら、内湾気味に立ち上がる。底面はほぼ平ら く締まっ

ている。

《出土遺物》 なし。

S K15土坑(第10図)

<<i立 寵} M C49 • 50区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(東一西)0.93m、短軸(南-北)0.76mの不整な楕円形を呈するO

《埋 土} 6層に分層できた。

《壁と底面》 壁は15cm程ほぼ垂直に立ち上がった後、角度を変えて外傾する。底面はゆるやか

な舟底状を呈し、締まっている。

《出土遺物》 東側の傾斜が変わった部分に石器剥片 1片が出土した。

S K 16土坑(第10図)

《位 置} MAoMB51区に位置する O

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)0.87m、短軸(南東一北西)0.60mの不整な構円形を呈する。

《埋 土》 全面に黒褐色土が入っている。

《壁と底面》 壁は丸味をおび、内湾気味に立ち上がる。底面は浅い段をともなう丸底である。

《出土遺物》 なし O

S K25土坑(第10図、図版 3) 

《位 置} L N • L 052区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.78mの略円形を呈する O

《埋 土} 3層に分層できた。

《壁と底面》

《出土遺物》

壁はほぼ垂産に立ち上がる。底面は平らで締まっている。

1層を10cm程掘り下げたところから12の縄文土器片が出土した。表面は剥落が著

しい土器片で、始土に多くの砂粒を含んでいる。他に石器剥片 2片が出土した。

S K26土坑(第11図)

《位 置} L N52区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。
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2節

《規模と平面形》 長軸(東一西)O.55m、短軸(南-1ヒ)0.47mの隅丸長方形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

と底面》 壁は垂直に立ち上がり、壁面は囲く締まっている。底面は平らで締まっている。

《出土遺物》 なし O

S K28土坑(第11図、図版 3) 

《位 置~ L N51・52区に位置する。

《確認@重複》 地山商で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.76mの略円形を呈する。

に黒褐色土が入っている。

はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで閏く締まっている。

《埋土》

《壁と底面》

《出土遺物》 なし。

S K29土坑(第11図)

《位 置~ L N51 • 52区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)1.08m、短軸(南東一北西)0.49mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 2層に分層できた。

《壁と底面》 舟底状の底面から、そのまま連続した傾斜で壁として立ち上がる。

《出土遺物》 なし。

S K32土坑(第11図)

《位 置~ L N • L 051区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(東一西)O.93m、短軸(南-北)O.80mの不整な隅丸長方形を呈する。

《埋 土>> 3層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がり、固い。底面はほぼ平らで固く締まっている O

《出土遺物》 なし。

S K33土坑(第11図)

《位 置~ L N • L 051区に位謹する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし O

《規模と平面形》 長軸(東一西)1.06m、短軸(南-北)O.86mの不整な楕円形を呈する O

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁は東側のほぼ垂直に、西側は外傾しながら立ち上がる。底面はゆるやかな舟底

状を呈し、固く締まっている。

《出土遺物》 なし。



3~主第 1 次(平成11年度)

S K26 

B 

A 17.6m B 

S K26 

1. fJ音褐色(10YR3/4)土。

2.壁面崩落土。池山ブロック混入。

S K32 

B 

A 17.5m B 

2~ 
S K32 

1. 1暗褐色(lOYR3/3)土。しまり弱い、粘性やや強

い。 1%程の炭化物。 15%程度の地山ブロックと細

かい焼土を含む。

2. 策褐色 (10YR5/6)土。しまり・粘性弱L、。地山

ブロック土。

3.幅3rnrn程の炭化物。

4. 黄褐色 (10YR5/6)土。 tilllllo

S K41 

A B 

一生 18.6m _.B_ 

六三ヨー
S K41 

1.黒褐色(10YR2/2)土。しまり弱い、粘性やや強

い。 1%程の炭化物・焼土を含む。

2. 黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性やや強L、。

土器片を含む。

S K28 

@ 
B 

@ 

A 

A 17.6m 8 

A 17.5m 

S K29 

B 

B 

S K29 

1.黒褐色(lOYR3/2)土。しまりやや弱い、粘性

なし。炭化物わずかに混入o

2. 黒掲色(lOYR3/2)土。 しまり弱L、。焼こと・炭

化物が少議混入。

eも

A 18.5m B 

で三三ア

S K34 

B 

S K34 

1.黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性や

や弱い。 1%程度の炭化物・:焼土を含む。

2. 黒褐色(lOYR3/3)土。しまり・粘性や

や弱L、。下部に地山ブロフクを含む。

3. 策褐色(lOYR5/6)土。しまり・粘性や

や弱い。地i.llo

円ハハ
uq

一てご了
S K28 

1.黒褐色(lOYR3/2)ご!こ。しまり強い、粘性な

し。にぶい黄褐色(10YR4/3)土大~極大ブ

ロック 10%混入。 1crn前後の炭化物微議混入。

先
)
/

S K33 

B 

A 18.4m B 

?5im  

第11図 S K 26 .， 28 " 29 " 32 • 33 .. 34 • 41 .. 44土坑、出土遺物

三で三Eナ
1.暗褐色(lOYR3/4)土。しまり・粘性やや弱い。

30%程度の地山ブロックを含む。

2. 黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。

7%程度の焼土や炭化物を含む。

S K44 

B 

A 18.0m B 

ペ 肩ず
2 3 

S K44 
1.暗褐色(lOYR3/4)二上。しまり・粘性やや弱い。

炭化物 2~ 3 rnrnを 1%程。土器片を含む。
2. 黄渇色(lOYR5/6)土。しまりやや弱し¥粘性や

や弱L、。混入物なし。

3. 福色(10Y R4/4) 土。しまりやや弱~，，粘伎やや
強い。炭化物 1rnrn少し。 黄褐色土少し。

。
1m 
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S K34土坑(第11図)

《位 置~ L N51区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平由形》 長軸(東一西)0.73m、短軸(南-北)0.57mの不整な隅丸長方形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで自く締まっている。

《出土遺物》 埋土より 13の土器片が出土した。焼成はあまり良くない。表面が剥落している O

他に石器剥片 1片が出土した。

S K41ごと坑 (第11図)

《位 置~ LM51区に位置する。

《確認 e 重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なしO

《規模と平面形》 長軸(南-北)0.92m、短軸(東一西)0.62mの不整な隅丸長方形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで固く締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K44土坑(第11図)

《位 置~ L 050区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)1.00m、短軸(南東一北西)0.82mの不整な卵形を呈する。

《埋 土~ 3層に分層できた。

《壁と底面》 壁南西側は外傾しながら、壁北東側はほぼ垂直に立ち上がってから平坦になり、

その後外傾して立ち上がる。底面は平らで固い。

《出土遺物~ 1層から14、15の縄文土器片が出土した。 14は、平縁の土器である。 15は斜行縄

文が施文されている。 1層の上部からは16の管形の土師質の土錘が出土した。

S K45土坑(第12図)

《位 置~ L T50区に位置する。

《確認@重楼》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.50mの略円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

と底面》 外傾しながら立ち上がり、壁面は間く締まっている。底面は平らで締まっている O

《出土遺物》 なし O

-29-



3章第 1次(平成11年度)

S K49土坑(第12図)

《位 置~ L R48区に位置する。

《確認・重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.65mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に、地山土塊を含む暗褐色土が入っている。

《壁と底面》 壁は内湾気味に立ち上がる。底面はゆるやかな舟底状を呈し、固く締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K52土坑(第12図)

《位 置~ M C48 • 49区に位置する。

《確認@重複》 地IlJ面で、落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南-北)1.5m、短軸(東 西)1.3mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土~ 4層に分層できた。

《壁と底面》 壁は内湾気味にゆるやかに立ち上がる O 底面はゆるやかな舟底状を呈する。

《出土遺物》 底面に接して石器剥片が出土した。

S K53土坑(第12図)

《位 置~ MC. MD48区に位置する O

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径1.45mの不整な略円形を呈する。

《埋 土~ 8層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで締まっている。

《出土遺物)) 2 J醤の埋土より、胎土に砂粒を含む17の土器片が出土した。表面の剥落が著しい

が、わずかに斜行縄文が残る。

S K54土坑(第12図)

《位 置~ L T47区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.70mの略円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 垂直に立ち上がり、壁面は固く締まっている。底面は平らでよく締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K56土坑(第12図)

《位 置~ L 846区に位霞する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.96mの略円形を呈する。
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S K49 ⑧ S K45 

そまム。ょ ムロ i
A 17.6m B 

戸匂ゴー A 17.0m B 

一てここプーS K45 

1.黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘

f生~l.l，、。

2. I渚褐色(lOYR3/4)土。しまり・粘

性やや弱L、。 j白山土が混じるO

⑨ 
S K53 

A B 

A 17.5m 

S K53 

1.黒色(lOYR1.7/1)土。しまりやや強"、粘性やや弱L、。

炭化物を含む。地LlJT立を含む(1冊目 2%程度)。

2. I出国色(10YR3/3)土。しまり強，"粘性弱L、。 1の黒

色土のブロックを含む (50mmX羽田田)。

3.黒褐色(10YR3/2)土。しまりやや弱し¥粘性弱"。焼

土を含む (1mm， 1 %程度)。

4. 黒褐色(10YR2/2)土。しまり UiJ~ '"粘性やや弱L、。地

山ブロックを含む。

褐色(10YR4/4)土。しまりやや弱"，粘性弱L、。

黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性弱L、。焼土も少量

含む。炭化物も含む0

5計局色 (10YR3/心土。しまり強い、 :ftlj性弱し'0J先jよも

少:援含む。

8. にぶい策褐色(10YR4/3)こ|ニ。しまり強い、粘性弱L、。

焼土のフロックを含む。炭化物も少量含む。

S K49 

1. U前昂色(10YR3/4)土。しまり・

粘性やや弱L、。地Lli::l:が混じるα

任事 S K54 

A 17.4m B 

2節

一て主ア
S K54 

1.黒悔色(10YR2/3)土。しまり

やや強い、粘性弱い。

2.明褐色 (7.5YR5/6)土。しまり

強い、粘性弱L、。焼土。

B 

A 

信記

@ 
S K52 

A 16.7m 豆一

'¥三J
1.裁褐色(10YR5/6)土。しまり・

粘性やや弱い。混入物な Lo

2. 褐色(10YR3/4)土。しまり・粘

性やや弱い。 1mmの炭化物・焼土粒

が少し混じる。

A B 

A 17.6m B 

S K52 

1. U計局色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。

2. I渚褐色(10YR3/4)こi二。しまり・粘性やや弱い。

地LlJニヒを含む。

3. 黒褐色(10YR3/2)土。しまり・粘性やや弱い。

5%程の地山土を含む。

4. U計局色(10YR3/4)こと。 しまり・粘性やや弱い。

地山土を含む。

S K56 

A B 

A 16.8m B 

¥ミよT

S K57 

S K56 

1.泉掲色(10YR2/3)土。しまり・

*~í↑生やや弱い。
2. 褐色(10YR4/6)こ!こ。しまり・粘

性やや弱い。

m
 

けハハ山川
o 5 cm 

第12図 S K 45 • 49 • 52 • 53 " 54 " 56 • 57土坑、出土遺物
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3章 第 1次(平成11年度)

《埋 土~ 2層に分!警できた。

と底部》 外傾しながら立ち上がり、 は臨く締まっている。底面は平らで締まっている。

《出土遺物》 なしO

S K57土坑(第12図、図版 4) 

《位 置~ L S • L R46区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なしO

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)O.95m、短軸(南東一北西)O.60mの不整な楕円形を笠する。

《埋 土)) 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がり、 は柔らかし1。底面は平らで柔らかい。

《出土遺物》 石器去Ij片 2片が出土した。

S K60土坑(第13図、図版 4) 

《位 置~ M C48 • 49区に位置する。

《確認@重複》 地山聞で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南-北)1.56m、短軸(東一西)1.47mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分)欝できた。

《壁と底面》 壁は外傾しながら立ち上がる。底面はゆるやかな舟底状を呈し、柔らかい。

《出土遺物》 南側壁面に接して石器剥片が貼り付いていた。鉄棒も落ち込んでいた。

S K63土坑(第13図)

《位 置~ MB42区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)O.83m、短軸(南東一北西)O.62mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土》 全面に暗褐色土が入っていた。

《壁と底面》 壌は外傾しながら立ち上がる。底面は舟底状を呈し、締まっている。

《出土遺物》 埋土より、斜行縄文の施された土器片が出土した。

S K69土坑(第13図)

《位 置~ MF39区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なしO

《規模と平面形》 直径O.70mの略円形を呈する。

《埋 土》 黒褐色土 1層のみである。

《墜と底面》 壁は垂直に立ち上がり、壁面は固く締まっている O 底は平らでよく締まっている O

《出土遺物》 縄文土器片や石器剥片が出土した。
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S K73土坑(第13図)

《位 置)) MH42区に位置する。

《確認・重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.74mの略円形を呈する。

黒褐色土が埋まっていた。《埋土》

《控と底面》

《出土遺物》

は外傾しながら立ち上がる O 底面は平らでよく締まっている。

自然礁が底面に 2個重なって出土した。

S K74土坑(第13図)

《位 置~ MH43区に位置する。

《確認@重複》 地111面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径1.22mの略円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁は内湾しながら立ち上がる。底聞は舟底状で、よく締まっている。

《出土遺物》 落ち込んだ状態で縄文土器片が出土した。

S K75土坑(第13図)

《位 置~ M F • M G42区に位置する。

《確認。重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.78mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に黒褐色土が入っている O

《壁と底面》 壁は外傾しながら立ち上がる。底面は平らでよく締まっている。

《出土遺物》 縄文土器片、石器剥片が出土した。

S K76土坑(第13図、図版 4)

《位 置~ M F 42 • 43区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なしO

《規模と平面形》 直径1.00mの略円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁は垂直的に立ち上がり、壁面は固く締まっている。底面は舟底状を呈し、よく

締まっている。

《出土遺物》 土坑内に落ち込んだ状態で石器剥片 4片が出土した。

S K78土坑(第13図)

《位 置~ ME41" 42区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.73mの略円形を呈する。
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S K60 

待 @ 

日 ム oiiOL
A 17.9m 8 

3章第 l次(平成11年度)

G主

A 

A 17.1m B 

A 17.5m B 
一てミここァ~

S K63 

1.陥褐色(lOYR3/4)土。しまりやや

弱い、*，Ii性やや弱L、。焼土粒 1mm程度

1%。炭化物 1mm程度が少し混じる。
一三三ゴ

S K60 

1. il青褐色(lOYR3/3)二|二。しまりやや弱い、

粘性弱い。

2. 黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性弱l'o

@ 
S K74 

守〉

oii(心
B 

A 17.6m 

SK73-て三二ア
1.黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性

やや弱い。 黒協色(10YR3/2)土。 2%穏の地山フロック

を含む。

2. 黒褐色 (10YR2/3) 土。しまり・粘性やや~~l'0 
S K76 

A 

@ 

。
A 17.3111 

ロコ~
A 17.2m B 

一て一一ーミ~フー
Jt!J山

1.黒褐色(lOYR2/3)こiこ。しまりやや弱い、粘性

やや強い。地山の干立を含む (5mm 2 %程度)。

2 黒褐色(lOYR3/1)土。しまり弱l"粘性やや

弱い。 J也IlJの粒を含む (5mm5%程度)。

S K78 

1.[情褐色(10YR3/3)二|ニ。しまり強い、

粘性弱い。地山ブロック (5mm 2 %)を

含む。焼土ブロック 11悶 (5mmX10mm)

を含む。

~了
1.黒褐色(10YR2/3)土。しまり・

粘性やや弱L、。

S K75 

B 
B A 17.3m 

B 

一又~
S K75 

1.黒褐色(10YR3/2)ニ!こ。しまりやや弱

い、粘性弱L、o ttllilJブロック (10冊田 X10

mm 1 %)を含む。

@ SK82 

A B 

A 17.6m B 

/ 

S K82 

1.褐色 (lOYR4/6) J:。しまり・粘性強い。

士山LLJブロック。

2. 黒褐包(10YR2/3)土。しまり・粘性やや

~'iì l 、。

3. 泉褐色(lOYR2/2)二!こ。しまり・粘性やや

~'iì l 、。

4.黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性弱L、。

m
 

第13図 S K60 • 63 • 69 • 73 • 74 • 75 .. 76 .. 78 • 82土坑
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2ft行

2 きた。

と底面》

《出土遺物》

はほ

なし。

ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

S K82土坑(第13図)

《位 置~ MF. MG43区に位置する。

《確認@重複》 地山面で、落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.96mの略円形を呈する。

《埋 土~ 4層に分!習できた。

と底面》 壁は垂直気味に立ち上がる。底面は平らで、聞く締まっている。

《出土遺物》 土坑内に落ち込んだ状態で、縄文土器片や石器剥片 2片が出土した。

S K83土坑(第14図、図版 4)

《位 置~ MG43[玄に位置する。

《確認@重複》 地山間で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(東北東一西南西)1.64m、短軸(南南東 北北西)1.10mの不整楕円形を

呈する。

《埋 土~ 5層に分!欝できた。

《壁と底面》 壁西側はほぼ垂直に、他の面もそれに近い立ち上がりをする。壁面は固い。底面

は平らで¥よく締まっている。

《出土遺物》 縄文土器片が落ち込んだ状態で出土した。 18は、口縁部が外傾する平縁深鉢形の

土器、 19は口縁部がほぼ直立する平縁深鉢形土器である。 19の口縁部文様体には

縄文原体の側面圧痕が付され、上には 2つの粘土塊が貼り付けられている。

S K84土坑(第14図)

《位 置~ M G43 . 44区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)1.48m、短軸(東北東 西南西)1.10mの不整な楕円形

を呈する。

《埋 土~ 6層に分層できた。

と底面》 壁は垂直気味に立ち上がり、 は固く締まっている。底面は舟底状で、ょく締

まっている。

《出土遺物)) 1層から縄文土器片がrH十ーした。 20は、 IJJ形突起を持つ深鉢形土器である。 21は

平縁の深鉢形土器で、横位の縄文原体側面庄痕が付された口縁部と嗣部との間に、

l条の隆帯を配して胴部文様体と区画している。隆帯の上方にはへラ状工具によ

る刺突が見える。嗣部には縄文原体の側面圧痕が配される。 22は、直線状の沈線

と隆帯を配した焼成良好な土器である。突起部分には縦位の粘土紐による隆帯を
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3章第 l次(平成11年度)

貼り付けて文様体を区闘し、 には縄文原体の側面圧痕を施文している。

S K93土坑(第14図)

《位 置)) L P • L Q40区に位寵する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)3.15m、短軸(東北東一西南西)2.10mの不整な楕円形

を呈する。

《埋 土)) 4層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで締まっている。

《出土遺物》 北側の上の方から23の斜行縄文が施文された縄文土器片が出土した。 S6はほぼ

土坑底面から出土した頁岩製のスクレイパーである。破損しているが、残存して

いる刃部には表裏両側から細かな剥離が加えられている。 S7は頁岩製の石槍形

の石器である。表側は細かく剥離を加えているが、裏側の調整は雑である。他に

石器剥片 2片が出土した。部分的に後世の撹乱を受け、ガラス片が混入している。

S K98土坑(第15図)

《位 置)) L P 47 • 48区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径1.35mの略円形を呈する。

《埋 土~ 4層に分層できた。

《壁と底面》 壁は内湾気味に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

《出土遺物》 上から落ち込んだ状態で石器剥片 2片が出土した。

S K100土坑(第15図)

《位 置~ L T • MA44区に位置する。

《確認。重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし O

《規模と平面形》 直径1.00mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に、黒褐色土が入っている。

《壁と底面》 壁は内湾しながら立ち上がる。底面は平らで¥よく締まっている。

《出土遺物》 石器剥片が出土した。

S K 101土坑(第15図)

《位 置)) MD46区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南東一北西)1.05m、短軸(南西-北東)O.85mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 4層に分層できた。

《壁と底面》 壌はほぼ垂直に立ち上がる。底面は舟底状で、底面は柔らかい。
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@ S KS3 

A B 

A 17.6m B 

S K83 
1. 黒潟色(10YR2/3)土。しまりやや弱い、粘性やや弱L、。 1%程の地111

土を含む。

2. 11計局色(10YR3/3)こじしまりやや弱い、粘性やや弱L、。 1%程の地山

土を含む。

黒褐色(10YR3/2)こじしまり・粘性やや強い。

8計局色(lOYR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。 地UJ土を50%程合むO

黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性やや弱L、。 1%程の地LU土を含む。

三宮 S K93 

o
 

o
 

q
M
M
 。

e 

B 

A 14.6m B 

S K93 

1.黒色(10YR2/1)土。しまり・粘性やや弱い。炭化物を多く含む。

2. 黒色(10YR2/1)土。しまり・粘性やや弱L、。炭化物を多く含む。池山

粒を20%ほど含む。

3. 11音褐色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱L、。 1%程の炭化物を含む0

4. にぶい黄褐色(10YR4/3)土。しまり・粘性やや強L、。 i也山土30%程度

含む。

2節

G記
S KS4 

A 

A 17.6m B 

S K84 

1.黒褐色 (lOYR2/3)士。しまり・粘性やや弱L、。造物(土器片)を含む。

1%程の地山ゴこを含むO

11計局色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。

黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。にぷい黄褐色 (10YR

4/3)土を50%含む。

4. U部白色 (10YR3/3)土。しまり.*~î性やや弱い。

5. にぷい策掲色(lOYR4/3)土。しまり・粘性やや強L、0

6. 祭褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。

ベ
け
ハ
け
同

20 
!.1f.~品，~

21 

げ
22 

一-~- ~ 
S 6 

丸
亡二〉

可'(;jl'

5 cm 

ζこ>

第14図 S K83 .. 84 " 93土坑、出土遺物
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3章第 1次(平成11年度)

《出土遺物》 なし。

S Kl05土坑(第15図、図版 4)

《位 置)) M L 36区に位置する。

《確認@重複》 地山由で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.82mの略円形を呈する。

《埋 土} 3 J蓄に分層できた。

《援と底面》

《出土遺物》

は外傾しながら立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている O

側面を打ち欠いた S8の礁が出土した。

S Kl07土坑(第15図)

《位 置} MM45 • 46区に位置する。

〈確認 e重複》 地山面で、落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平由形》 長軸(南-北)O.87m、短軸(東一西)O.70mの不整な隅丸長方形を呈する。

《埋 土》 全面に黒褐色土が入っている。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K 110土坑(第15図、図版 4) 

《位 置} MN46区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.97mの略円形を呈する。

《埋 土} 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。ほぼ中央に舟底

状の底面を有する円形ピットを検出している。

《出土遺物》 なし。

S K 117土坑(第16図)

《位 置} N F48区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし O

《規模と平面形》 長軸(東一西)1.84m、短軸(南-北)1.32mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 3層に分層できた。

《壁と底面》 はゆるやかに内湾しながら立ち上がる。壁面南側は焼けている。底面は平らで

締まっている。

《出土遺物》 なしO



@ 

A 

A 17.5rn 

S K98 @ 

B 

A 16.9rn 

B 

一て三二>-一

2 fiiJ 

S Kl00 

日

B 

S Kl00 

1.緊縮色(10YR2/2)土。しまり・粘性やや弱"01 mm程度の

炭化物 1%税混じる。

S K9a 
1.黒褐色(10YR2/2)土。しまりやや弱い、粘性やや弱"0炭化物(径 2

~ 3 mm)少し含む。

2. 黒褐色 (10YR3/1)土。しまり・粘性やや弱い。炭化物(径 2~3 冊目)。

焼土r立(径 1mm)少し含む。

3.赤褐色 (5YR4/6)土。しまりやや強，"粘性やや弱L、。焼土。

4. 黒褐色 (10YR2/2)土。しまりやや強い、粘性やや弱L、。炭化物(径 1

mm) 2 ~ 3 %程合む。

S Kl0l 

A ¥-¥ / / B 

_A_17.6rn _s_ 

て7
S Kl0l 

1. 11音褐色(lOYR3/4)土。しまりやや弱

い、粘性やや弱い。植物の根が多く混入。

@ S Kll0 

A 

A 17.0rn 

一一吋とーーへ¥シーrー

@ 

ム i

S Kl05 

S Kl05 

1.黒褐色(10YR3/2)土。しまり・粘性やや弱い。

2. 黒褐色(1OYR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。

3. 11計百色 (10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。

S Kl10 

1. 黒褐色(10YR2/3~2/3) 

土。しまりやや弱い、粘性や

B ゃ強L、。 3~ 5 mmの焼土が 2

~3%混じる 0

2. H奇褐色(10YR3/4)土。 し

まりやや弱"，粘性やや強L、0

5 mm程度の炭化物を10%含む。

S Kl07 

A B 

B くコ

A 17.0rn B 

。
m
 

一て二三二フー

S Kl07 

1.黒褐色(10YR2/3)土。しまりやや弱

い、粘性やや強い。

S 8 

第15図 S K98ぺ00ぺ01ぺ05• 107ぺ10土坑、出土遺物
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3章第 1次

S K 119土坑(第16図)

《位 置P N E49区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.65mの略円形を呈する。

《埋 っている。

と 底 はほ に立ち上がり、|当く締まっている。 はゆるやかな舟底状で、よ

く締まっている。

《出土遺物》 なし。

S K120土坑(第16図)

《位 置)) N E 49 " 50区に位置する。

《縫認@重複》 地山面で、落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.75mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に目前呂色土が入っている。

《壁と底面》 壁北側ではほぼ垂直に立ち上がり、固く締まっている。底面は平らで、よく締まっ

ている。

《出土遺物》 なし。

S K 121土坑(第16図)

《位 置P N D ・ N E49区に位置する。

《確認@重複》 地山面で、溶ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径0.78mの略円形を呈する。

《埋 土》 全面に黒褐色土が入っている。

《壁と底面》 壁は内湾気味に立ち上がる。底面はゆるやかな舟底状を呈する。

《出土遺物》 なし。

S K123土坑(第16図)

《位 置P N C49区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)0.98m、短軸(東北東 西南西)0.60mの不整な楕円形

を呈する。

《埋 土P 3層に分層できた。

と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

《出土遺物》 なし O

-40 



8 
S Kl17 

己主
お

S K119 

A 

寸=ヨー

B 

A 16.5111 日

A 16.5111 B 

S Kl19 

1. 祭潟色(10YR2/3)二l二。しまりやや弱

い、粘性強い。 地山粒状径 2~ 5 mmを1

%程合む。S K1刊17

1上.11

山土 5~1叩Om脈町3初0~4ω0%含むO

立褐色(10YR2/3) jこ。 しまりやや強い、中川

@ 
④ S K123 

~O~ 
ムロ B

A 16.5111 B 

A 16.5111 B 

一← ¥一一ム一二フ一一

S K121 

1. 窯悔色(10YR2/2~2/3) 土。

しまりやや強い、粘性強い。池山

申立状径1~2mmを 1%程含む。

S K123 
1.黒褐色(10YR2/2~2/3) 土。しまり~iJ， i，粘性

やや強い。

2. 黒褐色(10YR2/3)土。しまり・粘性やや強い。

地山フロック状 5~lOmm 3 %混入。

3. 褐色(10YR4/4~4/6) 土。しまり強 lì，粘性や

や~iJ，、。

S K128 

A 
@
 B 

S K133 

B 

A 

A 14.1111 B 

ーに宇r A 16.4111 

~こ二ノ
S K128 

1. ~電褐色(10Y R5/6)二t。しまり・粘性やや弱い。

2. 京褐色(luY R3/2)土。しまり・粘性やや弱し、0

3. 褐色(10YR!I/D 土。しまり・粘性やや~~~、。

S K133 

1.黒褐色(lOYR2/2)土U しまりやや弱

い、粘性やや弱い。

2. 黒褐色(10YR2/2~2/3) 土。しまり

やや弱い、粘性やや強い。

第 2節

A 16.5m 8 

"--- 1 ー~コァーー

S K120 

1. 11部活色(10YR3/3)土。 しま

り ~~L " 粘tt強L、。 士山山ブロ y

ク状1O~20mmを30%程含む。

A 

@ SK126 

A 16.5111 B 

¥ーム」プてケー
S K126 

1. 11計局色(10YR3/3~3/4) 土。しまりやや弱 l ¥， 

粘性やや強い0

2. B計局色(lOYR3/3)土。しまり弱い、粘性やや

強い。

eも
S K134 

A B 

A 16.5111 B 

、う吠くJ
S K134 

1.黒褐色(10YR2/3)土。しまりやや弱，¥、粘性

やや強L 、。士山 111粒状径 2~5 田町が 5%程混じる。

2. 褐色(10YR4/4)土。しまり強い、粘性やや弱

L、0
~ 1場掲包 (10YR:3/4)土。 Liり強い、粘性やや

弱い。

第16図 SK117"119ぺ20ぺ21ぺ23ぺ26" 128ぺ33ぺ34土坑
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3章 第 1次(平成11年度)

S K126土坑(第16図)

H立 震~ N A46区に位置する。

《確認、@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし O

《規模と平面形》 謹径O.74mの略円形を呈する。出l平が激しく底面のみが残存する。

《埋 土》 全面に暗褐色土が入っている。

と底面》 援は高Ij平を受けている。底面はゆるやかな舟底状を呈し、よく締まっている。

《出土遺物》 なし O

S K 128土坑(第16図)

《位 霞~ M J 33 .. 34区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平田形》 長戦(東一西)1.16m、短軸(南-北)O.87mの不整な隅丸長方形を呈する。

《埋 土~ 3農に分層できた。

と底面》 壁は外傾しながら立ち上がり、 は回く締まっている。底面は平らで、よく締

まっている。

《出土遺物》 なし O

S K133土坑(第16図)

《位 置~ N G47区に位置する O

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径O.85mの略円形を呈する。

《埋 土~ 2層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がり、固く締まっている。底面は緩やかな舟底状を呈し、

よく締まっている。

《出土遺物》 なし O

S K134土坑(第16図)

《位 置~ N B49区に位置する。

《確認@重複》 地山面で、落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 現存部分は長軸(東一西)O.60m、短軸(南-北)O.50mで、不整な楕円形を呈

すると思われるが、南側半分は木の根によって撹乱されていた。

《埋 土~ 3層に分層できた。

《壁と底面》 壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

《出土遺物》 なし。
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土》

と底面》

《出土遺物》

2節

N B49区に位置する。

地山面で、落ち込みを確認、した。

短軸(南東…北西)0.60m、長軸

すると思われる。

に暗褐色土が入っている。

は内湾気味に立ち上がる。底部はゆるやかな舟底状を呈し、よく締まっている。

し。

一北東)は1.00m程の不整な楕円形を呈

なし。

S K146土坑(第17図、図版 4)

《位 罷~ M 137区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なしO

《規模と平面形》 長軸(南東一北西)1.09m、短軸(南西一北東)0.92mの不整な楕円形を呈する O

《埋 土)) 4層に分層できた。

《壁と底面》

《出土遺物》

はほぼ垂直に立ちょがる。底聞は凹凸があるが、よく締まっている。

24は、口縁部文様体と胴部との聞に「く jの字形の肩部を有する平縁の土器であ

るO 口縁部上は、 IIJ高1.5crnほどの撚糸文を施文した隆帯となっている。口縁部に

は2種類、の縄文原体の側面圧痕が施文された文様帯を持つO また、横{立の縄文原

体の側面庄痕を施文したブリッジ状の把手を付している。 25は、平縁の浅鉢形土

器で体部に斜行縄文が配されている。 S9は、丁寧な剥離が加えられた柳刃形の

石鍛である。基部が欠損している。 S10は、頁岩製の石槍で、基部が欠損してい

る。調整加工は粗い。他に石器剥片 3片が出土した。

S K147土坑(第17図、図版 4) 

《位 置~ M 138区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形〉 長軸(南東一北西)1.01m、短軸(南西-北東)0.92mの不整な楕円形を呈する。

《埋 土)) 4層に分層できた。

《壁と底面》 援はほぼ垂直に立ち上がる。底面は平らで、よく締まっている。

《出土遺物》 なし。
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3章 第 l次(平成11年度)

S K135 

ム 7_]L

A 16.5m 
8 

一てこコ二二f

S K135 

1. fI計局色(10YR3/3)土。 しまり

~~ぃ、 FJi性やや強い。地山粒状径

2 ~ 3 rnrnを 1%程含む。

<二〉

時
S K146 

8 

A 16.5m B 

S K146 

1. I情褐色(lOYR:3/4)土。しまりやや弱'¥， *~ît生やや強
い。土器片を含む。

2. I倍褐色(10YR3/3~3/ノ4) 土。しまり，粘性やや強し、。

炭化物 2~ 5rn田 3%複合む。

3. I暗褐色(10YR3/4)二!こ。しまり強い、粘性やや強い0

4. fI音褐色(10YR3/4)土。しまり強い、粘性やや強い。

i也山土粒状 5~10rnrnlO%複合む。

o 5 cm 

S 9 

S K147 

A B 

A 16.6m B 

S K147 

1.11前島色(10YR3/4)土。しまりやや強い、

粘性やや弱い0

2. 暗褐色(10YR3/4)土。しまり強い、粘性

やや強い。士山tJJ土粒状 2~5 仰を 3%程合む。

炭化物 2~ 5 rnrnを 1%程含む。

3. fI計局色(10YR3/4)土。しまり・粘性やや

強い。炭化物 2~5 酬を 1%程合む。

4 .褐色(10YR4/4~4/6) 土。しまり強い、

粘性やや弱い。

25 

S 10 。
o 5 cm 

第17図 S K 135 " 146 " 147土坑、出土遺物
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22行

③焼土遺構

S N36焼土遺構(第18図)

《位 置y L P • L Q49区に位置する。

《確 認》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長紬(南南東一北北西)1.35m、短軸(東北東一 O.75m な楕円形

る。

《そ の 他》 地山に、ゆるやかな舟底状の底面を持った掘り込みがある。焼土は、掘り込みの

中に入っている暗褐色土の中に混じっている。遺物は出土しなかった。

S N46焼土遺構(第18図)

《位 置y L S 47 • 48区に位置する。

《確 認》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)1.30m、短軸(東北東一西南西)O.60mの不整な楕円形

を呈する。

《そ の 他》 地山に、平らな底面を持った掘り込みがある。焼土は、掘り込みの中に入ってい

る。遺物は出土しなかった。

S N64焼土遺構(第18図)

《位 置)) M C • M D 42 • 43区に位置する。

《確 認》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南東一北西)1.61m、短軸(南西一北東)O.85mの不整な楕円形を呈する。

《そ の 他》 地山に、平らな底面を持った掘り込みがある O 焼土は、掘り込みの中に入ってい

る。周囲の地wは凸凹していて、第 2層から撹乱を受けている。 S11は、頁岩製

のスクレイパー状の石器で、縁辺部に粗い剥離を加えている。

S N65焼土遺構(第18図)

《位 置y M E42 • 43区に位置する。

《確 認》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長馳(南南東一北北西)1.65m、短軸(東北東一西南西)O.76mの不整な楕円形

を呈する。

《そ の 他y S D94の上に載っている。地山国への掘り込みはなく、楕円形状に地山が熱を受

けて赤褐色化している。遺物は出土しなかった。

45 



3章第 l次(平成11年度)

時

A 

A 18.0m 

S N36 S N46 

B 

時
ム cミミミ

\込~グ
B 

B 
A 17.6m B 

「こ三手ミミ〉
S N46υ2  

1.筒色(10YR4/4)土。しまりやや弱い、粘性やや弱L、。

炭化物 1mm少し、焼土粒 2~ 3 mm少し混じる。

赤潟色 (5YR4/6)土。しまりやや強い、粘性やや弱い。

焼土。

3. 明赤間色 (5YR5/6)土。しまり強"， f，li性やや弱い。

S N36 

赤褐色 (5YR4/8)土。しまりやや強い、粘性やや弱い。焼二l二。
H計局色(10YR3/3)土。 しまりやや弱"，粘性やや弱L、。焼土中立

(径 2~ 3 mm) 2 ~ 3 %程合む。

⑨ S N64 

A 

A 17.2m 

一て ミこエアJ

S N64 

1.赤褐色 (5YR4/6)土。しまり・粘性やや弱L、。焼土粒(径 2

~ 3 mm)少議含む。

2.階褐色(10YR3/4)土。しまりやや強"，粘伎やや弱い。

S N72 

A 

A 16.7m 日

一てこコ二フー一
SN72 

1 . にぷい赤褐色 (5Y R4/4)ごと。間くしまる。粘性

弱い。

骨 S N65 

B 
A B 

A 17.6m B 
B 

S N65 

1.赤褐色 (5YR4/6)土。しまり・粘性やや弱L、。焼土粒

(径 2~ 3 mm)少量含む。

2. H音褐色(10YR3/3)二lニ。しまり・粘性やや弱い。

S N81 

B 
くこフ S11 

日

一一一てエエこと2コフー nul--

m
 

nu 

「
円
U

S N81 
1.褐色(10YR4/6)土。しまり・もli性やや弱，'0炭化物(筏 l

部皿)少し混じる。

2. 11音褐色(10YR3/4)こと。しまりやや強い、粘性やや弱L、。炭

化物(筏 2~ 3 mm)少し混じる。焼土中立(径 1~ 5臨田)少し混

じる。

3. 11計局色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱L、。炭化物(筏

1 mm)少し混じる。焼土粒(j釜 1mm)少し混じる。

第18図 S N 36 G 46 e 64 e 65 " 72 " 81焼土遺構、出土遺物

-46-



第 2節

S N72焼土遺構(第18図)

《位 置~ MH. M 138区に位寵する O

《確 認》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南-北)0.83m、短軸(東一四)0.70mの不整な楕円形を呈する。

《そ の 他》 地山面への掘り込みはなく、楕円形状に地山が熱を受けて赤褐色化している O

物は出土しなかった。

S N81焼土遺構(第18図)

《位 置~ N F43区に位置する。

《確 認》 地山面で、焼士a の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南西-北東)0.81m、短軸(南東一北西)0.60mの不整な長方形を呈する。

《そ の 他》 焼土と炭化物が混じって地山面に食い込んでいる。遺物は出土しなかった。

S N86焼土遺構(第19図、図版 5) 

《位 置)) M G38区に位置する。

《確 認、》 地山面で焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南南東一北北西)1.48m、短軸(東北東一西南西)0.87mの不整な楕円形

を呈する。

《そ の 他》 地山をほぼ平らに浅く掘り込んで焼土が入っている。中央付近には土器の大きさ

④ 土器埋設遺構

よりも 1cm大きめの掘り込みがあり、 26の深鉢形土器を埋設していた。焼土の周

囲から柱穴状の痕跡は検出できなかった。 26の土器は平底で、立ち上がりの部分

を除いて全面に横位の羽状縄文が配されている。胎土に細かい砂粒を含む。

S R68土器埋設遺構(第19• 20図、図版 5) 

《位 置~ ME39区に位置する。

《確 認》 地山面を清掃中、北側の磯と埋設土器を確認した。その後、遺構を精査していく

途中で遺構中央西側の理設土器を確認した。

《規模と平面形》 長軸(北西-南東)2.36m、短軸(北東一南西)1.05mの不整な楕円形を呈する。

《そ の 他》 遺構南側は木の根による撹乱を受けている。遺構は、北側に埋設した27の土器を

中心に焼土遺構として使用し、西側に28の土器を掘り込んで斜位に埋設した後で、

29の土器を埋設した。 29の土器の下には、水平面を作りだしたように土器片が敷

かれていた。周辺から他の遺構の検出はなかった。

27は、口縁部が外側に開く深鉢形土器である。腕部と無文帯をなす口縁部との

境界部には段を、胴下半部には一条の波状沈線を横位に配し、胴部文様帯を区画

している。胴部文様帯には、沈線による円と不整形な長円を描き、その外側の斜

行縄文は磨り消している。円形の区画内には、さらに列点を円形に配する。円と

47-



第 3章第 1次

は2単位あり、不整形な長円の仁!縁部には山形突起が配されている。

胎土に細かい砂粒を含む。 28は、口縁部を欠いた深鉢形土認で、ある。斜行縄文を

配した後に!底部からの立ちとがり部分を磨り消している。 との間には、ゆ

るやかに曲がった横位の沈線が配され、その上部も磨治帯になっているようであ

る。胎土に細かい砂粒を含む焼成良好な土器である。 29は、底部からすぐ内側に

「く」の字にくびれてから立ち上がる小型の深鉢形土器である。細かい斜行縄文

を施文した後で、くびれの部分をへラ状工呉で整形している。胎土には細かい砂

粒を含む焼成良好な土器である。

( 2 )吉代

①土坑

S K59土坑(第21図、図版 5) 

《位 置} MF45区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重援なし。

《規模と平面形》 直径2.12mの略円形を呈する。

《埋 土} 4層に分層できた。土坑の底には、細かい炭化物や焼土が混入した黒色土が入っ

ている。

《壁と底部》 壁は内湾気味に立ち上がり、壁面は聞く締まっている。底面は平らで固く締まっ

ている。 4隅に浅いピットを検出した。

《出土遺物} 2層より摩滅した縄文土器片や石器部片が出土したが、埋没した段階で入り込ん

だものと思われる。

S K87土坑(第21図、図版 5) 

《位 置} L T • MA40区に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径2.00mの略円形を呈する。

{:埋 土} 7麿に分層できた。底面付近に細かい炭化物や焼土混じりの黒色土が入っている。

《壁と底面》 壁は内湾気味に立ち上がる。底面は舟底状で、よく締まっている。

《出土遺物} S 12は、 2層から出土した頁岩製のスクレイパーである。表裏両側から調整剥離

を加えて刃部としている。他に上から落ち込んだ状態で石器剥片 4片が出土した。
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~ SN86 

A 。
A 16.8m 

S N86 

1. 11部局色 (10YR3/4)土。しまり・粘性弱L、。

J溜り;右には10YR3/4の土が入っている。断

面の南il{lJには土器は見えず。

2. 1倍赤褐色 (5Yfミ3/4)土。しまり・粘性弱

い。焼土。

3. 11音褐色(lOYR3/4) 土。しまり・粘性~~~、。

炭化物・焼土が混じる。

S R68 

1.暗褐色(10YR3/4) 土。しまり・粘性やや~~~、。
パサパサしている。

2. 1倍褐色(10YR3/3)土。しまり・粘性やや弱い。

1%程度の炭化物と焼土を含む。(径 5冊目)。
3. 褐色 (lOYR4/4)土。しまり・粘性やや弱L、。

4 黒褐色(lOYR3/2)土。しまり・粘性弱L、。 20%

程度の細かい炭化物を含み焼土沈もあるO

5. 目的思色(10YR3/4)土。しまり・粘性やや弱い0

6.黒褐色(lOYR2/3)土。しまり・粘性やや弱い。

7. 黒褐色(10YR2/2)土。しまり・粘性やや強い。

炭化物混じるO

8.褐色(10YR4/6)士。しまり・粘性弱いo '~ff ::l:が

大量に入る。

B 

B 

1m 

C 

ん

C 16.6m 

よみ

ふ
ぶJ

/ら

S R68 

ん

第19図 S N86焼土遺構、 SR68土器埋設遺構、出土遺物
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3章第 l次(平成11年度)

o 5 cm 

第20図 S R68土器埴設遺構、出土遺物

S K92土坑(第21図、図版 5) 

《位 置~ L N " L 042~に位置する。

《確認@重複》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径1.84mの路円形を呈する O

《埋 土)) 2層に分層できた。底面直上の埋土には大量の炭化物を含んでいる。
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2節
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S K59 

1. 11者褐色(10YR3/3)土。しまり・粘性

やや弱L、。

2. ，w，褐色(10YR2/2)二t。しまり・抑制:

やや弱L、。 5rrnn程度の焼土を約 1%台む。

3. 黒儲色(10YR2/3)土。しまり・粘性

やや弱L、。地ilJこlこを含'130

4. 黒色(lOYR 1.7/1) 土。しまり ~fJ ~ i ~ 

粘性弱い。炭化物を多量に含む。

S K87 

骨 S K92 

A B 

A 8 

A 14.7rn 8 

A 15.5m B 

S K87 S K92 

1.黒褐色(10YR3/1)土。しまりやや強い、主';性弱L、。 池山の校を含む1.黒褐色(10YR2/l)土。しまり・粘性やや弱L、。

(5 rnm程度、 2%)。炭化物の粒を含む (3rnrn程度、 1%) 造物を含む。

2.黒色(10YR1.7/1)土。しまりやや弱い、粘性やや強い。炭化物の層、 2.黒褐色 (10YR1.7/1)土。しまり・粘性やや弱

焼土ブロソクをわずかに含む。 い。大量に炭化物(お11かしリを含む。

3.黒褐色(10YR3/2)土。しまりやや強，"粘性弱い。;燐土の1立を含む

(1 rnrn程度、 3%)。

4. DJ:J赤褐色 (5YR5/S)ニヒ。しまりやや強い、粘性弱L、。炭化物の塊 l

fliil含む(10mrn程度の塊)。

5. 11計局色(10YR3/3)土。しまりやや弱い、粘性やや強い。焼土を含む

(lrnlll以下の粒が全体に含まれている)。

6. 黒色(10YR2/1)土。しまりやや弱い、粘性やや強L、。焼土の粒をわ

ずかに含む。

7. 黒褐色(10YR2/2)土。しまりやや弱い、粘性やや強い。燐土の粒を

含む (2rnrn程度、 2%)。炭化物の粒を含む (3 I1lrn~ 5 rn問、 2%)。

〈二二〉 S 12 <二〉

第21~ S K 59 " 87 " 92土坑、出土遺物
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3章第 l次(平成11年度)

と底

《出土遺物》

( 3 )中位

⑦竪穴住居跡

はほぼ垂直ーに立ち上がる。底面は平らで、よく締まってしゅ。

l層から、口クロ整形の土師器材く小破片が 1点出土した。他に縄文土器の破片と

同時に石器剥片が15片ほど出土した。 S13は破損した頁岩製の石槍である。

両側から調整剥離を加えている。

S 199竪穴住居跡(第22• 23図、図版 6) 

《位 置} L N • L 049 • 50区に位置する。

《確認@重援》 地山面で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 中軸線が北西-南東方向の推定隅丸方形プランを呈する。南東部の半分は、ほ場

整備の際に削平されている。現存する北西部は、北西@南東方向で約1.3m、北

東。南西方向で、約1.7mである。壁に沿って床面から0.1，.__，0.3m程の深さをもっ柱

穴を 6基検出した。

《埋 土} 7層に分層できる。

《壁と床面》 壁は、外傾しながら立ち上がる。確認面からの深さは0.16mである。東側と西側

の壁は固く締まっている。床面は全体的に平らで聞く締まっている。

《出土遺物》 住居跡全面にわたって建築部材が焼土とともに炭化した状態で出土した焼失家屋

②焼土遺構

である。中央部での炭化した部材の出土は床面直上である。他に、南西隅からは、

炭化した部材からさらに浮いた状態で32• 33の管状土錘が 2点出土した。炭化材

及び焼土部分から当時の生活に関連した遺物は出土しなかった。

炭化材層上面から30e 31の縄文土器片が出土した。 31は、平行沈線を主体とし

た文様の土器で、胎土@焼成ともに良好である。施文具として、半裁竹管様の工

具を使用している。他に石器剥片も l片出土した。

S N97焼土遺構(第24図、図版 7) 

《位 置} LM50区に位置する。

《確 認》 段丘落ち際の断面に焼土遺構として確認した。

《規模と平面形》 現存部分は、長軸(南南東一北北西)1.15m、短軸(東北東一西南西)0.76mの

不整な楕円形の半円部分を呈する。

《そ の 他》 上の方はガラス瓶の入ったゴミを捨てるために掘った穴によって壊されている。

南側部分は水田の整備時に削平され、北側の一部が残っているのみである。焼土

部分は、地山面を掘り抜き、粘土を貼ったように見受けられ、天井部が落ちてい

る。燃焼部への送風のために斜面を利用した施設と思われる。遺物は出土しなかっ

た。
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S 1 99 

α 

S 199 

1， H音褐色 (10YR3/3) 土。しまり・粘性やや~SJ\' 、。

2，にぷい裁褐色(10YR4/3)土。しまり・粘性やや弱L、。炭化物 (2-3 mm)、

黄土(径 1cm10Y R5/6)、焼土粒(径 2-3 cm) 2 -3 %を含む。

3. にぷい赤褐色 (5YR4/4)土。しまり・粘性やや弱い。底部に炭化物を多く

含む0

4 階褐色(10YR3/4)土。しまり・粘性弱い。炭化物(径 2-3 mm)、黄土

(径 5mmlOY R5/6) 2 -3 %。

5，赤褐色 (5YR4/6)土。しまりやや強¥，)，粘性やや弱い。炭化物(径 5mm) 

1%。
6，にぶい黄褐色 (10YR3/4)土。しまり・粘性やや弱い。 混入物なし。

7，褐色(10YR4/6)土。しまりやや弱い、粘性やや強L、。底部に炭化物を多く

含む0

8，褐色 (10YR4/6)土。しまりやや強い、粘性やや弱L、。混入物なし。地111を

切断。

第22図 S 199竪穴住居跡(1 )、出土遺物
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3章第 l次(平成11年度)

S 1 99 
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D
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A 16.7m B 

C 16.7m 
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第23図 S 199竪穴住居跡(2 ) 
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第 2節調査の記録

S N 104焼土遺構(第24図、図版 7) 

《位 置P MG35・36区に位置する。

《確 認》 地山部で、焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 焼土の分布している範囲は、長軸(南南東一北北西)1.24m、短軸(東北東一西

南西)O.62mの不整な楕円形を呈するが、特に北側と南側の 2個の円形部分に集

中している。

《そ の 他》 天井部分は落ちているが、南側の円形部分から北側の円形部分に向かつて掘り込

んでいる。掘り込んだ後に薄く粘土を貼って施設を構築している。地LlIに接して

いる部分は高温の熱を受けており、真っ赤に焼けていた。遺物は出土しなかった。

S N 129焼土遺構(第24図、関版 7) 

《位 置P MH36区に位置する。

《確 認》 地山面で、焼土の広がりを確認した。

《規模と平面形》 長軸(南東一北西)1.65m、短軸(南西-北東)O.60m、楕円形の部分に取っ手

が付いた、ボウリングのピンのような形を呈する。

《そ の 他》 斜面に沿って焼土が広がっている。細い部分は煙道、楕円形の部分は燃焼部と思

われる。上面は削平を受けているが、地山商の焼け方はそれほどでもなく、短期

間の使用が推定される。

③掘立柱建物跡

S 891掘立柱建物跡(第25図、図版 8) 

《位 置P L Q "-' L S 42 • 43区に位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 北側(北東一南西)4.70m、東側(南東一北西)5.60mの2間x2聞の建物で、

西側に張り出しのついた平面形を呈する。

《そ の 他》 遺物は出土しなかった。

S 8122掘立柱建物跡(第26図、図版 8) 

《位 置P N C "-' N E 48 G 49区に位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形〉 北側(東一西)4.67m、東側(北 南)4.40mの2間x2間の建物で、西側に張

り出しのついた平面形を呈する。

《そ の 他》 遺物は出土しなかった。
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1次(平成11年度)3 

5し
S N97 

マ「@ 
骨

出 9・tjrJ

S NI04 

3.出
i
叫
i
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B A 16.7m 

く

¥ 

2 "' 

S N97 

1. 11計局色 (10YR3/4)ニヒ。しまり・粘性弱い。

2 赤褐色 (5Y R4/6)土。しまり・粘性弱L、。焼土。

3. 11計局色(lOYR3/3)土。しまり.:f，lj性やや%~，、。
F 

ーしノ〆一

E 15.6m 

S Nl04 

1.褐色(lOYR4/4)土。しまり・粘性やや弱L、。 40%稼の総砂

を含む0

2. 黒色(lOYR2/1)土。しまり・粘伎やや弱し、。 40%以上の炭

化物を含む。

3.赤褐色 (2.5YR4/6)土。焼土ブロック。

4. 赤褐色 (2.5YR4/6)土。燐オ二ブロック。 貼った:粘土が焼けて

崩務したものを含む。

褐色(lOYR4/4)土。しまり・粘性やや弱い。

褐色(lOYR4/6)土。しまり・粘性やや弱い。

11音褐色(lOYR3/4)土。しまり・粘性やや弱L、。 30%程度の

綿砂。 15%程の焼土・炭化物を含む。

H音赤褐色 (2.5YR3/3)土。しまり・粘性やや強い。

S N129 

D
二
v

ι同
g 

c二
g

5
0
.
2
同

D C 15.9m 

S N129 

1.褐色(lOYR4/6)土。しまり・粘性やや弱い。

2. 階褐色(lOYR3/4)土。しまり・粘性やや弱い。 20%程の細

fd、を含む。 5mm程度の炭化物を 1%程を含んでいる。

3.赤褐色 (2.5YR4/6)土。しまり・粘性弱い。焼ニ!こ。

4. 褐色(lOYR4/4)土。しまり・粘性やや弱L、。 5mm大の炭化

物・焼土を 1%程含む。

5. 黒褐色(lOYR3/2)土。しまり・粘性やや弱い。総砂を15%

程含むn

6. 11軒高色(lOYR3/4)土。しまり・粘性やや弱L、。 20%程の細

1沙を含む。 5mm程の炭化物を 1%程含んでいる。

S N 97 " 104 .. 129焼土遺構第24図
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④柱穴列

S A89柱穴安IJ(第27圏、図版 8) 

《位 置~ L O~ L Q42~44区に位寵する。

《確 認、》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 南東から北西に 5基の柱穴が一直線に並ぶ。南東端から北東端までの距離は9.90

mである。

《そ の 他~ P -1の埋土から、胎土に繊維を含んだ縄文の土器片が検出された。

S A95柱穴列(第27図、図版 8) 

《位 置~ L N'"" L P43~45区に位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 南東から北西に 5基の柱穴が一直線に並ぶ。南東端から北東端まで、の距離9.90m

である。 SA89柱穴列の南西側、 6.00mの所にほぼ平行して位置している。

《そ の 他》 落ち込んできた状態で、埋土内に縄文土器片が出土した。平縁無文土器の小破片

で、胎土焼成ともに良好である。

⑤溝跡

S 012溝跡(第 3図)

《位 置)) MC40~53区に位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面で、の 11I面0.30m、底部断面は舟底状を呈していて地山面からの深さは0.05m

程である。 SK52 • S K60土坑を切っており、長さ52.1mで、一部6.3m途切れ

る箇所を伴い、南北方向に走る。

《そ の 他》 遺物は出土しなかった。

S 021溝跡(第28• 29図、図版 8) 

《位 置)) L R53区から L047区にかけて位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面での幅は0.30~0 .40m、深さ 0.05m程である。底部はほぼ平坦である O

さ24.3mで、北北西から南南東にかけて走っている。

《そ の 他)) L P 49区付近の溝底面から34~36の土錘が出土した。他に埋土から縄文土器片 2

と石器が出上した。 S14は、粘板岩製の定角式磨製石斧である。刃部は欠損し

ている。 S15は、頁岩製のスクレイパーである。表側に調整剥離が集中している。
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第27図 S A89 • 95柱穴列

S 047溝跡(第 3図)

《位 置} L Q48区からMB44区にかけて位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面での幅は0.35'""0.55m、深さは0.03m程で、ある。北東から南西に向かつて

走り、長さ28.8mで、溝の断面底形は舟底状を呈する。

《そ の 他》 遺物は出土しなかった。

S 080溝跡(第 3図)

《位 置)) M 1 44区からMG42区にかけて位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面で、の幅は約0.13'""0.30m、深さ0.05m程である。 北北東から南南東に向かっ

て走り、北側の溝断面は逆台形であるが、南側の溝断面は舟底状となる。

《そ の 他》 上から落ち込んだ状態で縄文土器片と石器が出土している。 S16は、頁岩製のス

クレイパーである。表側に細かい調整剥離を加えて弧状の刃部を形成している。
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粘性やや強L、。
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3章第 1次(平成11年度)

S 094溝跡(第 3図)

《位 置~ MD43区からME42区にかけて位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面での幅は約0.34m、深さは0.05m程で、ある。長さ7.0mで、ほぽ東西方向に走

り、 SN65を切っていた。

《そ の 他》 上から溶ち込んだ状態で縄文土器片が出土した。

S 0103溝跡(第 3図)

《位 置~ MF45区からME43区にかけて位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平田形》 地山面での 11'語は0.53cm、深さは0.05mである。断面底形は、ゆるやかな舟底状を

る。北北西から南南東に向かつて走る。 SK59を切っていた。

《そ の 他》 上から落ち込んだ状態で縄文土器片が出土した。

S 0115溝跡(第28図、図版 8) 

《位 置~ M F"'-'MN33区に位置する。

《確 認》 地山面を精査して確認した。

《規模と平面形》 地山面での幅約1.0m、底面で0.30m、地山面からの深さ0.45m、長さは30.0mで

ある O 底部断面形は舟底状を呈する。壁面は、外傾しながら直線的に立ち上がる。

壁面はよく締まっている。

《そ の 他》 底面から10cm程のところから珠洲系陶器の播鉢破片が出土した。また、埋土から

⑥性格不明遺構

S 17やS18のように川原石の両端を打ち欠いただけの石錘、 S19のように表裏両

側に粗い打ち欠きを入れて刃部を作り出した頁岩製の石器が出土した。本溝は、

明治初期の地籍図にも溝として記載されており、江戸期を通じて使用された水路

と考えられる。

S X27遺構(第29図、図版 8) 

《位 置)) L N52区に位置する。

《確認@重複》 地山商で落ち込みを確認した。重複なし。

《規模と平面形》 直径約1.2mの円形を呈する。確認面から0.60mの所から内側にくびれ、直径0.7

m程になり、そのまま垂直に落ちてし1く。崩落の危険があったので、重機を使用

して断ち割ってみたが、確認面から4.9m下がった地点でも底面を確認すること

ができなかった。直径0.70mの範囲では、大人が掘った土砂を自由に上げること

ができず、誰がこの遺構をどのようにして掘りあげたのか、想定できなかった。
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3章 第 l次(平成11年度)

5 きた。

と底 く締まっている。底面は検出できなかった。

《出土遺物》 なし。

S X62遺構(第30図、図版 6) 

《位 置~ MB42区に位置する。

《確 認》 地山面を清掃中に確認した。長軸は、(北東南西)方向である。

と平面形》 長軸0.68m、短軸0.48mの略楕円形を呈する。 にわたって土錘が出土した。

《そ の 他~ 37，.....，44の土錘が出土した。 他の破片も留に示したような形状になるものと忠われ

る。出土した土錘は殆どが壊れていて接合できるものは少なく、不要になった土

録をまとめて捨てたような状態であった。

3. 遺構外出土遺物

( 1 )土器

①第 I群

縄文時代の土器である。

第 1類(第31図52、53)

胎土に植物繊維を含み、太い斜行縄文を器面全体に施文し ある。 52は、胎土に砂粒@植物

繊維を含んだ焼成良好な平縁の深鉢形土器である。口縁部はやや外傾しながら立ち上がり、内外の口

縁部付近には煤状炭化物が付着する。 53も、胎土に砂粒@植物繊維を含んだ焼成良好な土器である。

第2類(第31図54"""'60)

横位の縄の側面圧痕文や絡条体圧痕文を付した口縁部文様帯を縦位に区分する隆帯をもっ深鉢形の

土器である。 54• 56 • 58は、ゆるやかな波状突起部分の下方に縦位の隆帯をもっo 57は、弁状突起の

部分に縦位の隆帯を配している。縦位の隆帯は、口縁部文様帯と胴部を区別する短い縦位の絡条体圧

痕文を連続して付した横位の隆帯に連続する。縦位の降帯には横位の絡条体庄痕文が付されるものが

多い。 59は、平縁の土器で口唇部に絡条体圧痕文を持つo 60は弧状の隆帯が口縁部文様帯を医画して

いる。 55.. 60は、日唇部に縦位の絡条体圧痕文を短く連続して施している。

第3類(第31図61"""'71) 

口縁部文様帯の中に円形や方形の粘土塊を貼り付けたり、幅のある粘土紐をブリッジ状に貼り付け

た土器である。口縁部文様帯と胴部との境には、 62や65のように縦位の絡条体圧痕文を短く連続して

付した隆帯が横位に配されたものと思われる。胎土に砂粒を含み、土器の焼成は総じて良好である。

61は、口縁突起の下方にボタン状の貼付を配している O 突起頂部付近には絡条体圧痕文を、口縁部

には口縁と平行した縄の側面圧痕文がみられる。 62，.....，64は、口縁部文様帯と胴部文様帯との聞に、短

い縦位の絡条体圧痕文を付した一条の隆帯がみられ、日縁部文様帯の中にボタン状の貼付が配されて

いる。 62はゆるやかな波状口縁をもち、口縁部に沿った側面圧痕文と隆帯に沿った側面圧痕文との間

に短い縦位の絡条体庄痕文を配している。 63は、口縁部文様帯に縄の側面庄痕文が横位に配されてい

る。 64は口縁部文様帯に側面圧痕文を横位に配しており、ボタン状貼付には降帯と同じ絡条体圧痕を

-64 
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2節

施文している。 65'"'-'68は、方形の貼付を配したと思われる土器である。 65は、波状突起の円形波頂部

及び口唇部に絡条体圧痕文を配し、口縁部文様帯には横位の側面)王痕文を配している。 66は、ゆるや

かな波状口縁の土器で口唇部には絡条体圧痕文をもっ、口縁部文様帯には、横伎の側面圧痕文と略方

形の貼付をもつが、貼付の上方には 3条の縦位の側面圧痕文を配している。 67• 68も波状口縁の土器

で、口唇音15には絡条体圧痕文を、口縁部文様帯には横位の側面圧痕文をもつが、貼付は剥落している。

69は、ゆるやかな波状口縁の土器で、口察部に絡条体圧痕文をもち、仁!縁部文様帯に横位の側面圧痕

文をもっている焼成良貯な土器であるO 波頂部の下方に縦位にブリッジ状の粘土の帯が配されている0

70は、側面圧痕文が 1条配された帯状の隆帯が 2条、土器の口縁部に配されている土器である。 71の

土器は、波状口縁部であるが、無文のボタン状貼付がみられる。

第 4類(第31凶72'"'-'第32図81)

ロ縁部文様帯と服部文様帯との関に短い縦位の絡条体庄痕文を付した陸帯をもち、口縁部文様帯に

は横伎の側面圧痕文をもっ土器で、ある。胎土@焼成ともに良好である。

72 • 73 • 74 • 76 • 78 • 80は波状口縁の土器、 73は山形突起をもっ口縁の土器である。 72• 73 • 74 • 

78 • 80 • 81は口唇部に絡条体圧痕文をもっo 81はO段多条の原体を使用した斜行縄文が施されている。

第 5類(第32図82)

口縁部と胴部との間に段がつき、文様帯を区画する縦位の絡条体圧痕文が横位に配される。口縁部

文様帯には山形の側面圧痕文が数条配され、逆三角形の区画には縦位の絡条体庄痕文が付される

である。

第 6類(第32図83)

平縁で、口唇部に絡条体庄痕文が配される。口縁部文様帯には、横位の側面圧痕文の聞に縦位の絡

条体圧痕文が配された文禄帯が 2単位配されている。胎土@焼成ともに良好な土器である。

第 7類(第32図84，-....，90)

日縁部文様帯と胴部文様帯とを区画する隆帯や横走する縦位絡条体圧痕文をもたず¥口縁部文様帯

に横位の側面圧痕文のみを配した土器であるo 84. 85 • 87 • 80の口唇部には絡条体圧痕文がみられる。

第 8類(第32図91、92)

刺突文がみられる土器である。 91は、縦位の絡条体圧痕文を配した横位の隆帯を配している。仁!縁

部文様帯には横位の側面圧痕文が 4条あり、口縁部側に縦位の絡条体圧痕文を、その下 2段の区画に

爪形の刺突文を施文している。 92は口縁部文様帯と胴部文様帯との間に、爪形の刺突を配した隆帯を

横位に配し、口縁部文様帯には横位の側面圧痕文を施文している。

第 9類(第32図93、94)

口唇部に絡条体圧痕文を配し、口縁部には斜行縄文を配した土器である。 93は、口縁部文様帯を区

画するためか、横位に 1条の縄の側面圧痕文を配し、縦位にも l条の縄の側面庄痕文を配している。

第10類(第32図95，-....，98)

その他の土器である。 95は、浅鉢形土器の口縁部である。摩滅が著しいが、肩部下に横位の沈線が

1条みられるo 96は、縦位の平行沈線があり、器商全体に斜行縄文が施文されている。 97は底部から

くびれて立ち上がる土器、 98には綾繰文が見られる。
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②第E群

弥生時代の土器である。

第 1類(第32図99• 100) 

2節

99と100は同一個体で、ゆるやかな波状口縁をもっ小型の深鉢形土器である。頚部が「く Jの平に

くびれ、口縁部は磨かれて無文帯となり、頚部より胴部は斜行縄文が付される。口縁部内側には一条

の沈線を横位に施文している。更にその下には整形持の工具痕が残る。胎土には砂粒を含む。内外に

は煮沸時の炭化物が付着している。

第 2類(第32図101)

口縁部が強く外側に開く、小型の深鉢形土器である。頚部には平行沈線が横(立に走り、日唇部の近

くには斜位のへラ状工具の庄痕が連続して付される。胎土に砂粒を含み、焼成は良好である。

(2)石器

縄文時代

石鎌(第33図820'"'-'8 26) 

820は黒曜石製、他は全て頁岩製の石鍬である。 820'"'-'8 23は、基部に挟り込みを入れた凹基無茎

の石銭安である。 823の扶り込みはやや浅~ ¥0 824は、基部が尖って長く伸びており、全体として細長

い菱形の形状を呈する。 825は基部が、 826は先端部が欠損している。

石錐(第34図828)

828はメノウ製の石錐である。調整加工は側面の片側にしか加えられていないが、鋭い先端部を使

用したと思われる。

石槍(第34図829'"'-'834) 

全て頁岩製である。 829は、断面菱形の石槍で全面に組めの剥離を加えて整形している。 830は表

側に主として調整剥離が加えられており、断面は略三角形となる。 831は薄身の石器で調整剥離は粗

いが先端部は鋭く尖っている。 832は基部が欠損し、 833と834は先端部のみが残っている。 834は

先端部が相当広くなっており、突き刺すという槍先の機能以外の用途を持っていたのかもしれない。

石匙(第34図835'"'-'838) 

全て頁岩製である。 835• 836 " 837は縦長の剥片を使用した縦型の石匙である。打面は調整され

ており、残っていなし ¥0 838は横型の石匙である。側面に素材剥ぎ取り時の打市を残している。

箆状石器(第34図839，...._，第3512認845e 847) 

全て頁岩製である。 839.841" 845 • 847は、下端部に丁寧な調整剥離を加えている。 8431こは、

下端部の他に上端部にも調整剥離が見られる。

打製石斧(第35図846)

846は頁岩製で、表裏両側に自然面が残る。下端部には、打撃痕が残る。

磨製石斧(第46図850) 

850は砂岩製の磨製石斧である。整形時の磨った痕が片側の側面に残る。刃部は折損している。

石鍾(第35図851) 

8 51は、細長い川原石の両端に打撃を加えて石錘としている O
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3章第 1次(平成11年度)
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第 2節

その他 827 . 818. 819 • 8 

に調整剥離を加え、スクレイパーのように使用したと思われる石器が存在する。

848は横長剥片の打面と反対側の表裏両面に、 849は縦長剥片の両側に調整剥離を加えている。 852

は、安山岩の川原石の一部を磨って使用している。下端部か刃部と推測され、使用痕が残る O 上部に

は、刃部を対象物にあて いもので打撃を加えたような痕跡が残っている。なお、 827

剥片である。 は見られない。

さ 底径

20.2 

2 29.4 23.4 10.6 25 6.5 21.6 17.0 28 21.4 22.5 8.5 

47.5 27.2 10.4 26 20.0 16.0 9.4 29 15.0 14.2 8.4 

(cm) 

2表 第 1次調査出土土器計測値

i最大長 最大幅|最大高 重量 最大長 最幅|最大高 最大長 最大幅!最:高

8 1 88.5 40.0 14.0 36.4 819 125.0 78.5 28.0 280.8 837 64.0 33.0 10.0 15.5 

8 2 57.0 35.0 15.0 29.2 820 24.0 17.5 6.0 1.6 838 38.0 54.5 8.5 10.4 

8 3 39.0 12.0 5.0 2.3 821 31.0 17.0 6.5 2.2 839 74.0 33.0 12.5 26.1 

8 4 75.0 28.0 13.5 29.7 822 76.0 18.5 4.5 1.7 840 71.0 36.5 20.0 50.3 

8 5 46.0 26.0 5.5 5.7 823 31.0 20.0 8.0 4.7 841 68.0 45.0 16.5 54.7 

8 6 83.0 33.0 15.0 38.8 824 49.0 15.0 7.0 3.9 842 73.0 29.0 17.0 22.4 

8 7 39.0 21.0 6.0 4.5 825 35.0 17.0 5.5 2.8 843 77.0 22.5 14.0 26.4 

8 8 102.0 67.0 26.5 220.8 826 31.0 16.0 5.5 2.4 844 47.0 32.0 13.0 17.5 

8 9 34.0 14.0 4.5 2.7 827 37.0 20.0 8.0 2.7 845 76.0 44.0 14.0 52.6 

810 71.0 30.0 16.5 28.6 828 68.5 41.0 20.0 28.1 846 115.0 62.0 25.5 192.1 

811 34.0 20.0 7.0 4.2 829 106.0 46.0 31.0 115.0 847 47.0 45.0 11.0 21.9 

812 40.5 30.5 10.0 9.0 830 93.0 36.0 20.5 58.0 848 40.0 57.0 17.5 19.3 

813 50.0 32.0 9.5 14.7 831 72.0 43.0 17.0 42.4 849 83.0 64.0 24.0 75.6 

814 60.0 38.0 17.0 59.0 832 67.0 29.5 13.5 21.7 850 85.0 49.0 24.0 136.4 

815 48.0 27.0 7.0 10.9 833 61.0 40.5 19.0 41.1 851 123.0 66.5 23.5 256.1 

816 62.0 47.0 9.5 24.8 834 46.5 57.0 20.0 39.5 852 158.5 78.0 49.0 903.3 

817 88.0 64.0 17.0 132.0 835 33.5 30.0 7.5 7.6 

S 18 130眉O 79.5 22.0 363.4 S36 75.0 45.0 9.5 23.0 

さ g、長さ.11I高@高さ rnm) 

第 3表第 1次調査出土石器計測値
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3章第 l次(平成11年度)

3節小結

古代 ると思われる土坑が 3

411汗@

ると

7某@十翠i明設遺構 1

1軒@掘立柱建物跡 2棟 e

3基@溝跡 7条、 2 した。 他に時期不明 ピット

る。

縄文時代は、第 I群第 1類から第 9類までの円筒系土器を使用し ら中期初頭

の時期が最初である。 S1 108竪穴住居跡を中心とした段丘南端が性活の中心と見られ、 S1 1 

も当該時期の遺構と考えられる。次の時期は、 SR68土器埋設遺構をr:Iこ1心とする

使用した縄文時代中期末葉の時期である。 S1 127竪穴住居跡も同じ時期であろう。同じ段丘上の北

側の地点、盤若台遺跡からも縄文時代中期末葉の竪穴住居跡が検出されている。

次の時代は、第H群の土器を使用した時期である。:遺物は少ないが、志藤沢遺跡にみられるような

八郎潟周辺の弥生文化の反映としてとらえることができる。

古代の生活の痕跡は少ないものの、中出になると、 は大きく広がってし1く。

S 1 99竪穴住居跡や SB91掘立柱建物跡、 SN その中心である。 SA89i宝穴列と SA

95柱穴列は、 1t東の掘立柱建物跡になるのかもしれないが、ここでは 2列の柱穴列としてとらえた。

S D21溝跡や SD80溝跡は SB91掘立柱建物跡や SA89柱穴列等の建物軸方向と同じ方向をとってお

り、同じ時期の遺構としてとらえることができょう。

なお、本遺跡においては、 SX62性格不明遺構から太形管状土錘、 LQ48区からは第301翠46~51の

ような細形管状土錘及び球状土錘が出土している。この三形態の漁網錘は、現在も八郎潟沿岸で使用

されている。琴丘町の漁業従事者は、最近まで捕獲する

たとのことであり、出土遺物の使用時期は特定できないが、

生活が浮かびあがってくる。

号i用@参考文献

せ 自で漁網錘を焼いてい

と密接な関係をもった

小林克 a 高橋学 「峰浜村手前谷地尻遺跡出二の造物についてJr秋田県埋蔵文化財センター研究紀嬰 第 7号』 秋田県埋

蔵文化財センター 1992 (平成 4)年

半田市太郎 「志藤沢遺跡発掘調査報告JU秋大史翠J9 秋大史学会 1959 (昭和34)ff: 

堺市博物館 『漁具の考古学 さかなをとる J 1987 (1昭和62)年

関喜四郎 「水産業の発達Jr八郎潟の研究』 秋田県教育委員会 1965 (昭和40)年

秋田県教育二委員会 『盤若台遺跡一一般国道 7号琴l王能代道路建設事業に係る発掘調査報告書VlII-J 秋田県文化財調査報告

書第319集 2001 (平成13)年
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4 2 調査

第 l節 の概要

1 .遺跡と

に台地縁辺から

(平成12年度)はその北fWJ

は、

にかけての標高13.0~17.6m について調査した。

となった。地表面標高は16.5~18.0mである。

している。第 l次調査および第 2次調査の

について lこJ品げた。 2つのスクリーントーン なる た!し

ある。

対象区の現況は、東側の標高18m前後の

仮IJが荒蕪地である。

は、北側が水田、南側は第 l

い笛所が畑地、それ以外は北側が水

もふくめ荒蕪地が広がり、さらに沢を挟ん

だ対岸の には狐森遺跡が立地する。

2. 

l次調査同様、閏家路標第X系の座標北を茶準として、 (X 3643.5000、y=

63262.5000)を原点とする各 4m間稿の万眼を設定した。万眼の原点を通る南北線をMA、同じく

西線を50とし、南北線は西に向かつてアルファベットの符号を、東西線は北に向かっ

それぞれ昇順となるよう付した。なお、南北線に付-した 2 文字のアルファベットはA~T までの20文

り返しとなっている。この方眼によって画する 4mI2B方の区画を「区j とし、その南東隅を通

る南北線の符号と東西線の符号とを組み合わせて、 MA50区のように呼称した(第37図)。

よび、人力による表土除去ののち、遺構確認作業を行った。遺構番号は、確認111買に付

し、

遺構の性格が

が判明し

用ベルト

と組み合わせて SK01のように呼称した。ただし、

したものと異なると判断して略記号を変更し

とした場合がある。確認後の遺構精査は、長l[i[ll方向とそれに

と、柱穴等の小規模な遺構など分割法の不可能な

に{半い、

ないこと

る方向に

は長ili[tlに沿う-

うことを原則とした。

なお、遺構番号は、第 1次調査との重複を避けるため、第 2次詰l奇では201番より付している。

によった。遺構実測は、面工事部分では原則的に各方眼杭を基準として計測を

つ/一県側りよい11:111刈 @ 附11:111メ!の原i玄i縮尺は 1/10を基本とした。写真撮影は、 35rnrnカラーリバーサ

ルフィルムとモノクロネガフィルムを主に使用したが、必要に応じ35imネガカラーフィルムも使用し
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第 1節調査の概要
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第 4章第2次

は、遺構名@方眼区西名@ 年月日をチャック付ポリ袋もしくは耐水}二日荷札に

入のうえ取りとげることを原則!とした。

4月 7日、 2 、、

積3，100rrf、調査期間60日(4ヶ月)

を埋文センターへFAXで通知。19日、

20 日、 に先だっ現地協議の場を可及的速やかに持ちたい旨、

連絡が入った0

27日、 、センタ

7月 1日より開始する

If)による現地協議。津*番係長から、本遺跡に係る部分の

あることの説明を受け、金仏遺跡の調査を 6月末まで終え

るよう、 くめられ

借り上げ等を迅速に手配することを前提に 5月 8日 日とし、 7

月から

28日、

務機器の借り上げ、

きるよう、

5月 l日、 4月初日起案の他のすべて

とセンター側と

@機材の輸送等につい

8目、現場初日。楼田課長補佐現場参加(6月30日まで)。

ち合い、測量杭打設のための対業者説明会。

9日、芳賀所長来跡。手Ij部科長による金仏@狐森山遺跡凸101の

現場開始挨拶。重機による表土除去作業の開始。

10日、遺構プラン確認作業の開始。コンテナハウス

11目、東側で溝跡@

より について

12日、センター @利部科長@

15日、!日水田グライ土壌の排土と遺構のプラン確認 19日)。そ

しあうことを約した。

による

より

@東側

物跡を検出し、遺跡がさらに北側に拡大することが確定。調査面積は4，500rrfとなった。

17日、

18呂、

19 日、西側地区で建物跡、 2~3

22日、

応援。東側地区確認面で

23日、

24日、

@ローリングタワー

を慰労。

ナンバリング開始。

狐森遺跡より

-1-性の

より につい



25日、現場用遺構配置図作成終了。

26日、本日まで923基の遺構を確認。

第 1節調査の概要

29目、東側地区遺構の平面計測着手。光波による遺構実測業務委託および排土除去@運搬のための

重機借り上げについての起案文書を提出(6月 5B決裁)。

31目、中央~西側地区の遺構の掘り下げ本格着手。琴丘町チャレンジデー参加。

6月 1日、 SK271より木炭・フイゴ羽口が出土。

5日、鍛冶浮・粒状浮等を確認した SK267の精査開始。

6日、文化財保護室大和谷室長とセンタ一芳賀所長が現地視察。

9日、工事工程と調査工程のすり合わせを目的とする緊急の四者協議を開催(建設省腰山監督官@

津幡設計係長、工事発注業者鈴木土建@西村土建、文化財保護室谷地学芸主事、センター船木副

所長@児玉課長補佐@小山文化財主事@吉j[f) 0 50ライン以南を19日までに引き渡すことが決定。

たたら研究会穴津義功氏と秋田中央分室高橋分室長来跡。穴津氏より鍛冶関連土坑について御教

示いただく 0

12日、鍛冶関連土坑SK400精査終了。

13目、北側拡張部分の表土除去開始。光波測量による遺構実測について測量業者と打ち合わせ0

14日、児玉調査課長補佐が現場参加(，.....，15日)。

15日、昨年度調査区に仮置きしていた排土を移動した結果、 300基を越える遺構を新たに検出。当

該箇所(約2，000rrr)の調査も必要となった。

16日、宮本長二郎東北芸術工科大学教授、秋田県内建物資料収集のため来跡、御教示いただく 0

19日、光波実測開始(，.....， 6月30日)。

20目、昨年度調査区を含めた調査区南側 (50ライン以南)の引き渡し。

22日、県生涯学習センター「縄文ゆとり工房」の受講者が見学のため来跡。

23日、 SE525完掘写真。

26日、西側地山検出遺構の掘り下げ。児玉課長補佐現場参加(，.....， 6月27日)。

28日、芳賀所長来跡し、作業員へ慰労をかねた現場終了挨拶。掘り残し遺構の掘り下げ0

29目、建物完掘写真、遺跡近景写真。

30日、引き渡しに関する現地協議(建設省津幡係長、文化財保護室谷地、センター楼田課長補佐@

吉川)。同日 5時30分、引き渡し。
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4章第2次(平成12年度)

2節調査の

1 .調査区の地形と

は、鹿渡台地北部の岩石第二段丘上に立地している。鹿渡台地は、本州、!日

した米代川左岸の諸台地に速なる構成台地で、本遺跡周辺では、出羽山系 る

地および鹿渡丘陵地が八郎潟残存湖にせまるため、その問に平行する とともに南北に

に広がっている。第 2次調査対象民の標高は、北東がやや高く南西が低い状況を示しており、北

東端と南西端の距離約160mに対し、池山間における標高差は約 2mにすぎない¥刑山間)0

については、第 l次調査におけるMP'"'-'M049区の基本題序に準じた(第 4図)。

2次調査においては、

であるケースがほとんどであった。

リーントーン部分に示した。

した遺構の 2種類がある。

2. 検出遺構と出土遺物

において第 rrJ習が削平を受け、遺構確認雨が第頭

立層の遣存する簡所があった。その広がりを第37図のスク

においては、第H層上回で確認した遺構と第堕属(地iJJ)上面

を第38図~第75図に掲げる。本項は (1)~ (3)の小項目に分けて報告するが、本文

中“口"とあるのは配置区|の挿図番号を意味する。

縄文時代の遺構としては、調査区中央やや西側を中心lこ径0.7'"'-'1.0m前後の円形@隅丸方形の土坑

を多く確認している。出土遺物は僅少であるが、 SK608B覆土から縄文時代前期末葉の円筒下層 d

式土器が出土しており、他の出土遺物は、ほとんどが時期特定の難しい小破片のみであるが、大略、

縄文時代前期ないし中期の遺物と考えられるので、当該期の土坑慕と判断した。縄文時代の遺構につ

いては(1 )にf呂げる。

中世の遺構としては、掘立柱建物跡を主体とする仁ド世集落が比較的広範囲に広がっている。建物跡

は25棟検出しており、なかには桁行 7間×梁行 51習という、きわめて大規模な建物跡も見つかった。

これら建物跡の柱間寸法は一定の傾向を有し、柱間省略の少ない総柱式建物が多いことなど、から、本

遺跡は12世紀から14世紀にかけての地元有力者の居館を中心とする集落跡とみなすことができる。

大規模建物西方約 6mの地点では、径2.5X2.7mの略円形平面で深さ 5mを越える井戸跡 1基を検

出した。その規模や位置関係より、中世集誌にともなうものであろうことは確実である。

部からは複数の鍛冶関連土坑を確認した。鍛冶j宰@粒状j宰@鍛造是IJ片@鉄塊系遺物など鍛造鍛冶段階

に生ずる遺物が出土しており、これら遺物と龍泉窯産青磁碗が供伴した例があることから、中世の鍛

冶場がここにあったものと られる。さらに鍛冶関連遺構に近接して炭窯を確認した。中世の遺構

については(2 )のなかで報告する。

については年代不明のものも多いので、別の小項目を設け、(3 )に掲げた。
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( 1 )縄文時代の遺構

土坑(略記号SK) 

①土坑

49基

2節

焼土遺構 (SN) 

『北日本における縄文時代の墓制資料集J(1999)では、縄文時代の土坑墓の「認定基準」として

し「参考基準Jとして 7、計13の基準が定められている (i，れ)。

次に土坑墓として掲げる遺構は、「認定基準」を必ずしも満たしていないものも多いが、石器類や

機が底面から にかけて出土したもの、底面が平坦であるもの、覆土が人為堆積によることが

明瞭なものが多く、規模・形状の面で斉一性が比較的高い。 遺物をともなっていない遺構が多いが、

を満たした土坑を縄文時代の土坑墓と判断し、以下に記す。

出土遺物が少なく、時期特定の明瞭な根拠に欠けるが、大略、前期後葉~中期前葉に帰属すると考

えられる。

S K303 (第76図、口第75図)

L N e L 053区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直属上面で確認した。

径0.86"-'0.88mの円形平面を呈する。深さは0.12mで、底面標高は17.4mである。壁の立ち上がり

は緩やかで底が円く、全体では椀形の断面を有して、底面はわずかに凹凸を伴う。

は2層に分層を行った。上位は褐色土、下位は暗褐色土であるが、上位は地山土由来の可能性

が高く、一括埋め戻しの痕跡と考えられる。

規模@形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K444 (第76図、口第74図)

L R53 • 54区に位置する。他の遺構との切り合いはない。亜層上面で確認した。

径0.75"-'0.78mの円形平面を呈する。深さは0.14mで、底面標高は17.3mである。

覆土は、地山土少量混じりの暗褐色土単一層である。一括の埋め戻しか。

壁の立ち上がりは垂直に近く、底面は平底である。覆土上位より縄文土器片が出土している。

規模@形状@出土遺物等から縄文時代の土坑慕と判断した。

S K533 (第76図、口第58図)

MG59区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 E層上面で確認した。

長径1.13m、短径0.94mの不整楕円形平面を呈する。深さ0.15m、底面標高16.7mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模 a 形状等から縄文時代の上坑墓と判断した。

S K536 (第76図、口第58図)

MG58区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 E層上面で確認した。

長径0.86m、短径0.77mの不整楕円形平面を呈する。深さは0.17mで、底面標高は16.9mで、ある。
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は4層に分けた。人為堆積。器剥片 1}~立が出土している。

@形状@出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K590 (第76園、口第59図)

M 152区 る。 他の遺構と はないが、風倒木撹乱を切る。臨 しfこO

長径O.70m、短径O.58mのやや不整な楕円形平面を呈する。深さはO.15mで、 は16.8mで

ある。壁はほぼ垂誼に立ち上がり、底は凹凸をともなうものの平底を基調とする。

は、地山土混じり黒褐色土単一層である。 十舌埋め戻 Lo縄文土器片 1点、若Ij片 1点が出土。

規模@形状@出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K608A (第76図、口第57図)

M J 56区 る。 SK608Bを切るo m しfこO

長径O.52m、短夜O.36mの楕円形平田を呈する。深さはO.14mで、

は上位黒褐色土、下位暗褐色土の 2層である。

遺物はないが、重複関係より縄文時代の土坑と考えた。

S K608B (第76図、口第57図)

M J 56区に位謹する。 SK608Aに切られる。盟層上国で確認した。

は16.7mである。

推定長径O.85m、短径O.64mの楕円形平面を呈する。深さはO.14mで、底部標高は16.7mで、ある。

覆土は上位黒褐色土、下位褐~暗褐色土の 4層で、人為堆積の様相を呈する。

より縄文土器片 4点が出土している。第76図 lは、円筒下層 d式に隠する土器の口縁部破片、

2は斜縄文の施された胴部破片である。

規模@形状@出土遺物より、縄文時代前期末葉の土坑墓と判断した。

S K620 (第77図、ロ第59図)

M J 52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。

長径O.60m、短径O.56mのほぼ円形を呈する。深さはO.07mで、

覆土の詳細は不明である。

規模@形状より、縄文時代の土坑慕と判断した。

S K633 (第77図、口第52図)

は16.9mである。

MK55区に位置する O 他の遺構との切り合いはない。 m層上部で確認した。

76m、短径O.62mの楕円形平面を呈する。 深さはO.14mで、 は16，7mである。

は地山土混じり黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断。 より縄文土器片 1点が出

している。

規模@形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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S K635 (第77図、 図版18)

MK54区 る。他の遺構との切り合いはない。麗 した。

一辺0.79，.__，0.80mの照丸方形平出を呈する。深さは0.24m、底面標高16.7mで、平底を呈する。

は、地山土混じり黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。

縄文土器片(第77図 1)が援に刺さった状態で出土した。胴部破片で羽状縄文が横位に施されてい

る。なお、他に、覆土中から縄文土器片 1点、底面より小磯 l点を確認している。

規模@形状@出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K637 (第77図、口第52図、図版18)

MK53区に位置する。他の遺構との切り合いはなし Io m層上面で確認した。

長径0.85m、短径0.70mの楕円形平面を呈する。深さは0.20mで、底部標高は16.7mである。

は地山土混じり黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。底面より縄文土器片 2

および握り拳大の円磯 2点を確認、した。

規模@形状吻遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K638 (第77図、口第52図、図版18)

MK53区に位置する。他の遺構との切り合いはない。盟層上面で確認した。

長辺0.91m、短径0.85mの隅丸方形平面を呈する。深さは0.12mで、底面標高は16.8mである。

覆土は、地山土混じりの黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。

規模@形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K639 (第77図、口第52図)

MK53区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 E層上回で確認した。

長辺0.95m、短径0.80mの不整楕円形平面を呈する。深さは0.18mで、底面標高は16.7mで、ある。

覆土は、地Llr土を少量含む黒褐色土単一層である O 一括の埋め戻しと判断した。

規模@形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K640 (第77図、口第52図、図版18)

MK52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。買層上面で確認した。

径0.73，.__，0.78mの円形平面を呈する。深さは0.11mで、底面標高は16.8mで、ある。

は地山土混じり黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。

規模@形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K643 (第78図、口第50図、図版19)

ML56区に位置する。他の遺構との切り合いはない。亜層上面で確認した。

長径0.92m、短径0.84mの楕円形平面を呈する。深さは0.26mで、底面標高は16.6mである。平底

で逆台形様の断面形状を呈する。
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は、上位暗褐色土~下位黒褐色土の 3 ある。 より、縄文土器片 3点、頁岩製のスク

レイパー(第78図 1)が出土している。

規模@形状・出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K645A (第78図、口第52図)

ML • MM54区に位置する。 SK P645BおよびSK646に切られる。直属上街で確認した。

径O.74'"'"'O.81mの略円形平面を呈する。深さO.26m、底面標高16.6mで、緩い円みをともなった平

底を呈する。

覆土は、地山土混じりの黒沼色土単一層である。覆土中より剥片 2点が出土している。

規模@形状@出土遺物からみて縄文時代の土坑慕と考えた。

S K646 (第78図、口第52図、図版19)

MM54区に位置する。 SK645Aを切る o III層上面で確認した。

径O.66'"'"'O.68mの円形平面を呈する。深さは0.40mで、底面標高は16.5mである。平底で、断面形

状は逆台形様を呈する。

覆土は、黒褐色土を基調とする 3層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K647 (第78図、口第52図、図版19)

ML54区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直層上面で確認した。

長径O.92m、O.87mの不整円形平面を呈する。深さはO.19mで、底面標高は16.7mで、ある。

覆土は地山土混じりの黒褐色土単一層である。縄文土器片33点、石器剥片 2片が出土している。

出土遺物、規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K648 (第78図、口第52図、図版19)

M L 53 • 54区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 E層上面で確認した。

長径O.79m、短径O.70mの南北を長軸とする楕円形である。深さO.17m、底面襟高16.7mで、ある。

覆土は上位暗褐色土、下位黒褐色土の 2層である。人為堆積と判断した。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K652 (第79図、口第52図)

ML53区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直層上面で確認した。

一辺O.85mの隅丸方形平面を呈する。 深さはO.19mで、底面標高は16.8mである。平底である。

覆土は、黒褐色土を基調とする 2層である。人為堆積。二次加工ある剥片が 2点出土している。

規模、形状@出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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S K655 (第79図、口第52図、図版19)

ML52区に位置する。 SD656に切られる O 困層上部で確認した。

長径0.92m、短径0.83mの楕円形平面を呈する。深さ0.22m、底部標高16.7mで、平底を呈する。

は、黒褐色土を基調とする 4層である。人為堆積。覆土中より小磯 l点を確認した。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K667 (第79図、口第52図、図版19)

MM55区に位置する。他の遺構との切り合いはないの皿)欝上面で確認した。

長径0.83m、短径0.75mの楕円形平田を呈する。 深さ0.28mで、底面標高16.6mで、平底である。

覆土は、上位黒褐色土~下位暗褐色土の 3層である。二次加工ある剥片が l点出土している。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K723 (第79図、口第51図)

MP54区に位置する。他の遺構との切り合いはない。1II層上面で確認した。

径0.77，.-.，0.81mの略円形平田を呈する。深さ0.18m、底面標高16.5mで、円みを帯びた平底である。

覆土は、地山土を少量含む黒褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K732 (第79図、口第51図、図版19)

MP52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 II層上面で確認した。

長径0.74m、短径0.64mの楕円形平面を呈する。深さ0.24m、底面標高16.5mで、平底を呈する。

は、黒褐色土を基調とする 3層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K760 (第79図、口第44図)

MR  • MS52区 る。 SK P 774を切るυ 亜層上面で確認した。

長径0.87m、短径0.74mの不整楕円形平田を呈する。深さ0.14m、底面標高16.7mで、底はやや不

整である。

は暗褐色土と黒褐色土による 3層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K805 (第80図、口第40図)

N C49区に位置するo S K P 1312と重複する。 m層上面で確認した。

長径0.75m、短径0.60mの楕円形平面を呈する。深さは0.08mで、底面標高は16.2mで、ある。やや

円みを帯びた平底である。覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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S K866 (第80図、口第39図)

NG49区に位置する。他の遺構との切り合いはない。

長径0.56m、短径0.50mの略円形平面を呈する。 深さは0.14m、

ある。覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑慕と判断した。

S K898 (第80図、口第62図)

MG51区に位置する。他の遺構との切り合いはないの直

しfこO

は16.0mである。平底で

した。

径0.63"'0.65mの円形平面を呈する。深さは0.07mで底面標高は16.1mである。平底である。

の言平吉田は:不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑慕と判断した。

S K899 (第80図、口第62図)

MG51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直属上面で確認した。

長径0.97m、短径0.95mの不整楕円形平面を呈する。 深さは0.18mで、底面標高は17.0mである。

やや円みを帯びた平底である。

は、黒褐色土を基調とする 2層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K925A (第80図、口第61図)

MH.MI51区に位置する。 SK P925BIこ切られる。皿層上面で確認した。

長径0.92m、短径0.70mの楕円形平面を呈する。深さ0.18m、底面標高16.6mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K928 (第80図、口第61図)

MH51区に位置する。 SK P 926 • S K P 927に切られる。 立層上面で確認した。

長径0.801五、短径0.66mの る。深さは0.15mで、底面標高は17.0mである。平底

である。

覆土は上位黒褐色土、下位褐色土の 2層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K985 (第80図、口第61図)

M J 48区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 II層上面で確認した。

長径0.67m、短径0.58mの楕円形平面を呈する。深さ0.21m、底面標高17.0mで、丸底を呈する。

覆土は上@中位黒褐色土、下位褐色土の 3層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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S K988 

MK51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。国)謹上面で確認した。

長径1.00m、短径0.76mの不整楕円形平面を呈する。 深さは0.24mで、

平底で、断面形状は逆台形様を呈する。

とする 2層である。

形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1010 

M048区 る。他の遺構との切り合いはない。盟層上面で確認した。

2空白

は16.8mである。

長径0.72m、短径0.66mの略円形平面を呈する。 深さ0.12m、底面標高16.7mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K1115 (第81図、口第52図、図版19)

ML52 e 53区に位置する。他の遺構との切り合いはない。班層上田で確認した。

長径0.82m、短径0.75mの不整円形平面を呈する。深さ0.20m、底面標高16.7mで、平底である。

は、黒褐色土を基調とする 2層である。確認面より径0.08r-v0.11m大の球機を検出した。また、

より石器剥片 1片、底面より球機 1点が出土している。

規模、形状、出土遺物等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1153 (第81図、口第40図)

N C49区に位置する。他の遺構との切り合いはなし'0直属上面で確認した。

長径0.86m、短径0.60mの小判形平面を呈する。 深さ0.16m、底面標高16.1mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1154 (第81図、口第45図)

NB に位置する。 SK P804と重複する。盟層上面で確認した。

径0.90r-v0.92mの円形平面を呈する。最大深0.22m、底面標高16.2mで底はやや傾斜を伴う。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

SK1161 (第81図、口第40図)

N E49"-'50区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直層上面で確認した。

長径0.86m、短径0.72mの楕円形平面を呈する。深さ0.06m、底面標高16.1mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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S K 1162 (第81図、口第40関)

N D • N E49区に位置する。他の遺構との切り合いはなし )0 盟層上面で確認した。

長径0.74m、短径0.72mの略円形平面である。深さ0.08m、底面標高16.1mで、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1177 (第81図、口第41図)

NG47区に位置するの他の遺構との切り合いはない。亜)欝上面で確認した。

長径0.77m、短径0.66mの略円形平面を呈する。 深さO.llm、底面標高16.1m、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1305 (第81図、口第45図)

N B • N C51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。田層上面で確認した。

長径0.92m、短径0.68mの楕円形平面を呈する。深さ0.10m、底面標高16.2mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1309 (第81図、口第40図)

N C50区に位置する。他の遺構との切り合いはなし )0 m層上面で確認した。

径0.58~0.62mの円形平面を呈する。深さ 0.08m、底商標高は16.3mで、ある。平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1325 (第82図、口第45図)

N B 50 • 51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 m層上面で確認した。

長径1.02m、短径0.80mの小判形平面を呈する。深さ0.07m、底面標高16.3mで、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1367 (第82図、口第46図)

MS51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。盟層上国で確認した。

長径0.96m、短径0.41mの不整楕円形平面を呈する。深さ0.14m、底面標高16.5mで、平底であるの

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

ハ
h
u

n
L
 



2節

S K 1405 (第82図、口第48図〉

MQ • MR47・48区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直属上部で確認した。

長径0.97m、短径0.62mの小判形平面を呈する。深さ0.14m、底面標高16.5mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1425 (第82図、口第53図)

MP51区に位置する。 SK P2060を切る。盟層上国で確認した。

長径0.74m、短径0.62mの楕円形平面を呈する。深さ0.14m、底面標高16.6mで、平底である。

は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1426 (第82図、口第53図)

MP50. 51区に位置する。佑の遺構との切り合いはない。困層上面で確認した。

長径0.66m、短径0.48mの楕円形平面を皇する。深さ0.05m、底面標高16.7mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

土坑墓としてはやや小規模であるが、形状や立地から縄文時代の遺構と判断した。

S K 1887 (第82図、口第60図)

MF53区に位置する。他の遺構との切り合いはない。困層上面で確認した。

長径0.92m、短径0.82mの略円形平面を呈する。 深さ0.18m、底面標高17.0mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。

S K 1962 (第82図、口第66図)

LT62 e 63区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 II層上面で確認した。

長径0.74m、短径0.64mの略円形平面を呈する。深さ0.20m、底面標高16.7m、平底である O

覆土の詳細は不明である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断-した。

SK2102(第82図、口第52図)

MK52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 m層上面で確認した。

長径0.84m、短径0.83mの楕円形平面を呈するの深さ0.07m、民間標高16.8mで、平底を呈する。

覆土は、日音褐色土単一層である。

規模、形状等から縄文時代の土坑墓と判断した。
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②焼土遺構

S N 552 (第83図、口第60図)

MG54区 る。他の遺構との切り合いはない。盟 した。

長径0.73m、短径0.62mの栴円形平面を呈する。

びて断面形状は椀形を呈する。

は、全体的に粗砂を含む、褐色十与と

さは0.15m、底面標高16.9mで、底は円みを帯

とする 6届である。 より三時i石器

(第83図 2)が出土した。 ともきわめ に際かれたうえで調整が加えられてい

0
 

7
9
 

形状、出土遺物等から縄文時代の祭紀にかかわる と考えた。

S N 559 (第83圏、口第59図)

MH53区 る。他の遺構との切り合いはな ~\o 盟 した。

長径0.85m、短径0.69mの不整楕円形平面を呈する。深さはO.18m、底部標高16.8mで、底は円み

を帯び、て断面形状は椀形をする。

は、上位は粗砂混じりの暗赤褐色土、下位は培褐色土@黒褐色土よりなる 5層である。遺構検

出国中央で磯を確認した。

規模、形状、出土遺物等から縄文時代の祭杷にかかわる焼土遺構と考えた。

S N 765 (第83図、口第46図)

MR49区に位置する。他の遺構との切り合いはない。皿層上国で確認した。

長径0.64m、短径0.53mの不整楕円形平面を呈する。深さは0.17mで、底面標高は16.6mで、底は

円みを帯びて断面形状は椀形を呈する。

は、上位は焼土、下位は焼土を含む暗褐色土よりなる 2層である。

クレイパー(第83図 1)が出土した。

規模、形状、出土遺物等から縄文時代の祭杷にかかわる焼土遺構と考えた。

より ス
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S K303 
1 褐&土(lOYR4/4) 粘性弱 しまり強
2 時間色士(lOYR3/4) 炭化物粒筏3~5mm~1fi少

}l!!.，1i土塊佳3~lOmm少粘性い しまり中

S K444 
1 暗褐色土(lOYR3/3) 炭化物粒径O.5~2mm極少

i也山土少

m
 

q
J
 

SK444 

RP 一一一一

一一一17.4m

/一Lよ J

- V勺ムー

S K590 
1 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒極少

地山土塊中 しまり弱~中

S K608A 
l 黒褐色土(10YR3/2) 地山士塊極少

粘性弱~中 しまり中
2 8奇褐色土(lOYR3/4) 地山土塊径5~101mll多

粘性中 しまりI:t

S K608B 
1 黒褐色二!こ(10YR3/2) 粘性弱~中

しまり中~強
2 黒褐色土(lOYR3/2) J白山土塊径3~15mm少

粘性中 しまり中
褐色土(lOYR4/4) 粘性中 しまり強
暗褐色土(10YR3/4) 地山土塊怪3mm少
粘性中~強 しまり中

1 (8瓦608B)

2節

G事 SK533 

一一一17.1m

G五
536 

一一一17.0m

4九七37-
S K536 
1 暗褐色土(lOYR3/3) 炭化物粒極少

地111土塊極少粘性弱~中 しまり弱~中
2 黒褐色土(10YR3/2) 地山土塊径1~10mm少

粘性中 しまり中
3 暗褐色土(lOYR3/4) 地山土塊径1~lOmm中

粘性中~強 しまり弱~q::J
4 J夫黄褐色土(lOYR4/2) 地111土多

粘性中 しまり ct::J~強

1m 

2 (8K608B) 

。 10cm 

第76図 S K 303 • 444 " 533 • 536 " 590 " 608A .. 6088土坑、出土遺物
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信事 S K633 l 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒径3~5rn田少
地山土塊中 しまり弱~中

SK637 

S K635 
1 黒褐邑土(10YR2/2) 炭化物粒径3~5rnrn極少

地山土塊[!J 粘性弱~中 しまり中~強

。 10cm 

一一17.3m 1 CSK635) 

一てこιノ
S K637 
1 黒褐色土(10YR2/2) 地山土塊中

粘性中 しまり弱~中
。1<639 語 SI<640

@ 
SI<638 

一一時17.4m
一一17.3m

一「三 1_/ ~7 

S K639 
1 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒窪5~ lOrnrn極少

地山土塊少粘性中~強 しまり中~強

S K640 
1 黒褐色土(10YR3/2) 地山土斑状中

粘性弱~中 しまり弱~中
一一17.3m

S K638 
1 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒径3~5rnrn甑少

地111土塊中粘性中~強 しまり中~強

m
 

第77図 S K620 " 633 • 635 " 637 • 638 .. 639 • 640土坑
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m
 

hLJ 
S K643 
1 暗褐色土(lOYR3/3) 地山土塊中

黒褐色土(10YR3/1)少粘性弱~中 しまり弱~中
2 黒褐色土(lOYR3/2) 地山土塊中

黒褐色土(lOYR3/1)少粘性弱~中 しまり弱~中
3 黒褐色土(lOYR3/2) 地山土塊少

粘性中~強 しまり中~強

。
ζ:>1侶K643)

SK647 

一一一17.3m

-ー，ー-ー

\斗~~

S K647 

1 黒褐色土(10YR3/2) 地山土塊中

粘性弱~中 しまり弱~中
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S K645A 
1 黒掲邑土(lOYR3/2) 炭化物粒径2~10mm甑少

地111土塊少粘性弱~中 しまり強

S K P645B 
1 黒褐色土(lOYR3/2) 地LlJ土盟状多

粘↑生弱 しまり~~

S K646 
1 黒掲色土(lOYR2/2) 炭化物粒径2~lOmm極少

地山土塊多粘性弱~中 しまり弱~中
2 黒褐色ニi二(lOYR3/2) 炭化物粒少

地山土塊多粘性弱~中 しまり弱~中
3 黒褐色土(lOYR2/2) 炭化物粒少

地山土少粘性[1コ~強 しまり弱~中

10cm 

@ 

民三戸〆

S K648 
1 暗褐色土(lOYR3/3) 炭化物粒少

地U-I土塊多粘性弱~中 しまり強
2 黒褐色土(lOYR3/2) 地山土塊少

粘性弱~中 しまり弱~中

第78図 S K643 " 645A .. 646 .. 647 • 648土坑、出土遺物
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SK652 

にムぷゾ

S K652 
1 黒褐色土(10YR3/2) 地111土塊rtl

粘性弱~中 しまり強

2 黒褐色二r:(lOYR2/3) 地山土塊中

粘性中~強 しまり中~強

管
723 

一一-17.lm

~ベ~
S K723 
1 黒褐色土(10YR3/2) 地山土塊径1~lOmm少

粘性中 しまり中

⑭ 

SK655 

一一一17.4m

S0656 SK655 

争
667 

/l 

S K667 
1 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒極少

粘性弱~中 しまり強

2 黒褐色土(lOYR3/2) 炭化物粒極少
地山土塊仁tJ 粘性弱~中 しまり中~強

3 暗褐色土(lOYR3/3) 炭化物粒極少

地111土多粘性弱~中 しまり中~強

@ SK760 

- 一

/ 
民三三ゴ

S K760 
1 暗掲色土(lOYR:3/3) 赤褐色土粒極少

粘性中 しまり中

2 黒褐色土(10YR3/2) 粘性中 しまり中~強

3 Il音褐色土(10YR3/3) 地山土塊少

粘'I~l:中しまり Cl]~強

第79図 S K652 e 655 " 667 • 723 G 732 .. 760土坑

S K655 
1 黒福色土(10YR3/2) 炭化物粒極少

地山土塊少粘性仁IJ~強 しまり強

2 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒少

地山土斑状少粘性弱~中 しまり仁!こI~強
3 黒褐色土(lOYR2/3) 地LLIこ!こ少

粘性弱~r:tJ しまり弱~中

4 黒褐色土(10YR3/2) 地山土塊少

粘性中~強 しまり中~強
S 0656 
1 暗褐色土(10YR3/3) 

骨

m
 

S K732 
1 黒褐色土(lOYR3/2) 1也山土塊径1O~30mmqJ

粘性中 しまり中

2 にぷい黄褐色土(lOYR5/4) 黒褐色土多

*I~'I'生弱~中 しまり弱~中
3 黒褐色土(lOYR3/2) 地山土少

粘性中 しまり強
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S K899 
黒褐色土(10YR2/3) 粘性弱~r11 しまり中

黒褐邑土(10YR3/2) 地山土塊径1~5澗少

焼土ttL径3rnrn少粘性中 しまり仁11
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SIくP927

S K985 

1 黒褐色ニ!こ(10YR3/2) 地山=1こJJ~径1~2rnm極少
粘性弱 しまり強

2 a音褐色土(10YR3/3) 士山山土塊径1~1. 5rnrn少

粘性弱 しまり強

3 暗褐色土(10YR3/4) 粘性弱~r:I:J しまり強

に三コ にここ亘ジァー

S K988 

1 黒褐色土(10YR2/2) 炭化物粒113--'5mm極少

i由山土塊少 W11i'l生弱~中 しまりヰ1

2 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒径1~3rnrn極少
地山土iJR中 粘性弱~仁IJ しまり弱~中

S K928 

1 ，';1;(、間色土(lOYR3/2) 地LU土塊極少

粘性弱~CIJ しまり弱

2 褐色土(lOYR4/4) 粘性中~強 しまり仁IJ~強

第80図 S K805 " 866 e 898 e 899 .. 925A G 928 .. 985 o 988土坑
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S K1115 
1 黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒経2~3mm極少

地山土斑状中粘性弱 しまり強
2 黒褐色土(10YR2/3) 地山土斑状少

粘性弱~中 しまり中~強
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第81図 S K 1 01 0 .. 1115 .. 1153 • 1154 " 1161 .. 1162 .. 1177 • 1305 a 1309土坑



SK1325 

一一16.6m

6正式?

又で))

一一一16.9m

一一¥一一_;一一

⑮
 

SK1962 

一六____r-

一一一16.7m

一一"""--一一一一/一

事
一

SK1426 

一一ω16.9m

SK2102 

¥← f ープーー一

2宣告

事 (
一

一一一16.8m

一一¥__•••• ___;-

SK1887 

m
 一一¥___ _r-

S K2i02 
1 暗褐色土(10YR3/3) 地山土塊多

粘性中 しまり中~強

。 1m 
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電 S1552
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一一一 17.2m

てギ17ι 17.2111 一一一
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S N559 
1 11音赤褐色土(5YR3/4)炭化物粒少

焼土粒箆10~30mm少組砂入る粘性弱しまり弱~中
H音赤褐色土(5YR3/6) 炭化物粒少 焼二t[IJ
オリーフ黒色土(5Y3/2)斑状多粗砂入る粘性弱しまり強

[J音褐色土(7.5YR3/4) 炭化物粒極少

焼土仁p 砂入る 粘性弱~中 しまり強

黒褐色土(10YR3/2) 炭化物粒極少 焼j二位少

暗赤掲色ご土i上二(の5YR3ν/6肋)多 {砂沙入る f粘粉I!占台!b?引I'け'1性|
暗褐色こ土1:二(1叩OYR3/4り) 炭化物粒1極盃少
粘性強 しまり強

焼オ二粒径1~2mm少
S N552 
1 暗掲思土(7.5YR3/4) 炭化物粒径1~2mm極少

灰黄褐色土多柱li沙[IJ 粘性弱 しまり強

掲急土(lOYR4/6) 灰黄褐色土少粘性中 しまり強

褐色土(7.5YR4/4) 姐土粒径1~10mm中 灰黄梅色土少

粗砂多粘性弱 しまり強

褐色土(lOYR4/6) 焼土粒径1~3111111少 i也山土少

!天黄褐色土少粗砂多粘性弱~Cl] しまり強

黒褐色二i二(lOYR3/2) 炭化物粒極少焼土粒筏1~2mm極少
地山土極少粧II弘、中粘性弱~中 しまり強

日前昌色土(7.5YR3/4)と焼土(赤褐臨5YR4/8)
粘性弱 しまり強
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語
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S N765 
1 焼土明赤褐色土(5YR5/6) 植物恨少

粘性弱~中 しまり中

1]音褐色土(lOYR3/4) 焼土少~中

粘性cl:J しまり中

SN765 

ζ~ 

2 (SN552) ~一一~

出土遺物S N552 Q 559 • 765焼土遺構、第83図



2節

( 2 )中世以降の遺構

掘立柱建物跡 S B) 25棟 柱穴列 S A) 72チiJ

井戸跡 S E) S K S) 

鍛冶関連土坑 S K) 9 鍛冶遺物出土柱穴 S K P) 3 

SW) 4 溝跡 S D) 14条

①掘立柱建物跡

2次調査では、全部で25棟の掘立柱建物跡を検出した。検出にあたっては宮本長二郎氏(東北芸

術工科大学芸術学部教授)から現地で御指導をいただいた。

以下、建物規模等に関する記述のなかで短軸方向を「梁行」または

たは「桁Jと呼称し、総間計測値は庇も含めた値とした。

S 83001 (第84図、口第75図)

長軸方向を川1J行」ま

に近い LN~L 053~55区に位置する。 S B 3002の南西2.20mで確認した。他の建物跡

との重複はない。長軸方向はN 300 Wである。

桁行 4間の梁間 1間型建物で、梁行総間3.60m、桁行総間7.56mの規模を有する。

S 83002 (第84図、口第72• 75図)

調査区ほぼ東端の LM~ L 055~57区に位置する。 S B 3001の北東2.20m、 SB 3003の南東3.46m

で確認した。他の建物跡との重複はない。長軸方向はN-20'"'-'300 

- Wであるo

1 x 4間の矩形としてはややいび、つな側柱式建物で、梁行7.08m、桁行8.62mの規模を有する。

本建物は、内側に鍛冶関連土坑SK267. S K268があり、いび、つな側柱式建物であることも考え併

せると、中世の鍛冶作業のおこなわれた工房的建物である可能性が考えられる。

S 83003 (第84図、口第71• 72図)

LO~LQ56.57区に位置する。 S B 3002の北西3.46mで確認した。 SB 3004と重複する。長紬方

向はN-290 -Wである。

桁行 2間の梁間 l閤形の建物で、梁行総悶4.42m、桁行総間4.90mの規模を有する。

S 83004 (第85図、口第680 71 0 73 0 74図)

L P'"'-' L S 54~58区に位置する。 S B 3001の北西4.7m、 SB 3005の南東2.2mで確認した。 SB

3003 と重複する。長l~tJ:l方向は N 17.50 Wである。

梁行 2問、桁行 3間の総柱形の建物で四面庇を伴う。梁行総問9.0m、桁行総悶19.3mの規模を有

する。柱間間隔は梁方向2.5'""2.7m、桁方向約2.8m、庇の張り出し1.8~2.0mで、いずれもほぼ等間

隔である。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12~14世紀に帰属するものと判断した。
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S 83005 (第85図、口第69• 71図)

L P '"'-' L R58'"'-'60区に位置する。 SB 3003の北西4.9m、 SB 3004の北西2.2m、SB 3006の南東5.5

mで確認した。他の建物跡との重複はない。長軸方向はN-300 Wである。

梁行、桁行ともに 2間の総柱形の建物で、梁行総間4.58m、桁行総間5.5mの規模を有する。柱間

間隔は梁方向2.2'"'-'2.4mでほぼ等間隔であるのに対し、桁方向は最短2.5m、最長2.9mと不等である。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属するものと判断した。

小規模な総柱形建物で、あることを考慮すると、倉庫的使用も考えられる建物である。

S 83006 (第86園、口第65e 66 e 67 • 68 • 69肉、図版15)

L R'"'-'MC58'"'-'63区に位置する。 SB 3005の北西5.5mで、確認した。他の建物跡との重複はない。

長軸方向はN-23.50 

- Wである。

梁行 5問、桁行 7聞の総柱形の建物で、南側一面に 4間規模の庇を伴う。梁行総間13.9m、桁行総

間19.43mの規模を有する。柱間間隔は梁方向。桁方向ともに2.4m前後と等間隔であり、全体でもき

わめて整然とした柱穴配置を呈する。庇の張り出しは2.1mで、ある O 上部構造は寄棟;造と推定される。

本建物は、柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属すると判断した。

なお、 SK P 1967B底面より椀形鍛冶淳、 SK P 507確認面より被熱痕ある楕円機、覆土中より椀

形鍛冶浮(第106図 1'"'-' 4 )、 SK P 1981 (第106図 7)よりカナトコ石が出土している(→⑥)。

鍛冶に関する遺物を柱穴に埋納する行為としては、近世民家においてカナトコ石を埋める民俗事例

があるはり)。確認面からの被熱磯の検出は、廃絶行為にあたっても金属にまつわる祭杷がなされたこ

とを示唆している。後述する鍛冶関連土坑との同時存在が指摘できる O

規模のうえでは、西日本の例からすると優に守護@地頭級の住居であり、東日本の例からも一般農

村にあっては 5出規模をほぼ最大限とすることから、地頭級もしくは少なくとも地方有力豪族居

町期名主層に相当)の住居と考えられる(削 o

S 83007 (第87図、口第58図)

MF'"'-'MH55'"'-'57区に位置する。他の建物跡との重複はない。長軸方向はN-100 Wである。

2 x 2間の総柱形の建物で、北と西に庇を伴う。梁行総間5.6m、桁行総間5.9mの規模を有する。

柱間間隔は梁方向最短2.2m、最長2.7m、桁方向最短2.2m、最長2.6mとそれぞれ不等間痛である。

庇の張り出しはそれぞ、れ約1.2mである。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属するものと判断した。

S 83008 (第87図、口第50• 52図¥図版16)

MK'"'-'MN54'"'-'56区に位置する。 SB 3009の北東0.3m、 SB 3010の北東2.9mで、確認した。他の建

物跡との重複はない。長軸方向はN-220 -wである。

梁行 3問、桁行 4聞の総柱形の建物で、北側に一面庇を伴う。梁行総間6.0m、桁行総間8.6mの規

模を有する。柱間間隔は梁方向が最短1.9m、最長2.4mで、桁方向が最短1.5m、最長2.2mとそれぞ
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れ不等間隔である。庇の張り出しは約1.4mである。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属するものと判断した。

なお、 SB 3009とは問時に建たないので、同建物とは あると られる。

S 83009 (第88図、口第51• 52図、図版16)

MM'"'-'M053'"'-'55区に位置する。 SB 3008の南四0.3m、SB 3018の北6.8m、SB 3019の北東8.4m、

S B 3020の北東4.9mで、確認した。 SB 3010と重複する。長軸方向はN-240 Wである。

梁行 3問、桁行 4関の総柱形の建物で、梁行総間6.8m、桁行総間7.9mの規模を有する。柱間関稿

は梁行が最短2.0m、最長2.6m、桁行が最短1.8m、最長2.2mとそれぞれ不等間隔である。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属するものと判断した。

なお、 SB 3008およびSB 3010とは同時に建たないので、雨建物とは持期差があると考えられる。

柱穴相互の切り合い関係より、 SB 3010よりも新しい年代の建物と考えた。

S 83010 (第88図、口第51• 52図、図版16)

MM'"'-'MP52'"'-'55区に位霞する。 SB3008の南西2.9m、SB 3017の北8.2m、 SB 3018の北6.8m、

S B 3019の北5.5m、SB 3020の北東1.4mで確認した。 SB 3009と重複する。長軸方向はN-65
0 

Eである。

3 x 3聞の総柱形の建物で、東側に庇を伴う。梁行総間6.3m、桁行総間8.7mの規模を有する。

柱間間隔は、梁行が1.9'"'-'2.2m、2.4m、桁行が最短2.0m、最長2.7mとそれぞれ不等間隔である。

庇の張り出しは1.5mで、ある。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12'"'-'14世紀に帰属するものと判断した。

柱穴相互の重複関係より SB 3009~こ先立つ建物と考えられる。しかし、両建物は軸方向が直交する

二方向にほぼまとまることから、建て替えの時期差はさほど大幅なものではないと考える。

S 83011 (第89図、口第59o 60 • 61 • 62図)

MF，...._，MH50'""-'52区に位置する。 SB 3014の北東2.0m、SB 3015の北0.6m、 SB 3016の北東3.0m

で確認した。 SB 3012、SB 3013と重複する。長軸方向はN-84
0 Eである 0

4 x 4'"'-' 5間の側柱式の建物で、梁行総間7.6m、桁行総間9.7mの規模を有する。

S 83012 (第89図、口第590 60 e 61 • 62図)

MG'""-'MH50'""-'52区に位置する。 SB 3014の北東3.2m、SB 3015の北2.6m、 SB 3016の北東4.7m

で確認した。 SB 3011、SB 3013と重複する。長軸方向はN 90 -Wである。

桁行 3聞の梁間 1間形の建物で、梁行総間3.9m、桁行総間6.8mの規模を有する。
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S B 3013 (第90図、

MH，....，M J 49，....，52区に位置する。 SB 3015の北西1.7m、 SB 3016の北 1mで確認した。 SB 3011、

S B 3012、SB 3014と重複する。長i袖方向はN-170 -wである。

梁行 3問、桁行 4間の総柱形の建物で、南側@西側の二面に庇を伴う。梁行総問7.5m、桁行総問

9.7mの規模を有する。柱間間隔は、梁方向最短1.5m、最長2.3m、桁方向最短2.1m、最長2.4mとそ

れぞれ不等である。南側の庇は1.3m、西側の庇は1.3，....，1.6mの張り出しである。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12"""14世紀に帰属するものと判断した。

S 83014 (第90図、 • 61図)

M 1 """MK48"""50区に位置する。 SB 3011の南西2.0m、 SB 3012の南西3.2mで確認した。 SB

3013、SB 3015、 SB 3016と重複する。長軸方向はN 700 Eである。

桁行 4間の梁間 l間形の建物で、梁行総間3.9m、桁行総間6.9mの規模を有する。

S B 3015および SB 3016との先後関係は不明である。

S 83015 (第90図、口第61" 62図)

M G"""M J 48，....，50尽に位置する。 SB 3011の南0.6m、 SB 3012の南2.6m、 SB 3013の南東1.7mで

確認した。 SB 3014、SB 3016と重複する。長軸方向はN 750 

- Eである。

桁行 2，....， 4聞の梁間 l間型の建物で、北側に庇を伴う。梁行総間5.15m、桁行総開7.1mの規模を

有する。

S B 3014および SB 3016との先後関係は不明である。

S 83016 (第91図、口第61• 63図)

MH"""M J 47，....，49区に位誼する。 SB 3011の南3.0m、 SB 3012の南西4.7m、 SB 3013の南1.0mで

確認した。 SB 3014、 SB 3015と重複する。長軸方向はN 12.50 -Wである。

桁行 4問の梁間 1間形の建物で、梁行総間4.7m、桁行総間8.9mの規模を有するo

S B 3014および SB 3015との先後関係は不明である。

S 83017 (第91図、口第53図)

MN，....，MP48"""50区に位置する。 SB 3010の南8.2m、 SB 3019の南東1.4m、 SB 3020の南3.5mで

確認した。 SB 3018と重複する。長軸方向はN-550 
- Eである 0

2 x 2間の棟持ち柱を伴う梁間 l関型の建物で、梁行総間6.7m、桁行総間7.1mの規模を有する。

S B 3018との先後関係は不明である。

S 83018 (第92図、口第53e 54図)

M M，....，M P49，....，51尽に位置する。 SB 3009の南3.5m、 SB 3010の南6.7m、 SB 3020の南3.5mで確

認した。 SB 3017、 SB 3019と重複する。長軸方向はN-580 
- Eである。
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の規模を有する。

、 には棟持ち

S B 3017および SB 3019との先後関係は不明である。

S 83019 (第92図、口第46• 53図)

2節

つ。 桁行総間10.9m

MO'"'-'MQ50. 51[玄に位置する。 SB 3009の南西8.4m、 SB 3010の南5.5m、 SB 3017の北西1.4m

で確認した。 SB 3018、 SB 3020と重複する。長軸方向はN-650 -Eである。

桁行 4間の梁間 1間型の建物で、梁行総間2.0m、桁行総間6.0mの規模を有する。

S B 3018および SB 3020との先後関係は不明である。

S 83020 (第92図、 G 53図)

M 0 G M P 51 G 52区に位置する。 SB 3009の南西4.8m、 SB 3010の南西1.1m、 SB 3017の北西3.6

m、SB 3018の北西2.3mで確認した。 SB 3019と重複する。長軸方向はN 30.50 

- Eである。

桁行 3間の梁間 l間型の建物で、梁行総問2.2m、桁行総間6.2mの規模を有する。

S B 3019との先後関係は不明である。

S 83021 (第93図、口第39• 40図、凶版16)

NC'"'-'NF47'"'-'49区に位置する。 SB 3023の北1.7mで確認した。 SB 3022、 SB 3024と重複する。

第 l次調査検出の SB 122と同一建物と考えられる O 長軸方向はN 800 
- Eである O

梁行 2問、桁行 6間の総柱形の建物で、梁行総間4.6m、桁行総間13.5mの規模を有する。

柱間関痛は、梁方向、桁方向ともに約2.3mでいずれもほぼ等間隔である。

柱の省略の少ない総柱形の建物であることから、 12~14世紀に帰属するものと判断した。

S B 3022および SB 3024との先後関係は不明である。

S 83022 (第93図、口第40• 42図)

N C'"'-'N E46~49区に位置する。 S B3024の東2.9mで確認した。 SB 3021、 SB 3023と重複する。

長軸方向はN-200 Wである。

梁行、桁行ともに 3間の総柱形の建物で、梁行総間6.7m、桁行総間8.4mの規模を有する O

柱間間隔は、梁方向最短1.8m、最長2.7m、桁方向最短2.5m、最長3.0mと、いずれもそれぞれ不

等間隔である。

S B 3021およびSB 3023との先後関係は不明である。

S 83023 (第94図、口第40@ 42φ45 • 47図)

N B • N C46~48区に る。 SB 3024の南東9.2mで確認した。 SB 3022と重複する。長軸方

向はN-100 -wである。

梁行、桁行ともに 2間の総柱形の建物で、梁行総間3.6m、桁行総間4.4mの規模を有する O
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柱間間隔は、梁方向最短1.7m" と不等で、桁方向は2.3mの等間隔である。

小規模な総柱形建物であることを考慮すると倉庫的使用の可能性も考えられる。あるし川ま SB 3021 

附属医か。

S B 3022との先後関係は不明である。

S 83024 (第94図、口第39・41図)

N F • N G47，.....，49区に位置する。 SB 3022の西2.9m、 SB 3023の北西9.2mで確認した。 SB 3021 

と重複する。長軸方向はN-480 Eである。

梁行、桁行ともに 1，.....， 2聞の建物で、梁行総間3.9m、桁行総間4.05mの規模を有する。

S B 3021との先後関係は不明である。

S 83025 (第94図、口第48• 55図)

MO，.....，MQ44，.....，47区に位置する。長軸方向はN-520 

- Eである。

桁行 6間の梁間 l間型建物であり、長戦方向に沿って南側@北側に二面庇をともなう。梁間に柱が

入っているので、棟持ち柱の可能性が高い。梁行5.50m、桁行10.75mの規模を有する。

②柱穴ヲIJ(第95，.....，101図)

72列の柱穴列を検出している。検出にあたっては直線に並ぶもののみ取り上げた。年代不明のもの

も多いが、一括して別掲第 4表に記す。

③井戸跡

S E 525 (第102図、口第67図、図版17)

MD58 • 59区に位寵する。他の遺構との切り合いはな~ io m層上面で確認した。

径2.39"""'2.57mの円形平面を呈する素掘り井戸である。

深さおよび底面標高は、安全確保のため精査を中断したため計測不能であった。ボーリング棒によ

る探査の結果、少なくとも 5mの深さを有することが確実である。

断面形状は、上半が漏斗状、下半が筒状を呈する。 7}<}留り部の径は約1.0，.....，1. 2mで、ある。

は現状で14層に分層した。 1，.....， 7層は斜位五層を呈する一括埋め戻し土で地山土を含む。 5，.....，

7層は連続しての埋め戻しで南方向から埋め戻したことが明瞭である。 9• 10層は黒褐色を呈し、両

層以下が水溜り層である。

1，.....， 4層より縄文土器片20点、石器剥片34点、二次加工ある剥片15点、石核 1点が出土している。

井戸廃絶後の埋め戻し土に混入したものであり、遺構の時期とは無関係である O
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柱穴列 挿図番号 所在医 軸方向 l全長(m 柱穴列 挿区i番号 所在区 illfl1方向 全長(m)

SA3026 95 LM. L N53 N -630 -E 4.2 SA3062 98 ML'""MN46・47 N -650 -E 9.4 
SA3027 95 LM. L N54~57 N 160 -w 10.4 SA3063 98 MN. M045・46 N -310 E 3.6 
SA3028 101 LM. L N54'""56 N -180一日/ 10.0 SA3064 98 MM~M045~47 N -500 -w 9.2 
SA3029 95 LM'"" L055 N -700 -E 5.0 SA3065 98 MN45・46 N 180 E 4.6 
SA3030 95 LM'"" L055・56 N -610一日 8.0 SA3066 98 MN. M045・46 N -E 3.2 
SA3031 95 LN. L056・57 N -570一日 4.0 SA3067 101 ML~MP45 N-820 -E 18.4 
SA3032 95 L053・54 N -220 -w 3.6 SA3068 98 MN~MP44 N -700 -w 5.8 
SA3033 95 L055・56 N -280 -w 5.4 SA3069 98 MO・MP44 N-880 -w 7.2 
SA3034 95 LO・LP56'""58 N -330 -w 9.6 SA3070 99 Mp. MQ46・47 N -500 -w 7.4 
SA3035 95 LO・LP54'""56 N-300 -w 8.2 SA3071 99 Mp. MQ45・46 N -450一日 6.4 
SA3036 96 LO'""LR57・58 N 770 -E 10.0 SA3072 99 MO・MP51'""53 N-400 -w 
SA3037 96 LO・LP60 N-850 -w 5.6 SA3073 99 MP52・53 N-40 -E ¥.8 
SA3038 96 LS . LT54~56 N -250 -w 8.4 SA3074 99 MP' MQ52・53 N-520 -E 3.2 
SA3039 96 MF~MH55 N 700 -E 10.0 SA3075 99 MR50・51 N-50 -w 6.4 
SA3040 96 五I[G.MH55・56 N 180-W 6.2 SA3076 99 MS50・51 N 10 -W 4.2 
SA3041 96 M 1 • MJ55・56 N -460 -E 10.2 SA3077 99 MP~MR49 N -900 -W 7.0 
SA3042 101 MG'""MJ52・53 N -860一日 11.4 SA3078 99 MP'""MR49 N -820一日 8.0 
SA3043 96 M 1 • MJ52 N -870一日 6.2 SA3079 99 MR48.49 N 30一日 5.2 
SA3044 97 MH~MJ49 N 720 -E 8.8 SA3080 101 MP~MR46'""49 N-330 -w 16.2 
SA3045 96 MG48・49 N -180 -W 2.2 SA3081 101 MR~MT47 ・ 48 N -600… E 11.4 
SA3046 97 MH46・47 N -400 -E 4.2 SA3082 99 NB49・50 N-lQO -W 3.2 
SA3047 97 MH45・46 N-330 -w 2.8 SA3083 99 NB46'""48 N 70 -W 7.6 
SA3048 97 MH44・45 N -250 -E 5.0 SA3084 99 NA. NB47 N-870 -E 5.4 
SA3049 97 M 1 • MJ45・46 N 540 -E 6.0 SA3085 99 NC. ND46 N-890 -E 5.4 
SA3050 97 M 1 46 N -800… E 3.4 SA3086 100 NC~NE46 N -830一日 6.4 
SA3051 97 M 1 '""MK44・45 N -670一日 6.8 SA3087 100 NB~ND46 N-800 -E 9.6 
SA3052 97 M 1 • MJ44 N -750一日 5.6 SA3088 100 NC. ND46 N-850 -w 5.2 
SA3053 97 M 1 44・45 N-400 -E 4.2 SA3089 100 NE46・47 N -250 -w 3.6 
SA3054 97 MK44・45 N -330 -E 3.6 SA3090 100 ND50~52 N -570… E 9.0 
SA3055 97 MK44 N -550 -w 2.4 SA3091 100 ND'""NF51 N-740 -E 8.2 
SA3056 97 MJ. MK46 N-680 -E 4.4 SA3092 100 NC~NE50 ・ 51 N-480 -E 6.8 
SA3057 98 MJ. MK46・47 N-460 -w 6.0 SA3093 100 NE. NF49 N-480 -E 4.2 
SA3058 98 MK46 N-300 -w 2.2 SA3094 100 NF. NG49・50 N -180 -E 3.2 
SA3059 98 MM. MN56・57 N -400 -w 8.0 SA3095 101 NF. NG47・48 N -350 -w 7.4 
SA3060 98 MM. MN51 N-620 -E 6.0 SA3096 100 NF. NG47 N -500一日 3.2 
SA3061 98 ML~MN50. 51 N -520一日 6.4 SA3097 100 NG47・48 N-400 -w 4.0 

第 4表柱穴安IJ計測表

第102図 1"'-' 3は縄文土器の口縁部破片であり、縄文時代前期後葉の諸特徴を有する。第102図4は

斜縄文、 5は斜位の撚糸文、 6は羽状縄文がそれぞれ施された胴部破片である。

10層にて採取した炭化物(試料番号10)は、樹種同定の結果、トチノキ l破片と判明した。放射性

炭素年代測定によると当該試料の14C年代値は690士35BPである(測定番号PLD-800)。

中世に帰属する遺物の共伴はないが、規模@形状@立地@自然科学分析等を総合して、中世の井戸

跡と判断した。 SB 3006掘立柱建物跡と同時期と推定する。

④火葬墓

S K S 560 (第102図、口第59凶、図版21)

MH52区に位寵する。他の遺構との切り合いはない。 m層上面で確認した。

長径0.78m、短径0.69mで十字形を呈する。 深さは0.15m、底面標高は16.8mである。
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2 ある。 れてしまっているか、あまりに微細

なため検出不能であった。 採取炭化物 「部位不明植物体」であった。

によればl4C年代値は725土35BPであった(測定番号PLD-792)。

中世 る遺物の共伴はないが、形状および自然科学分析の結果から、 と判断した。

小規模なこと、骨粉が検出できなかったこと、 ることなどカ〉ら、 と考え

⑤鍛冶関連土坑

は、鍛冶炉そのものの検出はみられなかったが、鍛冶炉の底付近に形成される椀形鍛冶津

を多く出土し、また、粒状浮(素材の鍛打のおりに飛散して球状になった造物)や鍛造剥片(鉄を空

気中で加熱、鍛打したおりに鉄素材の表面が薄~¥被膜として剥j説、飛散したもの)など鍛冶津(鍛冶

作業の折りに排出される浮)が多量に出土しているため、元来、鍛冶炉があったことは確実である。

文中の計測値は粒度によった。複数のフルイを用意し、 l類(径4.1mm以上)、 2類(径2.9'-""'4.0mm入

3類(径2.O，-.._， 2.8mrn)、 4類(径1.0'--._1.9mm)に分けた。残砂についても、洗い@乾燥ののち、

調べ、大(径0.6，-.._，0.9mm)、小(径0.6mm未満)に分別した。鍛造去Ij片@粒状津の抽出は手作業でおこ

なった。偲体数で「推」とあるのは、いずれもサンプリング く推定値である。

S K267 (第103図、口第72図、図版22)

L N56区に位寵する。他の遺構との切り合いはない。亜 し7こO

長径0.72m、短径0.46mの不整楕円形平田を呈する。深さは0.12mで、底面標高は17.5mである。

は褐色土を基調とし、底面には焼土が広がる。 3層が炭化物層であり、 l層および 4麗には鉄

棒を多く含む。

鍛造剥片317.9gと、粒状津28.4gが出土した。各々 @個体数を以下に掲げる。

1誤 直径 (mm) 重 量 {国体数 実」号 直径 (mm) 重 量 {自体数

1 4.1以上 12.50 g (42.1%) 38 ( 3.4%) 1 4.10、上 64.3 g (20.2%) 321 ( 0.6%) 

2 2.9~4.0 6.51 g (21.9%) 推 85( 7.6%) 2 2.9~4.0 43.4 g (13.7%) 推 720( 1.4%) 

2.0~2.8 4.03 g (13.6%) 推 160(14.4%) 2 ， 0~2.8 23.6 g ( 7.4%) 惟 2620( 5.2%) 

1.0~ 1. 9 6.62 g (22.3%) 推 830(74.6%) 4 1. 0~ 1. 9 186.6 g (58.7%) i住46650(92.7%) 

第 5表 S K267粒状;宰計測鑑 第 8 S K267鍛造剥片計測億

1虫 直径 (mm) li弦着あり 1滋者なし

4.1以上 1274.2 g 1266.2 g 

2 2.9~4.0 359.5 g 211.5 g 

3 2.0~2.8 244.5 g 175.7 g 

4 1.0~ 1. 9 409.5 g 514.5 g 

残砂 0.6~0.9 519.3 g 909.5 g 

591.8 g 2148.5 g 

第 7表 S K267鉄津計測値

第103図 1は再結合淳で、 18.87gである。平面は不整三角形、側面は板状をし、多量の粒状淳、

鍛造剥片、浮片、木炭(痕)を含む。第103図 2'"" 5はいずれも含鉄鍛冶淳で、 2は重量5.77g、 3
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は7.67g、 4が6.78g、 5が5.30gである。第103図 6

れた工呉が出Fr面円形の棒状のものであることが看取できる。

それ以外の鉄浮もほとんど全てが鍛冶倖で、鍛造鍛冶段階に

は193点あり、うち、 50mmを越えるものは 5点ある。

2節

その形状から、鍛冶で使用さ

る。 1実買のうち径;が20mmをj越える

木炭および後世混入と思われる縄文時代石器剥片も上位より出土した。

S K268 (第103図、口第72図)

L N56医に る。他の遺構との切り合いはない。取 した。

長径0.27m、短径0.24mの椿円形を呈する。深さは0.22mで、 は17.3mである。監はやや

ち上がり、丸底である。

鍛造剥片11.6gと、粒状倖1.40gが出土した。それぞれ、 • 1国体数を以下に掲げる。

類 直径 (mm) 重 量 個体数 3誤 諒径 (mm) 重 ]三Eヨ主L {間体数

4.1以上 1.00 g (71.4%) 6 02.8%) 4.1以上 3.8 g (32.8%) 

2 2.9~4.0 0.15 g 00.7%) 3 ( 6.4%) 2 2.9~4.0 1.2 g 00.3%) 40 ( 3.2%) 

2.0~2.8 0.10 g ( 7.1%) 6 02.8%) 3 2.0~2.8 2.2 g 09.0%) 182 (15.0%) 

4 1. 0~ 1. 9 0.15 g 00.7%) 32 (68.0%) 4 1.0~ 1. 9 4.4 g (37.9%) 推980(80.7%) 

第 8表 S K268粒状淳計測値 第 9表 S K268鍛造剥片計測値

類 直径 (mm) 磁着あり 1i弦着なし

4.1以上 75.4 g 77.1 g 

2 2.9~4.0 8.5 g 24.7 g 

3 2.0~2.8 5.1 g 29.7 g 

4 1.0~ 1. 9 7.5 g 120.6 g 

残砂 0.6~0.9 11.5 g 281.3 g 

/ノ 0.6未満 15.6 g 712.3 g 

第10表 S K268鉄津計測値

鍛冶浮はいずれも小粒で、径20111111を越えるものは 1点のみである。確認面からはフイゴ羽口(鍛冶

炉用)先端部破片が出土した(第103図 7)。残存部位の外面全面が被熱しており、特に先端に近い10

~301l1111 は黒色のガラス質浮である。胎土は粘土質である。長軸方向に成形時のケズリに伴う筋がのこ

る。送風孔は推定内径3.2crnx 2.8crnの楕円形で、推定外径は 9~ 10crnである。

上~中位では多量の木炭が出土した。採取木炭(試料番号1)は樹種間定の結果、モクレン属 6破

とクリ l破片と判明。モクレン属の放射性炭素年代測定の結果は、 14C年代値は970土35BPであっ

た(測定番号PLD叩 791)。

S K271 (第103図、口第72図)

L N56区に位置する。他の遺構との切り合いはない。班層上面で確認した。

径0.22~0.24m の円形平記である。深さは0.31m、底面標高は17.2mである。壁は垂直に立ち上が

り、底は平坦である。覆土は、黒褐色土単一層である。

第103図 8は、覆土より出土したフイゴ羽口の胸部破片である。外面色調は樫~にぷし
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4章第2次(平成12年度)

る。外面に長さ 2cm~íJ後の沈線が長軸垂直方向不規則に数本確認できるが、これはスマキ状のものを

成形に用いた痕跡と考えられる。また、長軸方向に沿ってケズリがなされている。胎土はスサを多く

含む粘土で、内面は割れが著しく、送風孔の内径は計担IJ不能であった。推定外径は12'"'"'13cmで=ある。

遺構の規模@形状@出土遺物等SK268に共通点が多い。

S K306 (第104図、口第75図)

L N52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。困層上面で確認した。

0.63'""0.68mの不整円形平面である。深さは0.38m、底面標高は17.0mである。壁の立ちとがりは

緩やかで、下方に小さな凹みを伴う。

は、褐色土と目前呂色土よりなる 5穏である。うち第 4層は木炭層である。

鍛冶作業に用いる木炭および鍛冶呉の貯蔵@保管場所だった可能性が考えられる。

知; 直径 (rnrn) 磁着あり 磁着なし

4.1以上 16.7 g 0.3 g 

2 2.9~4.0 9.9g 0.1 g 

3 2.0~2.8 12.2 g 0.2 g 

4 1.0~ 1. 9 47.0 g 1.2g 

残砂 0.6~0.9 153.3 g 4.2 g 

11 0.6未満 520.1 g 14.3 g 

第11表 S K306鉄淳計測値

採取炭化物(試料番号 7)は樹種間定を行い、その結果クリ 4破片を確認している O 放射性炭素年

代測定では、 14C年代値は460i=35BPであった(測定番号PLD-797)。

本遺構で特徴的なことは、木炭層が存在すること、きわめて微細な鍛冶浮の比率が高いことである。

S K321 (第104図、口第72図、図版22)

L 056区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は盟層上面で:ある。

長径0.82m、短径0.54mの不整楕円形平面で、ある。深さ0.06mで、底面標高は17.5mで、ある。

は鉄津!語、黒褐色土層、焼土まじりの地山土よりなる 4層である。

鍛造剥片298.9gと、粒状津24.3g 出土した。それぞれ、粒度別重量@個体数を次に掲げる。

1虫 龍径 (rnrn) 重 量 {間体数

1 4.1以上 4.8 g (42.1%) 27 ( 1.3%) 

2 2.9~4.0 7.5 g (21.9%) 144 ( 6.8%) 

3 2.0~2.8 7.1 g (13.6%) j佐1060(50.0%) 

4 1.0~ 1. 9 4.9 g (22.3%) 推 890(41.9%) 

類 直径 (rnrn) 重 量 個体数

1 4.1以上 26.8 g ( 9.0%) 141 ( 0.2%) 

2 2.9~4.0 35.3 g (11.8%) 推 650( 1.3%) 

3 2.0~2.8 90.9 g (30.4%) 推 6730(13.7%) 

4 1. 0~ 1. 9 145.9 g (48.8%) 推41700(84.8%) 

第12表 S K321粒状;宰計測値 第13表 S K321鍛造剥片計測値

なお、上記以外の鍛冶棒では径が20mrnを越えるものは合計266点あり、そのうち 6点は径50rnrnを越

えた。

A
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2宣告

j事 直箆 (mm) li技者あり 磁器なし

4.1以上 1222.9 g 1067.5 g 

2 2.9~4.0 328.2 g 89.3 g 

2.0~2.8 298.5 g 57.9 g 

4 1.0~ 1. 9 213.0 g 156.5 g 

残砂 0.6~0.9 370.2 g 311.8 g 

// 0.6未満 438.4 g 911.3 g 

第14表 S K321鉄湾計測値

第1041翠 1 原体となる は筋状の を有する棒状と考えられるの

g 。第104図 2• 3は再結合浮である。 2は、

の粒状淳@鍛造剥片@浮片@木炭を口'Uo

2 crn大の再結合j宰2個がさらに結合した淳で、

go 3は、上半が多量の粒状浮@鍛造是Ij片@

片@木炭(痕)を含み、不整でゴツゴツしており、下半がなめらかな半球状の浮である。盟主藍4:eS.blg 0 

他に、合鉄鍛冶浮などの鉄淳、また、カナトコ石の小破片31点、木炭などが出土した。なお、鍛冶

にはカナトコ石の砕片が付着した例もある。

S K400 (第104図、口第71図、図版22)

L R57区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 直属上面で確認した。

長径0.79m、短径0.35mの楕円形平面を去し、長軸端にピット状の丸底の凹みをともなう。深さ0.04

m、底面標高17.3mである。覆土は、上位が暗褐色土を呈し、下位は焼土である。

類 誼径 (mm) 重 最 個体数

4.1以上 0.05 g ( 2.0%) 1 ( 0.4%) 

2 2.9~4.0 0.74 g (30.3%) 14 ( 5.2%) 

3 2.0~2.8 0.85 g (34.8%) 48 (17.8%) 

4 1.0~ 1. 9 I 0.80g(別%) 207 (76.6%) 

1虫 直径 (mm) 重 量 個体数

4.1以上 3.2 g ( 5.5%) 24 ( 0.2%) 

2 2.9~4.0 9.7 g (16.6%) 推 320( 3.2%) 

3 2.0~2.8 10.8 g (18.5%) 推 860( 8.7%) 

1.0~ 1. 9 34.6 g (59.3%) 推8650(87.8%) 

第15表 S K400粒状;宰計測値 第16表 S K400鍛造剥片計測値

類 直径 (mm) 磁着あり 磁着なし

4.1以上 117.1 g 210.9 g 

2 2.9~4.0 74.4 g 61.1g 

3 2.0~2.8 44.0 g 55.1 g 

4 1.0~ 1. 9 63.5 g 164.8 g 

残砂 0.6~0.9 59.7 g 508.1 g 

ノノ 0.6未満 58.9 g 

第17表 S K400鉄;宰計測値

遺構の規模@形状@出土遺物などの面で、 SK321と対をなす遺構である。

S K407 (第105図、口第71図、図版22)

L Q56区に位置する。他の遺構との切り合いはない。直属上面で確認した。

長径0.42m、短径0.33mの楕円形平面を呈する。深さは0.26mで、底面標高は17.1mである。

焼土が混入している。
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4章第 2次(平成12年度)

より (第105図4)が し 13世紀作。

し、内側面は片切彫によって割花文が描かれている。外側面は無文で、一部は貫入が被覆する。

は意図的に打ち欠かれた痕跡があり、再利用に供されたものと推定する。台裏のみ無勅である。

鍛造剥片0.25gと、粒状持0.05gが出土した。それぞれ、粒度Jjlj重量@偲体数を以下に掲げる。

類 直径 (mm) 重 友主2 個体数 主民 直径 (mm) 重 {固体数

4.10，、上 o g (一) 。(一) 1 4.1以上 o g (一) 。(一)

2 2.9~4.0 o g (一) 。(一) 2 2.9~4.0 0.02 g ( 8.0%) 1 ( 1.8%) 

3 2.0~2.8 o g (一) 。(一) 0.05 g (20.0%) 3 ( 5.5%) 

4 1.0~ 1. 9 0.05 g (100%) 10 (100%) 0.18 g (72.0%) 51 (92.7%) 

第18表 S K407粒状津計測値 第19表 S K407鍛造剥片計測値

類 直径 (mm) 般若あり

4.1以上 1.10 g 

2 2.9~4.0 1.40 g 

3 2.0~2.8 0.44g 

4 1.0~ 1. 9 6.61 g 

残砂 0.6~0.9 12.59 g 

11 0.6未満 36.21 g 

第20表 S K407鉄;宰計測値

計測値より、磁着のない鉄棒が皆無なこと、粒状j宰 e鍛造剥片ともに粒度の細かいものが多いこと

が明らかである。本遺構が鍛造鍛冶工程の最終段階(仕上げ等)に関与したことが推定できる。

S K408 (第105図、口第71図、図版22)

L Q56区に位置する。イ也の遺構との切り合いはない。検出面は堕層上面である。

長径0.48m、短径0.30mの楕円形平面である。深さは0.17I五、底面標高は17.2mである。

は、上位焼土層、中~下位は黒褐色土と暗褐色土の 3層である。

後世混入と思われる、斜縄文の施された縄文土器服部破片 l点(第105図 1)が出土した。

鍛冶関連遺物の出土はないが、 る点や規模 e形態の面で SK407~こ類似する。

S K 1957 (第105図、口第71図)

L Q56区に位置する。他の遺構との切り合いはな ~ìO 亜層上回で確認した。

長径0.47m、短径0.29mの楕円形平面を呈する。深さは0.12mで、底面標高は17.4mで、ある。

は、上層が焼土塊を少量含む明黄褐色粘土、下位が培褐色土の 2層である。

第 4類(径1.0'"'-' 1. 9rnrn)に属する鍛造剥片0.03gが下位層より出土した。また、第 4類鍛冶淳0.1g、

残砂大0.3g、小1.7gが出土しており、いずれも磁着する。

炉援が 2点出土した(第105図 2.. 3)。ともに白砂や小礁を大量に混和した粘土によって作られ、

し、いずれも磁着する。また、いずれも 3面が締麗に面取りされており、各面の接する付近

はガラス化がみられ、気孔を伴う。
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2節

⑧鍛冶遺物出土柱穴

S K P 507 (第106図、口第66図、図版22)

L T6J区に位置する。 SK P 1141に切られる。 SB 3006掘立柱建物跡を構成する柱穴である。

は粒度の小さい鍛冶停は出土していないが、 SK P 1141底面から本柱穴の側面にかけ

50mmを越える椀形鍛冶倖が 7点出土した。

第106図 lは、上面は 2街所の山みとそれに挟まれた凸部を有し、 ド方表面は平坦な津である。

は56.01g 。伺図 2は、上@ド面ともにゴツゴツした、凹凸の著しい序である。 上面には多くの木

(痕)がみられる。

にのびた津部がある

は鍛冶炉を1m'ち青11つ

絶行為と推定する。

S K P 1186 (第106図、口第72図)

g 0 4は、

した痕跡と

1 ，...__ 2 mmの微細な孔が多く、下宿には斜め下方

した伴-C" 盟主主lU4.fU g 。

られる。出土状態から、 SB 3006掘立柱建物の

L N571叉に位置する。他の遺構との切り合いはない。工房と考えられる SB 3002掘立柱建物跡外周

に近接する。直属上面で確認した。鍛冶津およびフイゴ羽口が出土している。

第116図 5は、平面不整四角形をした椀形鍛冶浮である。片側寄り下屈には、斜め下方にのびた

部がある。破面は 2笥月ITで、ある。

第116図 6は、鍛冶炉問フイゴ羽口の服部破片である。外面色調は、にぷい黄櫨色から灰黄褐色へ

と変化し、その境界にはオリーブ灰色が幅 5mm程度に斜位方向線状に入るO 送風孔推定内径 4cm前後、

推定外径10cm前後である。胎土はスサ入り粘土で、やや軟質である。

S K P 1981 (第106図、口第65図)

MC62区に位置する。 SK P 507同様、掘立柱建物跡SB 3006を構成する柱穴である O

カナトコ石の破片が出土した(第106図 7)。材質は安山岩で、ある。扇平な形状をしており、平らな

くしまっており、他面は脆い状態で、色調は両面とも全面赤みを帯びている。

4基のうち 3基が、鍛冶関連土坑の集中する区域の北側に位置する。鍛冶炉使用の木炭は火の保ち

をよくするためクリなどの堅く徹密な樹木を材料とする場合が多いが、本遺跡の SW205、SW248出

土の木炭も樹種同定の結果はクリであった。そしてまた、立地を考えると、鍛冶炉使用の炭を焼成し

たと考えるのが自然である O しかし、

すると、 SW248は形態上、そう断定できなし

S W202 (第107図、口第70図)

に用いる炭窯は伏せ焼き土坑が普通であることを考慮

も含んでいる。

LM60区に位置する。他の遺構との切り合いはない。彊)謹上面で確認した。

径0.86，...__0.88mの円形平面である O

深さは0.17m、底面標高は17.3mである。援は緩やかに立ち上がり、底は平坦を基調とするもや
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や円みを帯びる。

は、 ある。 しと判断した。

S W205 (第107図、口第72図、図版21)

LM58区 る。他の遺構との切り合いはない。置 しfこO

径1.55，..._，1.65mの略円形平面である。深さは0.17m、底面標高は17.3mである。壁は緩やかに立ち

よがり、底は平坦を基調とするもやや円みを帯びる筒所がある。

は、地LLI土を少量含む暗褐色土単一麗で、ある。一括の埋め戻しと判断した。

採取炭化物(試料番号 4)は樹種同定を行い、その結果クリ 5破片を確認した。放射性炭素年代測

は、 14C年代値は1，020土35BPであった(測定番号PLD-794)。

S W248 (第107図、口第72図、図版21)

L N58 • 59区に位置する。 SK P 249、SK P 253を伴う。撹乱を切る。軍属上面で確認した。

径1.83，..._，1.84mの円形平面である。深さは0.14m、底面標高は17.4mである。壁は緩やかに立ち上

がり、底はほぼ平坦で、ある。

は、木炭と焼土を少量含む培褐色土単一層である。一括の埋め戻しと判断した。 li業数点を覆土

上位で確認した。

採取炭化物(試料番号 5)は樹種間定を行い、その結果クリ 2破片を確認した。放射性炭素年代測

定では、 14C年代値は970::t35BPであった(測定番号PLD-795)。

S K P 249および SK P 253は煙突状の施設として木炭窯と一連の遺構である可能性が高い。地下式

木炭窯であるとすれば¥鍛冶炉用木炭でなく製錬炉使用の炭を焼成した可能性がある(訂 3)。

S W912 (第107図、口第59図)

MH51.52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 直属上面で確認した。

長径1.02m、短径0.88mの楕円形平面である。 深さは0.28m、底面標高は16.8mで、ある。

は、埋め戻しによる暗褐色土単一層である。

⑧溝跡

溝跡から出土した遺物については、第109図に掲げる。土器@石器@陶磁器@鉄製品@土錘の、法

ほか観察の結果は 13.遺構外出土遺物Jの項で、遺構外出土の遺物とともに一倍して取り上げる。

S 0201 (第108図、口第70• 71 e 72図)

LM，..._，L Q59，..._，61区に位置する。 LP59区西端で SD238と直交するの検出商は盟層 t問。全長は

20.5mで東北東から西南西へ走向する O

覆土は、概ね黒褐色土単一層であるが、ところにより下位に掘削残土由来と推定される明黄褐色土

の混じる箇所がある。須恵器系中世陶器 l点(第106図 3)、縄文土器片 2点、石器剥片 5点、二次加

工ある剥片 3点、磯などが出土した。



遺物は混入によるものと思われる。 SD238とは

ある c

S 0238 (第108図、

L羽'---L Q 52'---59区

は醒 ある。

大略0.3m前後である。

は、地山土をごく

の鍛冶浮が出土した。

• 72 • 75図)

る。 LP59区西端で SD201と

で、最大幅0.6mであるが、

ら北西方向に走向する。

である。

2空白

した可能性の高い溝跡で

る。 SK P 296などを切る。検出

はO.4m前後とほぼ一定で、深さは

(第109図5)およ

第109図 5は}Ir I京石製の磨石(半円状扇平磨製石器)である。扇平な 2面には指頭大のみがある。

他の 4面のうち 1面がすり面で、それ以外の 3面はいずれも打ち欠いて紐く調整されている。

採取炭化物(試料番号 8)の樹種同定の結果、サクラ属 4破片を確認している。放射性炭素年代測

によれば、 14C年代値は460土35BPであった(測定番号PLD山 796)。

S 0447 (第108図、口第68 71 e 74図)

L R • L S 53'---59区に位置する。検出面は盟層上面である。全一長24mで幅0.7mである。南北方向

に走向し、下方は第 l次調査検出の SD21につらなる。深さは0.3m程度で壁は緩やかに立ち上がり、

断面形状は逆台形様を呈する。南北方向に走向する。

は、黒褐色土単一層である。製錬炉の炉援(第109図 4)、縄文土器片 6点、石匙 l点(第109

図 7)、二次加工ある剥片 3 磯数点などが出土した。

第109図 4は、小さく面取りされた 4つの面をもっ製錬炉用の炉壁である。白砂を多量に混和した

粘土によってつくられ、黒色をまする。ガラス化が比較的全面に及び、円形の気孔が多数、筋状の気

子しが 2筒所あり、磁着する。

第109図 7は、 ある。打面は調整を受けており、残っていない。

S 0504 (口第66図)

L S61区 る。検出面は堕 ある。

全長2.0m、IIJ員0.2m、深さO.lm程度で、断面形状は円みを帯びたV字形である。

は、黒褐色単一層である。遺物は出土しなかった。

近位以降に使用した水路か。

S 0656 (第108図、口第51e 52[玄[)

lVIL'"'-'MP 互に位置する。検出面は立層 b瓦ーである。 でrlJ高0.4，---0.5m、深さ0.1

丸底である。 MM52区にて SD997を分流する。

は、地山土 (ill唐土)をごく ある。

第109区11G 2は椀形鍛冶浮である。 1は、

の半月状の大きな凹みがある。 破面や側面に

はきわめてなめらかであるが l箇所だけ径2.5cm大

1 '---5 mm大の気孔および比較的大きな木炭(痕)が
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4章 第2次(平成12年度)

ある。 は褐色、 る。 2は、鍛冶炉の炉形が円形をなすこと きる

ある。表面はきわめてなめらかであるが、上回には外周に沿い 1，....__ 2 mm大の小さな孔が弧状にめぐる。

は、 と屈が黄褐色ないし褐色を呈し、下面は赤みを帯びる。

第109図 8は、景徳鎮産青白磁の盤(または大皿)の底部破片である。 14世紀製作。外底面の台部

分には鉄粕が施されたのち、波状@同心円状の沈線が刻されている。内面(見込)は輩IJ花の技法で文

様が施されている O そのうち最も太い線は立ち上がり部分と重なるので、側面@底面を区画する文様

と思われる。

第109図 9は板状鉄製品である。クサピもしくは釘と忠われる。同殴10は、フック状の鉄製品であ

る。手鎌のような用途も考えられるが、詳細は不明である。ともに中世以降の特徴を有する鉄製品で

ある。

{也に、石器剥片12点、二次加工ある剥片14点、機数点などが出土した。後世混入の遺物の多い旧水

田使用の水路と判断する。

S 0739 e S 0743 (第108図、第44e 46 e 51図)

MP "MQ51"52区に位置する。検出面はE層上面である。

S D739が南北方向全長 5mで、 SD743はその東にT宇状に取り付く形状であり、両者に重複関係

が認められないところから一連の遺構と判断した。幅は SD739が0.8m、 SD743が0.6mで、深さは

ともに0.1，....__0.2m程度で丸底で、断面は椀形の形状をまする。

は上位が黒褐色土で、下位は褐色を呈する。遺物は出土しなかった。

S 0741 (第108図、口第51• 53図)

M P 51 " 52区に位置する。検出面はE層ヒ面である。

全長 3m、幅O.4mである。深さはO.lm程度で壌の立ち上がりはやや傾斜が巽なり、底は円みを帯

びる。

覆土は上位が黒褐色土、下位が褐色土を呈する。二次加工ある剥片 l点が出土した。

S 0758 (口第44• 49 • 51図)

MN ，....__MR52，....__57区に位置する。検出面は直属上面である。

全長28.5m、11I面0.5，....__0.6m、深さ0.2，....__0.3m程度で、断面形状はU字状を呈する。

北側は北東から南西方向へ流下し、 MQラインで東西方向に緩やかに屈曲する。

は、 ある。

S 0978 (第108図、 o 61 e 63図)

M 1 ，....__MK47，....__51区に位置する。検出面はE層上面である。

全長18mで、11I言O.4mである。 深さ0.2m程度で断面形状はU字形を号する。下方は第 1次調査におけ

るSD80につらなる。

は、地山土をごく ある。
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メノウ製のスクレイパーが出土した(第109関心。 他にち器剥片 l片、二次加工ある剥片 1点が出

した。

台地尾根に沿うことから排水路として使用されたものと判断した。遺物の多くは後世混入である。

S 0997 (第108図、口第46• 51 e 52 e 53図)

MM  ""' M Q 50""'52区に位置する。 MM52区にて SD656より分かれる。検出面は立層上国である。

全長17mで、!隔0.4""'0.5mと一定である。深さはO.lm程度で丸底を主し、断面形状は椀形である。

は、地山土を少量含む黒褐色土単一層である。

S 01150 (第108図、口第71図)

L R56 e 57区に位置する。検出面は藍層上面である。 SD447と平行し、南北方向に走向する。

2mで最大幅O.4m、深さO.lm程度で、底は比較的平坦である。

は、黒褐色土単一層である。縄文土器片 1点が出土した。

S 01264 (口第39図)

N E ""' N G48区に位置する。 SK 1109に切られる。検出面は盟層上国である。

全長 5m、!幅O.4mで=ある。深さ0.1""'0.2mで=断面形状はU字形を呈する。

覆土の詳細は不明である O

S 01275 (口第40図)

N E50区に位置する。検出面は盟麗上面である。

全長2.5m、11I福0.3mである。深さO.lm程度で、断面形状はU字形を呈する。

は不明である。
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2次(平成12年.度)4 

金9
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S E525 一一一17.4m

S E525 
1 黒褐色土 (10YR3/1)地山土斑状多

粘性強 しまり強

褐色土(10YR4/4)黒褐色土(10YR2/2)斑状少

粘性強 しまり強

黒褐色土 (10YR3/2)地山土塊多

粘性強 しまり強

黒褐色土(10YR2/3) 炭化物粒径1O~20mm少

地山土粒径10~30mm少~中粘性中~強 しまり中

褐色土(10YR4/4)粘性弱 しまり弱

黒褐色土(10YR2/3)粘性中~強 しまり弱

褐色土(10YR4/4)粘性弱 しまり弱

黒褐色土(10YR2/2)粘性強 しまり弱

黒褐色土(10YR2/3)地山土斑状少~中

粘性強 しまり弱

10 黒褐色土(10YR2/2)地111土斑状少~中

粘性強 しまり弱~中

褐色土(10YR4/4)粘性中~強 しまり弱

褐色二i二 (7.5YR4/3)粘性強 しまり中

黒褐色土(10YR2/2)粘性強 しまり中

にぷい黄褐色土(10YR4/3)粘性中~強

10cm 1~6 
。
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S K S 560 
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しまり弱~中
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S K S560 

1 黒褐色士(lOYR 2/2)炭化物粒少

焼土少粘性弱~中 しまり中~強

暗褐色土(10YR3/3)炭化物粒極少

地山土斑状中粘性強 しまり強

、:f)-

S K S 560火葬墓S E525井戸跡、出土遺物、第102図
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35Fテ戸

(S K267) 。4(S K267) 亡〉つ

ーの-
(S K267) 

》む。
S K267 
1 鉄倖(赤褐色)と地山由来のにぷい黄褐色土表面付着

2 褐色土(10YR4/4)粘性弱~中 しまり強

3 褐色土 C7.5YR4/3)炭化物粒中~多

焼 土 少 粘 性 弱 しまり強

褐色土 C7.5YR4/6) と浅黄色土 (2.5YR 7/4) 

やや還元状態に近い焼土と 1層より細かい鉄棒からなる

底面に焼土(明赤褐色5YR5/8)入る

(S K267) 
1m 。
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化
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@ 省
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(S K268) 7 
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U 
S K271 
1 黒褐色土(10YR3/2) 

地山多炭少

S K268 
1 黒褐色土 (10YR2/2)炭少

(S K271) 8 50cm 。
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7・8

。

S K267 " 268 .. 271鍛冶関連土坑、出土遺物第103図
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Y14 
S K306 
1 暗褐色土(lOYR3/3)炭化物粒控 5mm少

粘性中 しまり中
2 褐色土(lOYR4/6)炭化物粒径 5~lOmm中地山土塊径 5 mm多

焼土少粘性中 しまり中

3 掲色土(lOYR4/6)地山土塊多

粘性強 しまり中

炭化物層地土中

暗褐色土(lOYR3/3)粘性強 しまり強

@ SK400 

ス f
1 

S K400 
1 暗褐色土(lOYR3/3)明赤褐色土少

2 鉄棒(明赤褐色土 5Y R5/8) 
3 f暗褐色土(lOYR3/3)と炭化物 上位に鉄棒極少

粘性弱 しまり強
4 焼土(明赤褐色 5Y R5/6)と地山土(褐色7.5YR4/6) 

/@ -/ 

m
 

1 2 

¥ 
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S K321 
1 鉄棒(明赤褐色2.5YR3/4)の表面に褐色土付着
2 黒褐色土(lOYR3/2)下位に炭化物粒少

粘性弱~中 しまり強
3 褐色土 (7.5YR4/6)と焼土(赤褐色5YR4/6) 

1層よりは細かい鉄棒多
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S K408 
1 焼土(r肝赤褐色土 5Y R5/6) 11音褐色土少
2 黒掲色土(lOYR3/2)炭化物粒少 植物根の撹乱あり

粘性弱~中 しまり強
暗褐色土(lOYR3/4)炭化物粒少焼土粒極少
地山土塊径 5~15mm少粘性弱~中 しまり強

ヒノ
S K407 
1 暗褐色土(10YR3/3)炭化物粒径 1~ 3 mm少 地山土塊極少

焼土粒径 1~ 3 mm極少粘性弱~I:I二I しまり強

雇主
S K 1957 

S K 1957 

1 J明黄褐色土(10YR7/6)炭化物粒径 5mm極少
焼土塊径1O~20mm少粘性強 しまり強
暗褐色土(10YR3/3)炭化物位極少
粘性中 しまり中
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@ 
SW202 管 SW205 

m
 

一六ζ ↓ーノー

SW202 
1 暗褐色二|二 (10YR3/4)炭化物粒径 5rnrn少

i也山土塊筏 5rnrn少粘性強 しまり強
SW205 
1 目的自色土(lOYR3/4)炭化物粒少

地山土塊佳10rnrn極少焼土少粘性強 しまり強

⑨ 
SW912 

m
 

S K P248 

、ヒ~ジ/
SW912 
1 暗褐色土 (10YR3/4)炭化物粒少

焼土少粘性強 しまり強

m
 

SW248 
1 暗褐色土 (10YR3/4)炭化物粒少

焼土少粘性強 しまり強

第107函 S W202 .. 205 .. 248 .. 912炭窯
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S 0201 
N一一一17.6m S ρ

り
円

i
t
E
i
 

c」 一一一 W

S 0447 

S 0238 
1 黒褐色土(10YR3/2) しまり中~強

地IlJ土少
2 黒褐色仁(10YR3/2) しまり強

地"I~上極少
S K P1116 
1 黒褐色土(10YR3/2)地山少

S 0201 
1 踏褐色土(10YR3/3)地iJJ土i鬼窪 2mm少

粘性強 しまり強

W一一一17.5m 一-E N 

くとと入ιーノ
S 0997 S 0656 

S 0447 
1 黒褐色土(10YR3/2)炭化物粒径 1~ 2 mm少

粘性弱~中 しまり強
2 褐色土(10YR4/4) しまり弱

地山崩落土

S 0656 
1 暗褐色土(10YR3/3)炭化物粒径 2~ 3 mm少

地山土粒少粘性弱~中 しまり強

S 0997 
1 黒褐色土(10YR3/2) 粘性弱~仁1:1

しまり弱~中

S 0741 
S 0743 

一一W 一-w

入長p~ー
一てミ手7y

S 0741 
1 黒褐色土(10YR3/2)粘性中 しまり中
2 間色二t(10Y R4/4)粘性強 しまり強

S 0743 
1 黒褐色土(1OYR3/2)粘性弱 しまり超弱

地山土粒怪 3mm少
暗褐色土(1OYR3/4)粘性中 しまり中
褐色土(10YR4/4)粘性強 しまり中~強

S 0978 
S D 1150 

一一W W一一一 17.5m 一一-E

しJ ¥ーレノ

S 0978 
1 黒褐色土(10YR3/2)粘性中 しまり中

地山土塊径 3~10mm中~多

S 01150 
1 黒褐色土 (10YR3/2)粘性弱~中 しまり中~強

地山土少

第108図 S 0201 o 238 • 447 .. 656 " 741 " 743 " 978 .. 997 " 1150溝跡断面
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4章第2次(平成12年度)

( 3 )中世以降@年代不明の土坑@

土坑(略記号SK) 

(略記号SK P) 

①土坑

S K203 (第110図、口第72図)

64基 焼土遺構 S N) 

L M59 • 60区に位置する。他の遺構との切り合いはなし、。盟層上田で確認した。

1 

長径0.82m、短径0.64mの楕円形平面である。 深さは0.27m、底面標高は17.2mである。丸底ぎみ

でボウル状の断面を呈する。覆土は、黒褐色土を基調とする 2麗である。

性格不明土坑である。

S K204A (第110図、口第72図)

L rv159区に位置する。 SK204Bの上方にあり、向遺構を切る。直層上而で確認した。

長径0.57m、短径0.41mの楕円形平面である。深さは0.08m、底面標高は17.4mである。壁はやや

緩やかに立ち上がり、底は平坦である。覆土は黒褐色土単一層である。

性格不明土坑である。

S K218 (第110図、口第75図)

L M54 • 55区に位置する。他の遺構との切り合いはなし'0m層上面で確認した。

径0.45，.....，0.49mの略円形平面である。深さは0.42m、底面標高は16.9mで=ある。壁はやや垂直気味

に急に立ち上がり、底は平坦である。断面は植木鉢に似た形状である。覆土は、暗褐色土と褐色土に

よる 2層である。

性格不明土坑である。

S K220 (第110図、口第75図)

L M54 • 55区に位置する。他の遺構との切り合いはなし'0m層上面で確認した。

0.68m x 0.82mの隅丸長方形平面である。深さは0.15m、底面標高は17.4mである。壁は緩やかに

立ち上がり、底は平坦を基調としながらも中央付近に浅い凹みを伴う。覆土は、地山混じりの砂質シ

ルトによる黒褐色土単一層である。性格不明土坑である。

S K223 (第110図、口第75図)

LM54区に位置する。他の遺構との切り合いはなしh 検出面は置層上面である。

長径O.77m"短径0，55mの不整楕円形平面である。深さは:0.08m-，底面標高は17.4mで、ある。壁は

緩く立ち上がり、底は平坦を基調としながらも中央付近に凹みを伴う。覆土は暗褐色土単一層である。

性格不明土坑である O
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2節調査の記録

S K239 (第110図、口第70図、図版20)

L M • L N60区に位置する。 SD201を切る。検出血は盟層上面である。

長径1.27m、短径0.85mの長軸方向N 62
0 

-Wの楕円形平面である。下端は隅丸長方形平面を呈

する。 深さは0.68m、底面標高は16.8mで、ある。援は比較的急に立ちよがり、底は平坦で、筒状の断

面を呈する。覆土は上位暗褐色土、中位~下位は黒褐色土の12層であり、自然堆積の様相を呈する。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の橘棺用土坑墓と思われる。

S K245 (第110図、口第72図)

L N59区に位置する。他の遺構との切り合いはなし1。炭窯SW248の北O.4mに所在する。検出面は

E層上面である。

長径0.63m、短径0.45mの楕円形平田である。深さ0.29m、底面標高17.2mである。援は緩やかに

立ち上がり、底は平坦である。覆土は、黒褐色土および暗褐色土による 3層である。遺物は二次加工

ある剥片が 1点出土している。性格不明土坑である。

S K284 (第111図、口第75図)

LM. L N55区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は亜層上面である O

長径0.85m、短径0.72mの楕円形平面である。 深さは0.09m、底面標高は16.8mである。壁は緩く

立ち上がり、平底で皿状の断面を呈する。覆土は、地山土混じり黒褐色土単一層である O

性格不明土坑である O

S K293 (第111図、口第75図)

L N54区に位置する。他の遺構との切り合いはない。 SD238との距離わず、か0.03mと近接する位

置で確認した。検出面は藍層上面である。

長径0.82m、短径0.57mの楕円形平面である。 深さは0.15m、底面標高は17.4mである。壁は緩や

かに立ち上がり、底はほぼ平坦で、全体では逆台形様の断面を呈する。覆土は地山土を少量含む黒褐

色土である。性格不明上坑である。

S K313 (第111図、口第72図)

L 058区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出屈は躍層上面である。

長径0.70m、短径O.58mの楕円形平面である O 深さO.23m、底面標高は17.2mである。

は黒褐色土単一層である。性格不明土坑である。

S K320 (第11]図、口第72関)

L 056 • 57区に位置する。 SK P 1011B'こ切られる。検出頭は麗層上面である。

長径1.05m、推定短径O.63mの楕円形平面である。 深さはO.09m、底面標高は17.4mである。壁は

緩やかに立ち上がり、底はほぼ平坦である。覆土は、地山土を少量含む黒褐色土単一層である。

性格不明土坑である。
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4章第2次(平成12年度)

S K324 (第111図、口第72図)

L 056区 る。 SK P 1011B~こ切られる。検出回は班層上面である。

長径1.52m、短径0.45mの不整長楕円形平面である。深さは0.06m、

土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K349 (第111図、口第71図)

は17.4mである。

L P • L Q59区に位置する。 SD 238. S K P 1147に切られる。検出面は直属上面である。

長径1.26m、短径0.70mの不整楕円形平面である。深さは0.07m、底面標高は17.1mである。覆土

は、地山土を少量含む暗褐色土単一層である。性格不明土坑である。

S K350 (第112図、口第71図)

L P59区に位置する。 SK352 • S D 201 • S K P 351に切られる。検出面は盟層上回である。

推定長径1.30m、短径1.10mの不整楕円形平面である。 深さはO.23m、底面標高は17.0mである。

は5層に分層した。性格不明土坑である。

S K352 (第112図、口第71図、図版20)

L P59区に位置する。 SK350を切る。検出面は聾層上面である。

径1.10，.....，1. 14mの円形平面である。深さは0.62m、底商標高は16.7mである。平底で断面は漏斗状

を呈する O 覆土は上位は褐色土、下位は灰黄褐色土の 4層である。後世混入と思われる肥前磁器 2点

および縄文土器片(摩滅) 1点が出土している。

中世に属する井戸状土坑もしくは中位以降の桶桔用土坑墓と思われる。

S K355 (第112図、口第71図)

L P • L Q58区に位置する。他の遺構との切り合いはなし可。検出面は直属上面である。

長径1.27m、短径0.74mの不整楕円形平面である。 深さは0.21m、底面標高は17.1mである。

覆土は上位~中位は黒褐色上、下位は暗褐色土の 4層である。

性格不明土坑である O

S K388 (第112図、口第74図)

L P54区に位置する。他の遺構との切り合いはなし'0検出面はE層上面である。

長径1.32m、短径1.13mの楕円形平面の掘方である。 深さは1.08m、底面標高は16.5mで、ある。

覆土は上位がにぷい黄褐色土、下位が暗褐色土を基調とする19層である。

中世に属する井戸状士坑もしくは中世以降の桶棺用土坑慕と思われる。
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S K394 (第112図、口第74図)

L P53区に位置する。他の遺構との切り合いはなし ¥0 検出面はE賠上面である。

長径O.62m、思径O.38mの不整楕円形平面である。深さはO.llm、底面標高は17.4mである。

の詳細は不明で、ある。

性格不明土坑である。

S K397 (第112図、口第74図)

L P53区に位置する。撹乱を切る。検出面は盟層上詣である。

長径O.66m、短径0.47mの楕円形平面である。 深さはO.12m、底面標高は17.4mである。覆土は、

地山土混じり黒褐色土単一層である。

性格不明土坑である。

S K422 (第113図、口第74図)

L P e L Q54区に位寵する。他の遺構との切り合いはない。検出面はE層上面である。

長径O.48m、短径O.30mの楕円形平面の掘方である。深さはO.33m、底面標高は17.2mで=ある。

土は11層に分層した。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の橋棺用土坑墓と思われる。

S K426 (第113図、口第71図)

L R57尽に位置する。 SD447に切られる。検出面は盟層上面である。

推定長径O.83m、短径O.73mの不整楕円形を呈する。 深さはO.09m、底面標高は17.2mである。覆

は上位暗褐色土、中~下位が褐色土の 4層である。珪質頁岩製のスクレイパー(第113図 1)が出

土している。性格不明土坑であるが、縄文時代土坑墓の可能性も有する。

S K429 (第113図、口第71図)

L R56区に位置する。 SD447に切られる。 SK P 1137と重複する。検出面は直属上面である。

長径1.23mでもう一辺の長さは不明であるが、隅丸方形平面であると推定する。深さはO.09m、底

面標高は17.3mである。底は平坦で竪穴状を呈する。覆土は、にぷい黄褐色土単一層である O

性格不明土坑である。

S K445 (第113図、口第74図)

L Q ・ L R54区に位置する。 SD447を切る。検出面は皿層上面である。

長径O.89m、短径O.74mの楕円形平面。深さ1.06m、底面標高17.3mで、ある。覆土は上位黒褐色土、

下位はオリーブ黒色土を基調とする 7層である。後世混入と思われる剥片が l点出土している。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の桶棺用土坑墓と思われる。
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S K457 (第114図、口第68図)

L S 5612互に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出部は班層上面である。

長径0.69m、短径0.66mの不整円形である。 深さ0.31m、底部標高17.1mで、平底を呈する。

は上位が褐色土、中~上位が培褐色土の 6層である。性格不明土坑である。

S K461 (第114図、口第73図)

L S ・ L T55kRに位置する。他の遺構との切り合いはなし1。検出面は盟層上閣である。

長径0.63m、短径0.61mの不整円形である。深さは0.19m、底面標高は16.9mである。監はやや外

反し、底はレンズ状に円みを帯びている。覆土は褐色土単一層である。石器剥片 l片が出土している O

性格不明土坑である。

S K489 (第114図、口第73図)

L S ・ L T55区に位置する。 SK P490tこ切られる。検出面は盟層上回である。

長径1.23m、短径0.86mの楕円形である。 深さ0.18m、底面標高17.2mで、底はやや不整である。

覆土は褐色土単一層である。磯が 2点出土している。

性格不明土坑である。

S K493 (第114図、口第69図)

L Q60 .. 61区に位置する。他の遺構との切り合いはな ~)o 検出面は亜麿上面である。

径0.56mの円形平面である。深さは0.25m、底面標高は16.7mで、ある。壁の傾斜は東西で異なり、

底は円みを帯びている O 覆土の詳細は不明である。

性格不明土坑である。

S K494 (第115図、口第69図)

L Q60区に位置する O 他の遺構との切り合いはない。直属上面で確認した。

長径0.98m、短径0.83mの楕円形平面を呈する。深さは0.35mで、底面標高は16.7mである。覆土

は黒褐色土を基調とする 8層であり、下位は炭化物粒が混じる。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の桶桔用土坑墓と思われる。

S K500 (第115図、口第69図、図版20)

L R60区に位置する。 SB 3006の南1.45mに所在する。他の遺構との切り合いはない。中世建物跡

S B3006の至近にあり、軸方向も共通する。盟層上面で確認した。

長辺O.85m、短辺0.83mの方形平面を呈する。 深さは0.36mで、底面標高は16.7mである。覆土は

暗褐色士、褐色土、褐灰色土、にぶい褐色土、にぷい黄褐色土による11層である。後世に混入したと

思われる二次加工ある剥片が l点出土している。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の桶棺用土坑墓と思われる。
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S K509 (第115図、口第66図)

ある。L T60区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出聞は

長径0.90m、短径0.75mの不整楕円形である。深さは0.12m、

細は不明である。縄文土器(第115図 1)が出土している。

は16.8mである。

性格不明土坑である。

S K510 (第115図、口第66図)

L T60区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は亜層上面である。

長径0.65m、短径0.48mの不整形である。覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K515 (第115図、口第68図)

MA58区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は困層上面である。

の詳

長径0.93m、短経0.70mの不整楕円形である。深さは0.18m、底面標高は16.8mである。覆土は黒

褐色土単一層である。性格不明土坑である O

S K528 (第115図、口第58図)

M F 58 • 59区に位置する。他の遺構との切り合いはなし '0 検出面は躍層上面であるO

長径1.02m、短径0.60mの不整楕円形である。深さは0.16m、底面標高は16.8mである。覆土は、

上位暗褐色土~下位褐色土の 3層である。縄文土器片 1点である。性格不明土坑である。

S K740 (第116図、口第53図)

MP51区に位置する。 8D741を切る。検出面はH層上面である。

長径1.15m、短径1.06mの不整隅丸多角形である。深さ0.50m、底面標高16.5mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K742 (第116図、口第46図)

MP  • MQ51区に位置する。 8D743および8K P 2052を切る。検出面は盟層上面である。

長径0.92m、短径0.50mの不整楕円形である。深さ0.18m、底面標高16.7mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K776 (第116図、臼第46図)

M 851区に位置する O 他の遺構との切り合いはない。亜層上面で確認した。

径0.811mの円形平面を呈する。深さは0.22mで、底面標高は16.3mである。底は、円みを帯びるが

下方に筋状の掘り込みを伴い、断面形状は不整となる。

覆土は、黒褐色土と暗褐色土による 3層である。性格不明土坑である。
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S K829 (第116図、口第40関)

N C e N D50区に位置する。撹乱を切る。直属上面で確認した。

長径0.80m、短径0.73mの不整楕円形平面を呈する。深さ0.16m、底面標高16.1mで、断面は不整

ながら円みを帯びる。

は ある。性格不明土坑である。

S K830 (第116関、口第40図)

ND50区に位置する。撹乱を切る。 した。

長径1.17m、短径0.78mの不整楕円形平屈を呈する。深さ0.24m、底商標高16.0mで、断面は不整

ながら円みを帯びる。

lま ある。性格不明土坑である。

S K900 (第117図、口第62園)

MG49区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面はE層上面である。

16m、短径1.07mの不整形である。深さ0.15m、底面標高17.0mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である

S K913 (第116圏、口第61図)

MH51 " 52区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面はE層上面である。

長径2.08m、短径1.59mの楕円形平屈を呈し、小規模土坑の多い本遺跡にあって最大規模を有する。

深さ0.28m、底面標高16.9mで、壁は緩やかに立ち上がり、王手底を基調とするもやや円みを帯びる。

は黒褐色土および黒色土よりなる 5層で、底面よりわずかながら微細な焼土粒を検出している。

覆土中より磯 l点が出土している。

性格不明土坑であるが、祭杷にかかわる遺構である可能性を有する。

S K932A (第117図、口第61図)

MH50区に位置する。 SK932Bを切る。検出簡は H層上面である O

長径0.69m、短径0.50mの楕円形平面を呈する。深さ0.17m、底面標高17.0mで平底を基調とする。

覆土は上@中位黒褐色土、下位暗褐色土の 3層で、覆土上位より焼土粒を確認している。剥片 1

ニ次加工ある剥片 1点が出土している。

性格不明土坑であるが、祭最巳にかかわる遺構である可能性を有する。

S K932B (第117図、口第61図)

MH50区に位置する。 SK932Atこ切られる。検出面はE層上回である。

長径0.57m、短径0.37mの楕円形平面を呈する。深さ0.26m、底面標高16.9mで、平底を基調とする。

は上@中位黒褐色土、下位褐色土の 3膳である。

性格不明土坑であるが、覆土観察からは柱状構築物の痕跡である可能性を有する O
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S K993 (第117圏、

る。他の遺構との切り合いはない。検出面は立}欝上部である。

る。深さ0.36m、底面標高16.8mで平底を呈する。

MK48区

長径1.53m、

は、黒褐色土を基調とする 5層である。

中世に属する井戸状土坑もしくは中世以降の桶棺用土坑墓と思われる。

SK1014B(第117図、口第46図)

MR50区 る。 SK P 1014Aに切られる。検出部は耳 ある。

長径0.55m、短径0.45mの楕円形平面を呈する。深さ0.20m、底面標高16.6mで、丸底を呈する。

ある。性格不明土坑である。

SK1016(第117[君、口第46区1)

MS49区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出国は置層上面である。

長径1.08m、短径0.66mの不整楕円形平面を呈する。深さ0.16m、底部標高16.3mでレンズ状の断

同形を呈する。

は上位が黒褐色土、 円立がオリーブ黒色土の 2層である。性格不明土坑である。

S K 1146 (第117図、口第71図)

L P59区に位置する。 SD201に切られる。検出面は監層上面である。

推定長径約0.9，......，1.1m、短径0.87mの不整楕円形平面を呈する。深さ0.20m、底商標高17.0mで、平底

を基調とするが中央付近に微かな凹みをともなう。

覆土は、暗褐色土~明黄褐色土~にぶい黄褐色土の 5層である。斜縄文が施された縄文土器胴部破

(第117図 1)が出土している。性格不明土坑である。

S K 1149 (第1181君、口第71凶)

L R56区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は直属上面である。

長径0.80m、短径0.75mの不整楕円形平面である。 深さO.llm、底面標高17.31五、平底である。

は褐灰色土単一層である。

性格不明土坑であるが、規模@形状の面を考慮すると縄文時代土坑慕の可能性を有する。

S K 1168 (第118図、口第40図)

N E49区に位置する。他の遺構との切り合いはない。班層上面で確認した。

長径0.77m、短径0.66mの楕円形平面を呈する。深さは0.25m、底面標高16.0mで、断面形状

のやや急な不等逆台形様を呈する。覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。
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S K 1175 (第118図、

N F48区に位置する。 4基の小ピット (SK P 1107 • 1108 • 1173 • 1198)に切られる。 SD 1264を

切る。検出国は直属上面である。

長径1.42m、短径0.92mの不整楕円形である。深さ0.28m"底面標高16.0mで、平底を呈する。

は不明である。性格不明土坑である

S K 1182A (第118図、口第55図)

MO.MP47区 る。 SK P 1182Bと る。検出面は ある。

長径1.42m、短径0.92mの不整楕円形である。深さ0.13m、底面標高16.7mで、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1198 (第118図、口第68凶)

L T59区に位置ずる。他の遺構との切り合いはない。検出屈は買層上面である。

長径0.55m、短径0.44mの楕円形平面である。深さは0.16m、底面標高は16.8mである。壁は垂直

に立ち上がり、平底である。

は、黒褐色土を基調とする 3層である。

性格不明土坑であるが、覆土観察からは柱状構築物の痕跡である可能性を有する。

S K 1201 (第118図、口第68図)

MA59区に位寵する。他の遺構との切り合いはない。検出面は亜層上面である。

長径1.00m、短径0.57mの楕円形平面を呈する。深さ0.21m、底面標高16.7mで、底は円みを帯び

る。

は、黒褐色土を基調とする 4層である。性格不明土坑である。

S K 1285 (第118図、口第40図)

N E48区に位置する O 他の遺構との切り合いはない。検出面は盟層上面である。

長径0.70m、短径0.48mの楕円形平面で、ある。深さ0.06m、底面標高16.1mで、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1297 (第118図、口第40図)

N C • N D47 • 48区に位置する。{也の遺構との切り合いはない。検出面は亜層上面である。

長径1.12m、短径0.64mの不整楕円形である。深さは0.12m、底面標高は16.2mで、平底を呈する。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

0
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S K 1299 (第1181玄人口第40凶)

N D47 • 48区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は直属上部である。

長径1.34m、短径1.06mのやや不整な楕円形を呈する。 深さ0.09m、底面標高16.2mで、平底であ

る。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1306 (第119図、口第40図)

N C51区に位置する O 他の遺構との切り合いはない。検出面は血層上白である。

長径1.24m、短径1.08mのやや不整な円形を呈する。 深さ0.08m、底面標高16.2mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1330 (第119図、口第45図)

N B50区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は躍層上面である。

径0.90~0.92mの円形平面を呈する。深さ 0.10m、底面標高16.3mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1349A (第119図、口第46図)

MR • M S 50 • 51区に位置する。 SK P 1349B • S K P 1350に切られる。検出面はE層上面である。

長径0.75m、短径0.56mの不整形である。深さは0.22m、底面標高は16.4mで、ある。

覆土は黒褐色土@暗褐色土を基調とする 5層で、自然堆積の様相を呈する。性格不明土坑である。

S K 1364 (第119図、口第46図)

M S 51 • 52区に位置する。他の遺構との切り合いはなし1。検出面は盟層上面である。

長径1.28m、短径0.98mの楕円形平面を呈する。深さ0.20m、底面標高16.2mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1393 (第119図、口第46図)

MQ50.51区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は誼層上面である。

長径0.90m、短径0.62mの楕円形平面を呈する。深さ0.73m、底面標高16.1mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K1416 (第119図、口第51図)

1¥1 P 54区に位置する。他の遺構との切り合いはな ¥1i。検出面は盟層上面である。

長径0.72m、推定短径0.48mの楕円形平面を呈する。深さ0.08m、底面標高16.5mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。
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S K 1604 (第119図、口第55凶)

M046区に位置する。他の遺構との切り合いはなし )0 検出面は藍!謹上面である。

径1.02'"'-'1.08mの円形平面を呈する。深さ0.06m、底面標高16.7mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K 1878 (第119図、口第62図)

MF50区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は盟層上部である。

長径1.00m、短径0.60mのやや不整な楕円形である。深さ0.16m、底面標高16.9mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

S K2158 (第119図、口第62図)

MG50区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面は盟層上面である。

長径0.67m、短径0.50mの不整形平面を呈する。深さ0.13m、底面標高16.9mで、平底である。

覆土の詳細は不明である。性格不明土坑である。

②焼土遺構

S N452 (第120図、口第68図)

L S 56 • 57区に位置する。他の遺構との切り合いはない。検出面はE層上部である O

長径1.03m、短径0.87mの楕円形平面で、ある O 深さは0.17m、底面標高は17.2mである。

覆土は黒褐色土と暗褐色土を基調とする 4層で、上~中位には焼土塊および焼土粒が混入している。

採取炭化物(試料番号 8)は樹種間定を行い、その結果クリ 2破片、サクラ属 1破片およびカエデ

属 l破片を確認している。うちカエデ属の放射性炭素年代測定を行った結果、 14C年代値は860::!:::35B

Pであった(測定番号PLD-798)。

12'"'-'14世紀の建物SB 3004の西側庇部分に所在し、採取炭化物の14C年代値とも整合するので、 S

B3004に伴う中世の施設である可能性がある。

③柱穴

本遺跡検出の掘立柱建物は柱径が小さく、総柱形建物もしくは梁間 I間式建物を主体とするところ

から、大路中世に属するものとみなしてよいであろう。

S K P 296出土の炭化材(試料番号 9)は、樹種同定の結果、加工木の可能性を有するカエデ属 1

破片と判明した。放射性炭素年代測定によると当該試料の14C年代値は350::!:::45BPである(測定番号

PLD-799)。この年代結果は中世に帰属するので上記の推定と整合する。

出土遺物(第120図@第121図)には縄文時代のもの、中近世のものが多い。柱穴出土遺物について

は、 13.遺構外出土遺物」の項で遺構外出土遺物とともに一括して取り上げたい。

縄文時代の出土遺物には、後世に混入したものが多いと思われるが、しかし、すべての柱穴が中世

に帰属するとは言い切れない。

たとえばSK P458出土炭化材(試料番号 3)は、樹種同定の結果、ハンノキ ンノキ亜属 4破



2 

片およびクリ 2破片であった。うち、ハンノキ亜属は、放射性炭素年代測定によるl1C年代値が4，510

土40BPとの結果を得ており(測定番号PLD-793)、この年代は縄文時代前期に相当する。むろん、こ

の炭化材も流れ込みにより混入したものである可能性がある。

しかし、本遺跡が縄文時代前期の墓域としての性格を有することから、 の祭犯にまつわる

物が全くなかったとは言えまい。むしろ、あったとする可能性の方が高いと言うべきである O また、

近年では、縄文時代の住居として竪穴式住居ばかりではなく壁立式平地住居も注目を浴びるようになっ

てきたω九こうしてみると、縄文時代に帰属する柱穴も決して少なくないものと考える。

第21表~第40表に柱穴観察表を掲けfる。
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S K P 2:17 75 L:vt5日目I 。11 1(j.9 

SKP岳10 71J 

叶汁ト
I1JII; 0.09 17.4 尚色IOYR:J/幻自1.11少

S K 1'211 70 I'J/I:; 。09 17.1 ;.¥¥fll(立10YR:l/2，Jililll'I' 

S K P 2，12 70 LN(i() 1 m I'JII; 。o日 17A 
日回[立10目Y[n団/2，J由叫11[11'性

S D201と'f(fな

72 L N5D 111 0.20 17.:l 

72 L N;39 111 4打 じ 17.:l 主W:J(立10Y1'.:1/幻自111少，伐少

日iくP2，1ιi L N5D 111 1J.19xO.2'1 続I'JIじ
l| JJiill出尚色色1l0りYYRR3:1//22JJ自自

S 1くド2.Jli 72 L N59 
1i1i1 l 

。 liiI'J形 0.15 

S K P 247 72 L N5fJ 。lS/~ IJ日() 協11])1-:; 0.08 県fK}色10Y R:l/2 .ìJ~少

S K l' 249 72 L N59 自I O.2G I'])F 0.25 均的10YR~/2)出 I1I少少 S N24(i会tJJる

K P252 72 L NeiS 111 o.:n [IJIじ 。10 17.1 色IOYRiI/2)U11II多

S K 1'25:1 L N58 lHII i 0.25 ;子守主FLJIf; 17.2 鼠色10Y1'.:1/2 S 1¥2.18を切る

S I( P 25.1 L N58 0.20λ0.2:， 悩[IJI[; 17.5 然科j色10YE:1/2 

IlIJ支出 (;;1.'，[三10YR2/1)

日K 1'255 72 L N57 III O.ilO I'JII:; 0.10 17A :，H出色IOYR:I/2)iliJl[1 I'.!長少 SK ワζ;l.-I'TJ 、 S]3，')α12をも

S K P 256 72 l1l 。18xO.27 司、j在日 0.10 17A 11吉ト白色10YR3/:1)由LLI~ ， "í~少 S K 1'255を切る

S K P 257 L N57 111 。15 O.IJ 17.'1 何色10Y1ミ:V2.l自11.1'1/

S 1';: P258 72 L N57 lJI 0.21 fNド]11; 0.2:l 17.:.¥ 白色10YR:l/2 

往復liuiW 持}[i;，lOYR:i/2.J出l!I>，Ht少)

S K P 259 L N57 III 0.1日パ11.22 li'iドJIじ 0.10 17.'1 J，IHs(主10YR:l/2)iliLLI'IIJf少 S n:I002を11，1/&

72 L NG7 III 0.22 I'J形 。12 17..1 ?幻自色10YR~1/2 .l由 LI.I 少!日:少

72 L N57 III 0.21 xO.27 ti'fl勺!じ 円l円 17.1 江'Jll色10Yr":l/2，J出山多 S A:l(J:J!を構成

日iくP2G2 しN56 III 0.17 :<0.21 tiWJIじ 0.08 17.1 !i.H日色10YR3/2)也山'1' S A:1027を構成

S K P 26:3 L N56 1II 0.25 I'JJじ O.OR lU !日悩色10YR:l/2，J由 ill~ ， iJi 少 S A:J028を品J/戊

S 1く1'26.1 72 L N56 1lI 0.20;< 0.2:1 
古古存i川川'J庁!!Jf3 ; i 

。13 17.1 ト日[:E>.10YE2/2.!i!Jill'l'.I，it上級少 S A:J027を打Ij IA~.

S K 1'2抗日A 72 L N5G 
I1111 1 

。り 0.15 17.4 色10YR2/2，Ji!JJ]I'I'，淡!二阪と1.> S K l' 26513と

S K P2G5B 。11 lH JH社j色10Yrミ 2/2.!i!JLLILI'JI'd:hkl.> S K 1'26:11¥とo]i:iむ

S K P 266 1II 0.21 x 0.25 

十悩古ドじ

0.23 17.3 立lOYR，V2.Jt出LLI'I'，iJdilli ，t S 13:1002を II~I&

72，IO:J LN5li 111 0.2，1 xO.27 。10 17.0 !料品f.i:1()YR2/2，波多

山初を-構成

(11をlhlY:liili1:l)U 

72 L N5U 1II 0.25 O.O!l 17.-1 詳細i不IIJJ

S K 1'270 L N5G 

IIlIH ii i 
。i90、 怖いJIじ 。07 17..1 j，~，1lAl}f白白色色1100YYlRU3//2 池1出山山少;ぷ ì~!

日lく271 72，10:1 しN5(i
不桜1'1川

0.:32 17.2 .JJL 1 

S K P272 72 L N56 O.:ll 。12 17..] 11在任i色lOYR:l/:1，i.)!?; S A:IO:JOをi持1&

S 1く1'273 72 L Nfi(i IJ[ 02R 1"111，; 0.32 17.2 !I/:i間色10YR3/礼1)::1、 日Ll:J002・SA30:lIJを俗Ij，¥(

S K 1コ 72 L N56 UI 0.2:JxO.2!l 情l'打1; 011 17.-1 自己IOYR:l/2.1由ill'l'，i.Ji少

S K P 275 しト 。18 I'JIじ 0.05 17.5 !A¥I日色10YR:J/2.!i!JLI l' 11 

S 
SAA33002287をを悩は成1& 

S K 1'271) L NfJG 111 。19xO.2日 応I'JI[; 。り6 17.5 !.l.{f目色IOYR:l/2，J出LLI少LilJ、

S K P 277 10 L N55 111 。 I'JI[， 0.07 17.5 111'日目白lOYR:l/:I，Ji!Jill;; 
を・・切3S0る を102泌を史

L し
III f'Jlf:; 。H

l1It 11 f托j立Lll OOY YRR WW 1 11 出出ii ii ll 少少 少少
111 

ドl!13i!i は日
日E P281 L III 0.:10 flJIじ 17.:1 

11:，1.1?氾白色色1100YYRRJZj//丸2.1池出l山11少ぷU:I少t 
S DZ:l日をUJ.:s

S K 1'282 L N55 1II 。1，);.，O.2:J 的I'JI[:; 17.2 

SKド28:1 i5 L N55 

皿阻阻阻剛

0.1>1>くり 22 }古1'11じ 0.:30 17.2 .¥¥WJ色lOYR2/2.r出111'];、?決少

S K P285 75 L N55 O.2(i 
イ古T主|lIj11!じ115 

。ω 17.-1 白色10YR:V2)山山

S K l' 286 
内 L N55 0.21 xO.:ll O..lil 17.1 

也:jJrIiLj監!l日目包色色1l盟0oYy 主I1U//2山0EJt由色1lll lii I-1|1 "炭少

日B;，omをわIW!J史

S K P 287 L N5cI 0.25 >< 0.28 約I'JI杉 0.:13 17.2 

S K 1】288 L N51 0.2，1 >， 0.2~1 十川11; O.OfJ 17..1 

S 1¥ P 289 L N51 1II 0.20 ILJII; 0.26 17.4 J幻自色10Y 1， :l/2 

S K P 290 1向0日 L 1II 0.26'く0.:19 守二宅Jjll; 0.:1:1 1 17.2 色10Y R 2/2，Ji!Jil JlI'伐1:11 S 13 日001を治IJ~

S K P 291 
L し

1II 0.25 不能ILJlじ 0.29 17.3 泉佐j色10YE2/2)1lJ LLJ ，~ 

S IくP2fJ2 III 0.2:， ドJIじ J.i.H臼{ムIOYR2;:J，J出

住民肝(;.1.';出色IOYI日/2.Ji!J1I1少)

S K P 294 75 L N5cl 1II 
。92!日5 

I'JII: 。12 17.-1 !日出色lOYR:l/2，1出 ILI~ S B:1001 をIMiJ¥，

L 1II ドJ/f̂:' 。11 色lOYR3/2，l出iIドl'

しN:iI ul 0，:18 x O.5IJ INI'J/f， oω 17..J nfrHJ色10YR:l/:I)出 ILJ~ .ìJlq ， S ln:l8に切られるけ "CWfUI"[ : :，，，0::1::45131】

L N51 1JI 0.21 I'JI[; O.lG 
17:1 1';υ日尚liE白M色色在10Y R3/2，Ji!JillO; 

法山iilf.i:10YR，l/2)出111')ノ)

S K P300 
【

L N5日 III 
日0.21 

IIJJI:; 0.10 17.1 I J，¥UfJ@.lllY Rel/2)i!JLlI少

S K [':JOI L N5:1 ul 的IIJII: 0.21 17.:3 
日UfF吉Jfiiu自H立二"認10YR3尚/3色3)1由i!JLlJ多 日;少)

S I3:11101をhlfiJ見

SIくP;，ll2 75 L N5:J III 0.18 x 0.2:1 1~'iITJJ日 0.07 

S K P:]O.I HiiI I 
I'JII~ O.IHi ト>:l@.lOYR:1/2)山1111:1'.1';:少

S K P:IOS 自10白 〆下位1('，'I'JII; 0.22 17.:1 '，Hf自色10YR，3/2.1山1II少

n浪也、 (11/5間色10YR:i/3)也山

第21表柱穴観察表(1 ) 



2節

J立1/1;お守
I's[ヨ!

所{I:[之
後U:

主iまえ(たmは) ;['lIlIII;状
1m) 

絞め山
;えv担 出t存 iJJJ (m) 

く 70 III 日り時乃 げffllJf3 0.20 17.1 !.i.(fiJf'l10Y R:l/2，J出山q，t鬼iX SA:i(J:!7を泌IN

iIiI! i 
時χ り

十i'il'll巳 0.07 lU Hfff目立¥10YR:l! :l ，Ji!!l LI~.ょにいl少
らiくP3nD n L ()，，9 行'Jf'11f5 0.19 17.2 締結色lOYR日;:J，l出1.11少

っ 72 L 05D 1lI Ifll'[1伝 (i.()自 日? 日色lOYR2/:1，l出1I1少
72 L 058 1Il 

0.26。メ1.1リ:il
1'llf; O.lU おむ210YR2/2，地1[1(.誕φ

日1¥1'日14 し058 m ti1l'Jlf; O.1J8 17.:l 
|!iH:? i県出立f;.lOYぷR:J針:Jjり2イ伐時世j少少

J( P:Jlii 1lI 0.36 x 0.'1:"， 十Wl!β 。11 17A を1こ切切るられるつ S A;JIl:J6そ打立1;)(:く 111 0.25> ().:Jl 。10 17日 むf'llIJYR2/2，地LlI少
111 。oゐ

17.:l 尚(';.10YR2/日! WMu/j 
S K P?，J8 L 057 1Il 17.2 

1世川川5守員3担5自J生色色主1笠主うν九主えel， 
をイをE十H協ω民I 

L 057 1lI O.:JI 0.2(i 17.2 
1Il 0.21 0.16 17九

1< P:12:1 lJj 0.:10 。10 17.4 軍~~少少SKP:125 
υ 2 

し056 lJj O.20x 0.2.1 ィ 'JI巳
0札(1j68 

17.:J ij;)JIIJ'.ある片 1
S K P:J2G L055 ITl 。:¥HxO..12 17.'1 IIf¥l込色IOYR::l/3)出1[1'"液状
S P:327 L 05.5 1Il O.22xO.25 付j['11β 0.12 17.4 11昨日(';.1IJYR:l/:i)出LlI(J!¥少lJ凶主 S A:JO:10・:JO:J3をfNiJJ民
S K P:J28 

11111 1 Iff[っJI; 0.08 lIiifiJ(';.10Y R:Jj人j出JlI少
日K 1':J29 0.14 ;，;O.lB f百1'11[; 17.5 IIff尚色llJYR:l/:土地LlI少lJiii丈

日5AB:J刀0工0lをを総協!!戊戊S 1くドiJ:JO L 05.1 III 日17 17.5 !ltff討(';.10yr，(;)/勺，JthJlI't、
杉L 0".1 III 。lfixO.21 l7.0 

1E2崎監3白担色包ll1EuU0工吋Z土些地1山山H!且lllvviと級レ)1担機'1..-'鬼状主状瓜仇ー;.}:.-/Jj 

III り2リ !i'i['11が 17日
S S A11:以'1())(3)2iをを七椛育成/J~ [JI 十?iiLIIi? 。lO l7.2 

LO~"I 111 イ、j;if!i'j[lllf; 0.2C) l7.:l 
S K 1':1:35 し05，1 III 。11ぇ0.17 耳、必1古['11杉 0.15 17.:l 11日制色7.5Y1"l/:l，J白山

よJ:IW産品'J 下nll1'ミIIJJ)

5 日

L 05，1 III りI:l ['IJ伝 0.09 17.;' IIfj肉色 LOYR日/~.l出UI担iノ'J) l\W~
L 05.1 III 。17>; O.2!J 十百 I'jlf~ ()~4 17.:1 11M白色lOYR3/3.民少 S n日001を11，いえ

75 L05.1 
1I1I1 I 

。l:lxO.19 Ilil'1J巳 。日目 17り 色IOY1'(3/2.J由Jl.l3ユ.!iJ，l':.1二少
S K P，I，1[) 75 L 054 O. HiλO.ZO 十百l'jJI; 。10 17.5 目立出人I，vひ阪!JM少'IJ; S AilO:l2を1持/Il::
日iく1'3.11 L 05.1 III 

。 ν トrWJ1f" 日0[1 17行

K p:l<lZ L 06?1 
lIIfI i 

シドi古十i'if'IJf; 17.5 11日出l':.10YRJ;川出JlI!; Si¥日0:12をhWIJX:
臼日】十日 L 05:¥ けIGxO.ZO 方J[三 17日 下請11不可l

L 05(j III 0.2l>0.2(i 
十十杉1; 

0.1，1 17.'1 !日間色10YIと:l!2，iJt係少 を止1i:f1li/Jy:o 総 l
L P(iO III 0.1日 。15 17.1 ;P;fs色10YR2/:l.liliLIJlI' 

Jt正~úÍl
S K P:Wi ml L ド(i() III 0.19xO.2:J 

防f有|iiijj!!1と3 
。10 17.1 1Ii¥f1Jl':.lOY R3/:l，)血11)11')去何少

S P:]<17 71 しP59 III 。 l6~~O.20 0.09 17.1 Htn白色lllYR:l/，l，JiliI.LI少
ttiWi在必(詳羽lJユドIIIJ)

S K P九18 71 L 1'59 IU 0.18>、0.21 li'ff'll長 17.1 11tH白色lOYR日/日。j出111少lJM:[火
S K P:J51 71 L 1'59 III 0.20 ['IJ行 17.2 JP，i日(立10YR3!2.ltlllll少収状 S I<:J50を切る
SKP日53 71 L 1'59 III 0.32 )べり ;J8 〆卜も存I'J形 0.4 nUfJ色lOYR:1/2，)出ILI少塊状 S 02:)8を切る。 S13;)(川品.)1&
55 11く 771 1 

1Il 0.20うく0.27 千二格的J'IJf; 。l日 U;¥ifll':.1りYP;j/2.伐担~)_ノ
1Il 0.2:1 1'1Jβ 。o日 17.:1 11的自色10Y R :l/:J .i)il~i少

S K 1':158 71 L 1'58 III 0.21 xO.2:l ['IIIS; 0.11 17.3 i!HfJ色lOYR2/:3.1先的1少 S A:Jm4をIllilil::
日I( P:lf叫) 71 L 1'58 1Il O.ZI:i>< O.:J5 千二j主計il'JII; 0.25 17.2 !!;:t尚色10YR3/:1，J由ILI少波状 S A:JO:J4をhWI&
S K 1':1riO 71 L P58 1Il (UO ['J)β 0.21 17.2 時間色lOYR:I/:J，l出Jl.lJ;、ljUI犬 S A:J03riをN1JJ点
S li. P361 71 L P58 !ll 0.:J5 [[IJI5 0.09 lU lIii潟色lOYR:J/3，l由JlI少1J似た
S K P3G2 71 L 1'58 1I1 O.l8 xO.29 十I'!['IJJ5 。 lU よ.¥¥i1;l色10YR:J/2，l出山少ぷ:少 SA:3o::l4を十tW'J史
日K1':3(i3 LIヨ58 III 。18><0.26 付'fIT1J日 O.OG 17.4 出向色IOYR3/2，J出JlJl['
日1¥ 1':36'1 71 L p5~ III 0.28 1']1[ラ 0.15 17.:3 j玄関色10YR3/2)由IU少少
S 1¥ P:JG5 71 L P5日 IlJ 。18λ0.22 0.25 17.2 目白:<JOYH:V2，J出I.LI少!炭少
S K P:1GG 71 L 1'57 III O.2(jXO.iJl 十i'j['lJf5 。:J2 17.1 日色10YR:l/2，J由山 S A:39:34をt-!iill見
S K P:悩7 71 L 1'57 III 。1(1xO.21 INI'II1三 0.12 17.:¥ }玄関包10YR:l/2)I1lLLI少 傑 l
S K 1':368 71 III 0.25 ィ、笠三 。1.1 17.3 mis色10YR:]j2，地山少
日K P:lG!J 71 III 0.:¥2 1J.12 17.:l 凶色10YR:1/2，J由I.LJ少!淡少 S 13:30mを|持成
S K 1'370 71 L Q5G III 0.，12/0..t4 不'I~[LJJ日 0.25 17.:l :J.{f目色lOYR:J/2)由JlI少JtUT
S K P:l7l 71 L 1'5G III 0.21/0.23 ドJIβ O.H lU !i.Uお色JOY R3/2，l出JlJ多

11:1良市 cmト日色10YR2/2)出1[1"')
S K P372 71 L 1'51j 1Il 0.29><0日j 不渡トドJJじ 0.'17 17.1 ト!j@lOYR:l/2，J白山少 S A:IIJ:J5を品&1&
S 1くPim し1'56 III 。1日'， 0.18 持iflJI伝 。19 17.:3 ，;~\褐色 10Y R日/2)由iI.I'l'

5 5 l1く L P5G III IJ.:J5:< 0.:18 門!じ O.lG 17.4 ;m白色10Y R3/2)I1lLi 1少 S Il:JOO:3を1'，'1，1&
L P55 1II 。l.jxO.1G I'JIβ 0.06 17.5 H.¥i日色lOYR3/2 

SKド:J76 L P55 1Il 。18 ['1形 。H lU }えト島区~lOYR :J/2 S K P9G8を切る。 SA:10:15をhWIJ，見
S 1¥ 1':377 7.1 L 1'55 III 。19/0.22 十五['IIf; 0.08 17.4 };1，1;同色lOYR:l/2.地J_LI少
日I( 1':378 7.1 L 1'55 III 0.1.1:<0.17 

V15i1ド伝
17.:3 JH褐色lOYR~1! 2 ，l出J1 1!j)

日l、1':179 7'1 L 1'55 III 0.1:3、くり 16 17A JJ~f{J色10Y R:J/2)出Jil少
S 1'(ド:380 L P~5 III 。14入 0.19 IH['11伝 lU 自色10YR :J/2 ，J出山多，ìJ~1、
S K P381 7， L P5;) 

HIiI I 0.22 ドJJIS: 。10 17.:1 呂色lOYR3/2)由LlI~ぷ:少
SK 怖2 7，1 L 1'5ei 0.26:< 0.29 If'f['JI巳 0.20 17.:3 Ht:fト[l@10YR:J/3，JI1lJi.)'I' S K P:J8:Jに切られるの S B3004を↑品f&
S 1くP38:1 7.1 I百 0.2.1 x O.2~1 11;1'11彩 。15

黒日川臨川叫}日狙画尚昌毛型色也面色旦百干旦五RRR百王九立訂2丸1地地国削面山dh市且ド?φドち

S 1< p:m2をUjる
S E 1':38.1 74 III 0.28 ，< 0.32 l/il'JIf; 。17 S A:JOJ5をゆ点

7，1 L 1'55 III 0.'1日〉、0..16 不も~f1J1杉 。10
L ド5:1 lU O.2(ixO.:Jl 陥I'JII;; 0.24 

S K 1':187 L P5.1 m 0.2引 !っ!β 。12 IH 

Itlüúíii~t( (立~t自色10YR:Jj2)出1[1'['ぷ;少)
S K 1':189 L 1'5，1 !日 。16 I[J形 0.0:1 17.G 1I，'j持j色10YR3/3.!出1I1少
S I( P390 L 105，1 1lI 0.26 x 0.58 不も古F[]Iβ 0.16 17.4 市計11不Iりi
S K P:191 L 1'54 III 0.27X().2~ I'JIβ 0.2.1 17.:1 }，I};f日色10Y1~:J/2 .1出Jil少
S K P:192A しP5.1 lU 0.30 円形 0.20 17.4 見II.J包10YR3i2.1由l[jl.I' SKP日D2Bを切る
S K P:19211 

IlIii l ドJIf:;' 0.11 17.:1 !日間色10YR:1!2.!iliJil'i' S K 1' 392Aに切られる。手11)~ l 
SKP日95 7.J フド1';HrWJ)f; 。13 17.4 烈ト白色10YR3/2.I由Jil少1伐少
S K P398 71 L Rii7 1I1 0.30 ドJI杉 0.15 17.2 思fiJt310YR:l/2.!出JlI'i"，炭少 S 13:300.1をtNilIX:

71 I L Q57 JII 0.31xO.:J7 行jP1J杉 0.40 l7守l J;!，{fs色10YR3i2，i;l!限少 S B3004を椛1点。縄文土{f}il

拙

71 L Q57 m 0.:1:1 ド111; O.:17 t 17.0 
|| !Hif訪日自色色法Jti修少少

S B:lα).Jを1/111&
'71 !， O日(i III 1l.2:ix:()}11l 続I'Jlf'. 。!17.2 
71 L Q5ι III 11.2:3>:0九6 |古I'JJじ 17.1 ;:，i!.f?J色lOYR2;:3，1出IU少f!c[九氏IJs少 S B 300.Jを情成

S K p.J[)，t L Q5G 1I1 O.l:I f'llf; 17.3 潟色lOYR2/3，1白山少佐1)¥，炭阪少
S K 1'405 71 L Q56 III 0.23 II]Jf; 0.06 17.3 l立ト目色10YR2/:l.!也Jil少トL'[犬極少
S K p.IOii 71 L Q56 ll[ 0.3.1 )(0.39 If'W1J杉 0.20 17.3 H計局色10YR3/3.1出ILIJ.-'f似た総少 S 13:100日を!11Jf占
S K P.109 71 L Q5G III 。l7><0.2日 術11J1巳 0.10 17.:1 iW日色10YE3/2J由J11少も'c[犬Jだ@i少
S K P.IlO 71 L Q5G Jll 0.15 l'日U 0.1'1 l7.:1 トhlEol0YR，I/2，J.JZt長少
S K Plll 71 L Q5ii 百I 0.21 ['11[:;' 0.05 17.4 !lif褐色lOYr，，1j3.id治1少
S K P.]12 しQ5G !H 0.2f) >; 0.33 Iffl'llじ 0.:1-1 17.1 H官協色luYR:o/3)由J.iJ少状i伐 ~í~少 日日:100.1を日，11&

71 L Q5G ITl 。 fflJ川]f; 0.09 17!l 11奇!日色IOYR Cl/3ぷ;怜~fl)
7.] L Q5:， III 出ドJIf5 。1:1 li.4 lIiH目@LOYR3/日ぷ;極少

第22表柱穴観察表(2 ) 
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4章第 2次(平成12年度)

Jお>f;[~11 iijitiJ8: 
1主/U または

、F Ifìj}[;U~
1悪さ !広 首長 号

iIJi ;!lJ乏(m) (m) (m) 

S 1く1"115 7.1 L Q55 III 0.17 x 0.25 

ノ{二H陥絞i桁Fド日杉]1[; 

0.09 17.4 IIftf討色10YR:jf:J.i*衿z少

S I<: p，ll(j L Q55 III 0.20 x 0.27 0.:16 17.1 11fT褐色10YR:Jj丸山山少校 vun~i少 S 1<: P.I17と.f[f長。 5B:JO()'1をlml&

S K 1'.117 し I!l 。 0.11 17.4 11fT対立，10YJn/山火位i少 5 K P'IlGと，rili江

K 1'.11白人 74 L Q55 III trWJJβ 0.-10 17.1 討E'.lOYrU/2，!由1].1少絞りし品少 S 目KK1i33441188ちAを{こ切りjるら。れsるB:JOり4を泌!点

51¥1'41813 III 0.23 )くり 28 f古川1[; 0.0日 17A 
けJ111!1
治民
¥i俗むG色tE立l0CmRJ/2出由鰍MU4少 抄五j、

S K P 419 7.1 III 0.22 .í~ ï';HI] )f; 0.31 17.1 

S 1¥ P420 7.1 III 0.27;< 0日2 イ'~ii~ tí'i IT] Jí; 0.1.1 1U 

日K 1'.121 7.1 しQ55 I!l 0.:34 ['JJ日 O.2~) 17.:1 IIfH日E'.lOYR:VéUllILI少も，~d)、!よ少 13:100.1を仏IIJ交

く
7'1 L Q5.J III 

く日

ィ;悠H'iI'JI[; 0.10 17A 111;柱JellJYR:J;:U長主主少

7.1 L Q5:¥ 自! 作i川Jf; O.IG nfT托;色lOYIn/り出tll少 b，[ I J; .Uif'~\少

K P.12'i 71 L R57 III I'JJf; 。1o ，*，1，J-;氾f!>.10YR:Jj2.J也111少.1*<1' S I¥:JO泌を構成

S 1く1'.127 71 L R57 III 0.20 x 0.2'1 十('ii'JI[:i 0.20 11fT褐色IOYR:l/り也Ll I~J)~少

S K P'12H L R57 III 0.28 )イ日日日 えiI日 0.'12 17.0 z許制!I司、II)J 513:10()'ヰ 三i);}川1:めるポIJn1

SKpι1:10 71 L R56 III 。17xO.20 約I'JI[; 。1:¥ 17.3 京間色lOYRVVllll1多i，i:!J

S K P4:l1 71 L R56 ll[ WI'JI['; 17.2 ;J.~ 社j色 IOY R日/2.JllILI'I'.炭<1'

S K 1'4日2 L lミ56 III l'、渋十i'fll]Jf; li.2 詳説11子;1別

日K P，I:3:1 L R56 III 。18 ['JJL; (J.21 17.:3 .'.!.\ìむÊ'.1()YR :l/2 ，1由 111 <I'.f.)~少

S K P.I:14 しRS5 1Il ll.:j~ }J!i; 。九9 17.1 京協定110YR3/2.1出111']; S 1l:I004をI，?j 11え

I'i L R55 1lI 的ドJJ伝 仏27 17.1 };I.¥r日色10YR2/2.J出11.1<1
'
.1ぷ少 S B3001を成11.父

く H L R55 m ト自I'JJ杉 0.11 17.:l !日間色IOYR 3/幻自ill少

S K P4:l7 L R55 1lI 0.29 Jj}[; 0.2B 17.1 !日トUf!>.10Y 1， :Ji 2 .J山i! l:?-J)~少 S B:l004をI1IJJ&

住民隊法C'.¥¥rU色lOYR2/幻自LlI少少)

日 P，I:J8 7，1 しR54 1lI 0.21 >:O.2:J 不i的在hlq1!i杉[J1[; 
。Of) 17.:3 終協定llOYR3/幻自LlI少

S K P，I:19 7.1 L R5'1 III 0.22>< 0.29 0.28 17.2 託行白色10YR:l/2，J也1111:1' S 13:1004をtflilJ¥'

H lU 0.2:1 )]'1[; 。i日 17乃 京社1色10YR3/2.J由ILI']..'

7.1 IIT 0.20>く0.2'1 術IIJ]じ 0.20 17.:1 ;-，U氾I!>.10YFU1/2，Jlllll少少

5 K 1'4，12 7，1 L 1<5.1 
HlII I 

0.20>< 0.26 付nIJJβ 。12 17.4 ;，Uト白色lOYR，I/2，J也ILI多.iJt少
日K1"1，13 7.1 L RfJ.I 0.20;< 0.25 情ITJJ日 O.OG 17.'1 !日r5f立lOYR:l/2，J出LlI少 |隊 l

S K P44G 7.1 LIミ III 。14><0.17 術1'11[; 0.08 17..1 ::Hi日包10YR:V2.J由山 'I'.ì~少

68 L S57 III 0.26 ;<0.:30 村';PJJ[; 0.19 17.2 JHfU包10YR:J/2.J出 ill少少.Il'~二1:極少 S日日00.1をlml.ぷ

く 68 L lU 0.3.1'く0.'l(J ff'if'JJ行 0.2:1 17.1 .I，!?;f日色1り R3/2，J出IL!多 村正:確認む色 日日日004を1帯!点

10Y R:l/2，JllILI少.i.i([!'.IIU:少)

S K P'150 GS L S57 1Il 0.18 11m 。I:l 17.:l 潟[立10YR3/2)也LlI少.1*少1焼し1-'

日1<: P451 (i8 し356 1lI 。日(jxO.39 治I'JII; 0.31 17.1 ト白色IOY1<.:1/2)世111;;':; tl:司王係認 (1，1Hl¥色 日日九00，1を!II;I&

IOY 1U/2 ，J出 LLi少，伐 NIó少 )J'U:.l;~i少)

S K 1"15:3 68 L 357 1Il り29xO.:J5 十古!可!杉 0.59 16.9 J;Uト目色10YR3/2.1出ILI'I'。以レ.IJ't:I.少 S s.i004をtW，主

S K 1'45.1 6B L S56 1Il 0.21 ;，0.25 ?古j1JJ[; 0.10 17.2 立WJ立1l0YR3/2，J1臼ILI少。U<少

S K P455 GS しS56 1Il 0.1'1 不j'，WJI[5 0.09 17.:3 烈}白色lOYR3/2 

S I~ P必6 68 L S56 III 。16><0.19 術|【lJ[5 o.m lU J:HftJ在日OYR:l/2 

S K 1'458 68 L S56 III 0.20 x 0.22 ;r~1百 j'Jlf5 0.21 17.1 ;幻自色10Y1<3/2)由山1:1'.1)1中 "csr:ttfl立;，1.510+4013 P 

3 K P459 G8 L S5G 1lI O.20xO.27 rI'i['J][; 0.22 17.2 :ω S B:100'1を十tIJ}&

S K P.160 1，8 L S56 ITI 0.25 ;く0.35 十百[111β 0.1，1 17.:l 世間色10YR:3/2.淡少 S 133004を村\111" 0 欠 )JIITある ~lIJJ午]

S K P462 73 L m 0.30 x 0.26 トi'iILJJじ 。l日 17.2 羽田e10YH:l/2)lllll多

S K 1'.16:3 7:3 L S55 m 0.21 :<0.25 ト('ilrJW' 。17 17.2 県ト白色10YR:1/2)由山':J:'

S K 1'，16，1 73 L S55 関 日14><0.20 不1主総jI1J[:; 。17 17.2 l県民1色10YR3/2)世山多え少

S K P465 73 L S55 m 0.:37 11J][; 0.07 17.:3 11約白色10YR:1/3 ，J由 LLI 多，;:i~L!] S A:10:18を悩IJX

S K P466 73 L S;，4 III 0.<11 'く0.45 fiH'JJf; 0.10 liA 京協色IOYR3/2 ，Jlliill~.炭少 S K 1'.1671こ切られる

S K P'167 7:1 
L し

1Il 0.:12>く0..13 十自[111巳 0.14 17.2 :-，U褐色lOYR3/2，J出 LLI~ ，i)2少 S K l' ，166を切る。 j，IJ片 i

S 1く10468 73 1lI 0.17>;0.20 ト古P11β 0.23 17.1 黒沼色10YR3/2，J也ILI'J1，iJ.t，!;、

S K 1'409 7:J L S54 取 。15xO.23 ガ!じ 0.13 17.3 "¥¥isi主lOYR3/2，)山山多

S K 1'-170 73 L S54 回 。19x 0.23 プ'jl杉 0.2;' 17.2 潟色10YR3/三池山I:!J

S K P471 73 L S54 III 0.16 ド]1予 。18 17.2 黒褐色10YR3/2 ， J由 lll~J長少

S 1く1'472 7el L S54 III 0.29 x 0.:16 打il'llじ 0.1，1 lU 尚色10Y1'.2/2)出ill少足少

S K 1'473 73 L S51 町 0.25 x 0.28 方形 0.28 17.1 日elOYR2/2，J山LLI'I'，;:iミ少

SK1'ιli4 7:1 L S54 III 0.20 x 0.25 ト百円形 0.25 17.2 11郡白色lOYR3/3)山LLI少。炭少

S K P475 73 L S5'1 m 0.25>べ0.28 I'JI[5 。10 17.:ぅ ，\I~r白色10Y R 3/2，JlliIJ 1 '!' S A:lO:38をH!Jf}史

S K 1'476 L S 51 III 0.23 ド]If，;; 0.06 17.4 託手続11，ド11月

S K [コ 477 7:1 L S 5，1 III 。17xO.19 総1'])[5 。12 lU !幻自色10YR:l/2，Ì世Ll I~，炭少

住，1m確認(京佐l色10Yr， 2/2 ，l~日 LI.I'I')

SI(P'178 
688 8 

L III 。19 I'JI日 O0(i焔2 
!1fT褐色10Y[， 3/主伐 t.:[;'j).)，\~二|縦少

S 1<: P，180 L T5li m O.J:J ~(;官'~I'JJ[5 lIi'ff白色lOYR:l/ιUllilLI少

S K 1'481 li8 L T56 1lI 0.14 1'])[; 11.08 17日 IIlffK¥810Y R3/凡l出11.1少

S K 1'482 68 L 1'56 1Il I O.10xO.17 1古I'JI[; 。II 17.2 11M白色lOYR3/:I，J也山隊少

S K P48:1 68 LT5日 1lI 。12 11]1じ 。13 17.2 ng:同色lOYR:V:l，池山tJi¥少

S K P484 68 L 1'56 ITI 0.11 )く日 17 mlり!日 0.06 17.:1 IIfj褐色10YR:l/4，J出11.1'1'成状

S K P.185 68 L T56 III fl20>;O.2:i 情円Jf; O.OG 17.:1 ト白色10YR'I/<I，l出LLI;j:.
をにWi切1点られる c S A30:18をWjlJ)(

S 1く10486 68 L T56 1lI 0.20>く0.24 !{:f!I]J[; 0.09 17.2 !ltf福色10YR:l/el，J出Ill't'

S K 1'，187 68 L T5G m 0.24 x 0.26 lNIIJJ[; 0.15 17.2 !lf'illJ810Y R:1/，1)出 IlJ t，~\少 S K l' 486を切る。 SA:lO:l8を}持IJit

S K l' 488A 73 L S55 初 。18xO.21 十五I]JI[; 。17 17.2 許制11不lijJ

SKP488B 73 L S 55 ITI 0.2:1:<0.28 続I'JI[5 0.08 17.4 正HIlI不11)]

SKp.190 73 L III 0.:1:1 ITJI[; 0.18 17.1 IIH'ト白色lOY ば /3JIII，I，I))怖の S 1(.liJ9を切る

S K P.191 L T55 III 0.:15><0.44 協j']I[:J 0.09 17.2 

共前同E回J色色色111000YY Y ilR:J///4JJJ也出白山山LiJ多少少塊'fJL状状。，淡妙手少書'11S K P，192 7日 LT5.j III 0.37 不能I'Jlf; 0.14 17.2 

S K 1'495 69 L Q60 関 0.32>く0.39 fiflIJI杉 。10 17.0 

S K P496 L Q59 1II 0.25 j']Jf; 0.26 16.8 :iH尚f立10YR2/~i. i)~y 日日:J005をf品IJX

S K P497 71 L R59 III 0.26 ;<0.:12 j有11JI日 0.25 16.8 IIljト自色10YR3/3 ，i'Î'~1盃少 S B3005をIr¥成

S K P498 71 L Q58 III 0.22 ;<0.29 総IIJJ巳 0.2:3 16.8 lt;}rg色10YR:3/3 ，1由 ILI~ I'ù::l犬、炭極少 S 133005を1，1¥成

主L浪路認(祭}日色10YR:ij2ぷ:づけ

S K P.199 71 L Q58 1Il 0.27 >; 0.30 l可J[; 0.16 16.9 白色10YR2!3，J也LU少1)U'!た?炭減少 S 13:1005を十NjfJx
S K P501 71 L R58 UI 0.22><0.cl[J |古IJJJじ 0.27 同色10YR3/2，J出ILI多 S 133005を+，1¥1&

S K P502 71 L R58 1II 0.20 五11ラ 00日 計局 [l~IOY R2/2.JlliLLI多

S K PGo:J 66 L S62 III O.~J3 x 0.:35 不全可!日 0.29 lG.7 県倍色10YR:1/幻自LllqJ.t..だ少λtl二少 S 13 3006を構成

S K l' 505 66 L S61 111 0.38 jfj![-; 0.27 16.7 以rS色10YR3/2，J也LULI'.1災少 S 133006を t~~f】史

5 K P 506 66 L SGO 問 0.:J2 >< 0.37 }古ド]Jf" 0.32 1(i.6 烈ト白色10YR:l/2)也LL!I!J，iた少 5日300(iを[，¥¥1&

住仮百m認(.':1.{トII色10YR:3/2)出LLI~)

S K P;IOi 66.106 しTGl l!l 0.29>、日 cll

J作 ιC 
0.15 16.:1 ;:.~~rB 色lO Y H.3/2Jð~少 S K l' 1141に切られつ3円Ii:J006"211，¥I，¥'

S 邑ド

66 L T60 自I 0.34>くO..jO 0.26 16.7 !Jir侶色lOYR3/日，絞少 S B3006を+，.，íIJ~

66 MA61 III O.~i :3 xO.ilG I'JI[; 0.17 16.7 );I，¥i8色10YR:J/Ud:多 S B 3006i-構成。お日文 L:6ii1 

66 MA61 III 0.34 ><0.40 協jfjl巳 O.2~i 16.7 尚@.10YR3/2，J也LLI少成状

6G MA60 III 0.:16x0.40 十Wj'JJ行 0.12 16日 JcH褐色10YR3/U由LLI少位状，炭triE少 S 13 3006をfNiiJ見

S K P51ι1 68 1vlA59 III 0.:¥3;< 0.:¥8 ff'ilLJJ杉 0.21 16.7 黒褐色10YRclj2.1出LLI少状，i).!Niiづノ 日日3006を1，¥11&

S K P 516 65 MB61 III 00.1!日
jlj)巴 0.29 16.7 侶灰色10YR4/1 S日3006をほ1&

S K P517 li5 Ms60 III I'JI[; 0.13 16.8 ，¥¥¥f&l色10YR日/2，)出LII少IJU!尤点:極少 S 133006をf，Ij成

6s MA61 取 0.3i 円J[~ 0.26 16.7 |黒褐色lOYR2/3)也LIJ'TJJW，，;;i:主同心 S 133006を構成

65 M1360 III O.35xO.52 INI'JI[5 0.26 16.7 IJ.¥1ト[l@.lOY 1II'，I，!JAill:1古r.1}lt S 133006をもIlj成。緑色文::r::.mi3

(i7 M1359 l宜 0.35 x 0.37 )]1["; 0.19 16.7 ß~ト白色lO Y R3/2.i<Ji極少 5日3006を構成

第23表柱穴観察表(3 ) 
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2節

J<ll[可l
i'斤u:l6:

検出
1立長iま乏(たmはj '1~[ÍlÎ lr;:IR 

(m) 
|州側 担6 日;1 巧

1fi日 IIii 
I S 1くiコei21 67 M 1359 

11111 1 。メ0向。
係!っ1[5 0.20 16.7 色IOYR :l/2 J.)~減少 S 13:3006をftlil&

S 1く1':;22 ι7 M J35fJ 1告11111';; 。1:3 lo.iJ 11tH白色IOYRV:3，iJ!縦少
SS 1B1m:300O66をを椛七時!成 縄文お 2

5 K PS2:! MC61 III O.:J7x{)九9 ド11[3 (1，;幻 [(j，fj 然!日立，IOYR2/:3)出 lil少状j長特~1-

S K l' 52(i 
658 0 

台
11111 1 

0，23 方形 。17 16，7 ι ちIOY1と九/2.1出ill少校IR

S]( 1'，，27 日5八
術ドJlf3 0.20 16，7 !1ft泌色10YR:3/3，iJi綴少

S]( 1'52fJ MFflS III 桁1'11[; 。12 I 16.8 褐色lOYR:J/2.iJ!悩少

51く1'5:¥0 日付 M 1'，，7 III 0.:30 >: II.<I() 方形 0.2.1 W.7 1;¥¥何色10Y1<.3/2.1出111少枕状.iJ!t<ji少 S B:lω?をt，'Iilぷ

日KP5:ll 

計菩J弓i 同

III 0，27xり イ在打1111形 0.26 lG.7 初む10YP.a/2)由I11少状 S日1α)7を特1;11主

K F ，，6 JI[ 0，21 
j11111111巳3 

0.27 [(j，7 立'J自在，10YR:J/2)出ill't咋拘 S日3削)7をt{fjf&

日Kド:;:1:1 Geil III 
。日0.2:1 

。lii 16，7 ;A¥i日色10YR:J/2)自III~

5 K P5:35 Ge8 III fril'lI伝 0，09 16.8 :.U)日@.10YR:l/2)出ill多，伎俳

S K 1'，，37 G58 III 0.19;<0.22 1I'iI'llf; [(j.8 トIJ色10YR:i/2)出Lll'i'

5 1'5:18 58 lVl G58 III 。J:l>くり 22 干;十î~ lÍ'i ITIJI; Hi，8 以1日色10Y1'(;3/2)出LII多

5 K 1'5:39 り日 MGS8 III 0.20 x 0，25 -IfiI'IJf; 目立，1UYrミ:l/2)出LlI'I'

51く1'5.10 58 MGii7 111 (1.17 不 ι1'11杉 。10 詳細不可|

58 
L釦

l町田川u 

て 干、1iil'll彩 0，06 ;，I.HIJ色10YR:l/2 .1出 lil~ぷ:少

j鰐盟結記示S 日九i 
日自 不技術I1JI伝 lG.7 日色lOY1ミ2/2，J出Lllr!'
日目 lVlGη7 O，2()X()，2日 桁1'lIf; 16，8 日@.lOYRil/2.1il!i11少 少

58 MG57 0.26 X ()，29 ドJIL' O.:J'I 1(;，(; !，I.{ilJ色lOYR:J/2，1出1I1少

K pj'l;; 日日 MG57 
IlIll I 

()，2(J 方J[; 。04

1ili仕MU68 仙n 

:Hf日色lOYR3/2 .1 lli Li I~ 

おJ( P~.l日 5H MG5G O.24xO.:JO )jl[; 0，07 ;，HrU色10YR2/2 .1出 ILI~ 5 B:J007を|持1&

日KPe.17 MG51; 1ll CI.21 ;<0，25 
T存プ 可伝

り
1日潟日色色日札91j1出111lll il少

513:J007{-WiI& 
58 I MGGli [[] 。!日7くり 22

58 MG5s 1ll O，:l1メ U.~J7 {官I'JJβ 0.39 16，6 日810Y R:l/2)出山'1' 5 J3:1α)7をl，'，j/Ix
tI:m伝記C'WIJ@.10YI日/2 ，Fe~J忠士会;)

5 K 1'5印 58 MG5G III 0.30><0，3:1 );If; 。11 l(j，8 氾f!l10YR:l/2，)出111'1' 5 J3:JO07を然成

く
660 0 

MG5ei nr O，19xO，21 

不不1打犯行4i;I;1J] !11 杉

O.U9 l(i.8 

亙県J県川歪川相目包色王色豆亙2221地E地M1山少
l'vIG5:3 III 0，22 x 0.25 。11 16，9 

S K l' 554 fiO MGei:J III ()，21;< 0.2日 0，09 16，(J 

SK 目。 MG52 
1i1ll i 

0.290.:3.1 情11JI日 0，25 

MH58 OAB IrJJ伝 0.08 H針日夜llOYR:V主l出LiI'J、

lVIH:i5 III O.26xO，:lO 判定結ドIJβ 1l.21 lfi.7 よ立褐色10YR3/2.1由LII少凶状

5 IくP558 M115:1 III OA) 不もそI'JI15 0，08 16.9 日色lOYR:J/2，iJ1仏、

日KP5Gl 。7 M 158 III 0.24 ><()，29 j有1'11日 0，10 I 16，8 
H烈j辺ι川i戸l}ト尚目色]ωOYR:lνiν/2令.1辿由|5 IくP562 。7 M 158 III 0.21/< 0.2i !古1'111:3

l1I 11O0(0M M00WF18古

ドJ.>HilH'l，r:MJtノ

51¥ l'ei6.1 ひ7 iVl 157 III 0，20 1'1)[5 同色10YR:J/2，J出1.11少?な状

5 K P5G5 り7
Mi1iうレ 1IH1Hiハ

1'1月三 色IIlYR2j:J，伐泌少

5 IくP!ifiG り7 !vl 15fi I III I 0.20 ドIIf; |山，\~{ト目色mlO YRm2/2，伐i由少111少hWUXlilli'5 K P567 。7 M I 56 I nr I 0.20 ド111" 引In-1 

5 K 1'5(i8 かII 56 III 日21>:0，30 情I'W O.OS 16.9 色lIJYR2/:3，炭極少 5 A3011をtllll点

5 K 1'569 M 15(i III 。18λ0，:36 情1'11杉 0.10 16，9 よ立潟色10YR2/3，炭紙少

S K 1'570 59 1VI1 1Il 。18 11JI杉 0.07 16，9 黒浴色1IlY R:l/2)由 1I1少状，iJ.i~~i少

S… 守7下

M 155 1Il 0.14xO.19 怖いJJ杉 。11 16，9 思}白色10YR3/2.1由L11少'fll_状!炭極少

59 MH55 III 0，18x()，22 

不4技f1i1術l3l!jf3!1β 1])[; 
0.09 16，9 II?I褐色10YR:l/日

。9 IVI H55 問 0.20 0，0日 16，9 111刊誌@.10YR3/eI 5 A:lmJ9をHIJ/j止

IvIH55 I11 I 0，17 y 0.20 0，09 16，9 lIiHiJ@.10Y R:l/.I 

59 M 155 I11 0，2:1 不終1'11β

。00，21131i i 1666β 9 7 

JH尚色10YRV2，J出 LLI6LJ社'IX ，炭~.lli少

S K 1'576 ;;9 M 15e1 III 日22xO，:31 陥f'J)[5 ，~1~筒色10Y R2/3)出LLI少牝V¥.i)!極少

5 1'57i :，9 M 15:3 111 0.28 I'JlI5 lIiHIJ色10YR，Ij;I，炭t0!0)

5 K 1'578 59 IVlI m 0.20 プj形 0，23 16.7 JHト自色10YH2/:土地iJJ少ド11九伐悩少

S K J'f，79 59 MH5il m 0.24 ドJIf5 0，12 16.8 黒褐色lOY1¥2/2)llILI少液状

S K P081J 59 1v1115:J 1lI 0，21 >< 0，25 1存|可!杉 。Hi 16.8 lIiHf.l色10YR3/il，l由Lil少出状 5 A30.12をt/lil&

5 K 1'，，8] 59 立;1H52 1lI 0，:357.0.41 情I'J]杉 0.28 16，7 11fT褐色10YR:J/:1.!由山少塊状

5 K 1'083 5~) Mf15:1 ]lJ 0.2.1 1'11[-; 。18 16，8 1I;;f潟olOYR，3/3 S A:1042を構成

5 K 1'58，1 60 MG53 11l 0.23 }月!日 。11 16，9 黒褐色10YR:V2)出Li l~ S 1¥:3042をJ倍fI見

S K P58.5 GO MG53 III 0，23 x 0，2.5 0.45 16，5 泉佐i色10YR3/2，)也111主人炭少

S 1¥ P586 1，0 MG'l:3 111 0，39x0.45 1古 0.06 16.9 よ1H&l色10Y1¥，1/2，1由1111]'

S 1くP587 fi~) 恥11 S2 11l 0，18 x 0，28 {古jlJJf; 0，09 16，8 H黒立胤ik目j色il川OYR川3/2，υ.1由山1| ド"心川Jノバt什i以A'包 L此t土拍悩;，化L S IくP588 59 M 152 阻 0.26 x 0.:1:J 結ILJJ彩 0，08 16.8 S A:304日を1，'11/&

5 fく1'589 59 111 0，26 X 0.:10 |官I'JJI; 0.10 )(，.8 ;~H ト白色 10Y R:I/2，1出LLI少

5 K l' 5DI 59 III 0，27x0.41 十古ドJ]杉 0，36 Hi.6 目色10YR2/3)llLiI少も!.l!"炭阪少 S 8:101:1を機1&

5 K P592 59 九I152 11l 0.26><0，:31 2113形 。13 潟色10YR3/2 ， J白山少1'，'[状 .ìð~綴少 S 13:101:1・ 5A304:3をt"/r}f点

5 K 1'593 59 MI ]lJ 0，26 方!巳 締結色lOYR3/3 5I¥elO，I:lを|持1&

5 K l' 594 59 M 152 11l 1J.:l2xO.:35 方!杉 黒褐色10YR2/2)1白山少佐|丸心，thfA~'

5 K Pei95 GO MG52 111 0，23>く0.26 怖いJIじ 0.30 16，8 11吉ト白色10YR:l/り出ILI少JjU状

5 K P596 57 長1156 III 。17xO，HJ 作j!lJ][:; 。日目 16，9 烈ト自色10YR3/2，ini]¥少

S K 1'59'1 M 156 自Ii O，17xり19 INI'JJ[壬 0，08 16.8 fo，~~尚色10Y R2/:U也Lil少IlcIK，iJiEi)j;j.、

日Iく1'598 。内円i ivl 156 m o，a:JXO:lG 不îî~tí[r fLJJじ 。11 16，8 1;.1.¥出色10Y R 2/3.lIULI 、h'I:II，'誠心 5 A:3041をゆjJt

5 K 1'，599 。7 !VI 157 1fl 0.18 x 0.~5 f百f[JJf; 1(;.9 l月三fei巳lJ Hhlll/] 、h'rH討Hlh'b

5 K P600 MI158 1fl ()，18xO，21 方1[5 lli.8 ;~Ufß(立 IOY R2/札j由111少

tlil'fliig:tt:'. (詳説11不11]])

おKP(jOl :JI !vl I1G6 1fl 。19>0.28 ノF'l在iuITJI[; 0，09 16，8 1115出色10YI日/:1 5 13:1007 . S A :1040を{-iIJII友

S K Pfi02 59 MH55 UI 。liixO.17 じ 。11 16，9 !l i~f トì;) @.10Y 1~3/:1 

5 K 1'60日 58 iv1G57 1lI 0.50 不4古川If; 0.14 16.7 悩包10YR3/2 

S K P604 5B MG57 f1l 0，18 'ど 0，20 ノji巳 。10 16，8 間色10YR3/2 ，!出 LLI~ S 13:3007を椛11立

S K 1'605 58 MG58 Ilf ()，18xO.20 不j主力)f:; O，OS 16.8 時間色lOYR:J/:土地山

S K 1'607 。j M I 57 m O.20xO，22 門Jf-:; 0，0:3 16.8 辺倒色lOYR3/2)出LLIノ州立状

S K 1'609 MJ 1Il 0.25>:(]，27 不控I'JJf; 0，05 16.9 !!.¥i日色10YR3/2，!由1I1多

tH点目在認 (烈ト白色IOYR:1/2)出LLI少)

S l¥ 1'610 5引 M J 55 1Il 0，27 千二経l'lll三 0，(]6 lIi，9 目的自色IOYR3/3，J白山多

tlll¥ffi'lli.il!. (lIi~ト白色10Y R:3/3，)出111少)

S K 1'611 59 ivlJ Ilf 0，27 ィ、ドJJ杉 。15 [(i，8 ト品在1l0YR2/2，!世山j..'.hえ少 S Ao041 を憐11)(

S K P615 il!J 羽 。!日 十riITJJf; 0.08 16 ， ~1 }.，U出色10YR:l/2，!由Ill't'

S K 1'616 59 l'vl J 55 III 0，23 JjJβ 0.16 16，8 黒褐色10YRe]/2点出ILI[/]，淡少 S A:10，1lを情11)(

52 M 1(54 III 0，19:<0，22 I'JJ日 0.22 16.7 mi品色10Y1'.3/2，1出山少，I，]:!'/'

S 5円
HllI I 

入

戸思!日別色10)主Y防R3/自2，1宅由位LLI少

S 1¥ 1'621 59 1Il u，26 >: 0.29 方形 。12 16.9 JJ{間色10Y1<2/2，1由Lil仁/， S A3043をfWI&

S 1¥ 1'622 5日 M J 52 関 0.20入0.25 トl'il斗JI:; 0.22 16.8 !n褐色10YR3/2，!白山 /1泌総認(Ai:{f自立L

10Y R2/2，れl!山少，炭傾少点こ憾少)

S K 1'623 5D f1l 0，21 )く0.30 防ド]J日 。15 16，8 よ日ト白色10YR3/2，J由111多少

S K Pli2，1 ;:;0 f1l IU5><O，58 fNl【11[; 0，09 16，8 lIiHKl色10Y1'.3/:1.161少 S K PI091に切られる

S K 1'625 50 MK57 1Il 0，20 x 0，65 続I'lJむ 0，21 16，7 詳細不明

S K 1'628 50 MK56 III 0，22:<0.elil j古fTJlf5 0，07 16.8 ~í;討白色lO Y R3/2)出[LI[/1

S K 1'629 50 MK56 III 0，32 x 0，，15 ![JIf5 0，13 16，8 ~~f目色10Y R3/2)山山少j火少

S I( 1'630 50 MK51i 11l 0 ， 20)く U ，~~ 1'11[三 。10 16，B !バト品位lOYR3/2，1出山[/1

第24表柱穴観察表 (4) 
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4章第2次

偽 1
11fi[えi iiJiYEI友 I人会!日ul1 辺j革iま乏(1ニmは) 'l'.jfiiJf;IX 

fj記 lílíl:~i r:'I，
担に

(m) 
S l¥ plj:n 日 Nl 1¥55 I f[J 0.2:);<0.26 }jf日 。16 16.7 :，IWJEl10Y R2/2.l由111少少

く 月乃ι 
MIく III 0.2G >; 0.27 }jJf; 。12 1G.8 色lO YR2/2，J出 111'11 .ì)~少

52 卜
)If イJ校十I'JドIJf; 。10 16日

tl:iJ長色l色百三白o山lyilイ多R2/丸少山III'T)
S K 1'6:，6 iく III l'IJ[; 。17 16.8 

日lく['lj'l1 52 MK52 III f有l'llf; 16.9 む色lOYIn/2，Jllitll'l' 

ド3例642 MK52 III りlHぐり l1'ilIJJじ 16.9 ;J，Ol}色IOYIVJ/ 2.l出 IJI~
III 。i日〆

{古}j川!β!じ
lG.7 

I 坐出Jj脱f向t出色皿色ω1叩V山K民KルM3勺2地地山出1l1li1lf少多多Eli刷kりkJとレ刷

SS KBG:1(1)(日出八をにf品1))/JJレLノS K l'Ij451う 1vI L • I¥I!¥l5'1 III 0.:1:) 
SKP日'19

h長 ル5日i 
1II !jff; 0.09 16ヲ

S K ['6[，0 1II O.20xCl.25 li'iI'IJ伝 I).OB 16，8 
S 1<: I'G51 

11111 1 
jllJ巳 。11 lG持

I 烈山山山!!以i日日jf泌削削1俗制臼拍削む[色色ω(立…1iω(り川川川00l川川川川Y川川川Y叱引[訳RZ口3/2/ 2，J泊j出出l山li hi il 少少J炭i足:少
S 1<:ドfi5e) lVl L5:i ノ'jJ芯 0.10 16.8 
SKド65.1 M L52 1II 。九日λ0.41 !jJ巴 。11 16.8 fよ燦 i

世帯 50 
IlIM5ii f[J 0.28 jjJβ 0.27 lli.6 1;.1¥泌GllOYR:VUlliILI!JバirdJ，'/'::.t，u;;!)

I 50 MM56 III 0.25 WJgGllOY F;3/1，l出tI.l少f.L状ぷ:版少
日自々をを

S 1く1'659 日IJ 台lM5fi 1II 
日7 心仏。:J当5 日

!日初色lOYRêl/ 1，l自山少位i九ょに約~~)j
S K P6fiO 50 M乱，156 )If 

桁/ili!|杉jf; 16.5 ;;!Jit.i民IOYR:i/I.JI!'IIIノレ担l少 S B:IO円8をHlil&
日KP661 MM55 III 。 lfi.li 11民自色lOYR:V:土地ILI少炭阪少 S日;ミ(]仰を立成

|主!u総 c.I，ue区，1(JY R:J/2J)<M;少)
S K l'(ili2 !vIMei5 O.'I:ly.iJ.iiO 十古jllJμ 0.14 16臼 ;jHIIIィ二!リi
S K PGG:l iv!ivIG5 III 。九7>く(UO

ププjJjj!形! 1I3 i 
1G.5 !，¥WJElIOY R:l/2)出I11少!'，t::!JUj2ト少 I S B:1008を術点

日1<'1'6什i 52 MM55 III り:1:1 16.6 呂色lOYrどう/2)出 Illt最少も，ijたト~'1; S B:10仰を付与!点
S K P6G:i MM55 111 O.:JOX[)九日 16.;' 烈}白色IOYE :J/2)白山 ~lJWU川ノ S Il日00討をIlliJ&

ド日666目

MM55 III jjJ日 (J.:3H l(i.5 色10YR :J/2.J出L1 1~JJiW~ J.;l:tJJi少 S I3ωωを!，III&
台IM511

1i1iI l 
0.27xO九日 十NI'II[; 0，26 16.G :J.HUi"，lOY R:J/2.JlliILI少hJ:状，iJ!約ιj;

SSI83:10:.10仰り8をを仲七時jrl点点MM5.1 (1.27' iJ.:l2 {古[IJJi; (J.:J(i 16.5 N，{rむ色lOYR:l/: ; Jl.d::i ，1 1，ユノ

S K P670 !vIM51 III 0.22 :〆 0.211 ['IJf; 

堕1宿悩悩ì~l色色亘色川
占~!J_)i:id)，' ;，p杭i!]

SKI'品71 5" M江'15，1 III 0.2，1 >く O.2H 情I'llf;
出11少q， S 1くPG72 51 長IN511 III 0.21 >、0.24 li'i[lJJf; 0.07 16.8 UI 

S KI'IJ7:l 51 MN511 

m 郎副m 

0.:32 ;<().:l'1 

桁1有

0.3B 白l11L[' り?9)を・日を十時!点。 iill文 2
S I¥ Pli7，1 MM5'1 

〆
0.:1:1 L'dl，' 1，目的;，

S 1く1'675 M L5'1 0.25 16.7 日EllOYR3n.J出LIJlI'，伐q，

コ667767 
;'2 !vIiVI55 O.:J2>く(J.:J5 JjJじ 16.6 !はHJ色llJYR3/2，1出111少付少

日0。0()i8tをを椛七時Mし;)'1 III 0.25 }jl日 16.5 托IElIOYH:l/2，l出L1 1~
位仮肝心沼 WW;]@.lOY1と2!2.Jllilll'l')

SIくI'G78 M江日 III 0.19> 0.2:1 JjJβ 0.17 16.7 JぷfUGllOYI<:lj2.日討が少、
縄S文B:J上00部9をS l¥ 1'679 lVIr、'15:3 III O.cll 千二桜l'IJ日 O..t:l 16.0 ト色10YR:J/2，111iLII少は状。iJe極少

S JくP680 MtvI5:J III O.2el x 0.27 :{、終|古IJJJfJ O.2cl 11).7 !.I.¥fむ[立10YR:lj2，l出!I!I極少佐 iiU民的~'].: 日B:10lUをれNi!点。t，JU史上;f;i~-l 
S K 1'681 札IN5G 1If 0.27〆O.:J:I イゾi的打IJlJ日 0.el0 16.6 HJ褐色10YR2/丸山11'1'
S 1くI'G82 51 MN55 III 0.18>;0.20 不終十i'iI'lJf: O.OS Hi.8 !日出色lOYR:l/2 .J出!lJl I'Jì~少
S K P6日3 MN5G III 0.2，1 :<(J..l2 WiILJJf; 0.17 16.7 In:H日 f~l()Y R:1/3，1出!ll多

S S S iK K uPPl(-j正6H8%43をにを切切切るるら。。れるS5。ωS00ωB93をを00{F符i9ji1!を点1足j。持1縄&文Uiiil S 1¥ ['68，1 iVI N55 III 0.:17:< 0J!7 十{汀'IJ日 lli.5 烈位JGllOYR 3/2.l出山少
S 1¥ P685 日i 長INei5 III ()ι くり 1'1

三3 
16.5 b烈l泉i以山i口{制制i俗胤削?問臼色山立包LIωlω0川川0Y口Yi民R之Z川3/2止υ，1地出i山LI少日IくP686 51 MN55 III O.2:J人 0.28 0.，11 Hi.5 S K I'G35に切られる。 8Del009を品IIJx

8 K I'(i日7 。l l'vl N55 III 0.26xO.:l(i ト古1']1[3 0.，32 16日 リ日色 lOYI，:VV出111'1' 日K PUS8を切る。 8B:30]Oを熔1&
SIくI'G88 。l MN55 III O.:llxO!l日 1111じ 0.42 16.5 トg色10Y R3/2，1世LLI少 S K P 687に切られる。 SB:i009をj:b¥μJX
81く1'639 MN51 III O.2:JX 0.29 イ'~j~f)Jìf; 0.:3:1 16.5 

日111ぬ11白日色色色ilY RR3f122，1jJIId出!!山iIII叶3bI 
8 B31l10を偽1&

日KP690 l'vlN5.1 III 0.24 x 0.29 イ主Im]11巳 。10 113.7 
8 K 1'691 。l lVIN5'] 日l O.:14:<(H2 げilIJJ巳 0.7日 16.2 8 K P692をI)Jる。 8B 31109を1.1¥1&

悦f以E在認 (県ト白色]OYR:1!2.JlliILI少)
8 I( l' G~12 51 !'vI N54 III 0.21j ~.O.:)8 |白l'IJ伝 よi、l潟Gll0YRV2，J出山少 81¥1'6911こ切られる 8B :)OlOを|持1&
S JくP69:1 51 Mtサ5，1 m 0.:)1得、 O日。 ;右1[; 。42 llj.5 !日:IU[i;lOYReJ/2.J出1.11多 5日:]OIIJを守備!点。 許E文:1.¥1:;1。制Jt]

Il!tHi(Ê~百 G.lH白色lO Y R3/2，J出山少)
S K 1'139] 51 MN5，] III 0.:15 x 0..10 )jJ[; 0.15 16.7 JHflJ色10YR日/2.llli!lI'T
S K I'G% 51 l'vlN54 III Il.Z8x.Il.:J1 プJ1f:; 0.26 16.li ~H白色]OYRV2.J白山 S I3:10]OをNlJn史
8 K P696 51 MN:i日 ll! O.:J.I >< 0..12 協1'11β O.ei;i IG.:l l共同色10YR3/2 .J由Li l~ S [33009をlI't¥l&

~IJl'i li Í! 
8 K PG97 日l IvIN5:1 III 0.:35 )くIU2 十i'iI'll巳 0，:12 1Ii.6 泉佐}ElIOYR3/2 .J也!l1~ 8 K l' 698をi刀唱。 お日3α)日をfIIjlJX;
8 K P698 51 MN5:3 III 0.:38>くり 18 怖いj形 IJ.:l2 色10YR:l/2，JI!J山'1' 5S1日〈初P06997をに協切成られる。 S !3，lIlIOをIbll&
S l¥ PfiH9 日i ilIN5:1 III 0.~11 )ベ0.4，1 続ド11β IH2 11;'5 托j色IOYR :V2 .JMI~ 

十1:1μliu認日出色10YR:l/2，l也1.11少)
日I<:P700 51 MNS:l III 0.2] ;<0.2日 イ有1'11[; 。o日 16.8 烈}目色10YR:1/2，!世11.1"1"
K P701 日l MNS:i III 0.'19:，0.5，] 的[IJJβ o.'!日 16.4 

I1十l{日尚協良俗色色認i1U0YY (江RR::3;1白//32色jj1白出0山 R:l/2，!山山少)

8 B oOIJ9を1b¥/JX;Q 正義 l
8 K P7o:J 51 I¥，IN5:1 1II 0.2:1人 0.27 十('j[Ill[; 0.05 10.8 

り] !'vIN52 III 0.20，'< 0.26 十有['llf: り1:3 lli.8 R:i/2，!lliILIとj)
く ilI055 III 0.32 x 0.3，1 不犯プ'iJ[; IH2 16.4 Ht1悩色lOYR:l/:1，)也 III~

S 8BB3300り099を・30iJ/11I0を治成8 I<: 1'70G 51 M05] III 0，.15;く0.55 tnlIJlf; り41 16A 京協色IOYf日/2

8 K Pi07A 51 長1054
iIiil i 

O.2li>;().:JI fiil'l)じ 0.57 lo.3 日G!l1lYR:l/2，iJzf!)¥'))、
コ770りをlこじt jる。 sる。133縄01文0をiニ

日1¥ド107B M05，1 O.4GへO.Gり INrrlilう U.Z:I 1G.li 出山1UY R:I/2 
S K P708A 1vI054 III 。17>、0.20 プ1])じ 色10YR:1/2.111i!l ι ~ü;11 

ωをを詩にiJじ
jlるムオ ハ S臼;)01りをI!.)1& 8 K P70日お 51 ivIO:;.1 III 0.33;. 0.37 |古IIJJ[; U.60 Hi.:J nH白色lUYR:3j2 

8 K l' 709 M05.1 
iIIiI I 

0..13 !【IJf; 0.08 ](;.8 

目[1立1:使}渇白色級色認1100YYIIRUHr:ト5//:2t立，JHl出KOlIU i ll I213 'VZ) 日K1'710 51 M05'1 0.26>: 0.:11 トf'iflIJf; 0.:19 16.5 8 K 1'711を切る

8 K P711 。i MO日i III O.:J8xlJ.'I8 f!'jl'jl[;' 0.19 1(i.7 ト白色10YR日/2.1白山 S K P ilOに1))らilる。 S8:3010を憐!点
8 K 1'712 主1053 11 日35xO..11 結ドI}存 0.19 ](i，7 Ili'y持j色10YR:I/3 .111i LII~JJll状

l:i板前「ね(Ili'j氾色10YR:J/:ll 
8 K 1'71:1 九1053 III lJ.:15xO.37 [[IJ[; 。12 16.8 IlIY社立IOYR，llU出IIIY

1'1: 1，μh下ι(詳細iイ~IIJlJ
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4章第 2次(平成12年度)
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S K P867 :19 N G49 m 。17xO.20 十百円形 0.07 16.1 11吾潟 ~10YR:J/3，J出山多
S K P868A :30 N G48 五i 0.17>く0.22 十古!可!β 0.18 16.0 AH褐色10YR3/2，J出LLI多 S K P868Bを切る。 8681¥にtJJられる

校痕総長忍 C¥({ト自色10YR2/2，J由 11.1少ぷ~LJJ) S A3095を構成

S1<P868B 39 N G48 i百 0.13 x 0.18 Ifl円形 0.01 16.2 i泌総不明

S K P869 '19 MN56 III 0.21 x 0.27 ユド1定締I'J!f; 0.20 16.7 ;去十日色lOYR3/2，l由LLI少
S K 1'870 4 釦IN56 1lI 0.20 x 0.26 不8位協F'JI伝 0.21 16.7 mr白色10YR3/2，)出LLI少
S 1¥ P871 49 MN56 血 0.22 x 0.31 方形 16.7 県沼色10YR3/1，l出LLI少粒状，炭惚少

S K P872 50 MM56 III 0.30xO.36 十iH'Jlf; 16.7 !il!J自色10YR:J/l，炭極少
S K P873 52 ML55 翻 0.35 X0.40 方形 }IM白色lOYR3/2 S 63008を悩成。縄文土H~} 1 

l宝痕h続出(黒褐色10YR2/2，)山山少，炭少)
S K P874 52 MK55 III 0.28 x 0.3~l 方!杉 0.30 16.6 終褐色10YR3/2，)出 LLJI~J ，炭少 S 63008を11官/ix
S K P875 50 !VI L56 III 0.31 xO.34 }jJf; 0.24 16.6 員者協色10YR:1/3，地山多 S 83008を品~)fíX
S K 1'876 50 ML56 自I 0.33 x 0.39 プ511" 0.17 16.7 黒褐色10YR3/2，t[白11Jlll
S K P877 59 M J 55 阻 0.19 x 0.22 十i'ifEJJ杉 0.07 16.9 ，~\~褐色10Y R3/2，地ILJ中

S S S AAB 333000 441 111 をををth付tI'lj加f1ぷ点点S K P878 59 MJ m 0.20 x 0.27 不務総円形 日17 16.8 尚色lOYR3/2，J:1山山少，炭少

S K P879 60 MG52 III 0.28xO.36 I古I"JII; 0.10 17.0 黒褐色10YR3/2，l由山多

口J兵隊認(黒褐色lOYR2/2)也山少)

S K 1'880 60 MG52 m 0.21 xO.28 十百円JI5 0.08 17.0 黒褐色lOYR3/2，!由LII中 ま11片 1
S K P881 60 MG52 盟 0.33x0.40 術I'JJ杉 0.43 16.8 褐色lOYR3/2，地山中 S 63011を構成

S K P882 60 MG52 III 0.25 x O.:ll tí~ 内!巴 0.:35 16.8 黒褐色10YR3/2)也山少

住浪lì(í;~/!' (l1~f褐色lOY R3/3)山山多)

SIく1'883 60 MG52 滋 0.29 x 0.30 司:::~it方形 0.44 16.7 黒褐色10YR3/2)出IlJ少
S K P884 60 MG52 III 0.35x0.47 不1在方!杉 0.11 17.0 思ト白色10YR3/2)白山中

往復l椛認(緊結色10YR3/2，l由山少)
S K P885 60 MG52 III 0.17 x 0.23 続円!杉 0.11 17.0 黒1白色lOYR2/2，r也山少

S K P886 60 MG52 悶 0.30 x 0.38 すi:iF"JJI; 0.41 16.7 県褐色10YR3/2，)出l11'1'
S K P887 62 MG5l III 0.21 x 0.26 十古河JI; 0.08 17.0 j艮m色10YR3/2)由山少ぷ:少 5 日 ~1012を構成

S K P888 62 MG51 血 0.25 x 0.32 続十1JJ巳 0.25 16.9 黒褐色10YIミ3/2，)也山多 S K P2177を切る

S K P889A 62 MG51 自I 0.29 x 0.31 I[J !f~ 0.40 16.8 黒ト白色10YR3/2，J也山少，政t1-' S K P8891うを切る

S K P889B 62 長1G51 m 0.24 xO.27 )5115 0.56 16.5 祭ト目色lOYR3/2)也[11[1' SKp889Aに切ら ~'L る

SKP日90 62 MG51 閉 0.26 x 0.33 続ドJJ伝 0.56 16.5 よ江絹色10YR2/2)出111少。炭少

S K P891 62 MG51 随 0.32 円形 0.29 16.8 以褐色10YR2/3)由LLIr:IJ
S K P892 62 かIG5l TIl 0.24 xO.32 作J円形 0.19 16.9 黒褐色10YR2;:3，!由山少
S K P893 62 MG51 III 0.26;< 0.37 十百円!巴 0.07 17.0 日前昆色lOYR3/3，地JlJ少
S K P894 62 MG51 耳I 0.:35/0.37 内11; 0.50 16.6 十日@，10YR2i2)由11.1'-1'，炭少
S K P895 62 MG51 回 0.27 不'i)f円]f.;; 0.19 17.0 十日色10Y R 2/2，!I!JLLI少，炭多

S K P896 62 MG51 m 0.26 円!杉 0.16 17.0 持~fí6色10Y R3/2)出山中 S B 3012を椛成

S K P897 62 MG51 m 0.22 手室内][; 0.18 16.9 黒褐色lOYR3/2，!出山少，炭少
S K P901 62 加IG49 IJ[ 0.31 xO.53 If11可!巳 0.45 16.8 宗総色10YR3/2，!由JlJ多少

S K P 902 62 か1G.19 迎 0.21 xO.28 方]f; 0.36 16.8 立Al目立110YR3/2)由山少

S K P903 62 MG4fJ 関 0.21 xO.29 不1在方Jf~ 0.25 16.9 泉潟色10YR2/2，池山少 f炭少

S K P004 62 MG49 m 0.28 x 0.32 j育円形 0.41 16.8 InJト白色10YR3/3，)出山少，炭少 S A30，15を|品iJ記
S K P905 62 ivIG49 股 0.27 x 0.29 不1定方]f; 0.37 16.8 1日褐色lOYR3/2，)出LlI少 S A3046をt，vjlix
S K P906 62 MG48 血 0.29 円形 0.29 16.9 黒トs@，IOYR3/2)由Ul't' S A3045を構成

S K P907 62 MG48 III 0.33 x 0.39 十百円11: 。17 17.0 11音問0，lOYR3/3)山山多 S B 3015を構成

S K P908 G2 MG48 1II 0.30 x 0.35 行il弓!杉 0.31 16.9 黒ト目色10YR3/2)出LLI少，i(，i:少 S A3045を構成

S K P909 59 MH52 m 0.27xO.3cl 情|弓Jfj 0.24 16.9 11苦悩色10YR3/3)出山中 S B3013をt'yjti.¥':
S K P910 59 斗IH52 取 0.26 x 0.34 |利丸方形 0.42 16.7 黒褐色IOYR2/3)出山少丈島E少 S K P911を切る

S K P911 59 MH52 湿 0.27xO.29 |科丸方]f; 0.12 17.0 H在ist0，lOYR3/3.i?定協少 S K P910に切られるロ SB 3011をf，¥j/J.¥::
S K P914 61 MI-!51 五I 0.23 x 0.26 }jJf; 0.30 16.8 黒1白色10Y1<2/3，J也山少lJU:1犬
S K P915 61 MH51 血 0.29 x 0.32 院内!伝 0.20 16.9 11抗日色10YR3/4 S B:1012を構成

S K P916 61 MH51 阻 0.15 x 0.23 情|弓jf5 0.07 17.1 黒褐色10YR:lj2 

S K P917 61 MH51 III 0.3:3 x 0.:37 ;千二整方i}f5 0.21 16.8 IlfHもj色10YR3/3)白山【1] 5日:3011を十時成
S K 1'919 61 MH51 E 0.32xO.<16 J古河)f" 0.46 

i1f11S部褐自色色山仰山い少l' をを悩構成成
日KP自21 59 MH52 III 0.22xO.26 ft1jIJJβ 0.24 
S K 1'922 59 MHn2 lIT 0.20 x 0.22 情円11; 0.21 17.0 11吉褐色10YR:l!4，J世JlJ少
S 1< P923 59 MH52 H 0.29 x 0.36 協ド]J日 0.30 16日 黒褐色10YR:3/2，J出111少波状

S K P924 59 MH52 H 0.21 xO.30 プ'jll; 0.34 16自 11奇)g色10YR:1/3，)也山少地状
S K P926 61 MH51 百 0.25 x 0.28 方形 11針白色10YR3/3)也山少波状 S K928を切る。 SB:J011をmnl':
S K P927 61 か!H51 百 0.27 x 0.30 方形 0.44 16.7 日前日色lOYR3/3，J由LlI少。淡級少 S 1<928を切る

S K 1'929 61 MH51 H 0.20xO.21 プ'iJI; 0.14 17.0 H前白色10YR3/3.炭極少 S 8:1013を品，Yjl点
S K P930 61 MH51 且 0.24 x 0.29 プ'iJf: 0.16 17.0 黒褐色10Y1<.3/2 
S K 1'931 61 トlH50 H 0.31 x 0.38 十吉|可!杉 0.4 16日 .';¥¥悩色10YR3/2)由ILI少波状

第27表柱穴観察表(7 ) 
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2節

1立f持lfiり Ji]1[斗 倹tl_¥ i去または
、ドIlIi形状

さ !氏 f(fi t?~;:':j
i主 {!ifi iZ1lHrn) (rn) (rn) 

S 3 1K 〈PI2U9334116i i M f150 II O.25x(l.:i:J プ7!f:: OA8 16.7 烈持j色lOYRil/2 13:J011 を治成
61 針IJI50 [l O.:ll >くり :)(j 的f'JJ伝 0.:37 1(3.8 |日然前的日色色i1り0YYIR3U//421.111111，'))1由 S B:iOl:Jを総!&

SKP守:J<i 61 MI150 n 0.29)< 0.:1:3 )jJ[;; OAG 16.7 
S K 1】a:J(j 61 MH<iu fI (J.29 x 0.32 十i'il'JJf5 。19 17.1 il自社J[立lOYR3/:J，i)z係少 S 13:30日を!日!点

61 MH.19 [j U.:J:iY(J.+I 術I'JJf" 0.20 17.1 にぶい必 手IJ)'，"1 
ド 61 加II…149 1I 0.31 x0.41 1も!可!f; O.'H 16.8 

!li!日f白Ej色色10Y1 {4ね4/3り//4出山出由少少液少域状IJ111以};.U判長ノt

S A'30.j.JをfI~f!X:
S K f'9:1:J (il MfJc19 f[ 0.:32>ぐり I'JJf5 0.37 16.8 
S K P9.!O 61 MI-148 n 0.36xfH5 ノf、技術IIJJ彩 0.，16 16.9 
S K 1'9.11 Gl おJ1148 H 0.:30 IJJJf" 。10 17.1 ilfHiJffll0Y R:J/1，)出Ilj少品目IR
S K P9.12 61 MJJI18 II 0.27;くQ)Hj 千、設 り:17 lfj.8 lIiH品位10YR3/4 .J自 ill~~;少 S Il:JllI5をtIIillえ
S fくP9.1:ぅ 61 Mf-H8 II 。19YO.2:J 0.22 16.9 

2出1l1色1t8む色iYOY RIU/26//，i33たJ，J阪自出少111111少少1校iU状i九。伐炭b級i少少
S 1くP944 59 MI 日 0.26 >; 0.:18 ドJJf; 0.39 16.7 
S 1くP945 かJ1 52 lJ 0.29 )iJf; 0.56 W.6 

5 SIlB3初01日3をを総村占1成S K P 946 台IJ II CJ.:llXO.:16 )jJf; 0.'1.1 16.7 日色10YR2/，土地i1.1少tUIJ~ ，iJ!極少
S K P947 59 M 152 Il 0.25:< 0.29 プ'jJf; 日 泉佐](立10YR2;:1)出山少佐K炭縦少
SKド948 品l M l:il 11! 0.25γ0.26 )jJ伝 !l:¥i目立ol0Yfね/1)出LII少I:rl九段i長少

lほ く
日i M 161 Il 。19>:0.2:， 方]f3 0.18 16.9 !HilJffll0Y R:J/2，J出LlI少佼少
61 M liil J[ 0.25>< 0.20 )jJfi. 0.36 16.8 初段10YR;jj2，Jil!LLIY!ir.状長少
Ijl ゐ1I H (J.:l2 >0.:J6 情ド]Jf; 16.9 lIi'H1J色10YR3/3川山少校状，i長減少

‘ 
S K P952 日l

iiI I 
ィ、必JJ'Jf;

l臨iH!日3何尚E色色im叩Y R3/lu炭也l山出版少少粒器状怨保持まφ 

S 13:301:]を出k~
S I( P 95:3 61 不主主プ'J)日 CU7 S 13:301:3をt，'l)1点

1S 35 1Ii〈く〈 PPP99955545 6 

{ lil〉1 L M 1 511 151 i JJi 0 0.2424 千二f'liW}[:;13jifIj 。l11l
6 lil1 

hLi 1 11 551 i 
I III 0 0.:12 x 0.2'132〉〈()2i プJ形 。1188

G 61i 1 111 
003260×〉;0012れ2 

プJ'JJ!β 0 0..1040 1 16.868 111 悩色1lOYR3/1，)0Y I43/IJ也 lillll少jJj~lk.UN，ji~'jtikjJJf411b
S S K P9ei7 it13957 6 ()l1 h MI/!! 日l i JlI 1 Ilif1]J5jill杉 0 0.1010 1 17.171 !日褐色1IUYR3/U0Y R3/l，j出i111il少VtjiltJ史的;一少

S 5K 1 Be]13P021与1144を6を協成切るS S 1¥ P 958 l〈P958
661 1 hか/11 11550 l 

日 ( 0.28)28 方形 0 0.5151 1 16.767 県知色110YR8/U0Y  IU/ij曲山少iJJWUi2jtiRJj;級少
5 S ]( 1'9591〈13959 i JJi 0 0.2，1 xO.2924×029 プJ'jJ!日 0 0.4242 1 W.868 fIl 托j]f!!.lllYR3/!，JfZ10Y IU/lJ出lLiJeVbL'1jjtiJLti犬1t託銀少
S S 1¥ P960 i〈P960 ( (jlj l h M 119f I 19 

Iilil i 
円九件ン {11.:]，1)14 4 tr'if1Jif;filll!fi 025 1 17.070 1ilf 呂色110YR3/UJit<li10Y  IZ3/I，U:!titl、

5S 8日3::1t0H i1 56 をを{h持完1成点S S K P961 l〈P961 i iil1i M M 149lJ19 0 0.2222 1 ITJ)[;111I3 。O01117:5 t 
1 17.07.0 日1尚色l10YR3/1.OYR3/l?炭娠少

S S K P962 K P962 。lI h M J'10f 149 I []]ll 0 0.20XO.2220×022 j IJJIJ11巳 1 17.171 I H¥iRI自色l10YR:l/U!fHliiOY R3/lJ3:14E少
5 S 1<: 1'96:1 1〈13963

661 1 
M M 1 '19 149 1 I!I11 。229x(l:129×012 げiilI:JIlq!伝 1 17.17i 21 褐色110YR30Y R3パ，， Ji出山少tt\~zt}~. f)tMjielj: トJL少

日S SA A日1;jO0 41 54 をを 1目1tl~1立!1J点t 須I ~E 22 2 S S 1<: P964 i〈13961 M MH '!VI 1 49 fi-L1 149 l 11Ill 0 0. :15~， 0.4835V0418 イ4:':j~~H13H7 ドJJJI::)13 0 Oill41 1 16.868 !12 ト白色2~ lO YR3/l，J1037 R3/111出i111il少fM九日fJ4i少
日I f<: P〈13日6665 6 6J1 h M J ，19f j iu 日 0 0.2727 

Tfljfp11j12 ! 日
0 0.3131 1 16.969 341 り色1lOYR:jj2)0Y lZ3/2J由l1.11li多 5日3:，00日を{，hYtl&11!3I

S S! iく1PD663966 G G1I h M J 49IJ49 i 11I 0 0.27 x 0.:11127×0311 0 0.2026 1 16.969 Lは}ftltl包l10YR3/2)OYI43/2J出l111il少
S S J<: P 9G7 K13967 6 611 ; M J ，19UIJ49 

iH li 
0 0.2.1 x 0.2824×028 的|【JJJ!β 0 0.2020 1 17.070 1 ~I:\ì111日色l10YR:lj2)OY 123/2J出l111'/'liI11 

5 S K P 9681〈P96H 7 744 L L P5S P55 0 0.28>28〉、00.:3232 l f'Jif;I1113 0 0.0606 i 17.:i75 i !lt}lff尚色110YR:l/3，)0Y iU/3J出山jF S S]( P:17G K P376に切られる。 SSA:1O:15A:io:15を七時11&2I
S S J<: l' 969 I〈13969 6 611 は 1 J ，18 48 H 。119>9〉く(O.2e])23 f +ifIIJJfillj}伝 0 0.1212 1 17.070 ;pJ 日色110YR3/1，0Y 123/I，炭係少
S S J<: P970 ltF970 6 611 L M J 481 1 48 I Ill 

oe200X2 日0 0.2，]24 
〆ド主TWJJFq!β 。1199 1 17.070 J JWf}ALHj色1lOYR3/l}0YR3/iJ丈拘1少

55 i1〈〈 1P2997721 
。l

hhi III4ji8 lt 
日 トif'il'JJf;;1iil!f3 0 1l.3535 1 16.868 主計島区:，IOYR3/l.lOY R3/11炭極t1)lノ S S 83016B3016をf1141it!点

6 6[l i 1IIiI O 0.18> 0.20IH〉020 I IFiJI1Jh113!β 0 0.0909 1 17.070 iiZ 同色110YRB/l0Y 123/]ぷ:hI1少
S S K P97:1 ii 13973 6 611 加l1J 48i48 i IIl 0 0.2828 1 111J111β ( 0.07}07 i 17.171 烈トB[jfE立110YR3/U0Y R3/lJ由l1.1.1jl少fbW(，ffjRl炭極少
S S 1< P 971[ K12974 6 611 M M J ，18 1 48 l 11l 0 0.20 x 0.2920×029 ト;i'il'lJ[5iIIJ1C 0 0.0909 1 17.070 黒褐色110YR3/l)0Y I43/lJ由l11.1lj少校状，.IJ.!Ai:極少 S S 83015 B3015を椛f1&ijL

S Sl[〈〈 PP997756 
6 611 M IVl 148 148 i 11i 0 0.22><0.222X02日 {有1J1Jlf':IJ!15 。l11l 1 17 Il70 11118 色1lOYR，3/).JI)J0Y R3/l，H!!山少位状j夫極少
6 61l M IVl J '18 148 l 11I 0 0.2222 不終1IJJif";11!{3 0 O.oa03 1 17.171 守1トU}J@10YR3/1，)E210Y113/l ， j由 lI Lili少hhL1)\J)~vjk ，UJ阪少

S S f< P977 I〈P977 6 61I M M1Je l lH I []i 0 0.32 x 0.5532×055 J -1~1Tfj主 HINI'JJf;Wl!13 0 0.0909 1 17.070 J下細川、1111]111 5日3:1016016を構成
S S J( P979 ii P E79 6 611 h M J 50f J50 I Ill 0 0.:11 ;<0.:1:31l;〈033 ドIJJ!じ 0 0.'l515 1 16.767 黒褐色110YR:3/2)ili!l10Y  123/2Jilli i l多 S S 830 B30日を1ITi/iX:451JI
5 S K 1'980 1〈i3980 6 611 M M J 50 J50 1 IJ1 0 0.28;< ().:1328X033 h li"iPJtI13形 0 O..lG46 1 lG.767 ! xl~mA1111 色110YR2/2.!0Y R2/201也lLLI'I]|lI13 S S f¥ P981 K P981 を切る
5 S 1 1くPP981981 6 611 h M J 50i j50 H 0 0.19>< 0.2419×024 指l11JJf:;q!13 0 0.1717 1 17.070 泉街色l10YR3/2.tiliLlIOY  R3/2Jil!i i l少 S S f¥ P9801 K P980!こUlJ)jられる
S S f¥ P982 I〈P982 6 611 h M J 49/1 149 H ml 0 0.22 x 0.2422X024 

石栴院方百円内形E 形l )f~iz 
。l11l 1 17.171 

詳以細ト自色不可1100lY Y R3/2，! R3/201由山少
S S 83016 B3016をFf，ljl&1312I

S S 1 iくPP98:3983 6 611 h M J 4941419 f []i { 0.23 x 0.2，1)23X0241 。1199 1 li.070 
S S J( P984 I〈P984 ( (il11 M M J ，19 J 19 l 11I 0 0.31 x 0.3531×035 0 0.2020 1 17.070 黒1日色110YR:l/2)0Y 143/2J出lillIi少 S S A30，14 A3014を 1h'，jli.~11HI
S S 1¥ P986it I3986 6 611 1 ivl J 484J418 1 111 0 0.40XO.5740XO57 0 0.3030 1 1GB68 然潟色110¥0Yア RRil/2，J3/2J由山少，.idtH{少 S S Il:1016 B3016をIfII)I&jklJK
S S 1¥ P987 It P987 5 5.11 h MfI I心1188 H 。119)97く00.2323 的iIl]iq!む 0 0.3636 1 16.767 l JIi奇同色l10YR3/3)OY IZ3/3J由lIL)~U35

i tl:i仮確認(黒褐色110YR2/VI0Y 122/2Ji出iIJI'I')11110 
S S K 1'989 KP Et9 5 541 h tvJK50lI I〈50 i 11l 0 0.34>:0.4034X040 / JjJf;i!I3 0 0.5:353 1 16.666 l JIi古}白色110YR3/3.!0YR3/3J也iLll~i133 
S S fC P990 I〈P990 5 544 1 MK5041t50 H 1III 0 O.39:~OA'139× ()41 日1'fl'llf.;1111C 0 0.2929 1 16.969 2il 位j色1lOYRiJ/2)0Y R3/2J白山少
S S K P991 i〈l}991 5 5'14 h MK50li i〈50 l 11I 0 0.:3838:く(0.G2162 不径十Ji'iIi|斗!じ 0 0.2727 i 16.969 J iJA11褐色l10YR3/2)OY R3/2J出i111il少
S S P994 I〈P994 M M L51L51 H 0 0.32>32〉く00.:1535 P I'j}f;JJ12 0 0.5252 1 16.565 黒沼Ef!.:10YR3/2)210Y R3/2J由l111lI多
5 S K P99itP99日 5 544 L 1l'(M51!?151 H 0 0.2020 [ f'lJfj1116 0 0.2828 1 16.868 i ~HI{褐色1lO YR3/20Y R3/2 
S S K P99fi l〈P926 5 544 M iVI L51 L5l I nI 0 O.2G;26〉ヘ00.3434 k fNl'Ji[;i111113 0 0.1515 1 16.969 J ;;I，¥HJf!.:10Y R3/2iPJBE210Y R3/2 S S A30(i! A3061をh1，1¥1&li11jL
S S K P998 itP998 5 5:13 h MN50f N50 H nri 0 0.2525ス00.2828 子、t'1\~ )j JhZ3be!じ 0 0.1414 1 16.969 L ~Hr{11白色 1lO Y R:J/2.J0Y IU/2J出diJ.Il少1U:少 5 S B30n 830!?を泌!1&lt

S 5 5 1iltt〈PI13291109009 00 i 5553 1 3 

M MN50N50 l IIIIl 日22:3x 0.253X025 プJ'jJf;!I3 0 0，1616 1 lG.868 f J=P，fill白色110YR3/2.J0Y IZ3/21由li11li少J，i)jシitJ S S Il:1018 B3018をfi!lilJ);.ishR
L M049i 0419 f f[i 0 0.27 >; 0.3027xO30 1 ILJJ1j!じ 0 0.2929 1 16.767 黒1rU8色110YR:l/2)0Y iU/2J出山少jJJ少
h MN.!9JIN 19 H 0 0.23;< 0.2，[23X024 I rrJJIl!β 0 0.1:313 1 16.969 111 尚色110YR3/2，!0Y IU/2J出lLLIl i少，炭少 S S 1330B30げをh育成

S S K P 1002i〈P1002 5 5:33 M !vlOc18 0 18 百 0 0.2020 1 JIJJi;1j!f3 0 0.0909 1 lG.767 烈出色110YR:V2，JiliL1.1il'0YIZ3/2JiHIllli l 
l 1 S K P 100:3S I〈13iO03 53 

LM100550 0 H Ii 002269XX0OJ.33 2 
円1Jf;6 。11，14 1 16.868 以潟色110YR2/2)it0Y R2/2Jifト出/レ

日i fC P 10().1〈121001 b 5，)Jl 前II'J)[-5Ij!13 。1155 1 16.868 H音問色i10YR3/:1OY R3/3 5 S B:JOI78Sill7をI，J:i)Jf1XJ1ifJjL

S 5 I1〈1PP 1100005 6 
5 533 M M050 OD(} I 11l 0 0.27xO.:l527X035 不絞/}jJf5J![3 0 0.3535 i [6.666 旦iu}白色1lOYR3/2'!iliLLI'IJ0Y IZ11/2，tikii III ! 5 S 13:Jf)]i 83017を泌!点
5 5:，3 L MO.191049 1 111 0 0.2626パ00.:3333 方!じ 0 0.2828 1 16.767 然性j巨1!10Y110Y!ミ3:l/2/2

S S Ji. P 1007 ItI31007 5 5:13 M M049 049 日 0 0.34>< 0.3731×037 イJ~ji~1jiEi引{f;3 。1177 1 lIi.G66 i fliffiiE 托jlffllOY[，:J/3)EL10Y I43/3J出l1.1.1b純益少!炭1hjjJ15少 S S 13:3018 113018をihWIdi!点
5 S](PI008 1〈131008 5 5J3 M !vfO 190 19 1 l!1 0 0.2727 1 11]111!β 0 O.](j16 1 16.767 H nfffsffllOY R3/3)ifia[filOY R3/3J出lill~|137
S S J lくPP1 Iり0ml9 5臼 か110，18048 1 Jl1 。l11><0.43l〉043 i IJJJf;q![3 

000031 8 9 1 

1 16.767 i 11!自治色1lOYR3/0Y IU/日ぷ:少
S SKPI011A ltP 101 1 A 7 71i L L P57 1357 I rniI 0 0.40XO.，140×0」日 不1宣|ITJif;IJ!15

11773 i 
訪湖l不明 S S K P 101113 ltp i{)1 1 13を切る

5 S I¥ P 1011131〈lJ101 1 13 7 711 L L P57 P57 l !l[II 0 0.<1747八日 b5:J3 l /IJJ lJ!じ rL 担lIliヰミ均1 S SKPlOllA K P lol l Aに切られる。 SS ](320 K320を切る

E邑RS 5EK K K 〈1lPP3l1i1100U0111l2 3 4D A 

5 511 1 M Pfi2/1 1352 1 m11 0 0.29>< 0.4029〉:040 ィーff計百FIIJif;lj!13 0 0.0808 1 16.767 H的自色110Y R:l/3，)1!!1 Llj;~j~'0Y R3/:Ljilll l iIhtlJ粒状j尖Jji少
1 166 k ~JQ51iQ51 日 0 0.2121 1 /'JJr;1j!U 0 0.1616 1 16.666 黒15色iIOYR3/2)OY iZ3/2，I山山少
4 466 h !vf R50fl i150 I Ill 0 0.:33>< 0.4033X0410 ;古FF'JJJ!じ 0 0.2929 1 16.565 l ~U{:褐色110Y R，lj2)0Y R3/2J出iI.LIil少，炭綴少 S S K lu1413 It1014BをUI;JJjる
1 166 

hN f RC 449 8 
日 0 0.24 X 0.2624X026 l I']ifjIllp 0 0.1717 1 16.767 H前白色110YR3/30Y iZ3/3点lU:tl:少波状

S S K P 101R ltP 101H 4 400 I rnIl 。118><0.228×022 j jJJf;J1C 
00.116 7 

1 16.262 I 11i治目立L，10YR10Y IZ乱冷
S S K P1019 itP 1019 l 40lO N N C48 C J8 H mI 0 0.21;'; 0.272i7〈027 プJ'i)J;1B 1 16.262 H ntyi;ト目色110YR:J/:J)0Y  RS/3J由HI.[JIIJ)JW，IllIjjttilt

S5K 1〈P1311002201 
4 4515 乱I11'48T418 i mII 0 0.22 X 0.:1222¥032 !古iI'Jlf;IJ!I3 0 0.1919 1 16.262 i 11i的目立1，10YR3/3)10YR3/3J出lLilll少。;37 L M0481048 阻 0 0.14><0.1614×016 十おIf'JJIj!杉 0 0.0707 1 16.767 EiZ 十島色lIOYR3/2OY R3/:J 

S S 1<: P 1022 I〈131022 5 544 f MlVf49IKILlD 日[ [[! 。1199 F f1JJf;11fi 0 0.1111 1 113.868 !i: ト白色i10YR3/2.i，OY iZ3/2，l:足誕生、

S 5 li〈tPP 1100225 3 
53 M iVI P51 P51 0 0.20:，0.2.120X051 1官ド1]11;115 0 0.01306 1 16.666 511} 目色110YR:l/2)I!!ILi0Y R3/2jilll i i少f1'，):'1iyjた
、1166 M [v] S SO550 H rrrI 0 0.20x 0.2，120×024 

?F? 古Jill円I11!5ff 00.21 よU之1 
1 16.565 思fmB色110YR:J/2.J0Y 143/2J白山少j夫少 S S A307G A3076を引い立

日l 1<: P 10〈131()円前 1 ιロ ? ivIG1G日l 1 !!1 { 0.25 y 0.3.1)23Y031 1 166つ

ド|l}i1自昨17色日5必I色U11Y0Y YR 11l1U36 /3lJ 地也山i1.1i少ード114 憾少S S K P 1027 i〈P1027 ( (ili l 1 MH484 1 I 48 I []i 0 0.1616λ00.2020 H li'iI'JJil Ij!β 0 O.O(i06 1 17.171 
5 S 1¥ P 1028 1〈P1028 6 611 M !vf J 50 l bO 1 []1 0 0.2921)入 00.3333 / }JJJ!日 { u)日4 1 16.969 
S S K P 1029itP 1029 5 541 b rvJK49i ii49 百 0 O.26xO.:Jl26×03l 不能力形 0 0.-1313 1 16.767 H lIt:yil;褐色110YR3/3)0Y lZ3/3J也山多
S S K P 10:¥0 K 131030 h MJ(.18/i l〈18 日 0 0.14 ><0.2014X020 十fliIji司J1[:C 。1177

1167e0 B 
!日褐色1lOYR3/2)0Y lU/2J白山中。炭少

S S K P 1031 l〈131031 5 5<14 L MK48f i〈48 1 II1 。l15xO.17b×017 |古|【lJI!杉 0 0.010l 黒ト自色110YR3/2)0Y R3/2J山lIL'lf'liI11
S S K P 1032 i〈P1032 6 611 加11J ，18 148 [ [[I 0 0.30>< 0.3430X034 陥FPJI[::;JiE 0 0.0808 1 17.070 i 11i奇ト白色i10YR3/3，JOY  R3/3J也山少j尖少
S S K P 103:3 ltP1033 5 533 F MO-18V10 18 H 0 0.1515 1 I]JI3J1杉 0 0.0808 1 16.868 H lI?iTi?ト目EEllOY R 3/3.152210Y R3/3113;甑少
S S K P 10:3，1 K P 1031 4 466 M MQ48 Q48 1 1II11 ( 0.16>< 0.19)16XO19 情fITJJIj)伝 0 0.0909 

116644 6 
}ゑト白色i10YR3/2)OY iZ3/2J由山多Jに少

S 5 liti PP 1100335 6 4」157 hN fTA44118 7 
1 11I1I 0 0.25 x 0.2825Y(128 方 jI[~[3 0 0.0202 トE;;'，ffllOYR4/G，JiC210Y R4/GJ由lillrjJJJli1|lrhIJ11え
I 1lIii 0 0.22 >< 0.25.22×025 方形 0 0.1212 1 16.363 黒!日C@10YR2/2)210Y R2/2J由l1.1.1li少J丈少 S S A308'1 A30841を構成

第2288表柱穴観察表((8 )8) 
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3誼H~おり
れfi以i

，vr{EIζ 
後任; i壬ま fニ{土

平rf(j)[51)、 1mさj 
li(rIIIf';i，:';i Nri 

ifii 辺k(m) (m) 

S KPlcm お11¥47 l![ 。1，1 >~ CJ.19 ti'iITJ)[; O.1J7 16.:3 お色10YR2/2，J出111:>

640 7 
S K P j():JS おIG52 [[[ O.:HxCJ.:j，1 β 1[3 0.27 lG.7 d手続111~rリl

日iくP10:39 トIB47 III (UO 。 l(i~{ fUf:l.¥lOY RVι! 

日K P 1040 17 N B47 III 0.21 I'J)[; 16.:1 l11Htl色10YR:J!3. 

S 1くP1041 (3.17 1II 0.25 IIJJ存 。10 16.:1 11計上}(立10Y1D/3JI1lLLI'l' 

S]くP10'1 ，17 1347 l![ 0.20>< 0.2~ 1m守!日
仏日

16.3 日u校l(.1;10YR3/4，i;支持 SA:J08V;;'憐11友

日]( P 10，1:3 トJ[318 III 。0ふ

術IIjJぷ 16.3 社][1>.10 Y Jl.，I/，1)自LII'I'
奇を術?ぷl点，;;: 

日K P 1045 .1日 [3，18 III 不終的I'J形 16.B 出色10Y]<A/'1

SIくPl(H6 15 N B'18 III 0.2.1 x().27 ノ')')[; IJ.lO 16.:3 日奇立IOY1日;:3，J出t!r'I'

S]くド 1048 I ι12 トIC.17 IU 0.22>< 0.2日 ザWJ)[; (1.10 16.2 !lt1托l (.1; 10YI日I:Ul1l rIJ 1>， i)お~~0 S 13:J!JZ:l;t，:j持11主

S K P 1049 .1[1 NC.I自 III 

00(川 κ

行jffJ)[5 n.o，[ 16日 詳*1lI不IIJI

S l'くP1050 40 トJD.[8 III 指I'JI[; 。12 16.1 lIiHtl色10YR3/:l，1出LII'I'

S K P 1051 10 N 1)，[8 III Ij~ PlJf:; 0.07 l!i.l 京協色lnYR:l/2.1I1lI.L1多JどrJI

S K P 1052 .10 N E.[8 [J] ドJJf5 0.25 15.9 立'.1白色IOYR2/2 S s日021をlilili!i:

S K P 1053 N E47 l![ 。16><0.19 プIJf5 0.10 Hi.l !Jfi潟L0，10YR31丸山Lil:>

S 1くPlOii4 i '10 N E，[8 1II 0.227:0.2<1 〆ぶ終{古f1lJf; 。!日 11日制色lOY1'.:1/3 

flif訂正三吉、(別総色10YR2/2 .J出 11 1' 1' .iJ~少j

S K P 1055 4む E4H 1II O.21x(UB 付i1LJJ伝 。15 16.0 
!tl褐uf{(i色o10YR2目/2白j1ik0lY ii多E2/2.J也LII少。炭l]J)

S K 101056 :39 N 1'，18 1II 。:l9x0.42 十NITJJ[; 0.:，5 15日
川R8/2)也 少少jト

S K P 1057 ι[1 N F 47 1II I 0.3，1 x. (U9 プ:nf-; S 13302品 flljl&ol!Jillii外反

S K P 1058 一11 Nド'i7 1II O.2~) 入 0.3J )jlf; 
J幻日立，1UYりJl.:l/2色.J花10魁11.1少i長R少:Jj2.J11l1 1.1' 11) 

S 1¥309(1そt品/J父

S 1くP1059 [1 N 1"，[7 111 。lGxO.17 ['JJf5 0.29 15.9 mm色10

S K 1010GO 11 N F.17 III 0.22 ~<O.2 (i 方)f; 0.15 16.0 IIfH白色10YE :l/il)出1I1少

ClliIfむ色10YR3/，3) 

S K PI061 九日 N 1'48 III 。18xO.23 JjJf; 0.04 16.1 11治白色lOYR3/:1 S 13302'1を構成

S K l' 1()(j2 :J9 :ォド 18 III O.2G 抜方!日 り 15.7 日前日色IOYR3/3，J世111ち 日 B:l Il 2，1~モ lllil&

H痕純正f~ (!前IS810YR:1/:土地山少*，wo
S川 l附 1:1 N 1048 III 。19;<0.25 If:il'JJf; 0.09 lG.O 11日渇色10YR:1/3)也山rJ， IJ~状

Dがと (11古色10YR:J/3)世IL!t，民少牝]1，0)

SKP1%1 九日 トjド48 III 0.22xO.2:i JjJf;:' 。日2 1:1.8 H治目色10YRil;:l.ll1llll'l' 1:1泌(Il日悩色

10Y R3/出血山中波状，1)~綴少)

S K P 1065 ι1I N F-17 lU 0.18 x 0.23 プβ 0.16 16.0 

民iHiti?f担白a皇色色旦1100ヱYY 旦RR3主:ll/33ぜぷJ出出:少d品l~fJi少主L主，'r.:I)( 
S 13:l024を構成

S K P 1066 :39 N G48 nr I O.HxO.20 li:iITJJ巴 0.11 16.1 S B:302，1を儲/tI(:

S K]コ1067 :39 トiド50 111 0.17><0.19 十I'i1'JJf; 。11 16.2 S K P 1255を切る

S K P 10G8 40 N D51 III 。15:<0.19 JjJf; 0.05 16.:1 褐色10YR:l/2.l出LII多少
S SAA:l3009!lO1を・1I'yjω/Jj2Lを総1&

S K P 1069 40 N D50 III 0.2日 IIJJf; 0.09 16.:3 JH褐色10Y1日/2.1白山'1'

S K l' 1071 [6 釦11'.4 11I 0.22 ;ド繋I'JIβ 11i.G n;'l氾@JOYR3/3)由III多

S K P 1072 M 1'50 n りくく(日
|斗}杉 16.7 ト目立，1OYR3/2，i;)[極少 S 133019を構成

S K 1'107:3 46 MQ50 E ドJJf; 。16 16.7 !日ト白色10YR:l/2.!由LLI少

S K P 1074 ふ16 IYlQ50 日 0.18><0.23 不1吉村J円形 0.16 16.7 黒褐色10YR3/2.1自111'1'

S K l' 1075 M 1'50 E 0.10>く0.63 百円形 0.2:3 [(j.7 言下*1lI不町! S B 3019を七百/J児

S K l' 1076 孔Ip51l 日 0.28>< 029 
不::r情伝3 

0.31 16.6 早白色10YR2!:1.l由ILlhu;少ち柱状.ijt極少

S K l' 1077 5:1 M 1'50 III 0.28>、0.29 。15 16.7 !対日色lOYR2/3ぷ:極少

S K P 1078 53 M P50 日 0.17 >く0.21 0.1，[ 1(i.7 k¥¥r1J色10YR2/:1，m傾少

S K p1079A 5:3 M 1'50 JJ 0.:38>〆り 53 針百ドJJf; 16.7 詳細l不明 S K P 1079Bを切る

S I( P 1079B 53 Mp50 H 0.28>< 0.36 1('il'J)[; 16.8 詳細不明 S 1<: P 1079Aに111られる

S 1くl'1080 5:3 M P50 III 0.28>< 0.，]1 十百円Jf:" 。17 16.7 ;戸ト白色10YR3/2.!df!，lji少

S K P 1081 5() Mp50 IIT 0.24 :<0.:18 不抜十lil'jJf5 。15 16.8 立:ト白色10YR3/2.1由山 t~ll~少↑状，伐材Ui~y

S K P 1082 '[[i iVIQ50 Il 0.22 x 0.26 
円il!]13!じ

0.12 16.8 !幻自色10YR3/2)由111少

S K 1'1083 M P，19 百I 0.2，1><0.26 0.04 16.9 褐色10YRJ/2.1出LLlbji少jj'[状JdttJJi少 S B~1017を構成

S K PI08.1 53 MP.19 H 0.20 Pl)f; 0.13 16.B ~~{同色10Y R3/2J火極少

S K l' 1085 53 M 1'49 111 。18 円 )f~ り12 16.8 J.，!，t渇色10YR3/2.!也LIJtijî少hWUj~減少

S K Pl086 16 か[Q49 II 0.21 1'] Jf~ 0.09 16，8 黙阿色10Y1<3/2)山山'1:1 S A:3078を t ，\\/J，~

S K l' 1087 16 MQ49 羽 0.20>< 0.22 P1J巳 0.09 16.8 E民?自色10YR3/2)出LII:>

S K P 1088 M 1'54 自I 0.20 x 0.2，1 情l'lJf: 0.26 16.4 fJ.H目立，1OYr! 3/2，1;た極少

S K P 1089 51 MP5.1 111 0.58 円!巳 0.16 lli.5 黒}自色10YR3/2，地山少校状

S K 1'1091 50 MK57 [[J 。16xO.18 li'il[JJfS 0.21 16.7 白色lOYR3/2.1世山少 SKp62.1を切る

S K P 1092 49 恥11ぜ56 m 0.22>< 0.28 二{之主十古川)f; 0.23 16.6 お色lOYR:l/2)自LII少ぷ2'1'

S K l' 1090 47 NA.17 l百 0.21 >:0.2，1 続IIJJf; 。11 lG.2 [I~f同色10Y R3/3)出LLI多 S A:1084を|持1&

tl:Jl'J6在古沼@.IOYR2/2，1出LLI'I:I)

S K P 1095 .10 N E50 111 。17><().20 日'i I'J I[~ O.J7 16.2 ト白色10YR 日12 .1出 Lubvî少1)~'1犬旬以少

S K)】1096 39 N 1'49 III 0.31 xO.'l3 桁fLJI[; 0.03 16.2 詳細!不明

S K 1'1097 :39 N 1'49 [[J 0.19><0.2，) }JI[; 0.29 15.9 

Ill黒u!N込E痕住渇悟 包色出1l10YRz日aνUJ/232色地血也O山HKt極多RL 4鳩bワ犬 状)
S K l' lIJ9日 39 N F48 111 0.21J x 0.2，J );1[3 0.]6 113.0 

S K l' 109日 :39 N 1'48 111 0.24 >く0.26 力)[; lli.O 5日302，1を甘い史

SI¥P1100 39 NドoJ8 IJ[ 。16 I"J)[; 16.1 11約百色lIJYR:V:3，i支悩少

SKp1101 :19 N [<'.18 取 0.19 I'JJf; 0.06 16.1 !!i';y尚色10YR;Jj3 

S 1く1'1102 3日 Nド!日 m O.2oJ x 0.2G 不'1芸術1'1)と 0.20 lG.O I石高itl百色五日2炭正l少I予五 S S AA:3l(0)9955をを憐構成成
S K 1'1103 lJ N 1'47 1II 0.26 x 0.3，1 |古 I~)じ 0.27 15.9 

S K 1'111J.! ー11 N F 47 1II 0.21 x 0.22 不拡1'1Jむ 0.11 16.1 Ilg:氾色lOYR:1/ iJ }j~少

S K P 1105 11 N F47 11[ 0.22 );0.2.1 ィ、1主情河)1-:; 日18 16.0 lIiJ1自色lOYR~1/3 ， ì，U:; 

S K PllOIi 11 N [<'，)7 1TI 0.24 >< 0.25 不'1~I'lJf; 0.01 16.2 IItiト白色llJYR:l/4.!由LLI少泌'IR

S K 1'11り7
3日9日

ト11"，18 1II 0.15> 0.22 十品I"J)[; 。12 15.9 黒沼色10YR3/2 S K P 11081こ11)らilる

S K l' 1108 N 1'，18 11[ 0.20>< 0.2，1 情Ir1)f~ 0.11 15.8 潟色lOYR3/2 S l¥ P 1107をIJJるの S A:J095をtM山見

SIく1'1111 ~19 N G48 III 1l.2G x 0.30 ト古fIJJβ 0.24 16.0 時間色10Y1'-3 /:1)世Li l~:; ， ;';i少

十良l庇認 (!W5色10YR3/丸山111'1')

S K l' 1112 -11 N GI7 III 0.21>く0.26 十iil'JJU 0.2:1 16.0 1日ト自色10YR3/2)出ILI'I'，炭1]1

日K P 111:3 ゐ11 N G-[7 III 0.20 '< n.25 トI'iI司!じ 。113 16.1 }.I，J，トUfi¥lOYR3/2)出山少 i)~少

S l¥ P 1 116 75 Lト III 0.26 内Jf; 0.25 17.3 J.{~ f自色10Y1'3/2)也LLI少 S D2:J.'うを切る。 S.I¥:102!守を1，'，わ&

S 1くl'1117 L N5:1 III 0.26>< 0.28 プIJじ 0.18 17.1 年HIlI不lijJ S K l' 1119AとlI¥後

S K P 1118 L N53 III 0.25 >、0.:36 f吉I'lJ[c:' 0.22 17.2 ;iHIlI不可l S日日001をtbi/J見

S K 1'1119;¥ iη L N5:1 1lI 0.2，[ I'lJβ 。16 17.1 ;了細川ヨJ)] S K 1'1117とfiHむ

S K l' 111日i五 ;j日 N F-i8 国 0.20 1111f; 。10 15.9 ;手詰11不明

SKド1120 75 III 。16><0.21 方Jf; 0.14 17.2 訴判lJ不明

S K P 1121 1II 0.2.[><0.2:1 指ITJI杉 17.'1 判lJ+1別 5日:101J1を出11立

S K P 1122 75 L 055 III 1J.26 ><0.'18 rf'iI']11三 17.2 詳科lJイミ11)]

S S S K P021161122を32をflfこIJI切切&るらオ ス S A:1029・3033を憐h見
S K 1'112日 75 L 055 TIl 0.2:3 x 0.30 If'iI月)[5 り19 17.2 詳細川~IIJJ

日lくP112，[ 75 Lト153 1II 0.17>< 0.18 在1"]Jβ 0.10 17.:l 詳細l不明

S h. l' 1127 71 L Q5G UI 0.28 :<0.:3，1 

桁ト形

0.18 17.1 終結l不明 SB乃004を1，1[1点

S K P 1128 71 L Q58 11I 。12><0.20 Il.06 17.0 判lJ不lij]

S K l' 1129A L N53 III O.2G x 0.:35 (U4 17.1 詳細i不可l 5日3001を枯lJI&

S K l' 112日13 71 L P.57 m 0.24 [rlJf5 。Hi
11774日4 

杭1I::r~1リJ

S K l' 11iJO}¥ しNfi:ぅ 111 。19><0.21 .F主主I'Jlf5 O.OG 誌記III不lリi

第29表柱穴観察表(9 ) 



2節

j在行
t，PI対

所{11i:
ffri 

辺i子iま乏たは 、l'.riiiJf;V;
i菜さ

i型 friii 許可 (m) (m) (mJ 
S K [' IleJOB 71 L ['57 fJI 0.25."， 0.29 fI'if'Jli5 。18 17.:] 約1111~1り i
SKドlI:JI1¥ 71 L ['57 111 0.29>:0ルi Wf'll伝 0.23 17.2 下*111イ、111] S K P II:Jllうとよな おU:JOo:Jそ!持1&
S K P 1131 日 71 111 0.24>: 0.28 行1ドJlfc; 0.17 17.0 説話1I1;1ザj

陶S{KP;l l 1:1l1¥と
S K P 1l:J2 Il 1l.17>:O.2日 プ'jJβ 。10 17.'1 

託J宇制都i11iイノト、Wiリ!l 日K Pll:1:1 71 L ['59 111 0.20>: 0.22 約f'J1f5 0.02> 17.2 
SKPll九5 69 L Q60 ][[ り28:<0.29 ィ;絞fLJJf; 0.21 16.8 ;下前日イヨJJj 日B:J005を戊
S 1くP11:J6 Gg L el(j(J 111 十1HrJlf; 0.0.1 

詳出胤叩a待浮f伐附糊附t総総計祁湘E由似11問i日iM]げイ干;1町り! SKド1137 71 L RS6 ][[ 
β Jf; OAI 

S IくPII:J8 70 L 01，0 ][[ OAI (U:J !HIMoIOY 1U/2.1出111少波状!炭少
S K P 113D G6 L S60 ][[ O.2GxlJ.:l5 十NI'1Jf5 。16 Hi品 下計11イ';IYJ S K P 1 HOム SB:iOO討をもも 3大き心Ll(i諜
S K P lHO 66 L SGO ][[ O.2:i >: 0.29 ト形11β 0.05 16.9 詳細1;1リj S K P 11:19と，J[iな
S IくP11.11 GG L TUI IJ[ O.:J1' O.21i lfi.7 託1I不Iリl S K P 507を切る
日KP 1[112 66 MAliO III IJ.ilO >: 0.68 h'iPJJf; 0.28 16.6 ，jHIII不iリj

S S S R S F K HRR3羽1dP0仰Hm仰U6をを4Eり切憐備情をる成成岐切u。るS縄uH文SH出を12i倒1を悩見成

S KP1U:J fj6 MAGO III 0.35 >: (J.:j9 f'JJf-; 0.22 Ili.7 政，111司;lifJ
SKPll<l7 71 L P・LQ59 111 。:JOx 0.:36 )flβ 。1日 [G.8 にぷい{“お10YR4!日.J也山多波状ぷ
S K Pl14B 6G MAGl [[[ 0.26>: 0.28 )jJ15 0.08 16.9 

詳細!不 山山S J<: P Ilei1 C4 1Il 0.27xO.:32 )j)β 0.28 16.0 
S K P 1152 日 C49 [[[ 。 プ'jli; 。17 16.1 持illl不lij1 S 13a021・a022をti!f/&
S K P 1155 ，10 NCJS ![[ O.:H>:CU7 総fLJJf; O.~1(1 1(i.0 

14巨詳詳F細塑細初午壬不不羽U盟明W l 

S B3021 を1'，'1;，&

計7 4410 () 
トID19 ![[ 0.27>くり :JO 方!日 0.:15 15.9 S B 3021を稿!点
対D，18 III 0.28 x 0.2リ カnf_; 0.30 S 8:1021をNrjfJ見

S K P 1158 '10 
bト ιi自8 

I!I 0.:，0 >: 1l.el5 、f主プ'jJf; 0.27 
S K P 115日 40 m 

ノ3、
)JIβ IJ.:l9 15.9 ;:l%1II 1; 111] S s:1021を1持l点

日ド 日 40 NC4日 III Ifif'1Jβ 0.08 16.2 下刻IJ;千;1リi

ををを村h}部i4i1成!A点L 40 N D49 III 0.28χ0.，11 十百f'JJr5 0.~2 15.9 正HIII;不IIJJ
S [く P1Hi，1 '10 

N ト
III 。:十1>;0.'18

打ドっ!じ!と
O.:JO 15.9 終結IJ不Iリ]

S 1くl'I1G5 40 III 0.28 0.21 1G.O 詳細:f;1リi
S K l' 111ifi 4f1 N D4B 1II 0.:33 f'JJ日 rJ.:J8 15.8 おIJイJザ]

sS 8 1i O00222211 ををを{お打惇l凶ihJ!I S K P 1167 40 E，19 III O.:1，J >:0.30 f'])f; 。 ](i.1 詳祁l不lリJ
S K P 11Ii9 40 NElH 1II り:30:<0.:15 JJ)f; 15.9 詳説IJ不lijl
S I( P 1170 411 N E48 1II 0.23 hJf3 0.08 1b.0 長'H!ll不可]
S jくP1171 40 N E48 1II 0.:17 ドJJβ IUO 訴~1lIノド lリ! 日日:lO21を悩nt:
S K P 1172 40 N E'18 III 。日日 Jj')杉 0.58 員HIII不明 S B:1021を七'Iil&.
S K P1173 39 Nド48 1II 。l日><0.18 Ifif'J)f.;; 0.09 15.9 行制IJ不IIIJ
S K l' 1178 39 NGI8 III 0.18 ドJifS 0.18 15.8 

f;iil¥fi!;l品色在11100YYRR:13//22)J出由l山11少少 S A:JO日?をflljl&:
S K 101179 39 トJG'18 III O.:J1 :<0.50 .lill'Jlf; 0.08 16.1 
S jくP1180 40 トjι50 1II 0.22>: 0.:19 十j'ffIJJβ 0.09 16.2 誇れIJ不lザl S K 10 1278とm惚
日K P1181 40 N D5U III 0.17:< 0.19 Pl形 。11 16.:1 !':f.¥1lI不明
S K P 1182B M047 III 0.:34 >< 0.37 付il'm 。lG 1G.6 計結IJ不明
S K P 1183 51 MI心18 1I 0.:3日〉く0.:14 1'1Jf5 0.14 16.9 詳判1IイJリj
S 1¥ P 118.1 61 !vI.J 118 l! o日1J>:1J.46 司主1古f'JJ日 0.1J7 17.0 詳細l不明 S B301liをも可liX
SK ド1185 72 L N57 III 0.19>くO.:JO 十百円形 0.09 17.4 詳担1I不可l S .1¥3027を悩成
S K P 1186 72.111日 LN日7 ll1 0.0，1x 0.12 桁ILIJfc; 。Hi 17A 許制11不町!
S K P1187 70 L 060 i自 I'JJf;; 0.13 17.2 1;洋組l不可l
S K P 1190 69 L PGl III 十百f'JJIラ 0.08 17.0 |詳HlI不明
S K 1'1191 G9 L Q60 1Il 0.25:< 0.37 IHf'JJじ 0.10 17.0 詳細不明
S 1くP1192 68 MA58 nr 0.24 円)f-; 0.15 Hi.9 主.t:¥fM色10YR:J/2)也1.1.1少滅状
S K P 1199 68 L '1'59 狙 0.2sx 0.29 liif'J形 0.12 16.8 詳制u不IリJ S B:1006をH!J成
S K P 1200 67 M 857 III 0.23 0.13 16.8 黒ト白色10YR3/2，!也L11極少波状
S K P 1210 69 MJ III 0.25 。16 16.8 JJ~ 褐@，10Y R:1/2.JthILI'}'JJU状 際 l
S K P 1211 G1 MJ 1lI O.o2 i'llf; 0.41 1(，.8 許制111~1リJ

SSK 83P011:¥2を12七B!iJをV.X切るS K P 1212A 61 M I .18 m 0.25xO.:J8 fffj1JJf-; 0.13 17.0 !);¥!1JB10Y R:l/2，l由L1y!/JJ~:IJ(
S K P 1212日 61 ivl 148 III 0.25>: 0.32 IWf可If; 。l日 17.0 ，l;1，{ト白色lOYR:J!2.J山111少j鬼IJ( SKP1212AにlJ]られる
S K P 12].1 61 MI4 訂 0.26>: 0.:31 十I'fILJI杉 0.16 17.1 詳，111不明 S K P 12151こlJJられる
S 1くl'1215 GI ivl 1 49 H 0.30 i'lJf三 O.lG 17.1 詳説U;r:1リl S K P 121，1を切る。 S日3014をh育成
SKPI216 61 M 1，19 11 0.26 x 0.:10 fi'if'JJ伝 0.22 詳細不lりJ
S 1くP1217 61 M 150 II 0.28>く0.32 1白/TJJf5 0.16 17.0 詳細!不可]
S K l' 1218 61 卦IH50 日 0.50 方!杉 。70 17.1 荘111; Iljl S B:J01:1を品育成。縄文土器il
S K P 1219 61 M.J 50 日 0.'17 x 0.59 fi'ifIJIf; 0.20 16.5 黒褐色10Y R3/2 S K P 1220に切られる
S K P122U 61 M.J 50 H 0.37 x 0.'12 mpm 0.2.1 17.0 :黒tB色10YR3/2 S K P 1219を切る
S K P 1221 G1 M 1 SI 羽 0.3，1 イ4波方!じ 。18 17.0 証平1111不11月
S K P 1222 lil M.J 51 m O.:jOxO.3日 |古ILlIf; 0.2:1 17.0 訂正111不明
S K P 1223 5.1 M L4f1 1I 0.:J8 ドJJ彩 日1~1 17守口 JHIlI不;IUJ
S 1くP12213 67 Ivl D56 1lI 0.21 x 0.2:J 円!日 0.10 [(i.8 .~.Uト白色10Y R:l/2.!白山 I，ú;少Jj~i犬
S 1くP1227 67 MB5Ci III 0.21 xO.27 十古ILJJ巳 0.05 16.9 ):¥(1白色1llYR:J/2

6775 8 5 
|開 III 0.30'<0.:1:1 陥f!:JJ日 0.10 17.0 詳細不IIJf 内JJiーし燦 l

Il! 0.23>: 0.28 的f1JJf-; 0.20 17.0 詳細川J川
S IくP1230 し孔155 III 0.20 x 0.22 日'iflJI彩 0.06 17.5 詳細!不IYl S A3028を構成
S K P 12日2 69 L P60 III 0.24x日:¥G 1音ILJI花 0.11 17.0 詳i'l1I不明 S AiJO:J7を情1&
S I< P 123:¥ 。9 MI m 0.21 :<0.25 f古I'JJf; 0.20 ll:i.8 白色10YR3/2)白山少JJW~
日KP12:1.1 日 H 

0仏人

5仔出11j円川lリl形!形形If; 
有111;1リl

S 1<: P 12:35 11 i前 111;(;11)]
S K P 1231i 52 MM5，1 III 0.28 x 0.30 0.21 16.7 品色lOYR3/2.J由111少tYfVi S 8300りをtllill¥
S K l' l2:l7 M055 自[ O.38x 0.4，5 0.:15 16.5 fli~托j色10Y R3/e1)由Lfl少波状
S K P 1239 :39 トJG.J9 111 0.20>:0.22 })i日 0.10 16.1 i~~fU包10Y R:1/2)i!lIIJlI，JjU'1犬
S K P 12'11 :19 NG511 lIJ 0.28><、0.40 |百円形 。11 16.1 n1H自主¥10YR:l/3)出LLI少版状
S l¥. P 1242 :39 N G50 Ifl 0.27xO.eI4 情I'JJ杉 0.09 16‘l 11日間色10YR:l/3.烈尚少
I S K l' 1243 39 ivIG'19 IU 0.22 ィ、主主f'JIβ 。14 16.1 11的自色lOYF<:1/4)出山少JI~状 S .1¥309.1を情1&
S K PI2.I.l 39 N H48 1II 0.37 >< 0.5.1 術fLJJじ 0.17 15.9 立1ト白色IOYR3/2)出ilJ少!JWi

39 NG'18 III O.22xO.26 J奇11Jlf; 。10 16.1 よm白色10YR3/2)由山少J:m状
39 N G-18 Ifl 0.IGxO.20 ffff']1f5 11日日 Hi.l ，¥!{I白色10YR2/3)山山少JJWi

S K P 12.18 ，11 NG'li Ifl 0.17 x 0.2:3 日WJJf; 0.17 16.0 ~\~トu色10Y R2/出血LLI_3:;
S 1¥ P 12'19 ，11 N G47 1II 0.13 >く0.17 的f1Jlf; 0.19 16.0 ;\I:~ f自白10YR3/2)由山!逐少塊IJUどト少
S [( P 1250 41 NG47 m 。15 frJl彩 IJ.06 16.1 F日褐色10YR，1/2)出山少収状，炭少
日KP 12;;1 41 I NG.!7 111 

!ド11]!!巳じ 16.1 よHf8色10YR3/2)由LLI'!J滅状J足踏i少 S A3097を料止
SKP 日ワ ! 11 トlG〆17 百! 16.0 思!日色L01.(R3/2，l出[Jjj;l;U:j九炭鉱J
SlくP125日 'll NG.17 III 0.17 x 0.19 ILJJじ )，1，(1白色10YR3/2)出iJl少塊i九段阪少 S Ael09G・:1097をhWh文
S [く P1254 39 N F50 IU 0.20>: 0.:3-1 iiJIJJJf:; 。12 1G.1 11前日色10YR3/4J矢筒色土少波状
S K P1257 39 N 1<'4世 百I 0.25>く0.28 十{'jf'JJf; 0.05 16.2 :即日色10YR3/2)也山少 S A:109:1をtltJI点
S 1くP1258 :J9 N F'19 III 0.20 x 0.25 十古j1JIf; 。07 16.1 IIfff詰色IOYR3/:3)也1[1少lJW，
S K P 1259 :19 N [149 nr 0.20 f'JJf-; 0.14 16.1 王立}自色10YR3/2)也山少沈|犬
S K P 1260 39 N 1".19 1II 0.27>: 0.29 f'JII; 0.17 16.1 県}白色10YR3/2 S A:1093をt，'，)I&
S K l' 1261 :19 N F4日 1lI 0.20xO.23 的I"J)f-; 0.08 16.1 戸:¥f目色10YR3/2 S /¥，lO%をH!Jf1X
S K P 1262 39 N F48 111 。判xOA8 不i在十I'iITJIf; 0.1:1 16.1 思Illi色10YR3/2)山LLI少波状 日K P 1098とoTci主

:l9 N 1"，18 III 0.28 >: O.:J，I 千J絞}jJf:; 0.24 1G.0 11)'干潟色10YR:l/e土地111少少
39 Nド48 1II 0.23 不怒f'JJ行 。15 16.2 [J ~f侶色lO Y R:l/4，J出LLJ少波状伐少

第30表柱穴観察表 (10)
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4章第2次(平成12年度)

irJ:，NJJiff ~:; h江fi[りヨi 1すr(EI三
1手'/1: i壬または

'1%iJf;1丈 深(mさ) 
1
I
円円円!奴1l¥;1ii側広削帥鮒江而而(m) 容i (，Ihl 与

ilJl iUlえ(rn)

S l( P 1267 11 ぷド 1II 0.1百〉くむ ド1f[; 。0:; Jぷfl}BI0YI日/2)l!l 111少JJ~l);

S K 1'12俗 41 1II 0.25 x 0.:30 1i'i[IJj彩 。29 16.11 日立，10YR:J/2.Jt占IIJ少Jjll状 SA日00iiを七時J&

F47 11l O.17xll.2日 lmra 。12 16.2 自色lOYRB!2.J出11.1少波状J足ト I A30~6を七旬以

N 1II O.:18xOAl f古l'jJf; 0.13 Hi.2 IIfHUl0.10Y R:Jj:土地LI.I少l)¥W、 日K P 1272を切る

S K P 1272 40 ト1E51 1II 。九6x0.40 総I'JI[; 。!J9 16.2 IIfiff}色lOYR:l/凡地IIJ少波状，:HiUi.i>.1:少 SKP12711こi刀られる

S K P 127日 10 N Eii1 I 1II 
。く6り2502 

十I'ii可!日 。17 Hi.2 白色10Y1，3/3，1X紙少

S K P 127'1 40 E51 11l ィ:告さfi!PJJI5 。18 16.1 11tH白色lOY1とlj:けl!l 1 1. 1少lj~i犬，;.iHU l!l 1 少 S A:JO臼lをおお点

S li. P 1277 lO N E50 11l 0.20;< 0.2:1 日'il'Jlf5 。11 16.2 :.uHJ色10Y R:l/2，Jl!l11.1少lllll};

S K P 1278 ，10 N E50 IH 。九9x(l.50 付iJ'JJり 0.14 1目的能白j色出I1I少lJg状 SK ド1180と惚。 SA:J092令怜Ijl&

S K P 1279 40 N E:;O 1II IJ.ZO>; 0.25 tfil'JII; 0.01 16.2 lOY 1'. :1/り自Ll I~]\ìllX

S K P 128(1 1I1 り18;<().25 出IlJI[; 0.07 16.2 ng-fs色10YR:l/4 ， i)i~ij\少

日lくP1281 1II O.27x(J.:J2 ノF"ifmr'JJr; 。11 Hi.1 lIi'ilU色10YR:lj日出I1I少JjIl'1丈Iょにti)i少

S K P 128，1 ，10 トJE'18 111 0.18>くり 22 付il'lJ伝 。10 Hi.1 J.l.'JUl!lIOY R:J/2，1出LIIドH;]¥WU)2ノ'1->

SKP1286 10 子Jι'18 111 0.21 >、 0.26 十fil'JJ伝 ().O:; 16.2 :.!HUl0.l()Y R:i/2.l由I1[1 !Jlli!;[)~ 

S 1くP1287 N E47 1ll 。18xO.20 f古FIJif; 0.07 Hi.2 日色10YJ日/2，1由山少JJi! I}~

S 1¥ P 1288 12 N E47 111 0.20メ 0.21 方!日 0.11 16.2 白色10YR:l/2)l!l1 I 13-' S A.i!l89をl¥¥i]J(;

S K P 1289 ，10 D:iO 1Il 0.22:<0.:39 
行イじ1; 

。10 16.:) 日fTf日色10Y R:l/4 ， J 出Li l少1)\IìJ~

S K P 1290 40 I N D50 1Il I O.18X(J.26 1)り討 16.3 llijぬ色lOYR:ljυ出11.1'yJiW，

S K P 1291 40 ト1050 111 0.18:< 0.20 I'JJI:3 0.09 16.2 十日slOYR3/2，J出LlI少品目ik

日K P 1296 10 トID'18 111 0.25 :く 0.:31 付iflJIじ 。12 16.1 IIMf}l0.10Y R:l/'I，J出III多 S s;)022をt{!JIJ党

日iくP12臼日 10 N D48 1ll 。19xO.22 千百I'JII5

1ill仏

白色10Y1'.3/2)也ILI!tJlUI犬 S 13:1022を11111&

S K P 1303 40 トiC51 m 0.27入。日。 ドJJ日 un.同色10YR:1/4)出 111:レJIUKjj~少

S K P 1:3り7 10 N C51 III 。:J9>;O.:i5 十)'il'JII-; 。12 Il!苦悩包10YR3/り由IIJ'J> S K P 1:108に切られる

S K P 1308 4 N C51 111 0.'1:3:<0.5:3 l!iJllJj'; 0.22 111fT怯j色10YR:l/，1.)illILI'l.'JJiW: S K P 1307を切る。 S1¥:11192を.f{'!I&

SKPmll '10 N C'19 111 ()ι15xO."0 I'JJf-; 0.05 16.2 IIfHUf立10YR :l;，Ul!l 111 多， ì;j~t1~~ 1> S K P 11511二IJJられる

日K P 1311 10 ト1C，19 1ll I 0.21 x 0.2，1 ド]lf5 。十i 16.2 lIi竹日色10YR~J!3 

S K P 1日12 10 N C49 11l I O.'l:lxO.fi.1 IfiドJJ杉 0.11 16.2 fllJfU色10YR:J/:3，i，)t抑レ S 1¥605と担。 S13日021を!I，いI

SK Pl:m 10 ト 11l 。20 ドJJじ 0.IJ8 16.3 !日出色10Y1日/2.i)i極少 日B'I022を桃山

S K Pl乃H ，10 0.27 I'JIIラ 。12 l(i.2 IItrHJ色10YR3/4)世ILI少

S K P 1:315 4 N C'18 11l 0.22 x 0.28 1i'iI'J)[-; 0.22 16.1 [Ji;f潟巴1J()YR3;:J)世LlI少泌料、

40 ι 不j官1)';I'JI[5 0.17 1(-).2 地!IJ'J'

10 NC18 。07 Hi.2 
I叩J1剖)s色色11O00YYY I!R日U3パ//2200也炭1由少ILI少監S 1<: P 1:118 13 N 1352 11l 

り2:3 むりil!l杉If; 
0.09 1(i.:J 

S K P I;JI9 1:3 N 1352 111 0.2:3>く0.28 1官I'JI日 0.07 1G.:J 

S K P 1320 '15 N 1351 111 。16>く0.30 十，'1I'J 11; 0.1:1 16.2 11M自色10YR:l/cI，iJピ|長少

S K P 1321 45 対1351 11l 0.25 >: (J.:l日 ザil1Jlf:: 0.07 16.;J 1!f1均色10YR:J/3.l出III少JJUliUi:'少

S 1<: P 1322 ト11351 11l O.:JCi ILJ)[5 0.10 16.2 H吉間色10YR3/4 ，i;j~係少

S K P li12:J 15 N 1351 1Il 0.22>:0.25 阪I'JI[; 。12 16.2 IIH-同色10YR3;:1 

S K P 132'1 N 1351 111 0.20 x 0.2:3 ffil'Jlf3 。1;:; 16.2 よ計局色lOYR:l/2，地LlIlJI

S K P 1:326 ゐ15 N 1350 111 0.40>くりど16 行if1JJ[; 0.05 Hi.4 11吉凶色LOY1'.:l/ :l ，ij~少

S K P 1327 45 N 13GO 111 O.lb><0.13 Ifil'JIf; 0.09 16.3 t~~潟 f.i>.lO Y R3/2 

S K P 1328 45 対日50 III 0.19:<0.2'1 li'iI1]J15 0.06 16.:1 同色10YR:3!2.J白山少阪少
5S AK8P F 081133222を98を十l持こ1切Ujるられる

S K P J:J29 15 ト11350 111 。17'て0.21 十古1'])1; O.l'l 16.:3 ;'，lW3810Y1刊 /2，!l!l11ドレメ日約iJJi

SKP1331 45 N 850 1ll 。lGxO.20 INドJJ伝 0.0，1 16.4 よiH白色lOYRil/2 ，J出 LII少lJU状 ，i)~少

S K 1'13日2 N 849 111 0.19 I'JJf; 0.06 lIU ト5色lOYR3/2)由IJI少

S K l' l:l33 
一

N日4 111 0.18xO.21 )jJ[; 0.0，1 16.3 ;;¥{r白色10YR3/2，J出IlJ少1炭少

SKPm'l 15 トJ8，18 111 0.25 fJJJ杉 。仁6 16.:1 褐色10YR3/2 ， J山 LLJ~

S K P 1335 15 N日48 取 0.20 x 0.26 打:il'JJf; 0.05 16.3 褐色10YR3/2，J白山少

日SKPユ
N 13-18 111 0.2i¥:< 0.25 付'fillJ杉 0.08 llU lたItJl色10YI，日/2)虫山少 S A:1083をWilJx

，15 N 848 III 0.:30 1'1JfJ 0.07 lG.:3 日前白色10Y1'.3/3点i少 S K l' lil:38とむ

S K P 13:38 IS N 8，18 III 0.2'[ >く0.29 十i'ifIJJf; 0.06 16.3 褐色10Y1'.3/2 S K P 1337とf[[彼

S K P 1339 H N 8，17 111 0.22 x 0.25 hIZ川!日 。11 16.:3 kH問色10YR:lj2，淡t<lli少 S A3083を治!皮

S K P 1:340 'H MIミ52 H 0.25:< 0.27 riil'JJf; 0.09 Hi.6 黒褐色10YR3/2，!世tll少

S IくP1341 'H M1'.52 日 0.22 I'JJじ 0.15 16.:1 褐色10Y1'.3/2，1山山少

S K P 1342 4，1 MR52 11 0.25 ド11杉 。14 16.5 自色10YR3/2，J出山少

S K P1343 恥lιi M1'.52 11 0.41 :<0.5:3 I古fl可)f:; 。lH 1G.5 ト白色lOY1'.3/2，1由ILI':l:J

S K P 1344 16 MR51 狙 0.24 x 0.27 十古川!β 16.6 黒ト白色10YR:1/2 ，J出 Illif" i:)~少

S K p1i1.15 46 M1'.51 1Il 0.28 xO.3:1 路[lJ)杉 Hi.5 白色10YR3/2，J由山少，lJt少
S 1くPs16 46 九'1R51 日 0.26>く0.29 十存11m O.ZO 16.G 自色10YR3/2，J由LLt少 S A3075をINi/Jx

S K P liH7 46 MR51 H 0.25>: 0.28 f古1'11じ 0.18 1Ii.6 J五十日色10YR3/2，Jl!l111少少

S K P 1:34H IG 1I1R51 n 0.24 )へ1l.2Ci I1JI[; 0.26 16.6 目立，10YR2/2，J出LLI少少 S A:3075を1持r&

S K P 1349B 10 MP51 II 0.20>;0.2.5 1奇I[J)日 0.21 16.6 白色lOYP2/2，J白山極少ぷih:jj少 S K13.19Aを切る

S K P 1:350 '11i M1'.51 0.18 不絞11J形 。1.1 16.5 ワ{ト白色10YR3/2，J出 1j_1少 .i~l少 SJiTJ4fJAを[JJる

S K P 1352 15 N A51 III 0.33 >( 0.3li I'JI[; 0.21 16.2 日吉}呂自主 10YR3/:土地山多，;~~fg 色 =1 少f)[ '1犬

S 1くP1:353 ，15 NA50 III 。15)<、0.17 ド1)じ 0.08 11;.3 間色10Y1<.3/2，1出LLJ仁IJJ鬼IX)究極少

S K P 135，1 15 N A50 医 0.20 x 0.31 出I'W () 12 16.3 黒沼[0.10Y1'. 3/2 ，Jl!l LIt多.t足 h~\少 をこり切jるらjる

SJくド 1:355 45 N AoO ]][ 0.:15 !弓 jr~ 。J(l lG.4 ;.，t:l;f目色10YR3/2，J白山'IJftW¥，IIi'i褐色 IJIJHW，

40 N 1¥50 11I O.2G;<(Hli 不採川)f; 0.01 16.5 !日ト白色10Y R :Jj2， F'e多.1OY1'.3/1 I~少 SK ド1:1fi7を切る

45 N 1¥50 11I 。10;，0.46 十i'iILJJf-; 。0，1 16.5 [片付白色10YR3/3)l!llu'I' S K P 13561こりjられる

15 N A49 11I 0.2:3 I'JJI~ 0.05 1Ii.:J ni'H首位10YR:1/3，iど少

S K lコ1:159 N r¥，18 m 0.22 >~ 0.:3:1 げ;IJJI日 O.OIi l(i.:l 

果目時忠附白褐褐j関hf}色色色色色i1lOU0。OY Y Y Y RRR33J匂FU3L仙A地削出l!Lild!世砂ト少民川保zはi拘留自極極i少少Ib J 
S K P 1360 15 N ム18 11I 0.21 xO.29 怖いJI伝 0.0-1 lIi.:1 

S K P 1361 ムiη MT日l 11I 日23xO.28 十古I'JI[; 0.07 16.3 

S K P 131i2 MT5! 11I 1J.:11 xO.52 WI'JIfラ 0.14 l(i.:l 

S K P13ι1 15 MT.19 11I 。16>:0.18 情I'Jlf; 16.3 

S K P 1:366 lG MS51 111 IJ.42xO.ii2 十iilL]形 。11 l(i.4 
?なj{¥f泌目色色1100YYIRt3Z//231Jj出l!l山LLI少少 溢リ

日K P 1370 1'1 MR52 I II 0.39xO.52 十(11'J形 0.24 16.4 

S K P1:¥71 1，1 ivl R52 11 0.19 x 0.23 出ITJjじ 0.11 lG.1i ト目色10YR2/3)由山少極少

日3ロn 773 1 

1'1 缶1R52 日 、 ドjjf; 0.05 16.6 !玄関色10YR2/3)出I1I少ぷ:約γ)J

16 MR48 Il1 
!怖奇う日5 I見王立褐ト}日昌也色色11l0O0 Y Y R 33:1//2，ij也l出l!llll lbil 少ノ先/1-'

S /\:J081 を 11，j1i~

!日 MR.17 111 0.22 

.16 MR51 11 0.:16 x. 0..1'1 。19 16.6 
5S 1A〈3p0715:37を7に椛伏U]られる

S K P 1376 号J(i MR50 111 0.30x0.40 情|斗!日 O.H 16.6 烈ト自色10YR2/2，1由LlJ少

S K P 1日 46 幹J1'.50 111 0.31 x 0.57 十i'if1JI[5 0.30 16.5 双fg色10Y1'.3/2，J也山'1' S K P 1376を切る

S K P 1378 46 MR50 l1I 0.2，1 [守!じ 16.6 同色10YR3/2，l出ll.l少jど少 S A307fiをf!liiJ'(

日1¥Plin~ lG MR5u 日 。17八 0.21 市ドJI[; iG.5 旦;rs色lOYR2/2.J出lLI少

16 1ll 。13>;0.15 続1'1)伝 0.23 16.5 JH潟色10YR2/幻自山 IIJ ，j.)~少 S A:1075を|持1&

ー16 n 。17>く0.18 1'])[; 0.28 16.5 烈トijf!l10YR2/2，l出111少

16 MR4() 日 0.19 >:0.20 I'JJf~ 0.29 16.6 !¥UU色10YR2/2，1由LII少i炭少

S K P !C1S3 46 泌氏48 l耳 O.22xO.2G 情11JJ[; 0.16 10.4 H:{f?4色lOY1'.3/2，1出LI.IL['

S K P 1日8，1 46 お1Rcl8 III 0.17 >:0.18 !弓!日 0.05 
1166‘6 5 

!.tnU色lOY1'.3/2，1自Ll.lLi】
】 10 MR'18 1lI 0.23 ILJI[; 0.07 IIiH白色10Y1'.3/3，1白山多

16 MR'1日 1Il 0.21 >; 0.23 ITJ)f;; 0.21 16.5 烈!日色10YR3/2.J山山少1炭少 S A3080・3081を|品成

17 ivlTH 111 0.20 x 0.2，1 INI'JI日 0.05 16.4 !日間色10YR2/2.l由LII少.iJミ少

S K P 1:388 40 ivl1，48 111 0.22 I[JI伝 0.0，] 16.S ト目白10Y1'.3/2，1由II.tLI' S :¥3079をtl，ilix:

S K P I:J89 46 札11¥48 I1I 0.21 xO.2el ドJ形 0.09 Hi.5 J幻自色10'1'1'.3/2，1山山L[:l

第31表柱穴観察表 (11)

-202 



2節

村 It~í[刈 付yiiE[:<: I f'負U:I i壬または 'V←lIi占ilf;o1丈 I をさ 11I;liliれそ必 開f夜 ~ ~ 
iG日 ifli111長( 0 1 ) ( 0 1 ) ( 01)

K P 1350 18 1i  Sι17 1 II1 0.18;/0.2() ドiJf;o I 0.15 I l(U jねむ色10Yi，:i/2)出11l多));少 SA:JO81を 41点

SK 1， 1:381 ι181M S'17 1 II1 0.17:< 0.20 tfi1'1!f;o I O.OG I 1(;.:1 !日治色10Y132/2)出111少)).!少

S K P 1:392 I .14 I.1 I II1 038パ 0.29 1'1J[.; I () 1 lH1:.1.:社i色 10YR2/2，J出tlけよF を1こ悦iJ1!1点'0れる

s 制 不銭円形 0.09 I l(i8 向JIイ;I~I
16 Mq50 :JjJf; ()，22つ寸 m拍 10Yla/2，)出iil少叫

i J16 I iVIQ50 1 1X0.22  111!伝 0.17 1 16.7 照的色lOYR2/2地lI1少

101 i Q51i 1 11 O.2:J >: 0.26 付iI1 1 形 { 1.0 9 1 16.8 K1i!ll MHJf色il Oo Yy RR23// 川2，1出出ll i 必

日I;: P 1:i98 〈[61iQ ，，0 I 11 I 0.20 y 0.22 1 '1Jf1  0.12 16.3 1<1' S K P 1:199に切られる

S K P 1:199 1 ，1(j 1 M Q50 1 111 1 0.:10 1'11日 (U2 I 16.8 1 'm白色lOYR2/2，J出111ノjノ ")/ 1 S K P 1:3日自をU)る

Sl〈!'14100 1 !i(j 1 1v'1 Qj19 1 11X〆0()3九 1'1}彩。 1016.71，I.¥f日〔 10Y1{2/2.)自111少

S K P 1401 1 ，I!j 1 ivlQ ω 111 I 0.24/ O.:jl) 11i1'1Jf; I lfj.6 同じ|出l叫」仰品住吋色b色 仙CJ.!.¥i伺川巴l住血U川いY ゆtレ4ぷ ト102と む3 1〈i)1402 II(j LI QJ19 1ii 0.2(j :<日 :32 {古1'1I[1 028 1 16.6 5 K P 1401と，[H包。 SA:i077を討が

SKPUOlj 1481 1vlQ，17 11111 0.39:くO.fi8 十i'iI'll日 0.20 1 lGA 11~_I;H[if(jælOY ln/:l 1 S A:JIl日りをH/H点

SK 1'1<10a8  MQ.17 1 Ili (J.22lj!i;  1 0.10 1 1{ flLl(lY I，:J/2，1由IILi5JJ:少 S A:107りをも完成

S K P 1t108 1 ，18 I 1¥>IQ-17 111 I 0.22:< 0.24 桁円形 Ijl知消民耗間日色色立1ll(O0)YYr，31//:i0JJ1由1出I!llliiijι!多?ι予!政忠史ψ S K P 1ω9.Is 1 ~l Qζ!7 1 111U.21 >く 0.411(i111If 10.14 1 H i.55  A:JOiO・3080をH'¥11X

S K PH1() jMQιli 1I11 0.1月 i1'1lr< 1 OJi日 1品目

S K P 14 11 I 48 1 M QH  1 r11 0.2九:<0.28 打'il'l形 0.07 1 lG.6 Jil潟色lOY!日/2)由111少。伐少

日l〈1)1<112 1 ，!fJ 1 IVI Q 17 1II 0.2:J:< 025 1I11[-; 1 0.07 1 IG.G 111i潟色10Yi，:l/3.J出111'1'

S K P 1，1 1:1 1 01 1 ltすら H11 り34X(J.:J0 イペj在じ り42 1 1{td1 りYR:l/2，)ti!11 I 'l-'JjMU;~'jJ 1 S日:JOO討会f，Yjl1I:

S1¥ドl'IH 1 IV[ 05:1 1 111 1 0.28 JjJf:; 1 0.22 1 16.7 三主 旦RRR主主 レ
SKP111ei 1，， 11 MP5，i I III プ'j}f; I O.O!) I l(j.(j I ;，!Hsl!:¥lOY R:I/2 ， J ti! LLI'YJlW~.;;ι'J 

SK 1) 1417 1 51 1 !VI 1 札3301 悩11jJf 10.10 1 Ifi.i レ SA1072を 411jL

S K P 1.118 I lI P;:)2 羽l ィ;主ミドJIL1 O.H 1 Hi.G 凶ぺ S 13::102りをIlIjiI友

S l<; P 1'1 19 1 51 1 iVI P 52 1iI ×O.:ll 怖いi113 1 0.09 1 l(i.7 JIu白色IOYi，:1/2，1)n，1i少

S S S K K K P P P 11140 5lM  ， . I1 000.377×/000.4324 焔焔プJIl1jj13!!fU1 0β 然ょ奇1協出1白色[色主1l10U0YY Y RIRU3Z///り22JJ由出出111ドi心少P的波j減1.'状少 S D741と主総

S l¥ P 142.1 1H  M 1OSJ 1 1I 1 O.39xO.:341 不必113 1 IJ.IJ(I Ili.7 県尚色10Y1，:1j2，iJ:少 S 1¥ 1425そりjる。 SB:l020をl，WfJ¥':

S 1( P 1'127 幻 豆 …Mん王pPP叩歪コ!コEE日 ロ 五U五7言0日刈干 有桁円可形!百 五山五8百 1(6日7 鼎尚色IOYR:l/2，11応，1[紙化 肘 l

S 1¥ F 142R 1 也I目見f略M監悩l主詰生確色色盟認1i0り主(出に必茄極由尚主少白SI< 1)1429 1 日 (1.1臼 '1 1古llj1[ 1(U:J 1 16.7 

S 1くP1，1:，2 1 5:1 1 ~1 P50 1 III I 0.27/0.:¥0 ff'iIL11f; 1 0.1.1 1 16.6 

IIJY 1"Ij:l) 

SI<P卜1:3:1 1 MP50 I III I OA1> ().71J術|弓1[; 1 O.:lfJ 1 lG.5 IlIiJiU色lOYR:l/4，1出ILI少lJg:lk I S B 3018をHi):成

S [( P 1434 1 o:1 1 M 1"49 1 III 1 0.19入 0.21 十Jillj!日 0。。 3ι 16;) ;1日色llJYl，:J/2，J出ILI少ほik.i);少

SI¥P卜1:15 1 :i:1 1 tVI 1'.19 I lJ I IJ.18xIJ.23 十百円形 16.7 J，!，J.HJ色[OYR:J/2，)出iIl少泌状

S l<: P I，J36 1 5:3 111'49 1 n 1 O.17xO28 tI'fIJj形 IJ.l日 16.8 11ii褐色IOYR:l/払j出ill少))ihvi少 SA3077を1It立

Sl( P U37 1 IVI P 49 1 11 1 0.22 >< 0.25 術円形 0.15 1 16.8 1札制色JOYI<:3/2，1出ill少，i):版少 SA3077を椛I戊

SK 1'l-l(18 ;，:" 1 M 台IPω 11 I 0.17>< 0.19 t;'W1!日 015 16日 以尚色llJYl，:l/2，i'):HJ(少 SA3078をtIit!点

S l(1' 11139 1 5日 P49 1 II I 0.35xO75 陥|11Jf 1007 16.7 黒褐色10Yl':1/2，J出ILIi|1波状 S 133018を構成

S S K ト 5 M H × q形 。o8 1 16.7 111f褐色llJYI，3/日J出iLI多
111If 1 IJ.07 1 Ili.7 問自色10YIZ3/丸山ll多?伐縦少 S 113017剖似 | 

S K P 1.1必 5:¥ 1 r1I〉ム19 I 11 I 1.18>: 026 }百円Ii-; 1 0.11J 1 lG.7 以!日色lOYF(3/2，地11l少J災少 | 

S K l' 141:J 1 M P 48 1 11 1 1J.21 x 0.3o 桁1'1If I0.11 I [(;.7 JIH白色10YI，3/2，J出はl多

S l¥ P 14，1，1 1 i¥i P47 II[ I 0.:33xO.:l8 惰ll111" 1 0.0(; 1 16.7 !日出色10YI，3/之ju]1l i少

Si(P 14初 日 Mp417 1 II1 0.2.1 l'J!杉 0.07 1 16.7nri褐色lOYE23/3J由lji少!炭144少

S K P 1446 1 M p.]7 1[[ I 0.20x 0.21 円!日 0.07 1 ](5.7 ，nl呂色lOYI，:l/2，J出lli中。伐t;5少

S K l' 14.!7 1 M Pol7 1 111 1 0.30;<日幻 ド]形 0.14 1 16.6flu白色10YR3/2，1出111少，;d::極少

Sl<: P 14，18 I M l' 47 1 11I 1 0.26×0.32 mlJ形 0.01 1 1[;.7 忠治色IOYi":l/2，1出ill少1jt状

日l(Pl，H9 I5  tVI 1'4(; 1 111 {1.2B l'11f; 1 0[8 1 16.7 L15色l()YR3/2，1由111少Jjtjk S K PH50に切られる

S 1( P 1450 1 55 iVI PA16 i11 0.2，1:<0.34 1有円形 0.09 1 1(;.7 111I潟色lUYR:i/3，1出ILI少ljtIg 1 S K 1， 1'149を切る

S li1)[0151ωMOol7 11I I 0.26〉〆{)(う()惰1'1![1 0.06 1 16.8 1 NWJ色lOYR3/2，J由IIJ少JJU'I犬

5l<; l' 1，l52 1 4R 1 IVIQ47 III 1 0.18:<0.22 方If3 0.09 1 16.7 1 Jon氾色lllYR3/2，J由1.11<1'，炭少

S K P]o153 48 1 ivIQH II1 I 0.'17 x 0.51; 惰11I1r; I 0.11 1 16.7 J1，H呂包lOYiVl/2，1也山少，iJ:少 S i¥ P 14ii4と屯?主G S 83025・SA3080を協1I長

S K P Uo4 44188 h'1Qlf) II1 1 0.21 ドJlf; 1 00(， 1 16.7 込H目立L10Y R3/2，J由lLI<1'，母: 1 1 1S K 1'1.153とヨ主

S l;: 1'1，155 1 48 1 ivlQ4G I11 I 0.:10xO必 民1'1If1 008 1 16.7 黒ト白色lllYI<3/2地11 人炭少 5日，1025を構成

51<; P 1156 1 48 1 lV'1Q4G I11 1 0.20 x O.2G 出l'1!日 ()12 1 16.6 1 JH悩包l(lY1<.:1/2，1由山少?i|!

S K P 1457 1 CIO 1 l¥j C←i9 1 1II 1 0.12:<0.14 1古川J f 1 0.06 16.1 4て下手11不I~I 1 S Kl.159を切る

SK 1)1453 1 10 1 N C.19 1 II1 O.15xO.22 f;1111Jf1 0.05 16.1 37FFIII不lリJ 1 S 1(1.159を切る。 S8日021を情11I

S li1J 146o 1 .!6 1 M S 60 1 II1 0.21x().29 焔|IlIf1 0.2:1 1 16.5 J21目白10YI<2/2)出111 -:!1S AeJ076を構成

S1¥ 13トWI 1 16 1 I¥，155o 1 Il1 Oc31:<(UI7 1古|IJ!fJ 1 0.19 1 16.5 i色10YI<':3/2)出111l1'，1だ少 S A:J07liをfl#1IK

S i¥ P U62 1 .16 1 M S50 1I1 I 02Oxり27 Ii'1円形 。17 1 16.5 ii古iB色10Yi，3/3，1出!li{|l 

S K P UG3 1 ，IG 1 M 1主将 !Il I 0.29>:0.'10 悩J1JJf; 1 0.15 1 11，.'1 1 U前日色10YRel/3，J1I.liLI'I' I S A30日[段階成

ね IR(思同色lOYR:1/2，1出1[1少) 白坂ゆ20c0111lH3

S K 1'1必6 10 1 N i)48 I Il11 ()日IJXり 小松1'1jじ り日日 lb.9 間l111~UJJ 1 S B3022会i持11A

SK P1467 12 1 N f).17 1Il 1 020 円形 {)，]0 1 16.2 jiU色10YR3/2，J出lli少 SB3022を悩iJI

S 1¥ P 1468 I12 N D，17111 I 0.28xOA8 方!日 0.34l1目6白 :15色10YiU/2，1由Lil2与

S K P 1169 I 12 1 N D.17 1 1Il 0.20 x 0.2:1 焔内lf:'; 1 0JOI }iリ白色10Y!日/2，1也山多

S K P 1470 1 42 I N D'l(j 1 III 1 O.20xO.2(i 悩円形 0.02 1 lii.:l にぷい裁褐色10YR.I/3，J出ill多

l H( 必 (11JJ色IOYR日/人ju1111/い

U 12 1 N l)H 1 I ×0.10 泌方11j1c!と (1.0日 16.~ }幻日色10YI，2/3.J1I1111少

12 1 N)16 I III 1 020人 0.22 I 0.12 1 16.2J針

S K P 1.[7，1 1 .12 1 N I).16 111 1 026 J 1 0.18 1 16.2 1:，11ト目立L10YR3/2，)山山z|1，1jjfJJ

S SK lく 12 I N D46 即 O.I~)^ 028 fI'j'll1)11 009 1 16.2ult311L10Y l<2/2，1也lJI少 S A3087・3088を陥成

N INij l11 1 0257く()28 焔|Ij!彩 。11 1 1日2 i間色10Y1<3/2，1lHl i l イl) ，I)~少 S A:1086をHJh史

SKPト177 1 N  II 1 0.18xO 20 怖 I'II[~ 1 001  l(i.{I 11白}白色10YR3/:1，)出11132 S S AA33008887ををi構持i成

S K P 1.178 1 ，12 1 N D'IG 1 II1 0.19xO.21 11j形 。1:1 1 1Ii.2 氾色10Yl<2/2，1出ii l少

SKpH79 ι12 1 N C 47 1 II1 0.1.lxO23 fI'iI'JJ日 012 1日日 照間色10Y1，:l/2 ，J出 1113~ ， bi:少

S l<; l' 148o 1 -12 1 N 1)47 1II 1 0.21l 十}古古;与川lI!j杉!lIf;z 002 lG.3 JI(f日立L10YIE3/2，地iii'1'
SKP1481 J -12 1 NC-16 1 III I 0.18>:0.2:， fl'll LI 11" 1 0.12 I 16.2 黒潟色10YR:V2，Hi!LLIY I S A:¥08Gを悦成

5 i<: P l'I82 1 N 11 1 0.16 ~< 0.19 Jilf" 1 0.06 1 16.:;JUiH色10YR3/2)出11iIl'SA3085をlJlJ/Jt

SKP1483 1 -12 1 N C -Ifi 1 [11 0.27 川!f; 1 0.1-l ll:i.2 1;，間色10Yi，3/2)世lli少 SK 1'1，1841を切る。 SA3086を問点

U 12 1 N Cゃl(i 111 1 0.31:< O.:J(¥ If71'1If1 0 6 及協トf白白色 色 色 也1白1J山l山I1ノ人 5 i( PH8:Jに切ら， SA:l084を{持11I
4N  III 1 0.20>:0.26 }j!日 川 1S A:J086を村

1110.23 >:0.24!?JI日 008 1 16.2 

K 自887C-I自 111i1122672 HiドJlf1 1J.l9 1 16.1 1.9E色10YR3/2，J出LIl'13
1N  C.16 fL円If1 0.07 1 16.:J 1 ;.I; 白色lOYl'-:1/幻自iIl少 SB3023を椛!点

5l〈101，189 1 12 1 N C.16111 1 0.20>< 0.22 1;撚l'JJf1 (1.(15 1 16.:J!4lJS色10YR3/2，J也1I1'1J

S 1¥ 1'14190 1 12 1 N C 46 11i 0.16 :~(1.1 7 1'1!f; 1 0。0190 1日3 I!J2i4l潟1日色色1100YY lRU3//22jj也出l山11'少レ}た少
S lt 1'1，191 1 ，12 1 N C47Iii0.2:J>: 0.26 情|IIlf1 0.19 1 Hi.2 1.'.¥¥mol0Y R3/2，JlliLlIY，i.)iY 1 S13:JO22をht11，史

SKP1492 1.121 NC-17 11111 0.20>:0.m 怖円形 0.09 1 16日 にJ品、政潟810YR.I/:1

伎痕UEZ{!， (J11トLJ色IOYlt日/2)

51〈1)1.[93 1 -12 1 N C47 III 1)16>:02U 怖い}!日 0.05 16日 11吉潟包10YIE3/3，1lliLl l'11 

S l<; l' 14岱1 42 N C.17 1 1i1 02o ~< 0.22 l'3![; 1 0.0-1 16.3 !幻自色10Yl，el/2，!出ill多jii〈少

第32表柱穴観察表 (12)
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4章第2次(平成12年度)

品添乃
fEfi[まi

Jマ
倹tl¥ f壬または

;hliiJfW~ (長m吉) 
滅的l松山|

出a イ

話'r'J Wi jllD之(m) (m) 

S K P ]495 42 N C47 1Il O.2:JxO.25 fllJ伝 0.25 16.1 I :.I.1，f白色 10Y1日/2 ，)出 tlJ~ ，伐r.j' S Bil021を椛uY:
S 1くP1ω7 42 ト 1Il 0.21 x 0.27 Hil'JI杉 0.16 16.2 lこぶい白色lOY1， 4/:1 ，)出 JJJ~

ねoiHfis辺 。 討 色IOYR:l/2.I也J[J少j
S K P 1']98 ，12 C，l(j III 0.22x(U1 )jli; 。1り 1(i日 lIiW}[0.10Y R8/礼治ilJ多 K P 1'19flそ切る。 S13 :3022・SA:108iiをfilii&

t:tlu!itii;ll!， GAHむ色lOYR:1/2)出LLJ少)
S K P U99 42 N C46 JIT 0.21 x 0.28 方形 。1fJ [li，2 色10YR3/2，)出JLJ多 S K P 1，19filこ切られるつ SA:108Gを持

ね討色10Y R2/2.r出LLJ少)
S 1くP1500 12 ト<C46 III 0.20 x 0，2:3 1H官 。12 16.2 立10YR3/2，)出LIJ多

S S AU 33 00 日2目2ををt係!!!j改
S 1くl'1501 42 ト fll 0.33 x 0，:18 0.09 16.:] ;!.ll白色10YR2/2 ，)出 JJJ~
S 1くl'1502 42 lfl 0.2fi x 0.28 IIJI[.i 0.22 16.1 然性)[0.10 Y R2/2)也[IJ少，iJ2少 S 133m:1会総!ぷ
S 1くP150:J ，12 N C47 I III 0.20;< 0.24 打1Jlllf5 。14 16.2 J.J(fiJ(立10YR2/2，J出ilrtlJ

S 1くP15けi N C47 III 。20x 0.24 )j)f5 0，1:3 16.2 !:¥UiJB10Y R:J/2，)illLlrrj' 
S 1くP1505 N C47 Hl 0.20:<0.2:J n'il'JJf5 。19 16.1 

白m色l10…山 少S K P 150fi 42 C4(; III 0.:J3xO.:JG ;本的'JI[5 0.23 16，1 S A3087をもIt'sfA::
S K P 1507 42 N C，J[j III 0.25 x O.:J'1 約I'JJf5 O.1J9 16.:1 立:褐色lOYR:l/2，J出けI多 S A:1087を機f&
S K P 150B 42 NC46 

1I1E I 
札

不iプ古 βLJlf5 0.14 16.2 よ共ト詰BlOYR2/2，池山少.idi少
S K P 1509 ，12 NC，16 。08 16.:1 [J;}r8色10YR3/3，J也L11r:j ， 

S K P 1510 ー12 N C46 1Il 。 17~<O ， 23 桁 PJ If'~ 0.08 !日日 辺倒色 I I1 YR:V2.lill Jl r少 ， ì~;t'Þ
S K 1'1511 47 N日47 III 0.1S x 0.20 I'JIf; 。1:3 16，:J 日;H品色10YR3/:J，J出けi少少
S 1くP1512 ，17 N 1347 1II 0.21xO.2'! 不殺I'IJ日 0.12 16.:J 日高トiJ色lOYR:l/日出JIJ多 SI3日02:lを術!戊

泌総正2，l烈対色lOYR:l/2，J出けl少j
S K P15J:l 17 トJ13<17 1Il 0.21 x 0.22 JLJJf; 。12 1G.2 H高位}(立lOYR3/3 れ仮()Jlf;)

む:lu!i在認 (思f/J[0.10YR 2/2，)由LLJ少)

S K 1'151<1 N B'17 1lI 0.20 1'11[5 0.27 出色10YR2/2 
S SK K P 1'11551154会lこU切jるられる

S K P 1:;15 対日，17 耳[ 0.20〆0.24 f百I'l)f; 0.09 日夜間色lOY1~:J/州出Jl r~

氾色10YR3/2l 
S K P 15](i ，17 N [J，17 III 0.24 IJJJ杉 。12 ](i.2 !.!.\f日 ~10Y R3/2，J由rI，少
S K P1517 47 N !l47 III 0.2:1 )ぐり 27 十NI可!じ 0.21 16.2 11tH白色lOYR 3/，1)由Llr多

村長6lli認 WH目白lOYR:l/2，!出LLrY.炭多)
SK1'1518 '17 ト!847 III 0，23:< 0.27 jj1fl]J伝 0.12 16.2 11在俗色10Y R :J/3)ill[J，多
S K P 1519 47 ト!!lH III 0.18x O.3fi 不古)β川Jfj j忠対潟日色色少:J; 
S K P 1520 H ト 1lI 0，19 
SKド1521 17 III 0.21 ITJlfj (I.Ob 16.:3 悩色10YR2/2，!出け S A308:3をtか
S K P 1522 47 ト， 847

11111 1 
り19 円11[;形 0.04 16.4 見色10Y R 3/2)illLL，多

S K P 1523 対日47 0.23:<0.31 0.07 1(i.:3 !.i.'J目色10Y1'1.2/2，1由LLJ少」たJ; S K P 152，1と1民主
S K l' 152，1 47 N B47 III 。16xO，22 続l'IJ杉 0，07 16.3 :nト白色lO YR日/2)由rJ，~ S K P 1523と足後

S K P 1525 47 N [JH 1Il 。1:1>く0，15 f古川Jfj 。10 16，:3 褐色10Y1<. 2/2 ，)出J.f[少 J.)~少
SKp1526 ，17 N 1347 III 0.20x 0.28 ト百1'lJ巳 り15 16.:1 !}.'J日色10Y1<.:1/2)出LL，多 S 1¥:3083を1，1¥1&
S K l' 1527 '17 N !l，J7 1Il 0.23 x 0.25 f'J)β 0.08 1IJ.3 辺倒色10YR:J/2.)由山
SKP152H 47 N 1347 自I O，:J.J><OA9 不i官1百円If:i 0.12 16.3 倒的10YR3/2，Jill[L，']'，炭少
S 1くP1529 47 NBH 盟 0.21 x 0，26 {告ILIJじ

00113 3 
16.2 IIiJ渇色lOYR:J/幻自[1，少

日K 1'1532 ，17 N日46 IH 0.22 円)[5 16.2 ト首位10Y1<.3/2)由山I:]J S A:1087を 1~\I，ÿ:
S K P 1533 17 N 8，17 1Il 0，17>くO.21J m川If; 0.08 16.3 

I口主祭}旦附日i円潟}問目日色色]川川lω0OY YRHミね33/2/2之υ2)地由illLLJl]， 

S A308:3をhl¥l&
S K P 15:15 48 MQ'16 1lI 。14x 0.25 作H'JJf5 0.06 16.6 
S K P 1536 18 MQ46 m 0.32 F'JJf5 0.02 16.7 S B3025をN41点
S K P 15，17 48 MQ4s III 0.28 l 'l lf~ 。10 16.6 [lfi潟[主10YR3/3)由山'1-'
S K l' 1539 48 MQ45 lfl 0.31 x 0.:]7 不j吉村J円形 0.08 16，6 県褐色lOY1'1.3/2)由，1[');JJU状，炭少
S K p1:i，j 18 釦lQ45 郎 0，16><0.20 1古I'JJβ 。10 1G.6 ト自己主lOYR4/6)出J.I，少波状，;.だ少 S B3025を偽1&

た1:1EI修正2.(lIt'f褐色10YR3/3) 
日K P1541 48 MQ45 III I O.2:lxO.25 1']Jf; 0.20 16.5 !lixトs色10YR:3/:1，)出rJ，，']' S 13 3025を七'1;1&
S K 1'1542 48 MC)c15 J[J 0，21 xO.2，1 .rf:ifgJ日 1l.18 16.ii H前日色10YR3/:l)世rU少塊状

S K P 15'13 48 MC)'15 1lI 0.21 /[JI杉 0，Oc1 16.7 }，Uト白色lOYR2/2)出Jlr【l'
S K l' 154.1 48 MC)45 Jl[ 0.19>く0，2:1 }古I'Ji芯 0.06 1fi，7 黒褐色10YR3/2.lill，l，少波状}k少
S K l' 1545 48 乱1C) 15 J[J 0.19:< 0.26 |古|弓ifi 0.05 1fi.7 時間色lOYR，l/:l)由[1，少塊状
日iくP1546 48 MC)45 J[J 。15x 0.24 1I'IF'JJf..i 0.17 16.6 H前日色10YR3/3)出山少波状 S B 3025. S A:1071を怜
S K P 1547 48 MC)45 Jl[ 0.28 >< 0.35 昨WJIじ ()，05 16.7 11百十自民10YR3/3 S K P 15.18に切られるロ S13 3025・SA3071を日在日&:
S K 1'15'18 48 MC)45 ll! 0.12>く0.24 行'iPJI巳 0.07 16，7 .~l~ ト白色lO Y R3/2)出，!.r少JjW， S K l' 1547をいjる。 SA:1071を構成
S K l' 1549 18 MC)45 Jl[ 0.16 )く0.21 I~J 円形 0.19 16.8 日前日包lOYR3/3)出Llr']"

55 Mp，15 III 0.21 >;0.24 ]NI'JIβ 。13 16.7 1.l;¥i日[0.lOYR:l/2，!出Li，少波状 S A3067を悩IJ丈
55 M P.15 [][ 0.24 )く0.26 I'JW， 0.19 16.7 AHr自色10YR:l/2)山山少JJ~:I犬

日]( P 1552 55 !vl P 45 Jl[ 0.22:~ 0.28 j告I'Jlfj 。ω 16日 1山白色10Y R:l/2.Jill[! ，， 1] S 83025をf/，jlJ，I'
S K l' 1554 48 !vl C)44 1lI 。18 I[JI[; 0.10 I 16，7 ~l，H主j色 10Y R:l/2 
S K P 1555 !vl P44 ll! 0.17:<0日。 t{:i/'JI彩 0.11 16，6 色lOYE:3/2J:k少 S A:10G9を1'/#)1，丈
S K l' 1550 55 台11'44 III 0.21λ0.22 プi月三 。12 lG.6 黒褐色10Y]\ ，I/ 2.J也 [1，少J)~状

S 1くP1557 12 N C，16 III 0.22 x 0.27 ィ二位fI'iI'JJ伝 0.08 16.3 II~Í'間色lO Y R3/3 ， J也 LL，~

S K P 1558 ，12 N C45 J[J 0.24 >( 0.27 ブ'jJじ 0.05 16.3 H音褐(主lOYR :V:l，l也Li，~

S 1くl'1559 N白 山 O，18xり21 iijllJif; IJ.U5 16，.1 UI~Í位Jl色l り Y R:l/:J)ill，Lr']J，炭少
S K l' 156IJ ，17 N日46 自I 0.20x 0.23 術I'Jil; 。18 16.2 ，'JHf3[0.lOY Eel/2.J山，1rL]J

47 N 1H6 III 1J.22 x 0，30 十百円i[; O.1J5 16.3 lIl'ifiJ[0.10Y R3/3)白山多

K l' 1562 47 N 1¥，15 Jll 0.34 x 0.49 プ'jiじ 0.09 16.:3 時間色10YR3/:3.J lliLL，~ 

iくl'1565 47 NA'15 Jll 0.:33 プ']Jf; 0.06 16.3 にぷい1ft潟色10YR4/(1)出， L，~

IUtJfi(ii認 (1111潟色10YR:Jj人i由[1，少j

S K l' 1566 N 1¥，15 III 0.19 x 0，25 jfilLJJじ 。17 16，2 以}白色10YR2/2)出，1r'I'Jk少
S K l' 1567 17 MT，j7 殴 0.21 :<0.2:3 打1JlJJ巳 。10 16.2 よト白色10YR2/:3.!出L1r]; S A:J081 を hWI).~

tlJÑ li!ii~V. (烈ト白色10YR2/2) 
S ]( P 1568 47 MT'17 1lI O.:H>、 0.~13 f'JJf5 。烈3 16.1 }，!，{f自@.lOYR2/(1)出 rL，~，lIl Y R2/2上司，JJW.、
S K P 1569 17 "，IT45 1lI 0.42XO.79 {古I'JJじ 。11 1Ii.:l ，¥I:¥r白色10YR:1/2)出Llr~

S K P 1570 47 MT4日 1lI 0.25 I'JJ伝 0.09 16.3 にぷい前}目立l10YRνs 

十IJ[訂正「認 C:¥¥ft¥色IOYR2/2，!出I.LI']')
SKp1571A -17 MT45 I 1Il 0.:30 x 0，33 付'jITJlf; 。10 16，;} 111汁白色10YR:3/:1，J出山多.'J、 S K P 157lBを切る
S K P157113 47 MT，15 III 0.41xOA8 I~J~丸プ'jJf; 0.06 Hi.:) 日前日色10YR3/3，J出山小 SKP1571Aに切られる

S K P 1572 18 MS45 m 0.27入 0.28 )jJ日 0.09 lfi.:J }，U褐色lllYR3/2，)1由L1，~ぷ:少

S K P 1573 18 III 0，20>く0.22 f古川!じ ~l.Hiil8111Y R2/幻自rL，~
S K P1574 48 迎 0.28 x 0.29 |弓Jf3 0，07 16.4 ト白色10YR2/2，J由 LL，多， I~少
日K P 1575 55 羽 0.17xO.19 十自ドJJf5 。マ13 16，6 京:トlli色10YR3/2 S A3070を11，11&

bひ
如 III 

h院t内
o.mJ 16，7 rl前日色10YR3/3，JillLL，少塊状 S 83025を燐:&

IIT 。05 1(i.7 lIiH詰色10YR:J/出自rLr']'
SIくP1578 ，18 MQ'II3 凹 0.26x0.42 的iηJf; 0.10 16.7 Ht3潟色10YR3/3)出I.L['I' S 133025を七時1&
SKp1579 48 MQ-l日 III 0.16 >. 0.19 f百円形 0，10 16.7 llii潟色lOYR3/3，J出L1，少JJW，
S K l' 1580 55 MP46 m 0.19xO.20 I'JI伝 。12 16.7 J-.I:l;HJ色10YR3/2.!白山少波状 SA日070・:1071を情1&
S K P15日1 56 MP46 11I 0.20 x 0，22 I'JJI; 0.12 16，7 Ifl~ý 同色lO YR日/:Hど少 S A3071を機1&
S K l' 1582 ~);) MP，16 11l 0.14xO.26 十奇|斗1[; 。i日 16.7 褐色10YR2/2 S日3025をWifiX:
S K 1'158:1 !VI P4G m 。1，lxO.16 I']JI三 0.09 Hi，7 日前日色lOYR3/3.lillrL[j)ljW， S 133025を悩1&
SIくP158，1 55 MP.113 III 0.23 円形 。11 16.7 };I，{fQ色10YR3/2 

SIくl'1585 55 M P45 III 。11;<0.-12 )jJf; 。。日 JG.7 t，Uf[j色10YRi1/2)出 rl ，少Jj~:1 S 133025・SA3067を構成

S K l' 158G I'vl P44 III 。1:JxO.20 十ijflJJβ O.OS 16，7 思潟色lOYR3/2，)世山少地']J， S A3069をt，¥ln!.(

第33表柱穴観察表 (13)
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2 

泌総溢
争下!叫

Iir{EIさ
F4tH 辺{主長または '1ムIIlJJ制大 深(mさ) 

民fIlI係正d
五;1

(げ 1111 (m) (m) 

S 1くPl"e7 ロ5 か1P.H III CI.28XO.:JS {伝子JJ日 。10 16.7 1111対立¥lOY[ね少

K P 1;'38 ー) ゐ1046 1II 。28xO.34 的ドJ!fi 。10 16.7 UfIf白色IOYR:J/:l.m少

S K l' 1:'89 ~IO.lIi 1II 。 l l! xO.~:l げ'iFJI伝 。 16.7 以!日色10YR:l/2)出山少JjìW~ S BeJ025を椛/J瓦

S IくP1590 MO.15 III 0.2ei){0.27 ドJI日 0.06 16.8 11日出色IOYR:l/:l 

S 1くP1591 55 寸主計十時 0.20〆:り 22 ['JI[; 日II 16.7 日色10YI~:l/丸山L1 1少塊状

S 1くP1592 υF。戸 0.21 P11β 0.11 16.7 IIfH白色10YR:1/:U出ILI't、域状 日B3025を泌1&

日9汀

0.1合xO.22 IIJlf5 0.07 !WIJ色IOYR:1/丸山Ji l少J)W~ S A:J1J67を泌f&

。。 0.25 II]If5 0.14 目的自@，10YF~:l/:l，Jililll少l.l1l状

SSS K K B:3P 13日2599・とと5A3主0i 6討を1，'1;1&υ;デひ
(U2，/[I.:3:i 

桁

0.06 11苦悩色IOYR3J;J，!出JlI少i虫状

0.17〆<0.21 0.0:' Ili.8 H吉間色lOYR:1/3，!出111'1'塊状

SKド甘9 ひη 。18 I'JI15 O.lJfi lG.8 
出tH色点h1t0AYElミ(ν!116j討色10YR日/2)

S A:J068をtbII-点

日KP 1抗日。 bη MO，15 III 0.20 I'JI15 0.08 lG.7 ぐJ.¥f};.l色llJYR:l/2.J虫JlI'I'

S K 1'1601 ひ" M045 1lI 。17 I'JI[" 。12 16.7 11斉潟@，IOYR:J/Cl，!出I1I少j鬼j丈

S K P Hi02 Pけfけ MO'15 1II 。l.jxlJ.18
kト彩f:i 

。12 16.7 色10YFI.:J/2 
日をを構術成成

日K P 160日 ;0" MO.15 III 0.21/0.29 。。日 lli.8 IIfHIJ@，10Y R3/:1 

SK ド160S 九'10.1G 111 O.18xO.24 結ドJIfJ 0.0'1 ](i.8 立WJ@，lOYR:lj2 S A30(i3を1持1&

S K P 161l[i 。。 MO'15 [JI ll.lfiXO.18 
ftむ

16.8 ト色10YR:1/2 S A306ij・3066宇4品11X

S lZ P Uiり7 。。ひ-
Mり4 III 1l.18xO.:必 16.7 11斉持J包10Y 1< :l/ :J.Jili !l l/bli~lX S A:1063をhい文

S 1¥: l' 160S III 。15ν0.17 十品ドlIf:; O.O(i 16.8 IIfH自色10YR:l/日。lili!ll少 S A:10(j(jを構成

日iくP1609 ηη [[[ (1.18;<0.2:3 Ifif1IJf; 。17 16.7 ，!.UNJ色LOYR3/2.JJl少 S B :J025をftJJr&

1くP1610 MN，15 III 0.29 x 0.35 
総f十巳

首位IIlYR:J/:l，l也1I1少泌状 S B :J025・SA:J067をも11;11'<.

S l¥ P1G11A ひ" MO，15 III 立lOYR:l/2)出LII少JjUlk S K P 1611おと'l1:i主

SKド16111l 。。 Ivl04c 111 l>:O.GI 0.10 10JJ 色IOYH:i/2 .J ilill[少j鬼1}~ S K P 1611.1¥.と市民

S K P 1612 

日5山
M04ii III パ0.28 行'11司1[" 0.22 16.7 lJ黒.l， ~f胤@@， 11011YYI川，~l/2. iJ~少 S B 3025を十持1&

S K P 16H rvr04，1 111 り28 不拡I'JIIラ 0.31 16.6 S 1¥:3068を+"lii!l史

S 1くPHi15 MO，I.I 111 。19){0.24 付iドJ!f; 。07 16.8 iJi行白色10YR:Jj:土地JlI少

S K P 161(; 品1044 111 O.28xO.a'l 村 11苦悩色10Y1，:l/:3，!1臼LII'I'

K P 1(j17 MトH7 [11 。18:大 0.20
11"m?白色110OYYi山;;'.3/幻j出自1[1I[出

S K P 1618 如lNH LU 。12xO.20 信!っIf: 。1:3 16.13 

MN47 III 。 ぁ 打'il"JlfJ 0.07 16.8 lIiHIJ色10YR:l/ :3 ，!出 [I[少 ，fJ~少

IvI N.!G 1I1 的1'111ヨ 。11 IG.8 お@，lOYR 2/2.1出[I[少ぷ:少 .1¥.3013'1を七時}戊

III 。!G>:0.21 f主l[lI日 。III 16.8 Y.Hf1;J~l() Y R:l/2，Jilill[少，iX'!J S A:106'1を七

S K P 1622 ;) ~l 1lI 0.22'/0.23 方!じ 。16 16.7 !日対立uIJYR:l々 S A~3062を II~I&

S K P l(j2:1 。。 長!N46 
iilII l 

0.20 ドJII: 。1:1 16.7 ，立?自己主10YR:J/丸山L![L¥J.U:少 S A:3062・306:]"， II，jllÿ~ 

りFひF MN46 。19:<0.21 村il'JIじ 。12 16.8 !lfH呂i!l10YR3/仏l出Ji[j..'.iJ:少

品 告lN46 百l 。15>:0.21 協I'JII" 。13 16.8 !U}長j色10YH:l/3，!出山少ルiN' S A:306'1を椛/J!i:

S K P 162G 訟lN.I.1 III 0.23:<0.34 fNI'JI[J 。10 Hi.7 ト自立l10Y1'::3/1，)出LI[多h，[状

S K Pl日 。。 MN，I'I 1II 0.:lG'/0.45 十万1']1[; O.2D 16.5 黒褐色10YR:J/l，)出L! I~校状

S K P 1628 。。 長!N4'1 1II 0.20>く1l.26 不j笠{百11m; 0.07 lG.8 !;I'uhl@，IOYR:l/1，J白山多行f状

MN，14 III 0.23λ0.28 二{、怒十iilLJIfラ 。10 LG.iI J対呂色10YR:l/1，J白山~b，[ '1犬 S A3068を依1&

。。 MN4G 1II 。17xO.IB PJlf5 0.09 16.7 f.i'ulJ在~IOY R2/2，!出[I[少 S .I¥.:J062をI/<¥Ii!i:

S K l' 16:32 
556 6 

M L'[7 1II 0.17>< 0.19 tfjPJ)じ 0.08 16.9 11古泌@，10YR:l/3，!ili[I[:p
S !( P 163:1 主!L47 百I 。17"0.23 

子f、h設jI/JJ!彩1f5 
0.09 16.9 ntiitl色IOYH:l/:J，!出JI['1̂'

5(i 針[L47 1II 0.:32>くO.4:J 0.0，) 16.8 潟色10YR:l!2 

56 1Il 0.22;<0.29 不被指円!日 0.1:3 16.7 京協@，IOYR:l/えJt包LLI'I'.;.):>I
'

S K P 1637 f)Ci 1II 。10><0.16 fIiIJJ)[; 0.03 16.8 均包10YR:l/VI包 [I[~

S K l' 16，18 56 主H:<li 自I 0.29>: O.eH 怖い11[5 0.01 16.9 褐色111YRνViliLlJlI'，iJi少

SKド1639 56 MK47 日l 。16><0.20 情F'lJf5 。13 16.9 ，¥{:1;箔色10YR:J/2，1白山少

S K P 1640 日目 MK:17 III 0.2:1><0.:1:3 tfiド]f[; 。18 16.9 色10Y1'.3/2)由山多 S K 1'1641と電波υSA305iを総1&

S K P 1似] 56 MK47 nr 。18><0.2，1 結ドm 0.16 16.9 烈?目白IOYR:J/2，!lllLLlrl'.炭少 S K P1(ilO・ 16.12とIII惚口 SA3057をhW/Jj(;

SI(P1642 5li MK>17 111 0.30>< 0.:14 ti.;ド]1長 。l日 16.9 ;;1，{ト1]色10YR3/丸山ILI少 S K l'1(iι11と版。 SA3057をfI'll&

S K P 164.1 56 MK47 111 0.18 I'JIじ 。15 16.9 惚包lIJYR:J/2，1山山cjl

S K l' 1645 56 品1K47 IU 0.18xO.20 1']1[; 0.10 1i.0 !日間色lOYR3/2)由[11'1' S A3057を，MII点

S K P1646 
556 6 

Ml心17 111 0.16xO.18 I'J月三 0.:3(; 16.7 時十};l@，10YR3/3，l也山少 S 1¥3057を{持!皮

S 1くI'HH8 MIU6 1II 0.19 1']1じ 0.08 16.9 IIlfト白色10YR3/:J.J由[LI多

S 1¥ 1'16ム19 5(i MK4fi 1lI 。17><0.20 十古ドJJ杉 0.26 16.7 Al:~渇@，10Y R2/2)出山少.iJi少

S 1( l' 1650 5G 111 0.:10><0.32 干刊誌rlJIf; 0.16 16.8 l平均色lOYR日/2，1也山欠少 S A:1058をf{ijl，x
S K 1'1651 5G lU(i IU 。19 1']1日 0.12 1Ii.9 間色10YR2/2)也LII'I'.i:r!少

S K P 1652 I 56 MK-16 m 0.21 1'11じ 0.10 lG.9 黒褐色1IJYR3/2，1出ILI少少

日KP 165:1 56 Ivl!心l nr 0.28 >< O.:lG 情I'JI日 0.27 16.8 !対日色10YR:1/2，1iliIJI少

S Ii. P ](i5'1 ，，6 MK，!6 111 0.21>;0.28 昨日1J)じ 。12 jG.9 iドト日色10YR:l/2，l出ILI少ぷ:少

SKP fifi MK46 111 0.22λO.2G 付WJJ[: 。H Hi.9 出lur;盟褐型色120工由[I[少.ìJ~少
S K P 1656 IvlK.lli III O.2fi;< O.ellJ 1I]1f; 16.S R:3/o，l由LI[少F(状 S A:lOG8をhWfJJZ

S K l' IIi57 5G MF>Hi III 0.21 xO.24 }jlf; O.OG ](i.9 Hr:1均色10YE:Jj:土地II[多 S A:1056を構成

S K P 1658 56 IVI !U5 111 0.15 x 0.26 Ii'iI'JJβ 0.07 lli.9 !!ff潟色10YE:J/3.11白[LI':I' S K l' 16591こl;/JIつれる

日1く!コ Ili日9 日目 MIく!日 rn 日九o 十MI'IJ[: 。10 !Xm\(7~IOYP.:J/2，J由山i] r S K P 1658を切る

S K P 1660 5t1 主，11¥.15 III 。17 1']1[; 0.09 褐色10YR3/2)白山少!"cIJ.、

S K 1'1661 56 MK45 1lI O. [(ixO.21 lNI'J庁2 0.08 16.9 1m白色10YR:I/2)世LiJlI'

S K l' ](iG2 56 IIIK.15 1II 0.19X IJ.23 十ドJI日 。]() 16.9 白色]OYR3/2.J由[11'1'

S K P ]66:1 56 ¥11く45 1JI 。18;，0.20 I'JI[:; 0.07 16.9 黒褐色10YR2/2)由111少

S K P 1 (i6.1 日日 MK.IS 1JI り1(ixO.18 1'11[-;; 0.05 16.9 11MB色10YR:l/:3)由Ji[?，;.iど少

S K P 1665 56 MK45 日l 0.21;ヘ0.24 INIIJIじ

000(01)日6 7 

16.9 H奇社j色10YR3/il，l由山

S I(ドliiGG 56 iVIIU5 111 0.15>、0.22 !宵|斗1[; 16.8 J.I.HIJ@，lOY r，3/2)出[Ld>.絞少

S K P16Gi MK45 回 0.20;<0.22 不能1('[川11:: l(i.9 祭}白色 I()YR 日/2)出 LII'~

S K P1668 5G MK.15 I 1lI ()cW;<().55 コド惰1'111-; 0.15 16.8 ;J:~ト白色10Y R:1/2.J出LLI?'; S 1¥3054をt，'!ju'(

日K P Hi69 56 MK.15 III 0.20><0.2.1 ↑IfI'JI日 0.07 ]6.9 lIiH目色10YR :3/3)出[ll~

56 MK45 1lI 0.16xO.20 mr可!伝 16.8 尚s¥lOYR3/2)ili JlI少Jj~少

56 MK.15 1lI 。18>、0.22 付WJI杉 16.8 目色lOYRil/2)iliLi[II' S 1\ 3054を IN;IJ~\(

S K l' 1672 56 MIU5 III O.I!lXO.2cl 十 。12 16.9 !。民間(立10YR2/2)也Lil少波少

S K P 167el 56 MK4cl IJJ I 0.15xO.18 。l7 16.8 黒褐色10YR2/2.1也[L[II'ぷ;少

SIOコ1674 MI心)cl III 0.16 x 0.28 fNITJIf: 0.09 16.9 立{ト色10Y1，:lj2)ili[l[少，IER少 S A:l0九をH，jIA:

SKPlli75 ;ili MK.I'! 111 0.25~; 0.30 方!日 。LG 1(j日 ，-~I?;fß色 10Y R:J/2)iliLlI少 S 1¥3051をね!/jX

S K P 1676 5G MK.I.l III 0.22>ペO.2li f有 ILJJr~ 0.20 16.7 褐色10YR:l/2)血山少

日K P 1677 か11¥41 日l 0.22 x 0.23 
l ド

11.25 16.7 自色lOYR3/2)山山少少 S 1¥:31155をも背/J史

S K P 1G78 乱1Kcl.1 1ll 0.26;< 0.28 0.1G 16.7 目立1l0YR2/2，)出LII'1-> S 1¥3055を的成

S K P 1 (j 7~ ;)tl L¥il心1.;

IiiH lIl l 

0.21" 、 O.~l(] 民fTJJじ 0.10 LG.s 色lOYR8/2}U!LLI少。炭少

S K P IGSO 乱11心14 。16xO.2:J 協fLJJf; 0.10 16日 11tH首位10YR3/:J)出[11'1'

S K l' 16日l 針11¥41 。18>、0.26 的I]JII" 0.10 16.8 尚包10YR3/2)出[11'1-、 S 1¥:1055を悩/J比

九2 
56 iYIIU，1 111 。18xO.3:J 協ド]115 O.OS ](i.8 色10YR3/2)出 [I J' I]J)~少

MK4，1 1II O.I(i x 0.20 ノ[、箆焔I'JI杉 0.13 16.7 日 ~IÜY 1¥2/2)出山少j丈少

S I~ P 1685 54 ML.18 1II 0.20 x 0.25 !古ILJJじ 0.12 Hi.7 豆三ト白色10YR:3/2，)也LLI少.iJiT託少
S K P 1686 63 長1.1 1II 0.20 rgJ[; O.H 16.9 ;，l，{ト日色10YR2/2)I!.!LLJ少少

】日809 7 
G:l M.I.17 III 0.25;.: 0.29 怜ドJJじ lli.7 ト目色10YR2/2.J出J11'1'

6:1 ivl J ，16 rn O.26xO.:ll ヲミ'1刻i'fl'JJI; 16.8 11H前~{ト日日C色'.:1100YY 別P:l//:12M地111'1'J，炭少
03 M J ，16 1Il O.23xO.26 tiiPJJじ 0.1:1 17.0 

第34表柱穴観察表 (14)
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4章 第2次(平成12年度)

1且制HliiιfPι二;
挿l沼

所{E!ζ
f!:t:I!¥ または

;Hfiili5ik 
『てIflIi~:九:-:]

{市i
1[li j21Jえ(m) (m) (rn) 

日1(P ](i91 1¥ 63 I 1 ;16 
Iiiil i 

O.2fixO九日 十iWJJじ 。15 16.9 HI托i色10Y R2/2.J出t!1少 日KP 1691sをとりjる
S K P 1691B G;) 釦1.1.16 0.21/0.42 WfllJf5 。17 16.9 J下部11イJリl

一s品ド泌1売句ををにおhに成切切a切λりり一Lれる 一附沿を偶成

S 1くP1692 6el MJ4G llJ 0.19>くり 28 ti"il'JJ日 り22 16百
烈初泌色1109YY iIU~3//22jJ出出 iiji l1i3i 3 " S K p]m日 6九 iv1 J 46 f[[ 。17xO.2日 l1il'lJ巳 0.19 ](;.9 

S K P 169;' G:l ];16 f[[ O.IG ドJI[; 。11 16.9 ，~J.{ ft}色10Y RV丸山111r!'
S K I'IG9(j 日3 iVI J 46 1I! 。EJ ITJJf; 。11 16.9 J(¥rU包lOYR2/:J，Jili山多
日iくPIG97 6:， MJ 1II 0.23 x(J.28 十rWJI巳 0.07 16.9 :W，JO，lOY R3/2 ，J出 tll~
Kド1698 日日 M.I llJ 0.25>' 0.30 続1'11[;; 。11 lG.9 完封自色lOYR:J/2，Jililll少 S /¥:，049をtr'li)J又

S K 1'1699 (j:J 長1J '15 III 0.28>< 0.32 ド111; 0.12 16.9 ;.i.¥i日色10YR:J/2，J由I1I多
S l< P 1700 Ij江 M J 45 III 0.2:1>:0.:J:1 Ii'fl'lllラ 0.22 16.8 3け日O，lOYR:l/2)出 ILl r!'，iJ~;Þ

S S AA 3日0o 45 91 ををf七J時'il成& 
日日Iiく

Ij:， か1J ，15 f[[ 0.26 x O.:H WI'JJf; 。 16.8 おむ~10Y F:.:J/2，地III少
6:1 M 1 45 f[[ 0.1O/0.1Ii 十l'il'Jlf; 0.07 ]G.9 .'.!.ll日夜，LOYR:1/2，J出LIJlI'

S P 170日 fj~1 かIJ4" 1fI 0.22 F'llβ 。II 16.9 !.!.li同色luYR :l/2，J出ILI少 S 1¥:3051 を総1&
S K P 170，1 G;) 釦1J ，15 f[[ 。日1;>0.3臼 術I'JIβ 0.06 16.9 Ili'y氾色lOYR:l/3，J山11']'
S 1¥ P 1705 6:-1 釦IJ 44 m 0.20 x 0.26 不終1有1I1JI3 。(Jfi 16.9 JJ.WJ包10YR:J/2，l出LLt少
S JくPl706 (j:1 MJ，14 m 。'10>: o.'!日 不l;~r'llf; 0.08 16.9 !J.¥iB色lOYR3/2，JiliL!i']' S A:JOo2を係/Jy:
S K P l707 6:3 長11ノ1，1 ll[ 0.20>くり 不絞ji1f'JIβ 0.06 16日 !J-!.掲[立IOYR2!:UiliIIJ'!'，1災少
S K P 1708 6:1 M.J 44 III O.19xO.21 情l'lJ[; 。11 16日 [，1，{社i色10YR :J/2，!由 III~
S l¥ P 1709 G:l lvl.J，j;J m 0.28 jIJIぷ u.2'1 i品7 尚色10YR3/2，J出LLI少。少 日を11いえ
S 1くP171り 6日 !vl J ，14 1Il 。14 l'lJ[" 0.08 16.8 白色10Y1，2/2，1出III怠;，j}/J;
SKド1711 おJJ小l 1lI 。18xO.20 1I'ii'JI彩 。11 lG.8 

亙i思出日亘制尚向E色色 ν!//亙地E1i也山山凶ゆ1b 1 
日K P 1712 G:l lJ[ 0.21 x !J.25 消ド1J必 。1:1 1G.8 
SIくP1713 6:J III 0.21 1'llf; 0.05 16.~ 

S 1くPI7H 6:J M .14-1 !Il 0.35 l'lJI'" 。17 i日8 S A:J052をH!JJj正
6:， 111 ['17 !Il 0.2:1 0.11 17.0 む310YR2/2，JilitLI少

ド (j，1 m 0.23 0.1:3 17.0 ~Ilf白色 IOY R2/2，1由ILt't
SKPl718 

6ぱ日閃日

III 1].21 xO.2:J 1'11じ 立~fS色 10Y R2/2，l出I1I少
SKp1719 Ml'17 m 0.2呂、<0':12 十I'ii'lH5 0.1，] 17.0 然対色lOYR:l/2，JiliLLI']， 
S K P 1720 MI m 。:J2~< 0.48 Hil'llf; 。10 17.0 むO，lOYR:J/2，1出IJl't' 
S K P 1721 加I147 m 0.27 >~O.28 1'IJじ 0.12 

j111 }1j 自目白{立色fL:111 000 Y lRRUJ2t A2幻J，!i自i白kIi l 1i[1少S K l' 1722 m M 14G 1U 。18xO.21 }jJ伝 。O(i

日IくP172~J G3 Ml I!l り !i'il'JI15 0.10 17.0 
S K P 172，1 6日

MI将二ヰ件干
0.26 x O.Rl )jJ日 0.05 17.0 Ilf;ftj色10YR3/il，1出ILI少 S A:I();!9を付JfJ_史

台I14G 0.3:J x 0.5，1 lちj']I杉 0.15 16.9 unト&10.10Y1，:1/:1，JiliILI']' S K 1'172013を切る
SKP1725B G:J 釦I146 0.32 x 0.42 桁内!日 0.08 17.0 

lli.ifU (，;J11im'J白u 色色~I1iq(0l}Y Y RR:J2//3 幻自LII:':;

S K l' 1725八に切られる。 S!¥:J()'19を11'11&
S [( l' 172G 6:3 M 1，16 。12>くり 15 l奇1'11伝 。1[， 17.0 
S Iくl'1727 (i:， :1'1 14G 0.19>< 0.2，1 1自]'1115 0.25 lG.8 S A:¥O"O告村IJfJ_文

れIW'uIi.!!. 褐色10YR2/2) 
S K P 1728 G3 MI-IG m 0.17 x 0.19 プ')11ラ 0.11 17.0 よ，iU白色lOYR2/2，J出IllrJ'
S K l' 17:10 6:J M 146 III 0.2:3八 0.25 1111[5 0.07 17.0 Il{jト白色lOYRV3.liliLLl'll S Ael060;;>:-1，'!iI， 
S j( P 1731 自3 Mlι10 1II 0.25 x 0.30 )JII; 0.];1 16.9 Il['f同色10YR日/:J，炭極少 ィ

S 1¥ P ]7:32 (i:J M 14G 
11111 1 

0.2:1:< 0.24 I'JII; 0.23 16.8 初色10YR 2/2)由 LII少 ，J，j~少
S K P 173~1 63 MI，JG 情1'111; 0.2(j lG.8 JHrt}色lOYR2/2，lilil]I't')jzrJr 

S K l' 17詐l (i:1 Ml'l III 桁l'lJ彩 。19 10.8 潟f::!.10YR:¥/2，J出LlI少 S I¥:J050H，'r¥I， 
S K 1'17日5 [j:] M 146 III (U4 >:0.36 )jlβ 0.19 ](j.9 J;l~ トè)0.1OY R:l/2，J出LLI少)Jt少
S K P 1730 6:3 1VI 146 自I 0.22 )jlじ 16.9 色10Y1，2/2)出山中ぷ:少
日1<: P 17:37 63 M 145 日l 0.15:く0.19 lf'ii'JIじ 0.1:1 16.9 京協色10Y1日/2)iliLlpl'，i)!少
SKPl7:J8 16:3 

IiE 11 
。](jxO.22 ]I'iiTJIβ 。11 ](HJ 訪日色10Y1<.2/2，J山LLplr，i;ii少

S K P 1739 63 。13:<0.HI }百円形 0.07 17.0 在詩尚色lOY1<.3/3，):出ILI少1炭少

S 1くP1740 6(¥ M 145 III 0.1:3xO.16 総ドJJじ 0.15 16.9 lli:i倍色lllYR:l/3)出ILI'T
S K P 17'll 6;1 M 145 III 0.36 >< OAli 悩IIJI杉 0.08 16.9 白色IOYR:1/2，J出IJp:]:rJi.!少 S /¥:3051をや，tlJI&
S K P 1742 6日 M! ，15 m 。19べ0.21 f百1'11彩 0.13 10.8 吐H白色10YIミ2/2，J也LLI少
S K PIH:， G:j M 145 III 0.22 >: OA3 不~h~+古 I'J)β 。17 16.8 ~l~褐色10Y R 2/2)iliLLI'!.l S /¥:，05:，をh1!Jf1見
S K 1'1744 G3 江'1144 則 0.:，3 xO.36 f百円 If~ 0.06 16.9 潟色10YR2/2)l!l111多 S /¥:1052・3053をlrWI&
SKド1745 6:1 M 14，1 III 日16><0.20 ヲ~j在 tiif'llF 0.08 16.9 ト，]色10YR2/2，池山rJ'，炭少 S A305日をj/1¥I&
S 1くi】 174G G:3 M!'I'1 1Il 0.18 x 0.20 防l:rj形 0.12 16.8 !，IJト白色lOYR2/2，J出LLI少Jji少 SA日05:1を悩/i)(
S K P 17.17 6:1 M 1，1，1 m 。15〆く 0.2:3 十fil'1lf5 0.09 10.8 EtJ.褐色10YR2/2，J出LLI少少

tl 在E品t認(fU~10Y R，l/l) 

SK川 M 1，1，1 III 。18xO.2:1 |奇1'11と 。12 16.8 flHrs色lOYR3/:土地t11多 S A3053を11<¥11)(

WWiili認(烈HJ色lOYR2/幻自山1-'，I;λ少)

印9 
G3 Ml-I47 m 0.:31 ><0.:36 不!i，(iNl'11f5 0.25 16.8 jぷ f 1;J ~10Y R2/2)出LLI少少 S 13:3016を目立1&

{6j3 :i 立HI47 m 0.20〆<0.2，1 フ!とI¥H吉川!伝 0.0，1 17.0 白色10YR2/幻自LlI~ ，j.)!少

S K P 1751 Ml-I.J7 m 。12><0.18 的1']115 0.08 17.0 同色10YR2/2)自Ll.p]1，;'た少
S IくP1752 6:1 M[147 llf 0.24 ><OA:l 石川[llf; 0.07 17.0 球協色10YE 2/2)lllLLpl' 
S K P 1753 G日 IVl [[，17 。12 千;絵1'1115 0.05 17.0 潟0.LOYR:V2)出IIIJ.、
S K P 175.1 日3 ivlH47 III 0.21 x 0.24 筋肉1[; 0.15 lIi.fJ ト白色lOY1'2/2，1出tlt!T.i.J!少
S K P1755 63 かlI-H7 III 0.21 不ilf~附 If; 0.18 16.9 n訪日色10Y1':l/2)ililllJ:l:r 

S K P 1756 6:1 lVlH-17 III 0.22 F'jll~ 0.06 17.1 nft同色lOY1'3/3)白山中

S 1くP1757 6iJ M[-I'17 III 0.14 xO.18 {宵円If.; 17.0 持00.lOYR3/2)由ILI0'
S K P 1758 6:1 MH47 III 0.2:1入0.27 IfflL11[; 17.0 !幻自色10YR:l/2，l山[11少 S A3016を依/J~
S K 1'1759 0，1 0.21:< 0.29 }古ドJlf5 。17 10.9 :i!~m 0. 10Y R~l/2)iliIJlq ， 

S K P 1760 (j3 Mll'17 1 III O.iJOxO.:12 不殺1'11じ 0.:31 lb.8 ト自立，10YR:1/2，1出II[少?佼j;'
S K 1'1761 63 MI-147 m り26ノ0.27 コド絞ドJIじ 0.2:， 16.U !J¥i目色10Y R3/2，J出ILI少
S K l' 1702 6日 MI-116 III 0.26 x O.:J，1 情1'11彩 0.20 16.9 潟色lOYR 2/2，1出1[1多 S [， 1'170，¥を切る。 SA :l O.16を fbllJ~
S K l' 176:3 G3 MI-l46 III 0.25:< 0.27 1百I'JII" 0.14 17.0 !バ持j色lOY1X2/3，J山山多 S K l' 1762に1))られる

S K l' 176cl 03 札II-l46 III 0.23x日25 1'11f5 0.11 17.0 県民j色10YR2/2)出LLt少。炭φ
S K l' 1765 63 MH.16 III 0.24 x 0.28 fi'iF'JIじ 0.16 lG.D 黒}自主~10YR3/幻自LLIJ) ，iJ~少 S A:1046'2::-悩!点。ま1]日→ 2
S K P 17G6 6:3 MH.16 III 0.20 I'JI巳 0.17 16.9 辺倒色10YR2/ViliILI少 ま111，12、 次1JII:[あるまIJII-2
S K l' 1767 6:3 MH16 III 0.25 不殺f!1!f5 O.[)(i 17.0 IItl渇色10YRel/:J，J位LII多 S AelO.lljを構成

S K 1'1768 6e¥ MI-I-!6 III 。1:1 jfJlf; 0.05 17.0 旦{トむ色10Y R 2/2，lilil LI'I' 
S K l' 1770 63 MH46 [l! 0.:1-1 x U.:17 イ寸ドJI日 (1.l:3 16.9 氾O，WYR3/2，!由tJI少 S i\:J IJ'17を IbilJ~
S K P1771 日日 如11-14fi m 日くfI.:32 f~il!J 115 0.19 16.9 日W30.lOYR2/2，JiliILt少ぷ:少 S :¥:30cI7を備!点
S K P 1772 

。3il ifI i I tト15
III 0.18 x 0.2，1 HH'JIじ 0.03 li.O 11M自色10Y1と3/:，，1白山多

S K P 1773 63 1 MH'15 sl 0.25x0.41 情1'11じ 0.24 16.8 !日間色10YR2/2，1iliLLleT S A:I047をWifJ史

出SK P 1780 

63 I MI-H5 m 0.18>、0.21 十古f']Jじ 0.08 17.0 m.潟色lu"{R2/2 ，liliLLI少J)~少 S /¥30，17を11'11&
6e) 1VI 1-145 III O.16xO.21 ]ffl']Jf5 O.O!J 17.0 出色lOYR:J/2，!由LLI少

~L!_v.ll!、15 百I 0.2:1 不'1~~P] Jf; 0.12 17.0 包lOYR :J/2，J出L!1[-!1 、!¥dハυt川o三企どHiいflJいJえ

G3 I lVl H45 関 0.20 1']1[; 0.10 17.0 立，10Y1¥2/2，J出ILlev、
(j3 MH4cl m 0.22 >; 0.36 干、JiHfil'JIじ 0.09 17.0 }，¥HUC主10Y R :J/2，JiliLLI少

S K P 1781 6;1 MI-I'I'1 m lU7 ノドi定方}彩 0.1日 17.0 ，~J，訪日色10YR3/2 ，J白山ノL、

S 1， P 1782 6;1 防1I-l41 III O.lc1>大 0.19 f古I'JJf; 0.07 17.0 Ili'i潟色IOYR ，I/ :l ，lili Li I'I' ， i;i~JI' S :¥30'18をtWI戊
63 MI-145 III 0.26 不i皇内11:' O.OG 17.0 色10YR3/2，Jililllc]， S 1¥3048を1，1¥1点
。;ぅ ivlll，I4 lIT 。18λ0.20 フド'1主1'11β ~!.\m f!JlIl Y 1\ 2/2)出LII~

S K l' 1785 (j ~l 品IH4，1 III 0.25 x 0.33 情IJjll; Hft潟包10YRe1/3，J山山中 日IくP178(;にUJられる

S K P 178G G:， I'vl 1-14'1 III O.2:ixO.2G 十台1'11β 0.11 17.0 lliH白色10YR3/川出 ILI~ 日K P 1785を切る

S K P 1787 6，1 MI-I44 m 0.25 )大0.30 十百円)f:， 。15 lG.9 H古!日色10YR3/3，J血U.l少少 S 1¥30，18をH/J!&:

第35表柱穴観察表 (15)

-206 



2節

J設 tNjm~~.
jiPIまi

iiJ[{i区
後iJl

iモまえfよ;I11はj 、[i.[[u!f.;;j犬 (m良さ) 
1I去rIII!;i'，¥:;

i百 出iif号 ii[i (m) 

S K P 1788 6:1 MI'I'1 III 0.22xO.2'1 ヰヨ定評il'Jf巳 0.16 16.8 ;!，l.~HJ色]()Y R2/2，)出1[1小
S K P 1789 主'1L47 III 。l(jxO.20 行ilTJff; U.09 16.7 立日色10YR:l/2，I出IJI少液状
SIくP1790 56 品，1LtJ7 1Il 。 十古I'Jf[.;; 0.10 16.8 JhUfJf立10Y1<3/2)出11J少波状
S K 1'1791 お1L47 十f I'Jf[5 。11 1Ij.8 日音?白色10YR 3/3，!由山少JI~lk ，伐極少 S A:lOfi2を十Ni!Jx
S K P 1792 針IIA7 。19xO.22 lNFJf[5 oω 16.8 長l褐色10YR:l/2 ， J由山少JJW~
S K l' 1793 かIL，17 III 。15xO.22 治l'lf[; 。11 16.8 ;;I，1J5色10YR3/2，J出11.1少IJUj丈
S K P 1794 。]。 ivl L'17 l1! 。2'1><0.27 十f'iI'Jff; 。10 16.8 1):0む色lOYR:J/2，!出11.1少JJU伏少
S 1くP[795 M L47 1Il 0.:12 flJJβ 0.20 [6.7 11MB色10YR:V3，!也1I1少

Itl倒産(烈ffJ色lOYR :J/2 ， i;)~少 j
S 1くP179ら 5(j !vl L46 III 。:.14xOAl ffWJIU 0.04 16日 ト白色10YR3/2 ，) llll l. l~ 日Kド1797を切る
S 1くP1797 釦1L，16 1Il 村日 0.3'1 16.5 lI1ii白色10Yrと:3/出自山級少波状 S K P 17961こじjらる
S K P 1798 56 恥fし'17 III 0.08 )6.8 恕m@JOYR3/2
S K [' 1799 日i !vlL4(i lfI O.:31xり九9 付11'Jf日 0.0:1 16.9 潟色10YR:J/2)白山少JJW、
S K ['1800 56 MK46 1Il 0.23x 0.27 十fil'Jlf; 0.12 16.8 旦q.自主JlOYR:l/2，Jlli山少 S 1¥:J058を{鵠1&
S K P 1801 56 MM47 自l 。19>:0.21 ドJ!f; 。I:J 16.8 む色10YR3/2 
S 1くP1802 56 MM47 1lI 。11xO.12 焔ILIl伝 。10 16.8 

はi辺立1l5L色色ll日，33//22JJ白出山1.11少'1
'

!炭少
S K ['180:3 56 iVl!vl47 III 。17><0.21 fNl'J!f; 0.12 16.8 

56 MiVl47 m O.13x0.16 十fil'Jlf" 。10 l日8 n訪日必10YR日/2，1出111'1>
く 5G MM'17 Iff 。14/0.18 術I'JIβ 0.0'1 16.9 尚色lOYR3/2)由11.1'11

SKP ド 56 I MM47 Iff ドI1杉 0.12 16.8 日色lOYR3/2，)1白山少
56 かIMH 1II fTJJf; 0.07 16.8 然倒色]()YR3/2.1出ll.l少
56 MM'17 Iff 。10xO.12 。 :A¥l白色lOYR:J/2，!出山少jど少

日iくP180り 5G M!V!I17 Iff 。19xO.22 黒憾色10YR2/2，J出Ll.1多?炭少
S K P 1810 56 かIM47 1Il 0.15 I'J形 0.05 16.8 祭出色lOYR3/2，J出LII少
S 1く['1811 56 MMcJ7 III 0.16 x O.2s lNf'lJf5 0.18 16.7 白色lOYR3/2，)也山'[:1)災少 S A:J062を{梓1&:

5G ivlM47 III 0.09:，0.12 tNIIJJb 0.06 16.9 

j l山原l黒jZ品Z川画褐白U百色色t色g五1}1O0汗YYY百bHFR五13S3/百21地臥血血函山MliLpI中Elbl ?8庶状b 五市

56 MMι17 
EiiI I 0.14 |可!β 0.10 16.8 

S 1< P 1814 日。 MN46 。17λ0.19 I'JJ伝 。14 16.7 S A30(i5を椛成
SKFI815 55 長IN46 自l 0.21 I'J1f; 0.22 16.6 
S K ['1816 ~b かIN46 III 0.31 x 0.36 術IIJJ杉 0.0日 16.8 S 1¥:1065をIllil&
S K P 1817 ;)む MN45 III 0.22:< 0.23 千二慾I'JIβ 0.09 16.8 :J:~ ト目立1l0Y R3/]，J出Lllrlr
日1¥P 1日lり 55 IvIN45 III 0.20xO.2:3 結I'JIf:; 0.05 I 16.8 ~W1;j ~10Y R3/1)出Lll少h[:I}(，i災11:1 S A3065・3067を!持1&
S K P 182IJ 55 MN46 UI 。18><0.21 I"JI[~ 0.12 16.7 j日比J(主10YR2/2)1l!11.1少
S K ['1821 MN，IG 1Il 。16 ドJJ杉 0.0，1 Hi.8 月4伺色lOYR3/2，)出山少
S K PI日 56 MM45 自I 0.17 I'JJf; 。O(i 16.8 lIiH1;j(立10YR3/eI 
S K P 1823 55 MO，j6 III 0.21 三く主ドJI[; 。14 16.7 H自f品色10YR3/3，J出11.1"-' S A3066を俄I!X
S K P 1824 M04Ei 1Il 0.20 方!杉 0.06 16.8 1Ii'fト白色10YR3/3，J由山r:lr S A30(i(iをlIIi成
S K P 1825 rυeυ r M047 !日 0.20:< 0.21 IIJ1巳 。Hi 16.7 色10YR2/1，)由1I.I'I'f立状 S 1¥3064をもも1&
S K ['1826 55 MN<17 If[ 0.14xO.18 悩1'1J日 0.06 16.8 間灰色lOYR4/1 
S K P 1827 55 M044 m 0.18 x 0.22 1i1F']形 。06 16.8 }ぷト白色10YR2/2)由1[1少ljU:lk S 6:1025をhWfi.父
S K P 1828 M044 五I 。10x 0.20 t;~Pllr5 

00.‘0(}5 2 
16.8 褐色10YR2/2，J白山'1'

MOι14 1lI 0.21 >~ 0.33 日iI'1 If; 16.8 緊縮色10YR3/2 SA筑)G8を七時打，y:
55 MO'I，1 III (1.19xO.21 ドJIU [;1)，花i色lOYR3/2 

をを悩儲!成点おK P 18iJl 九日 lV!044 1lI 0.17 ィ'~~主 IIJ Jf~ 0.06 16.8 ~~訪日色10Y R2/2)自11.1少版状
S K P 1832 55 MO，j.1 1lI 0.19 ><0.20 不絞|【]fじ 0.05 16.8 以?目色10YR:I/2，J:lliILI' 1 ， S 1¥3069をj，'lif&
S K P 1833 56 MKq.1 1lI 0.21 x 0.29 不方!f; 0.09 ls.8 黒褐色10YR3/2，J由山少 S A3054をh育成
S K ['18:34 56 Ml¥44 III 0.18X 0.20 fNl'JJf; 0.12 Hi.8 111り自色10YR:J/3)llill.l少
S K l' 1835 56 Ml心1，1 自i 0.22xO.2，1 コ(~ii主|斗1[; 0.16 16.8 豆1潟色IOYR3/2，)由111少
S 1くP1836 56 MK'H TII 0.25>: 0.30 ti'i↓'J形 0.21 16.7 ト目色10YR3/2，t出山少 S K P 1837を切る。 SA3055をf，~I&
SKP1837 56 MK44 1II 0.28 x 0.:.16 十音fIJ)彩 。12 16.8 弘行自色10YR2/2)出IIJ'I=' S K PW36に切られる。 SA:I055をj{，jl&
S K P 1839 64 MGI7 百I 0.28 x 0.30 情F'jJβ 0.08 17.1 戸リ自色lOYR2/2)出ILll:j]，淡少
S K PI8，!Q かl IvIG46 JJJ り3:1><0.:18 1育I'J1杉 0.:31 16.9 ;，H間色10YR2/2)出ILI多
日K [， 18，12 6日 MH45 1II 。16xO.17 I]JI[; 0.10 17.0 終ト呂色lOYR2/2，Di少
S K P 1843 63 tVI 1-[，15 111 。19xO.20 jIm 0.1'] 17.0 HH白色10YR2/2，t由L[j少
S K P 18，]4 63 MI-I45 回 0.19 i斗!伝 0.10 17.0 黒!日色10YR3/2)由LLI少
SKP1845 63 Iv[H45 111 0.28/1J.30 ドJJfC~ 0.18 16.9 J;!H日官~10Y R2/2，)山山ノt，炭rj' S 1¥3048を憐r&
S K P 1847 G3 M [44 1II 。17xO.23 作iPJJ杉 0.25 16.7 然渇色10Y[(:1/2)出山少見極少
S K P 1848 63 M [45 JJJ 0.13xO.20 不盤情ドJ1[;; 0.08 16.9 黒褐色10YR2/2)也1.1.1中
S K ['18']9 63 MI-I45 1ll 。15/0.29 情|【JIf5 0.08 17.0 ，¥Ui白色lOYR2/2)I!lLLJlj' S 1¥3047をtf!I/点
S K ['1日50 G3 乱l!-1']5 1ll 0.15>< 0.23 総jIJJ[;; 0.08 l7.0 禁日目[g10YR2/2，J由ILll:j]
SKP1851 63 M [4，1 111 0.26 x 0.31 十行|可!巳 0.16 16.8 日色10YR3/2)白山少」民少
S [( ['1852 56 MK45 JJJ 0.41x0.4.1 ;Giさ)j!f" 0.06 16.9 ト号、H白色lOYR3/1.依1l:j'
S K P 1853 (i0 M 1"52 百 0.19 IIJJ伝 0.06 17.0 1m間色10YR:J/2，炭少
S K P 1854 60 MF52 II 。17人 0.22 情ドJ1む 0.08 17.0 AUト品定l10YR3/2，f山山少波状，炭少 二/大IJIITあるまIJJ，'1
S 5i1〈く日5565 

60 ル[F52 n 0.25>: 0.28 方形 0.2(j 16.9 !烈焔色lOYR3/2ぷ:極少 S 630日を t̂il&
60 M 1"52 11 O.21xO.26 I古川!杉 0.05 17.1 黒沼色10YR:l/2)出山少i鬼状 ， iJ~憾少

SKrヲ18G7 GO ivl FS2 H 0.20 円形 0.17 16.9 黒}自色10YR3/2)由LlI少，炭極少
S K P 1858 60 H 0.20>:0.2:J |古 jLJ Jf~ 0.05 17.0 詳細不IljJ 1次調資先陥済
日K [' 1859 62 II 0.26 x 0.33 不殺プ'jJf; 0.25 16.8 i幻自色10YR:l/2，)由 111~ ， I?i~，Nli1; S 63011をf品1&
S K P 1860 62 Mド51 日 0.21 xO.:10 Ifil']!f; 0.11 17.0 !m白色10YR3/2)出Lll'.J..'塊状ど憾少
S K P 1861 62 MF51 Il 0.14 ;><(1.18 十有円!β 。10 17.0 黒ト自色10YR:J/2，J出111少塊状
S K ['1862 62 MFeil H O.21;/O.:J:i {古I'J1行 0.18 16.9 白色10YR3/2，l出11.1少
S K 1'1863 62 i'VI F51 E 0.29;，0.35 十百円!じ 0.10 17.0 自在uOYR~l/2)出 11.1少lj~:1九炭少

赤ト目色J~t占i少
S K P 1864 62 1VI 1'51 11 0.20>:0.22 ドJII: 0.20 16.9 J;l~褐色10Y R3/2，J也山中塊状J矢板少
S K P 1865 62 M 1'51 II 0.21 xO.24 十百円J[) 0.29 16.8 黒沼色10YR3/2，士山IJ.I少?炭極少
S K [' 1866 62 MF51 11 0.22 x 0.26 fi:il'JJ杉 (U3 17.0 11高尚色lOYR:l/4 ，l出 1 1. 1少JJU~犬
S K P 18G7 62 MF51 日 0.17>く0.20 十fjPJ)f; 0.11 17.0 hi~ ト目白 10Y R3/2)由山少Jji!状足少
S K P 1868 62 MF51 日 0.3:1 x 0.45 十百円Jf; 0.08 17.0 緊縮色10YR3/2，J出ILI少"Jll:1た炭少 S K P 1869と
S K P IHti9 62 か1F51 II 0.21 >:0.51 J古i司!杉 0.61 16.5 黒褐色10YR3/2)白山少出状少 S K P1868と主総。 SB :lOUを憐!戊
S K P 1870 62 MF51 11 0.31 I'JII" 0.19 16.9 黒ト白色10YR3/2，l由11.1'"峻状ぷ;極少
S K ['1871 62 肘1F51 日 0.24 xO.28 fN円!杉 0.09 17.0 主褐色10YR3/2，iJ，!t'ii1、
S K P 1872 62 長1F50・51 jj 11]1[; 0.'12 16.7 時ト日色10YR3/3)白山極少Jj日状 S B 30 1!を nj~h，\(
S K ['1873 62 MG50 日 治I'JI[; 0.:37 16.7 j押目色IOYR3/2，J由山多

伎痕fiiU!，!， (黒褐色10YR3/2，JJjミト白色|ニ少)
S K P1日7-1 62 M 1'50 II O.15xO.21 

付的 可Ij }!じ伝 ~…j?!乏i計4一1l5B百色E色一~1l1一0(0jY RRR333///…322…1JJ 出出山ll山ill1少多':j:' 波状S K [' 1875 62 MI'511 11 0.24 >: 0.26 
S K P 1876 G2 MF50 日 O.2:1xO.24 1']11; 0.09 17.0 
S K P 1877 62 MF50 II 0.2'1 >く0.2日 陥I'J)f; 0.16 17.0 界主渇色10YR3/2，地11.1少 S s 301lを椛r&
S K P 1879 62 tvl G50 II1 0.24 ;く0.26 プ0ï[~ 0.09 17.1 J~{ ト目色lO Y H3/2)也山少
S K P 1880 G2 MF50 日 0.12>: 0.17 |古内!f; 0.12 17.0 11民自色lOYR3/3 ，ið~少
SKP1881 G2 か1F5。 H 0.15><0.19 }古l'llf; 0.08 17.1 1I1H白色10YR3/3 
S K P 1882 62 MF49 11 0.18xO.19 プ'jl影 0，10 17.1 ト目色IOYR:l/2，J白山少版状
S K P 1日日日 62 M F50 [1 0.28x 0.3fi 十百円形 0.09 17.0 日前自色10YR3/3，地ILJ少 S B:101Iをt!Wt.点
S K P1884 (j2 加11"49 II 0.18xO.22 ifilLJJ杉 0.15 17.0 H自ト白色lOYR3/札jlliLl./阪少比[尤
S K P 1885 62 MF49 E 0.20 x 0.2el i宵|司!f5 0.08 17.1 111前日自己10YR:J/り由ILI桜少波状?炭悩少
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4章第 2次

3立併設日 Hi['61 iifiiEl壬 険1{i1i11 
i主主1.:1土

、I'ffri!f5状 採さ (m) j百
I件 jlll乏(m) 1m) 

校蜘切 1v11'48 [J 0.17:<0.20 1j!f: 0.22 I 17.0 ;1.¥1む色lOYR:l/Z，J自!l1'tJ定状

G2 九
III l 主o生21斗

}jJiラ 。08 17.1 !日約色lりYR~l/2 .1出 111少

日KP 1889 行2 }jJf; 。1.1 17.0 i川赤ト悩り立必:川i上一版4苧i少

K l' 1890 0'1 九11'47 [J 0.20xO.Z'1 WI'IJf"i 。09
ilHJM民ftiil色mlyOY R2F?:J/1/，J:出i，il出iil級11少少液状

1くP1891 '12 ))'IG III 0.20，くり 2:3 1行ドJ!f: 。11 S B:IfJZ2を甘え!点

対日-l(j rn 11iI'1!巴 色lOYR2/l，)illllli長少

型 D4ti rn ノ 村;1'11巳 。 lfi.2 :.Ui.0.10Y R2/l，)出111'1' s ぅ085そt[!Jll父

日KP 1894 トi[)'IG III 結l'llf; IG.2 

日色色主L巴 白世け川ピ州hl レh少
S 1くド 18% IJ.1[j 日i 0.20 )〆 出l'IJf5 。1，1 lG.2 

SS A日泊i0O目887ををを儲枯総iJ点J比た

民5主K目Pl笠a百
N D4ti 1II 0.2，1 >.(J.:l0 !古1'11杉 。14 l(j.2 

-12 E'lfi 111 I 0.'11λ1J..1:1 
的日!と

0.2.1 16.1 

日KP 18:1丹 42 N E41j 111 0.lfixO.24 O.ltl l昨日 ;.!.'.i1J0.10Y R 2/2.1111!l 1'1' 

s ド1899 12 トJE'17 III 0.26:< 0.:18 十NI'IJf; 16.1 初色10YR2/2，JillLlI多

S K P 19りo I .12 パE47 
IIIII I 

O.lSて0.28 hlβ 。10
1けr7iM品U包1lE0f YY R RR22i /22jlL出Mjf1 立l4'1iソ1レ1状-

日1¥P 1，101 12 り2:J
不ィ術銭Z内円11!1日!形f; 

。守口7

S K P 1902 12 111 11.20> 0.2'1 。09 lfj.2 S B:J022を七時IA~

日Kl' 19(J:J 1II 
ーνり

0.20 !日 i ql_持}ffolflY1，2/2.1111111'1' S九日089を1持iJ父

S K P 1刊01 47 1lI t;'il'llf; 。18

日3 

同h限U話川日型1品立型目川竺旦叶ゐ主21刈刊
民5主1¥目PI並91J立6 

!7 I N IH7 III I'J If~ 11少

仔羽位

lU U.28ンく0.:32 治I'llf;

S K Pl甘11引 III O.22YO.2G 
ド守!!![[35 

O.OG lG.:3 L S .I\ :J089 ，全日i~ /J_k

日Kドlヲ10 ト)8.1り III 1J.2(J/0.22 0.08 16.:3 1!1l1i l 12 i 
S 1l:lO2:1を111;1&

S K P 1911 トJCci7 III 。t:!xll.17 十f'ii'lIじ S B:11l22をIllfl!児

S 1くド 1912 B'li III 
0.20りす

ドIJ伝 りか! 16.:3 ぶれ11干:IIJJ

S K PHJl:j N D41j 111 

ィ伴じ

O.O(i lG.:l 
i|Hu託¥fll協色色1l0OYY I1U~;:l //:1 2 

A:lIJ円。を!持!点

S 1くP191'1 MQ'17 lI1 11.12>:0.1 日 O.(I(} 16.7 
日をを悩必lifilこ1，業 1

日K[' 1915 。。 MO.15 III く2り

U。0肌。旬則侃日4 
S K P191!i M 1045 lI1 l'IIf5 

S JくP1917 5fi かIL.lfi lI1 。15~c り 20 1古1'lIf; l日7

日IくP191iJ M 1045 lI1 O.il:l~<ln6 IIWJJI~ S A:J067を!持

S 1くP1919 5G M L'15 lI1 行"11'1 If; 

S K P 1920 札1L 15 III 給ドlJf; 0.10 1G.8 

長1P，1(j lI1 IJ.29xIHIJ 1(11'11[; 11:i.7 S A.30氏)をi，WIl支

りひ 卦11'46 111 。り 2IJ 的ド11[; lfi.7 

SKPlfJ2:1 (1D 1II 
入x札 桁I'JIじ 。11

SKI'1924 "" 
lI1 怖いI1伝 IJ.06 S 13，]025をhWI点

S K P 1925 M015 1II 0.12;く0.14 十f'iI'llじ 0.IJ7 16.7 );!.¥f白色lOYR:l/2，JlllLLII者i'l)liU状

S K P 1926 56 M 1，.15 1II 1I.17xIJ.2日 1i"i111If; 0.05 16.8 H例目色10YR:l/:J 
5S K くP 1992を67を1こり史jj るらII る

S K P 1927 か[L.15 III 0.21 >"0.25 十行1'11[; 0.10 16.8 色10YR:lj2 

S 1くP192日 6:1 III .J 46 lI1 0.22 >く 0.29 プJII" 0.15 lG.9 平白色iりYP.:J/2，1出iJl~ji少JJWu.日!占i少

S K P 1929 IVI K4G 1Il 1J.17;<0.20 有 。12 16.9 
I県!同日色色110OYYRR33//丸山少1I1少 IJ~状

S K P 19:10 56 
11111 1 

S]( P 1931 :(H白色10YR:l/2)由 ILI少年~II犬

S K P 1932 56 MM45 111 。LH>:O.22 1古I'IJI; 。07 16.8 1I1'ff白色10YR3/川出Lll少境状

S K PEJ:l:l MK41j 1II 0.2:J 1'11日 0.07 17.0 11針討色10YR:1/3)1ll11 1'J.，'Jj¥W， 

S K P19.3ci 56 MKζ16 1II 。1Gx 0.22 lti円!伝 0.06 16.9 呂@.10YR:1/2，l也III少与W，
S K P 19:15 56 Mし4(j 日l 0.2~J;ヘ O.~:l ti'fl'lJじ O.IH nff褐色10YR~/3，J世山少ほI!Uðミ少

S K P 19oG 56 MM46 [[] 。16xO.21 行';1'11β 。10 !幻自色lOYR日/2.1由ILI少塊状少

S K P 1938 5G MM45 1lI 。19:<0.21 ドJ)f; 0.12 16.7 黒ト白色10YR3/幻自ILI少lJìll九段 t，~i少

S K P 19:1DA 5G Ivl 10，15 u1 U.21 IJ])f; 0.25 16.6 よH褐色LOYRV幻自ILI少))i!:1犬，炭極少

S K P 19~1913 56 III O.21X日日。 1f'iI'I)f; 0.07 16日 許制日不111]

SK ド I~H 56 III 。16 1'11日 。12 16.7 旦lト日色10YR3/2.J也LLI少JJU:I九少

S!くP1941 5G 1¥11¥'!45 m O.IG)'，0.!8 付iI司1f5 0.06 lli.8 渇色10YR3/2，l出rll少波状、炭j!jij..'

日KPHI2 日6 iV!L.15 III 0.14xO.20 日~1 'l Jβ 。06 16.8 11[1潟色IOYR3/3，)山山 hvî少~IWょ

S K P 1943 56 ]I;! L'15 III 0.23 [J1Jl; 0.07 lG.8 黒f1;]色10Y F~ 3/2 ，Jill Ll J少J史KìJtti~ 少

S K 1'19，1'1 。6 iV! L45 ul 0.19><0.22 }古|可!巳 。12 16.8 ト白色10Y R3/2，)1ll1 LI少波状

S K PHH5 56 iV!L'15 1Jl O.IG 1'11[; O.OG 16.8 泉街色10YR:J/2，)白山f，iJi少i剣先

S K l' 19，IG ML4 III 1l.22><O.2:1 I]JI[; 0.09 11i.8 京協色10YR:1/2)山山少以状jど減少

S K P 1947 S6 1 iV!M41 ul O.21lx 0.29 !fiPI)f; 日日自

i!思i;青沼間?自色色色1li0O(1Y Y Y 1RR4 333//2J.911也1由1!iiliii Illt少少vl忠jiEii状状:IR S K P 1948 56 長!L4'1 百11 0.18>:0.20 1'11[; 。12

S K P 19.1 5G N!IA4 1Jl 。18>;0.22 f古1']1β 0.1IJ lG.7 

S IくP1950 iV!M'15 1Jl 0.28 x 0.29 ノF1主}j1f; 0.16 16.7 白色10YR:l/2，)世 ILI~ S A:lO(I'!・ :3067をf，viiJY:

日KP 1951 56 MM45 ul 。11>く0.14 li'il'll[-; 0.05 16.8 主J[己10YR3/2，J由ILJlII

S K P 1952 56 MM'15 限 0.11 xO.11 打'iITI1f; O.li 1Il.7 !対日色10YR:l/2，J也ILI少九日状

56 MM'15 1ll 。1:J>:0.19 f古ド11[; 0.07 16.8 IlIif渇色10YR3/3，l山LLI少

56 MM45 Jll 。12)ぇ 0.2，1 ト行PIJβ 0.05 10.8 Jω};i(0.1りyl{:l!~ 

III 0.20>くO.:JO 不盤情円1[; り05 10.8 総ト目色10YR3/:1 ， 1出 LLi少JJ~'I犬

日K 1'1950 55 ト 自I 0.28>:0.'W 不淡泊il'IJ[; 。llJ 16.8 対褐色lOYR3/3 ， J也 LLI少JJ~:I犬

S K Plヲ58 60 L S 51 m 0.40:<.0.43 111)[; 。11 16.9 i立}白色lOYR3/2，)出111少 S 13ilOOGを防1&

S K Pl9fiO 66 L T62 ]][ 0.20)く0.28 !っ庁i 。09 16.7 ト旨SIIJYR3/2，J由ILI多

点確認立1IJYR2戊，)出Lilrl'l

S K l' 19G1 136 L Tfi2 [[] 0.35 >: 0..13 ト古川If-; 0.34 16.G 黒褐色lOYR3/2)lllLLJI1 '，iHv!少1燦 U'li少 S 133006を11#fJ，史

S K P 196:3 51i LT62 l1l 11.25 >:り ~n 1'I1i:.i 。li j(3.7 位j色lOYR:3/2.1111LLI少版少

S K P 191i'l 136 MA63 111 0.'12ベ0.'18 PJJじ 0.21 16.6 渇色10YR3/2)illLII'i' 5日3006を11，)n¥，(o 沼周'IJ'JHII片 l

S 1< P 1965 66 しT62 自I 。7l;<0.78 不絞ILII杉 0.24 lG.6 間(310YR3/2刈IrJJrl'，i長|長少 S 13 ，1006を憐f点

S K P 19GG 66 しT62 1Il 0.25:< 0.27 ![JJf; 。10 16.8 mi目色10YR2/2

S K P 1967入 66 L T62 1Il 0.24:< 0.28 係jl]1杉 0.08 16.7 白色lOYR2/2.!也LLI~ ， i:i2 Mj少 S K P 19618を切る

l S S S S K K K K lPP P 】1I1199脚9U日

66 L TG2 1Il 0.4:1:<OA~1 ドI1と 。15 16.7 主計局包10YR:JJ2，)出LLlcl:r，i.夫係少 S K P 191;7;¥に切られる。 S13300りを悩1J¥i'

66 L TGl Jll 0.48:<1J.52 不控1"11f: 0.28 16.8 計百810YR:l/Z.JlllLLI'I'.iJ::担1少 S 13:，0013を情!点。方If;のmiJf5

666 6 
し III O.3(ixO..l1 f古i可Jf5 0.18 lli.7 長HlI1不UJI

日l 0.41 :<0.47 トI'il'jl杉 0.2:3 16.6 黒褐色10Y R3/2.J品111少j夫悩少 S 133006を μt

S!くP1971 6li UI 
り.3346 

子;ji'fjll Iじ 。H 16.8 J.!:¥i目色10YRil/2，l由LLI多

S K 1コ1972 G(j 釦1Ati2 1Il 指11J!巳 。13 16.8 県渇色10YR 3/丸山山少Jに少

S K 1'197:1 66 MAli2 出 0.22:<0.24 不I¥WIJ日 。1:1 113.7 県u日EllOYR3/~ ， J出 LL!少，炭極少

日K P 197'1 fili M r¥li2 III り 1~) >くり 36 十台円形 0.20 16.7 
直1m盟ト百主三地llll位LI少 事

66 恥lA62 III 0.28 111]杉 0.23 16.7 

。G MAG2 UI 0.:17 :<0..1:1 fm'1 If-; 0.33 16.6 l.¥'.i11色lOYH:l/2，)出LII少1り;版少 S B::¥O(JGを構成。縄文上総 l

65 M13G2 III CH3:<()A6 1111伝 16.6 色10YR3/2.)出山中，民l'li少 S 133006をh日1，1{

S K P 1978 65 M 1362 1Il 0.41><0.48 !百円!杉 lG.7 f.¥Uhl色10YR:l/2，l山LII少ぷ:係少 S 133006を椛I1史

S K P 1979 M日62 III 0.:38:<O.'l:J 1古川!伝 0.16 16.6 mi白色10YR3/2 ， J 山山rJ~' 5日:1006を甘い止

S K P 1980 M日62 III 0.34 )ヘ0.41 十i'iflJJβ 0.:¥2 16.6 怯j色10Y[~:l/ 2.!由Ll I少?伐lillJ少 S 8:J006を憐1&

S K P 1981 G5，106 MCG2 1ll 0.i15 :<0..12 十五I'JIじ 0.29 16.6 尚{立10YR3/幻自1I1少，i実的i少 S 13:100Gを|持成

S K P 1982 G5 MC62 m 0.260<0.:11 怖いJJfj 。14 ]6.7 }山首色10YR3/2，J出山少」先駆少

ル83l 8(i5 5 訟1C62 I1I 0.'11入 0.4(i l'llf: 0.22 16.6 H¥氾色10YR:l/2)出I.LI弘氏極少 S B3006を構成。縄文 1:(，，;1

乱1CGO llLL 0.:1Ii >< 0明 f古!可Jf:; 0.07 16.7 ;%¥{泌色10YR3/Villül' l 人}たね~j) S 1330G6を構成

第37表柱穴観察表 (17)
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2節

jiPf、~I I ，1[(11万 ltrdH 1辺ZlJまミごmば) '1三ruiJfe;状
お

;型 ゴー 針 っ1-;tffq 江rI (m) 

S K P 1丹 L T50 III 0.21 

桁陥ド11j11!j1巳!!!巳三

0.09 16.9 おむ山山匁印刷 5 8:1006を
く品 MAfi9 III 0.2:1xO.:1日 日i九 lfj.8 ttl1l!n!J 土石 I[) 日日:1006をti&IJX

68 かIA59 III 0.25 x 0.28 IHI 16.8 11奇阿佐elOYR:J/:l，l出rLr多，IJ.!悩少 S 1l:11l06を+m!&
51<ド III 。19xO.:1:1 イ、住Irllf!; 0.20 

U日W日d色{企立~1llf( Y R代卜 2 乙Z 1 lIiJrl よ，jJf!!Jiゆ
B九日[)[jを鴻!点

日吉~
III 0.21 >:0.25 

十f自有ド
0.18 lIIlirrrj，W'J 

1¥ P 1990 1 ;;8 1 M E 58 III 0.20 x 0.25 0.21 lfi.7 1 !.¥¥fhlffi10Y R3/2.J出tll少
5KP1!J91 I M III !i1frlff; 。r.j 16.8 !tffHJ色10YR :J/ él ，l出Ll I~.i;~hkJノ おお:1(J(J7を泌fよ

らンス
K P 1992 58 iYI "59 IJ[ 村iドJf伝 。作品 l自白 色10Y R:l/2)出1II'Ir))2約ri/)/

日 59 MH52 III 焔['1ff!; 。1.1 16.9 J下KIIJ不iリl
71 L Q5G III O..j.j xO.52 

f桁
OA6 17.0 百符IIJ不rYI 5 Il 九11九;地;之 j

日K]'2001 50 M III 0.2:Jン(J.:I() 0.02 16.8 IlfHむな~10Y R:J/:J)I!!ILr'I' 
5 K P 2002 日IJ M 1Il IJ.21 xO泊。 lf'jfLlff:; 0.20 lG.7 !日!日色10Yf日/2.伐fJ!，少，[lffト自立1l:[1'
S K P 200eJ 50 討し58 IJ[ +i'H'Jff5 0.06 lG.8 !.¥¥rhlf立10Y E :l/2)l!!rll少波状 S K P20(}fを切る
S K 1'2明主i 50 MLei8 

11111 1 
O.:JOxO.:1R IfWIJf-; 。IJ(i 10.8 JNJhlC立 lけ YR:J!幻自IIJ~J鬼状ぷ:阪少 SK ムυリリ I匂 る

S K P 200" 50 MMii7 0.20 y; 0.21 frJfβ 。10 16.7 !.¥HRl810Y R:J/2 ，l由 ILJrl" ì)~版少
S fくP2006 50 おIM~7 [[[ 0.22ノ<(LlI 十NI'lf伝 0.05 16.8 :.I.¥ihl810Y R:J/2J1担rJr少た少 S K F2(J[)7をIJJる
S K P2ω7 50 tvlM57 [[[ 。18>;0.2自 十五f'JJf; 0.04 16.8 見日810YR :J/2 ，J出 ILI~ 日1¥l' 200lilこ IJJ ら~'Lる
S K P 2008 50 九IM5自 m 0.23xO.:l0 付'iJIJJf-; り21 16.li 守口色lIJYR3/2，l虫111少i鬼状。iJ.!少
S l' 2iJOB bU か1M3'! [[[ 。22><0.2'1 1'11["; 。I:J 16.6 lIitf<}色IOYR3;:3 .J由r1 fll'.U~少

!目I~日日玉下百却22m五
50 MM57 [[[ U.2.1〆0.26 ドJff5 0.06 Hi.7 !:I.Hhl8lUY R3/2 .ìj~極少，燐 1:紙少
日() MM57 111 fJ.:l3xIJ.'J7 

指的il iljj !!f日3 
0.20 16.5 :.I.'.i日色lOYR:J/2.J出rll多 S A:i05¥J合総成

19 台1N57 1II 。I8x0.2.1 。11 16.7 然褐色10YR3/2.J由IIVV滅状ぷf少
19 ivIN5fJ III O.2(j;<O.e!日 ヨバ官HI'ii'Jlfj 0.25 16.5 .¥HI白色10YR:l/2，)由 ILI少JJ~状 .iìi少 S A:lりをも点
日() MM5fi III 。 ノ(;j主.1i'iPJJ巳 。12 16.6 !日間色lUYR:J/2，JJ!伯!!);'

S K 1'2016 19 IvlN:i6 IfI 0.22 x O.2G 的I'JI伝 (J.Z:J 16.6 JPJlJt立10YR:V2.J I!! III少 JJ~:I)\.i)i~ij少
S K 1'2017 19 品IN56 IfI 0.28xO.:J(j ti:!!'J形 0.2.1 16.5 ii}f立10YRV1

す岩抗間日「刊「すト-
UWIJBlOY R:i/2.炭づけ

MN;;7 III O.:12xO.:I:l ;f~'J主 fTJ 形 。15 1(j.6 ll1Jf日色lUY1':3/4，1出山少波状，;Hii:H立1:.'"
fvIN5(j III 。 li'i!IJJf; 。19 1G.6 白色10YE3/2.1由ILI少i鬼1)¥，品:少 SK ド20201こI;JJりれる
お1N56 UI 0.21ンく0.26 形1[;; 。17 1G.7 氾色lOYR :l/2.t白山少JJ~状少 S]く1'2019を切る

S K P202] 49 九品Ji!ト III IJ.22xO.2己 0.22 lG.G 烈ト}J色10YR:l/2，)出111少塊VUdtl長少
S K P 2022 叫) I III 十ドI)f; 0.21 i 16.6 詰色lOYR:J/2 ，)出 LLII，ùi少1)11状 ，ìJ~悩少
S K P202:1 

Aノ1199 III 十iWJJじ 0.17 lG.7 白色lOYR3/Z ，)出Li I~JJU状?炭少
III 。17xO.22 十i'iI'jlじ 。10 16.7 HWJt0.10Y R3/2，l出rlr少境状

19 MN56 自l 。ヘ0.20 ザi!'JJf; 。12 lG.7 
自問色l1川OYR3川/4)誌山協Bj川少誠'1S K P2026 'lD MN5(j I!l li'iIJ])杉 0.2:1 W.G S A:J059を悩成

S K l' 2027 1I1N5:1 JII ど 1m']形 。12 lG.8 !1ft間色10YR:J/:J)由 I11少1JW~
S K P 2U28 M L55 m 方!じ 日19 16.7 lIi'ii芯色10YR:J/3，H.HIJ色 1:少 S B:J008を悩成
S [く P2029 :'0 M LfJ6 1II 0.:12/りす47

f百1j円)f;形 0.2D 16.6 JP，f白色lOYR:Jj2 

日0708086をををU情hj1J5 1l3戊I S K P20:11 6} MJ，]日 fIl O.~l > 0.52 0.20 17.0 詳細イ<1りj
S 1< P 20:32 fi6 L S61 fIl O.33x O.:J(j 情fJj)β 0.14 1(j.7 ，t，U出t0.10YR3/2 

70 L R61 III 0.33 x 0.38 桁I'JJf; 0.26 16.6 然社Jffil0YR:J/2.11!!L11少塊状.icJt少
日とをを燐Ii主!成& 66 LT6り III rJ.:l6>く0.42 ド11f; 。16 16.6 !日出色10YR3/2，h長少。桧1(0.土多

S 1くP203ei G1 Ill 1 48 日i 0.2，1 f'11[:5 O.3G 16.7 許制不可j
S K l' ~036 山 日l

ププ
0.18 16.8 lIiH白色lOYR3/.1，1也 ILI~ S B3008を七世1&

S K P 2037 M L54 lI! 0.08 16.9 然出色10YRe1/2，l出山少塊状 S II日008をも引JXoliu'認前lに[_i*fi
s [く p2o:J8 65 M1361 回 0.41x0.46 fJ1Jf: 。19 11，.7 !IHfJ色10YR2/e1)出ILI少.lOYE:1/2j:'I' 

聞6ををlhfqtLf1点1瓦f 縄文:Uiii20S K 1'2039 65 MC61 lI! OAlxOA4 ILJ)f; 0.10 16.7 |出向巴 1111111/])仰 H.
S K P20，lOA 6G 乱'IC61 盟 0.:18 I'i]日 0.20 16.7 J;¥¥i目色lOYR2/3)由ILI少波状.iJt少 S K 1'20/108とilli主。 S83006を総jj_父
S K P 2040B G5 MC61 [[J 。19>く0.20 ドlJf.; 詳細l不可l S K P2040Aと丞惚
S K P2041 58 MG5G III 。1s I'JI巴 0.07 16.8 f自色10YR'I/6.炭少
S 1¥ l' 20.12 58 MG56 III 0.26>く0.30 tí~rJJ If; 0.08 16.8 

!1以?1k自褐主ト自L色色lOI1Y O0 Y Y RZ/3日/32，J1出白i山LI少少
S5i日:130Q(0?6をを織ゆ成S 1くP204:3 66 L S62 III 0.40x [JA，I I'J)f!; [U:J lG.6 

S K P20']/1 58 M 1'51i lI! 0.25>:0.:17 村'jf'JJ杉 0.14 16.7 S 8:1007をh育成。 I漆l
S 1くP20，15 51 MN51 1Il 0.28>.:CU3 f百円)f; 。10 16.8 詳紘l不1111 S 13，1009を構成
S K P2046 /16 MQ'18 !lI 0.21人 0.25 陥Pilf3 0.06 16.6 詳¥111不司IJ
S K P2047 46 M R50 rn 0.2:1 x 0.26 )jlじ 0.:10 16.，1 j幻白色lOYR2/3，!也山少lJU状。髄i少
S K P 2048 16 MR49 III 0.2:Jλ0.28 作ir'JIf: 0.10 16.6 !.I.H目色10Y R:l/2，)出IIJ緩少波状 S A:J077・30，9そt，l)I&
S K P2(Jtl9 J6 MJ，，19 nr 0.23 >く0.27 I有l可!f:; 。10 16.6 ;玄関色]OYR2/3.!出LLlt，!¥少JJiW;
S K P 2050 'H MQ52 111 0.:3:J 不?定方形 。l:i 10.6 ;if.~ f.lj色lOYR:J/2.!由ILI少塊状.iJt傾少
S I¥ P2051 .1ιl ゐ/1Q52 UI O.26><(U2 、Jiiプ';11:; 。12 lG.6 褐色lOYE3/2 ，l世山少lJ~1犬 1炭極少
S I¥ l' 2052 /IG 恥[Q51 III 0.27 '<0.:10 プ';1[;; 0.28 16A 目色lOYR3/2 ， J出Li l少塊状，i;~I，:j\少 S 1<742 . S K 1'751，1こ切らる
S K P 2053 16 MQ50 ]][ 0.28><0.:.1リ !古ド]Jf~ 0.15 16.6 J1?1ト白色lOYR4/3 WN6ii認 C!m自白 S Il3019をh'.j，&。住Jt!ゆ15cm

10Y R:l/2.J出ILI少腿状，JJ!:少)
S K P 205/] ，16 tvlQ49 111 0.28 >~ 0.:30 プljif5 。18 16.5 

lIBE浪色1路0認YHA/4日色lIlYR2/3.ic).t少)

日K 1'2055 Ili MQ49 [[J 昨日作〉く11.2，1 続1'111: 。10 lG.(j ，l，Vf日色10YR2!3.!1!!111的川市IHI' レ S八3077を俗IJX
S K P 2056 46 MQ'19 五l O.17xO.19 };II-;; 0.11; 16.5 黒}品色10YR2/3.Jl!!rll少lJW，
s rくP2057 rvr 1'52 llf 0.29 カ!日 0.16 16.5 ト白色lOYR3/2，1也山'jIJJU状
S K P 205号 M 1'52 III 0.22>く0.26 桁11]1巳 。14 16.6 

l住則初淡日自2色1路0認川白色211…11B0色Y土!と少3/状2炭少)

S A3073をr{!1bX:
S 1¥ l' 2058 51 iVI 1'52 fII 0.2(;)べ(1.:10 方形 0.24 16.5 

S K l' 2060 5:1 M pSl III 0.27 x 0.31 H)f; 0.2日 l(i.6 11M白色10YRil/3，l也山少JJU:I九段少 S 1¥14251こりjられる。 上ゆ 12C!ll

終確認(;主治色10YR3/2，!出111少i忠[!，)
S K P2()(il 。日 M PS1 IIT 0.26 >: 0.31 Jjlじ 。19 lli.6 黒褐色10YR3/2，1出ILI少波状?炭少 S 13:3019・3020をh育成
S K P 2062 5:) M 1'50 fII 。九日 方形 。 16.6 J幻自色lOYR:li2.1山山少JjU:1犬決少 S 13:3019を1品J&
S K l' 206:1 5:3 MP50 III 0.22 x 0.23 同)f!; 0.18 16.6 土日褐色lOYR2/3)出111少JjU:1犬，淡'.t S日3019を!如氏

百lSS 五Klt下PP茄
M050 III 0.2:3 プ']'1[; 0.12 16.7 ト1]色!OYR3/2)出山少JJU状

5:3 M 1'50 lfl 。17:<0.20 }古ドJ)f"， 。18 16.7 黒褐色10YR3/2，1由rLI少。W，.炭泌少 S 8:3017を七百Jj¥，:

53 トv1P50 百I 0.22 x 0.25 方1[; 0.J1 16.7 i，;~ì自色10Y R:1/2.J:l!!rJ l fi:1ï少JIU1-}U')H~，'))
S K P 2067 53 台!1'，19 III O.23x 0.27 f古F'J If~ 0.16 1(i.7 ~\U白色lOYR2/3 
日 51 M052 III 0.2，1'< 0.26 ;庁)f; 。OH 16.7 烈トII色10YR3/幻自山少収状)J'b:l:.綴少 S s ~I020を熔/jX

51 M052 III 0.20 x 0.27 ノ'11β O.HJ 16.6 京協色10YR3/2，J出rLI少域状 S A:1072を熔1&
S K P 2070 51 台1052 I百 0.16>< 0.22 HW11杉 0.12 16.6 黒褐色lOYR:li2.1由ILI綴少段状 S B:1020を構成

53 M051 m 0.27 I'JIIラ 0.15 JX{r白色10YR:l/2)由rLI少JjU状，焼土泌すJ S A3072を防，jJ(
53 fvI051 羽 0.26 Jnf~ 0.2;' 褐色HlYR:V2)出rll少JJU状 S 83019を椛J!li:

S K P 207:3 か10，，1 III 0.27 λfJji;. U.J/ 16.6 ぬ色lOYR2/3，J出111少塊状 日 υ日~'í にI;Ij'っ H {，

S 5 Ilく 53 ι1051 III 0.25 布、1さドJI彩 0.22 ][i.6 I主，~U盟1日担色 1RZ32//32，.Jj1白1山rLI少極則少滅犬状，炭，少ici社長少
S 13:1018をIr¥jl!.¥t

53 M051 m 0.25 ̂  0.27 1~'絞 iLJI伝 0.16 16.7 
S K P 2076 5::i 品1050 問 0.24 )く 0.31 f青irJIじ 0.19 16.6 JWf3@.10Y R2;:J. J出 111~~j少出状 S 133018・3019を構成
日 5~1 M051 III 0.22 x 0.2，1 方形 0.10 lli.7 同色lOYR3/2)1白山少塊I}¥，炭少

M050 III 0.22;<0.31 焔1'])じ 。15 16.7 i1J色10YR4/4，idt少 S 13:3017を構成

ドt痕Ii'(li認 C¥I:'Jhl(i':.lOY1日/2)山山少i忠IJJ
S 1¥ P 2079 5:J M050 III 0.24 x 0.26 不もをfI'!1'JIβ 0.19 16.(j :m日色lOY1¥2/:3，1自ILI少版状
日K P2080 M 1'50 田 0.21 ;<0.51 不主~I古円!じ i民ト白色10Y1¥3/2.1山山少IJWUJご阪少
S K P 2081 53 ivl050 III 0.31 x 0.32 方形 0.15 16.7 l陪ト呂色10YR3/4)出山少波状

第38表柱穴観察表 (18)
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4章第 2次(平成12年度)

J立tl時 hFfd! iずi{EI主 後III
まえ(たmは) 、l'羽1f51J、 主m主j lfi立(m) {出;

浪乃 fui 
日KP20品2 。3 か1049 UI I 0.26> Il司。 }jJ伝 。19 lG.G 号色10YR2/弘治ILI1長少ljW¥ S 13:1017をlllilJ交

日I< P208，1 五九 !vli三日] m プIJ!i; 。12 16.7 立日色10YR2/:J，1出11Iト少JjW¥

SS日包 叩m却臼O“凶uにを切y梢姉'Jeり3崎れるちIくP80S;1 か1N~1 III FJIf; 。12 16.7 !日出色10Y R 2/e1，l1i!111少1m状

1くP2085 5日 お J[[ 0.21 >:0.2，1 }jj彩 。IS 1[i.7 む立，1OYR2/:1，1Ii!ILI少JjUi丈

S 1くP2()日6 立1N51 。iJ8;<0.52 rrilTJJi; 。1，1 lG.7 日WJ0.lOY[ね/2，)出111少JJiW¥

S 1く1'2087 か1t、)51 0.2丹〉く0.40 ィ、技術ドJJ日 。15 1G.7 十日色10YR2/el，JIi!LLI少JlliKi6t綬少

S 1く1'20品目 か1N50 J[[ iJ.:l8xCU!J }jJ日 lfi，(j 照的色10Y1日/2.tIi!IJI少JjliIX，i)H'!!少 S /¥:jOfj1をtNilJ交

日iくP208円 五日 MN'19 UI 。1，1;<IlA8 )jll三 。15 16.7 f.1:(ilH三lOYR .1/2 ，1自1.11少ぷfjij~ !þ

S I< P20f)O J[[ 0.2el >< ().28 方!日 0.18 16.G ，')ml0.10Y flN2.l出山少i鬼i九段少 S B:lOJ8を椛

くれ2 1 
III 0.2;;:くり 26 )fJ[" 0.08 iι7 島区，1OYR2/幻自111少

MN，19 1Il }JI杉 16.7 色lOYR2!:J，11i!111少Jj包[)U;け

針1Mυl 自I JiJ[; Il.07 16.8 目立出色IOYrn/主JIi!ILlt，ji少Iji11X

S 1く1'209'1 釦1M51 UI {台ドJI杉 。10 16.8 !日氾(立10YJ日/2，1出ILI少波状。少 S A:1060をWil&

日K P2095 台1M50 m 0.42 x 0.46 プ'jJ[5 0.12 lG.7 以if}(立10YrU/2，1由IIJlI'，lOYR2/:11'.多

SIくP209日 ;;1 lvlM50 III 0.20XO.21 [1J)五 0.11 16.8 自色IOYR2j:3.l也1.11少Jjlil九惚少 S 13:1018を構成

S 1く1'2097 5，1 !v1tvl;j() III )j'lf三 O.Oei 16，8 紅j色lOYR:l/2)出rJl少 S A:301jlをl/til&:

S K 102098 MM51 III Jj)杉 り12 16.7 lilii目色10YR:l/4.lI!.!I.IJlf' SA日OSOをtWIJ!.:

tuuG'在認 日色10YR2/iJl 

l三SK竺P2101 
か1M50 If[ 0，:18:" 0..!5 ィ;終}j)[" I O.lli 1(1.7 烈氾色lOYE3/2.l自ILI'，レJ)UKifG凶0.1'.少 S A:j[)(ilそ泌iI見

ei;1 
h台り2 

If[ (J.:l:j;~ (JA (J 二古ITllf: 0.14 16.8 持j色10Y R2/川出ILI少t)W~ ， 1 (J Y Fe:l/ZL<I' 
ぷn 1lI (J付 xO.:)1 方)[: 。11 lG.8 悩む!lOYR3/2.!出 lL少脱j九，tj2hl~少

S 1く1'210日 51 Mlく51 111 1l.24xO.:IO 村刊JIβ 。10 16.9 ;'HU包lOYIn/2)出ILI少JjMIR，II[HU1:0.1:.'.)/ 

日iくP210，1 立，]!\4~ 1II IJ.24 'く0.27 的flJIβ 。11 社j色10Y H :J/2)Ii!JlI少rji!1九

S K 1'2105 iVI L49 !ll 0，28;ピ0.'1，1 桁I'J)β 0.17 潟色10Y1n/el.tIi!IJI少rJUllUJ兆五少

S 1¥ P210fi !vl L49 III 0.2，1 >:(J.:JO 村il'll杉 。19 l(i.H !初白色10YR:I/2.)白山|長少滅状

S K P2107 61 !vI.1 51 III 1J.26:<0.27 )j)[; ()， Ii lG.<i 潟色10YR:l/2.1出IJI'IIJJWU;i惚少 S 13，10日を立1&

SI¥P2108 (i! ivl.l 51 111 。 治ドJI[; 0，16 I 16，9 色IOYR2/:1.1出111ψJji!:1犬?亦氾0.1:]而少 S 1くP2109を切る

S K P21ω (il IVI .1 51 111 ト;ヲド J)[~ 。19 16.9 H¥HJ色10YEc)/2.1出111<11 S 1< P2lO81こIJJ'つれる

S jく1'211り (jl !VI J 51 111 U.:J5メ0.:17 )jliラ 0.'16 16.6 ト白色lOYI¥:J/2)出I.LI']' B ~j013を情状

S 1¥ 1'2111 GI !vIJfil III 0.22 x 0.:1:1 1古[I]I[; 。j:i 11).9 色10YR 日/2 .1出Jl I少波状.iJibl~少 !tlL:.r (ノ'jif.;)
I:I:IIU，ぶ己(烈尚[立10YR:う/2)

S K 1'2112 日l !vl.l品l 11 U.Z:J x 0.20 l'jJi; O.li 16，fJ 褐色10YR2/3.1出山総l少りw、

をむをを切るるS K P211日 Ij1 M .151 11 O.:12xO.R:l Iffl【11[; 0.16 16，6 JH何色lOYR:l/幻自LLI少波状!日当少

S K 1'211，1 61 M J 51 111 Q，:H>:O乃白 Iffl'JI[; 0.10 16.9 リ白色IOYRel/2.l出1.11少i史:Ik

日K 1'2115 61 M J 51 !ll O.ell;< 0.，1'1 十iilTJJr~ 。12 16.9 約[.ioIOYR2/3)出ILI少11M状

SKP2116 ij1 !vl J 51 !ll 0.25 x 0.:>8 的I'JI[; 0，07 17.0 IJ，lJ日色10YR2/:J.1Ii!I.LI' I ， 

S K 1'2117 日l M J 51 111 0.:10 x (U:I I'J)日 。1日 16，9 !日制包10YR:l/2)1i!山多

tIJili6'立認(詳細l不1m

S K P2118 日l お1J 50 !ll 0.:12>ノOA:1 十有川形 0.57 16.5 烈ト自白~10Y Rèl/2)由LLI~ SIl初日をWil&

n一正¥1fr在五百、 (詳*111不1m

S 1¥ 1'2120 Ci1 M J 50 日I 0.38メOA2 行WJ)じ 0.14 Hj，9 黒ト白色10YR3/2.1白山1]1

S K 1'2121 61 M .150 1lI 0，3IxO.'!l 打yドJIβ 0.24 16，8 悩色lOYR:1/2)也ILI'!'，iJi阪少

S K P2122 61 M J 50 1lI 協lilJf三 16.9 色10YR2/3)出LLI!J..，，1I1i'f13色土

SKP212:i 61 III 入 十悶J[';: 16.9 色10YR3/2.1白山少滅状

S K P212，1 Ei1 1II tifl[J!f~ 。17 16.9 J，!，J，褐色lOYR:l/2.1Ii! LLI少IJU状 .in~\!Þ S 13，10Hを椛!点

S K l' 2125 61 ι1 151 1lI 0，20 プ'11[; 0.12 17.0 Xl，{伺包10YI日/2.1出11.1少塊状

S K P2126 61 M 150 到 0，33 x 0.:36 司、1it!j)fc; 0.47 16.6 :日紅j色10YR3/2，地LII少 S 13301:3をt品IJ丸 tl正 (jjlf';)

住f良!市認 G下*In不iザD

S K P2127 61 M 1，19 III 0.:10 I'J)f-; 0.12 17，0 IIfH白色10YRil/4)山山'1
'
，).1.¥1首位土少

S K 1'2128 61 M 1，10 1II 0.31 >; 0.38 |古ドJJ伝 0.13 17，0 lIi'iト白色10YR3/4)出I.Llhui少l炭傾少 S 13:3015を情/J>:

S K 1'2129 61.119 M 1'19 1Il 0.50>く0.57 総ドJI伝 0.16 16.9 白色10YR:jj2)由1.1.1少 S .113044をI"lti!J史

tI:淡路認C;WfJ色10YR2/3)山山和ij~少波状) 校伎(一辺20c1I1方Jf;)

S K P2130 61 M J ;18 m 0.25><0，28 十む1']If; 日13 16，9 黒褐色10YR3/2)出山少 S 13301;1を悩!点。縄文二1::~+ri 1 

S K l' 21:11 61 M J 48 関 0.20;~ 0.24 |百円形 0.21 16，9 訪日色10YR:l/2)Ii!LI.I少

S K 1'2132 Ci1 台11，19 m 0.38 ILJJf; 0.27 16.8 ト白色10YR3/2)出1]1<1' S K P2133を切る。 S133016を防1&

tu良li主主2，(平自主主10YR2/2)白山少，淡l混少) (プ':TJf:;)

61 M 149 m 0.:38){ 0.82 ィ、潜行fl"JJ伝 0.27 16.8 黒ト白色lOYR3/2)出山少。炭極少
SSK 日3P021'113を2村に完成切。られ白波る (φ25cm) 

61 M 149 1Il 0，38){ 0.48 やむI'JI[; 0.18 16，9 H前日色10YR3/3，地11.1中

主1:1良磁認(烈ト白色10YR:J/2)出11.1少)

S K P2135 (jl M 148 III 0.33 )く0.'10 情I'JJ[" 0.17 16.9 尚色10YR2/2)也山仁l'

S K P21:36 61 M 1，18 III 0.3GX0.46 rI'il'lJ[5 0，15 16，9 j;，l，{尚色10YR3/2)出I.LI少

S K P 2137 61 乱11，18 III 0.18>:0，26 情I'JJf5 Q，08 17，0 !玄関色10YR3/2)出LIJ少

S K P 21:18 61 ivl H49 III 0，20 x 0.23 方1[; 。13 17，0 ~.u渇色10Y R3/2)Ii!LLI少j尖極少

S K l' 2139 61 MH50 m Q，21xIJ.25 指ドJJβ 0.23 16.9 烈m色10YRV2，J由1.1.1少

S K 1'2140 59 III 0.28 右}予 0，24 16.7 京協色jllYR3/2)出山少?炭阪少

SKP2141 54 m IJ.:J9xu.45 ↑古川)f; 0，27 16，8 :草間色10YR3/2 

Ilit1f:主認 (1思色10YR'I/'1)

S K P 2142 54 MK49 百I 0，33x0.41 tiWJJ杉 0.19 16.9 n~Tト昌也10Y R3/3)山山少lJUυUJ'U~t，D~少 S 13:30Uを構成

S K 1'2143 54 tvl 1¥49 III 0.24 x 0.:10 情1']1日 0.26 16.8 ;，¥¥1白色lOYR2/3，lIiH自色j二少

S K P21，14 61 ivl J 51 m 0.33>く0.38 十円形 0.10 16.9 3芸術色10YR，I/2)山山rlJ S K P2112・21141こUJられる

S 1¥ P 2145 61 ivl151 m IJ.:l9xu.42 1"JJf5 0，19 16，9 :W1a色10YR3/2.1Ii!L1j!tJJWUi:均百4

S K p2Wi 61 111151 III 0.26 x 0，35 ffil可!じ 0.l6 16，9 IH，;ト白色10YR訂正j出I.LI~ S [¥ l' 9571こ切られる

S K p2Ji17 61 M 150 III 0.25 ;く0.2(i プ'jlf5 0.18 16.9 11おむ色10YR3/3.1出山少泌状J旦ト自在:土少

S K 1'2148 61 M 150 III O.2'lxO.27 円JE三 0.10 16.6 TWll1310Y R 2/3.1也山少

S K 1'2149 61 I¥HI50 1Il 0.:33;~ 0.42 十古|斗!巳 0，)4 16.9 黒潟色10YI~3/2.1出山少滅状，炭極少 S 13 3012を憐成

SKP2150 61 lvlH50 111 0.21 x 0，26 十古門1[; 。10 17，0 黒褐色10YR，I/2)Ii!LLlli塩少波状

S K P2151 61 MH50 日I 0.28 x 0，39 lf1円形 0，14 16，9 黒尚包IIlYR3/2.1由LlI少JJ~j犬 ， i'f!:憾少

S K P2152 61 MH50 1lI 0.2:1 x 0.29 li'fl'llβ 0.10 17，0 ，\1~褐色10Y R3/2)出 111少り~:I

(i2 MG51 III 0.33 x 0.:18 万Jf; 0.32 16.8 日包lOYR3/2)由山災級少

62 MG50 III 0.26 不i定内Jf; 0.20 11i.9 11斉ト白色10YR3/:l)世山少J鬼 IX ， i6~級少 S 8:1012をtNjf.点

62 ivlG50 m 。17x 0.20 不渡プ'jJ[; 0.12 17，0 黒褐色10YR:l/2.1白山少IJM状，炭憾少

62 MG50 1lI 0，25 プ';lf3 0.09 17，0 ;，Uト白色lOYR:l/2.1Ii!ILI少塊状 S 13 3011 • S A:1078をt!liI&

S 1くP2157 62 MG50 TII 0，21 x 0.24 PJJf"， 0.12 17，0 黒ト昌色10YR:l/2.1也111少塊状

S K 1'2159 61 か1J 48 III 0.26 x 0.28 ドJlf; 0.13 16.9 !幻自@，10YR3/幻自山中波状，炭極少 S 133016を構成

S K l' 21(iO 59 MJ 1Il 0.29 x 0.32 方)[ラ 0，35 16.6 烈!日色10YR:l/2，池山【l'波状 S 1330日を椛1&

S K P2](il 61 針1I 51 1Il 日 十古河Jf5 0，14 16.9 IIfft8色10YR:J/3.1由111少塊状 S 1330日をl/IiI&

日K P2162 61 lVI 150 TII 情ILJJI5 0，8o 1o，H 討凶lUY良品/2.1出III少，iJ，!極少、
を5に悩成切られる

54 MK51 IIJ 0.27 x 0.33 fifF[11f5 0.15 16.9 l立渇色10YR3/2.1世LLI少拠状

59 恥1J 52 IIJ 0.28 x 0.~10 方形 0.28 16.7 is色lOYR4/4 S 83013を構成

jtifミ!iili認(:，¥0目白11lYR:i/2)出LLI少年目状)

S K P2165 5'1 ivlK51 III 0.20 x 0，26 プ'jJ[" 0.17 16，9 f.U褐色10YRi1/2，炭綴少 S K l' 2163を切る

SKp2166 G1 M J 50 m 0，21 x 0.2:3 十五lilJ[; 0.18 16，9 黒ト白色10YR3/2)出 1 1. 1少1)~状

S K 1'2167 59 M 152 JII 0，，¥2 不必I'J)f5 0.09 16.8 !日悩色10YR3/2 S .113042を|持!求。 日産~-m而に n'\'G

S K p21liH 61 か1J 49 IIJ 0.22 P1J[" Hi.S ト1}@.10YR3/2 S D978に切られる。 SB:J014をf品1&

S K P2170 71 L R57 IIJ 0.40 Pl)杉 17，1 黒!日色10YR3/2)Ii!LLI少ぷ;極少 S 133004を !~bÏ}J文

S K 1'2171 75 L 055 関 0.26 プ'j)[; 。17 しょ'i.立一 詳細1不明

第39表柱穴観察表 (19)



2節
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4章第2次(平成12年度)調査

GtSK203 

一一-17.7m

~ 
S K203 

1 黒褐色士(lOYR3/2)炭化物粒任 1~ 2111111極少

地山二1:塊極少粘性r:1:J しまり中~強

2 黒掲二i二(lOYR~V2) 地iJ，jて:lW，少

ftÎ't~: 仁!こl しまりす虫

み
220 

一、一~々~一
S K220 

1 黒褐色土(10YR2/2)炭化物粒認 2~ 5111111極少

地LL，土尻少粘性~5J~中 しまり弱~中

S K223 

毎
-

\-J~ 
1 1)吉褐色土(10YR3/3)炭化物粒窪 1~2mm極少

地山土粒径0.5~ 1 rnm極少粘性弱 しまり強

SKP函②-

Jt;;; 
S K204A 

S K218 

-6 
ベj

S K218 

l 黒褐色土(10YR3/2)炭化物粒筏 3~lOrnrn少

地iJJ土少粘性中 しまり中~強

1 IJ計七j色土(10YR3/3) 

炭化物粒径0.5~ 2 rnrn極少

士山山一i二粒 1~ 5 mm少S K P204B 

1 Il音褐色土(lOYR3/3)炭化物粒径 3~ 5 mm少

地山塊少粘性中 しまり弱~仁1:1

2 褐色土 (7.5YR4/6) 

時十日色 OOYR3/3)少

S D201 
17.6m 

S K245 

一一

一一一 17.6m、己j

S K239 

11]'昨日包土(lOYR3/3)地山塊径 5~30mm少

粘性弱 しまり弱

黒掲包土(10YR3/2) 地山 i二組径1O~20mm多

粘性弱~中 しまり弱~仁1:1

3 [倍間色ごと(lOYR3/3)地iJJ土塊径10mm少

WJi性fJ~ しまり中

4 黒褐色二!こ(10YR3/2)地山土塊多

粘性中 しまり中~強

5 黒褐色土(lOYR3/2)地山土JJR5 ~ 10mm少

粘性中~強 しまり中

6 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径10mm少
士山山土岐多 粘性仁!…I~強 しまり仁1:1

7 黒掲色土 (10YR3/2)炭化物粒怪10mm少
粘性仁1:1 しまり弱~仁IJ

8 黒褐色士:(10Y R3/2)地山ご|二位i主1mm極少

粘性強 しまり中

9 黒褐色土(lOYR3/2)地山土塊中

粘性中~強 しまり強

10 黒褐色土 (10YR3/2)炭化物粒箆 3mm少
粘性強 しまり強

11 黒褐色土(lOYR3/2)地山土塊極少

干粘占住性EiI強虫 しまりd
l凶2 黒掲色土(口10YRミ3町/2幻)粘1性企強 しまり強

S 0201 

1 11音褐色土 uりYRo/o)地山土少

W，占性弱 しまり強

S K245 

1 黒褐色(lOYR3/2)地山土;塊少

粘性中 しまり中~強

2 11音褐色土(10YR3/3)炭化物粒径 3~ 51111111琵少

地はl土塊lわ粘性中 しまり中

3 11音褐色二I~. (lOY R3/3)地山土掠多

粘性中 しまり中

打1

第110関 S K203 0 204A 0 218 220 223 0 239 0 245土坑
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長記 S K284 

一一

17.7m 

¥ーム一一二ァ一一

SIく284
1 ~I:~同色 l~. (10Y R2/2)炭化物粒径 2~ 5 ITIJJl極少

地山土JJ]L少 1¥li'll[:弱~仁11 しまり弱~rlこl

G事

S K293 

S K293 

S K313 

2 

島 SK313 

一

一て入二/

j 黒褐色 I~. (10 Y R 3/2) 地Ll I 土Jm!壬 ~lOJJlm1>
*llî'I~I:ltl しまりヰ1

1 黒褐色上(lOYR3/2) JlliLLI~1力E径 ~lOJJ川l少
)，'r'ítHm~ r:IJ しまり!こ11~強

S K324 

cマ7~-
一一一 17.7m

.&.. 
r ..-o ..-

1).-

ユも
CP 

.--1 ぜ "

‘ぜ"
Cコ
ぜ "

().. 

¥ 
一一17.6m 1 一一

一~-----~ 一一一¥一一一一一一一一一一/

S K320 

J 三ι
ul 

rつ
C-l 
ぴコ

三ι
ぴ〉

1 黒褐色土(10YR3/2)炭化物径 1~ mm少
地山土塊少粘性中~強 しまりヰI~強

SKP1011A 
l 黒褐色:上(10YR2/2)地LLI土m状極少

粘性弱~仁iヨ しまり弱~r:11

SKP1011B 
1 黒褐色土(10YR3/2)地山土塊少

粘性弱~仁l:r しまりr:1:1~強

S 0238 

一一一17Am

一一一一

I ， I S 0238 S K 349 

SKP1147 

S K349 
1 JlT~侶色土(10Y R:3/3)地山土怪 5~lOmITI少

*I'îtl二!こ11~強 しまり中

S K Pl147 
1 にぷい黄出色:卜~ (lOY R4/3)炭化物粒在 1~ 5 mm少~r:IJ

地山土塊i壬5~30mm多粘性中 しまり弱

S D238 
1 褐色土(lOYR4/4)炭化物粒少

地山土粒中~多粘性中 しまり強

第111鴎 S K284 G 293 " 313 @ 320 0 324 0 349土坑



S K350 
1 黒掲色土 (10YR3/2)粘性拐 しまり強

n音褐色二I~. (lOYR3/3)炭化物1主任 1rnrn極少

地山土塊HDOrn間極少 1'rfj性弱 しまり強

3 暗褐色土(lOYR3/3)炭化物i'iL径 1mrn極少

地山士少粘性弱~仁|二l しまり強

4 il奇褐色(lOYR3/4)i也LLl土中

l'rJj性弱~仁jヨ しまり強

5 褐色土(lOYR4/4)粘性弱~中 しまり強

S K352 
l 褐色土(lOYR4/4)炭化物粒極少 地[j_1こ|二塊斑状多

未分解有機物少~中 山i性仁1] しまり中

2 暗褐色二1:(lOY R3/4)炭化物1'Jl:極少
地山二L粒少粘性I:I]~強 しまり弱

3 暗褐色土(lOYR3/心地山土斑状少

相i性 [~I しまり弱

4 灰ïf~tト君臨土(10Y R4/2) 粘性仁I]~強 しまり弱

S 0201 
l 陪褐色土(lOYR3/3)地山土少

1ih性弱 しまり強

4章第2

S 0201 

m
 

区主 S K388 

S K355 

一一一17Am

S K355 
1 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒少

地山土少粘性弱~中 しまり仁I]~強
2 黒褐色士(lOYR3/2)炭化物粒少

地Ij_l土塊中 粘性弱~[I] しまり弱~中

3 黒褐色土(lOYR2/3)炭化物粒極少

地 llJ土少粘性弱~[IJ しまり弱~中

" 目前昌色土(lOYR3/3)地山土塊多
粘住1:仁IJ~強 しまり強

語
一

S K397 

一一

一てこ三f

S K388 
1 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)粘性弱

しまり強

褐色ニi二(10YR4/4) 粘性~~ しまり強

にぶい黄褐急土(10YR4/3) 地山::!二t\l~
径 3rnm少粘性弱 しまり強

一一一 4 目前目色土(lOYR3/3)炭化物粒径 2rnrn少
粘性弱 しまり強

5 にぶ~ 1黄褐色土(lOYR4/3) *'占↑~:LjJ
しまり強

6 にぷい~I昨日色土(10Y R4/3)粘性1:11

しまり中

i一一一 7 暗褐色二1::(10YR3/3)粘性仁iヨ
---- しまり弱~中

8 にぷい黄同位土(lOYR4/3)炭化物粒

筏 5mm少地山土塊径 2mm少粘性中

しまり強

9 にぶい黄褐色土(lOYR4/3)地lj_l土塊

怪10mm少粘性強しまり中

10 にぷい黄褐色二i二(10YR4/3)地iJ.l土塊多

粘性強 しまり中

11 B~惜色ニ1-: (lOYR3/3)粘性強 しまり弱

12 暗褐色土(lOYR3/3)地山土塊少

粘性強 しまり弱

13 D音褐色土(lOYR3/心地山土塊少

粘性強 しまり弱

14 暗褐色J:.(10Y R3/3)粘性強 しまり弱

15 日音褐色二!こ(lOYR3/4)粘性強 しまり~5]
16 n音褐色土(lOYR3/4)粘性強 しまり~5]
17 暗褐色二|二(10YR3/4)地山二i二塊多

粘性強 しまり弱

18 暗褐色土(lOYR3/3)粘性強 しまり弱

19 D音褐色土(10YR3/3)炭化物粒径 3mm少
Wr!;性強 しまり弱

S K397 
1 黒褐色土(10YR2/2) 

炭化物粒径 3~15rnrn極少
士山山土JJU径1O~20mm中
粘性弱~中 しまり中~強

第112図 S K350 G 352 D 355 388 0 394 • 397土坑
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S K422 

:正記~
llf ~~II 

@ 
no 
q
ノ
hd. 

K
i
l
l
 

cu 

S 0447 

m
 

S 0447 

-~ ~ 
ζ二二)，. 1 (S K426) 

/0、1

2節

g 

同

一生

S K422 
1 [l計局色土(10YR3/4)炭化物粒径 3~ 5 mm極少

地111土塊径 1~ 3 mm少粘性中 しまり中上位にお'tliLあり
路間色土(lOYR3/3)地111土塊多粘性中 しまり中
黒惰急土 (10YR3/2)炭化物粒径 1~ 3 mm極少
地山土JJRi壬5~ 10mmClJ 粘性[13 しまり弱

4 褐色土 (lOYR4/6)粘性中 しまり強
[J音褐色土(10YR3/4)地山土塊控 5mmCIJ 粘性中 しまり中~強
暗褐色土 (lOYR3/3)炭化物粒径 3mm極少
地山土塊径 1~ 3 mm少粘性I:t しまり中

7 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径 5mm極少
地山土塊径 3~ 5 mm少粘性中 しまり弱~中

8 暗褐色土C10YR3/4)炭化物粒径 1~ 3 mm極少
地山土塊径 5~10mm少粘性中 しまり中

9 黒褐色土(lOYR3/2)地山二i二塊詰 5~20mm少
粘性中~強 しまり弱~ι1-'

10 暗褐色土(10YR3/4)地山土塊中粘性中 しまり強
11 褐色土ClOYR4/6)黒色ごt少量入る 粘性中 しまり強

S K426 
1 暗掲邑土(lOYR3/3)褐色二1::ClOYR4/6)中

粘性~S] しまり強
2 褐色土ClOYR4/4)暗褐色土(10YR3/3)少

粘性中 しまり強
3 褐色土 (lOYR4/6)暗褐色土(lOYR3/3)多

粘性弱~中 しまり強
4 褐色土(10YR4/4)炭化物粒極少褐色土(lOYR4/6)少

焼土塊中植物根による撹乱あり 粘性弱~中 しまり弱

S 0447 

一一一 17.6m

S K429 
1 にぷい黄褐色土(lOYR4/3) 

粘性弱 しまり中地山塊:l:k多

第113図 S K422 e 426 D 429土坑、出土遺物
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記主

一一一 17.6m

⑧ S K457 

m
 

史認プ

S K457 
1 褐色土(lOYR4/4)地111土多

粘性弱 しまり弱

2 暗掲色土 (lOYR3/3)地山二|二塊佳lOrnrn少
粘性弱 しまり弱

11前自色三l二(lOYR3/4)粘性弱 しまり弱

暗褐色土(lOYR3/4) t也山土粒極少

粘性弱~中 しまり弱

5 暗福色土(lOYR3/4)地iJJ土塊径 5~lOrnrn多
粘性弱~中 しまり中

6 陪褐色土(lOYR3/心地山土塊径 5~lOrnrn多
粘性弱~中 しまり中

S K4S9 
1 褐色こ|二(lOYR4/4)炭化物粒極少

粘性弱 しまり仁1:1

S K P490 

1 にぷい黄褐色土(lOYR4/白地山土粒極少

粘性弱 しまり5}Sj

S K445 
1 黒掲邑土 (lOYR2/2)炭化物粒径 5~15rnrn極少

上場山土塊少 粘性弱~[い しまり強

2 [J音褐色土(lOYR3/3)炭化物粒話 5~lOrnrn~il]~少
地IlJ-1::. lJU [1:1 *t1j性中 しまり [1こI~強

3 黒褐色+(lOYR3/2)炭化物粒径 2~ 3 rnrn極少

地山士斑状少粘性弱 しまり ~J~ 仁1:1
4 オリーフ黒色土 (5Y 3/2)地山土EE状多

粘性r:IJ しまり弱~中

5 11奇オリーフ。褐色土 (2.5Y3/3)炭化物粒少

地iJJ二i二塊中粘tl:[I]~強 しまり中~強

6 n奇赤褐色!こ (5YR3/6) 炭化物粒筏~ 5 rnrn極少

地111二!二境少オリーブ黒説土 (5Y3/2)少粘性中~強 しまり弱

7 オリーフ黒色士 (5Y3/2)炭化物粒多

地山土塊1:1:1 粘性弱~中 しまり弱

S 0447 
1 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径 1~ 2 rnrn少

粘性弱~中 しまり強

合

(U
一

8

J

Q

 

⑮ S K493 

-。一
~三コー m

 
一~

S K461 
1 褐色土 C7.5YR4/3)地山土粒少

粘性中~強 しまり中~強

@ 

/ 

S K P490 
v-，<$' 

/¥;・

/. 

第114図 S K445 " 457 " 461 " 489 • 493土坑
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@ S K494 伝記

一一-17.2m

1連語rr

S K494 
黒褐色土 (10YR3/2)粘性弱 しまり弱
黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径5mm少
地111土塊径lOmm少粘性弱~r:j:J しまり中
褐色土(10YR4/6)粘性中 しまり強
黒褐色土(lOYR，3/2)地山土塊径 5lllml1lli少
粘↑生r:jJ しまり [IJ

一一一17.1m

11 

S K500 

先

2節

S K500 
1 Il部品色土(lOYR3/3)炭化物粒少

地山士粒少粘性中~強 しまり強
にぷい褐色土(7..5YR5/4)粘性強 しまり中~強
にぶい褐色土 (7.5YR5/4)粘性強 しまり中~強
褐灰色土(lOYR4/1)炭化物粒極少
地山土粒少粘性中~強 しまり中

5 にぶい黄褐色士(lOYR4/3)炭化物粒極少
地111=1二粒少酸化鉄粒極少粘性弱~仁IJ しまり弱

6 褐5土 (7.5YR4/3)地111J二位少~中
粘↑生!こ1:1 しまり中

褐色土 (7.5YR4/3)粘性中~強 しまり弱~中
褐色土 (7.5YR4/3)地山土粒多
fr~'I~: 仁1:1 しまり [1:1

9 にぶい黄掲色土(lOYR4/3)地山二!二粒極少
粘性中 しまり弱

10 黄褐色土(lOYR5/6) 
11 にぶい黄褐色土(lOYR5/4)粘性弱 しまり弱

S K5u9 

5 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径 3~ 5 mm極少
地山土塊径 5叩極少粘性中 しまり中

一 一

6 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒箆 3mm少
粘性中~強 しまり中

黒褐色土(lOYR3/2)粘性中~強 しまり中~強
黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径 7lllm少
地山士塊径3~ 5 mm極少粘性中~強 しまり中~強

@ SK510 

- 一

一一一17.1m

一一¥一/一

一一一17.1m

S K515 

一、ミミくヨー

S K515 
1 黒掲色士(10YR3/2)炭化物粒控 1~ 2 mm少

地出土塊少粘性中 しまり強

1 (S K509) 

。 10cm 

S K528 

ーにヨ
一一一17.3m

-RJ-
S K528 
1 暗褐色二i::_(10Y R3/4)地LlI土塊径10mm極少

粘性弱~中 しまり弱~中
2 悟色土(10YR4/4)炭化物粒径 5lllm極少

粘性中~強 しまり中
3 褐色こと(10YR4/6)地山土多

黒褐色土多粘性中~強 しまり中~強

第115図 S K494 " 500 " 509 " 510 " 515 .. 528土坑、出土遺物
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軍 SK776 GLSO741  

(叩

一一一L7.1m

一℃云:ヶ
S K776 
1 黒褐色土 (10YR3i2)地iJj土塊極少

粘性中 しまり弱~中

2 1I前日色士 (10YR3i3)地JlI土塊極少

粘性clこI~強 しまり弱~J:IJ

3 黒褐位土(lOYR3/2)炭化物粒極少

地山土塊径10mm少粘性中~強 しまり弱

一一一 16.6m

S K830 
S K829 

撹古L

S K829 
1 培掲色土(10YR3/ll) 地山土塊笹山mm極少

粘性中 しまりヰI~強

S K830 
1 暗褐色土(10YR3/3) 地111土塊佳10lllm極少

粘性中~強 しまり弱

8JE 

¥i_¥ 1~手ニ

S K742 
1 黒褐色!ニ(lOYR3/2)粘性弱 しまり組弱

地山土粒径 5~lOmm中

2 褐色土 (10YR4/4)粘性強 しまり強

黒褐色土(lOYR3/2)多

3 Il前島色土(lOYR3/4)粘性中 しまり中

地山土多

争9

S K913 
1 黒椙色土(lOYR:3/2)地LLI土塊径 3~ 5 111m極少

粘性弱 しまり弱

2 黒褐色土(lOYR2/2)炭化物粒極少

地111ニヒ塊筏 5~201llm少粘性弱~中 しまり弱~中

黒色土(lOYR2/1)粘性弱 しまり弱

黒褐色二r.(10YR3/2)炭化物粒怪 1~ 3 mm少

地山土塊径 1~ 3 111m少粘性中 しまり中

5 黒色土(lOYR2/1)地山土1;1!，径 1~ 5 mm少

焼土粒極少粘性中 しまり弱~仁|ヨ

。 2m 

第116図 S K 740 • 776 " 829 " 830 • 913土坑
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S K900 

一ーに r-
S K932A 
l 黒伺色土(10YR3/2) j白山土塊径 5~10rnm少

焼土粒怪 1~ 3 rnrn極 少 粘 性 弱 しまり仁1-)

2 黒褐色土(lOYR3/2)地山土塊極少
粘性[1] しまり!こ1:)

3 s都宮色土(lOYR3/~D 粘'I~I: 仁!こ)~強 しまり中~強

S K932B 
] 黒褐色ー(lOYR2/2) 地LLI~Iこ塊径 1 ~ 3 rnrn極少

焼土粒筏 3rnrn極 少 粘 性 中 しまり弱

2 男、褐色二!こ(10YR3/2)地111土lJ1l径 1mrn極少

粘性中 しまり中

3 褐色土(10YR4/4)粘性強 しまり強

一一一17.4m

S Kl146 
1 暗褐色土(10YR3/4)炭化物粒極少

粘性中 しまり中

fJ月黄褐色土(10YR6/6) [暗褐色土(10YR3/4)中~多

粘性中~強 しまり中~強

3 にぶい!!L't F~色土(1OYR4/3)地山土極少

粘性中 しまり中~強

4 にぷい黄褐色土(1OYR4/3)炭化物粒極少

地山士ー少~中 粘性中~強 しまり中~強
5 IJ月賞褐色 i二(lOYR6/6)炭化物粒極少

/J計局色こと(l(JY1(o/4)多粘性中~強 しまり甲

S D201 
l 黒褐色土(10YR3/1)地山土粒怪 2~10mrn少

粘性弱 しまり1:13

2 明黄褐色土 (10YR6/6)粘性中~強 しまり弱~中

一一一 17.6m

コF司」

Lr円
け
い

ん
[
M
M

q
ム

⑨ S K993 

S K993 
1 黒托:Je土(10YR3/2)炭化物粒径 1~ 2mm極少

t地由山|山LI土極少 焼土f径歪 7mrn極少 1粘:[古占b性弱~仁中iわ1 しまり強

2 黒褐色土(仕10YR2/2幻)炭化物1粒泣径 2~ 5 m剛Il問問i耳叩n甑少

地山土極少粘性弱~ιIJ しまり弱~仁|←l

黒褐色土(lOYR3/1)炭化物粒径 5~10mrn極少

地山土極少粘性弱~中 しまり弱~中

4 黒褐色 ~Iこ(10Y R3/2)炭化物粒径 2~ 3 mrn極少

地山土少粘性弱~仁IJ しまり強

5 黒褐色土(10YR2/2)炭化物粒径 3~10mm少
地山土少焼土径 3~ 5 mm極少粘性弱~仁!こI しまり中~強

~\… 
一色ι014A

一一一16.9m

~ ISKP1014A 
SK1014B ...._. 

S K1014B 
1 時褐色士 (10YR:1/3)炭化物村極少

地111土中粘性弱~咋l しまり強

S K P1014A 
l 黒褐色土(10YR3/2)炭化物粒極少

士山lLJ土少粘性弱 しまり弱~[Il

@ S Kl016 

一一一16.7m

一三三 二f

S K1016 
1 黒褐色土(10YR3/2)地111土塊少

粘性~SJ'~ 仁|コ しまり強

2 オリーフ黒色土 (5Y3/1)地IlJ土少

粘性強 しまり強

。
m
 

I ( S K 1146) 

第117図 S K900 o 932A 0 9328 " 993 " 10148 0 1016 .. 1146土坑、出土遺物



4章第2次(平成12年度)調査

@S削 149 事 S K 1168 @ 
S K 1175 

m
 

/く二工こf

一¥一/一
16.5m 

S K1149 

1 褐灰色土(lOYR4/1)地LiJ土塊斑状中~多

粘性弱~中 しまり強

S K1182A 

@ SKl198 

。
事二士
一 一

m
 一一一16.6m

m
 

~ι":] 

S K 1201 

S K1198 

1 黒褐色土(lOYR3/2)地山土斑状多

粘性弱~中 しまり強
2 黒褐色二!こ(10YR2/2)地山土塊少

粘性強 しまり強

3 暗褐色土(10YR3/3)地山土塊中
粘性qJ しまり強

骨
一

グア¥

てミ宇 一一一16.4m
一一一16.6m

S K1201 
1 黒褐色土(lOYR2/2)地山土塊中

粘性弱~中 しまり中~強
2 黒褐色土(lOYR3/2)炭化物粒径 1~ mm少

地山土塊少粘性中~強 しまり強
3 黒褐色土(lOYR2/3)地山土塊少

粘性弱~仁IJ しまり弱~中
4 黒褐色ごと(lOYR2/3)地山土塊少

粘性強 しまり強

第118図 S K 1149 • 1168 " 1175 • 1182 " 1198 " 1201 • 1285 .. 1297 " 1299土坑



骨 S K 1306 

一一一lf5.6m

三宮 S K 1330 

- 一

一一一 16.6m

ゆ

一一一16.9m

8K1416 80758 

ゆ SK P2129 

-0-
一一¥

S 0758 

骨

(⑧ 

一

S K 1393 

S K 1364 

S K 1878 

一一"-- _/一

山

C
8
一
一一一17.3m

一一~

2節

S K 1349A 

8 K P 1349B 

8 K 1349A 

1 黒褐色土(10YR3/2)地111土極少
粘性弱 しまり仁IJ

2 0音褐色土(10YR3/3)地山土塊少

粘性弱 しまり弱~中
3 暗褐色土(10YR3/3)炭化物粒径 1~ 3 rnrn極少

地山土極少粘性中~強 しまり弱~中
4 黒褐色土(10YR3/2)地iJJ土塊少

粘性弱 しまり中~強
5 にぶい黄褐色土(10YR4/3)炭化物粒窪 1~ 5問題少

地山土塊多粘性中~強 しまり CIJ~強

8 K P1349B 

l 黒褐臨土(10YR2/2)炭化物粒極少

地山土極少

足並 S K 1604 

第119図 S K 1306 • 1330ぺ349Ao 1364 .. 1393 • 1416 .. 1604 • 1878 D 2158土坑、 SK P 2129柱穴
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S N452 
1 黒褐色土 (7.5YR3/2)炭化物粒詰 3~15mm少

焼土塊筏 5~30mm中 粘性弱~仁IJ しまり弱~中
H音赤褐色 i二 (5YR3/2)炭化物粒径 5~15mm少 地LlJ土塊筏 5~20mm少
焼こと径 5~15mm少粘性中 しまり仁I:J~強
黒褐色土 (7.5YR3/2)炭化物粒径 5~15mm少
焼土径 5~10mm少粘性弱~中 しまり強
H音褐色土 (10YR3/3)炭化物粒径 1~ 3 mm極少
粘性弱~中 しまり弱~r:1二l

地山土塊径 5~30mm中

S N452 

2 第 4
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S N452焼土遺構/柱穴出土遺物(1) 
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4主主 第 2次

3 .遺構外出土遺物

遺構外出土遺物については第122"-'127図に掲げた。溝跡出土遺物(第109図) .柱穴出土遺物

120図@第121図)もここで取り上げる。なお、表中の図番号は第122図 1を“122-1 "のように

した。

⑦縄文土器(第41表)

図番号 出土地点 観察結果 図番号 111二H由点 観察結果

120-1 S K P 519 腕部(摩滅)、前期~中期 122-13 MM511玄 口縁部直下胴部、円筒 F層式

120-2 S K P 597 服部、斜縄文 122-14 M I 56区 胴部、斜縄文

120-3 S K P666 口縁部臨下腕部、料突文、日IJ期末 122-15 LM60毘 胴部、縄文圧痕

120-4 S K P673 口縁部直下胴部、降帯、前期末 122-16 M羽57区 胴部、繊維混入、

120-5 S K P 707 腕部、斜縄文 122… 17 L羽571玄 )j同部、無文地に縄文圧痕、被熱

120-6 S K P 1996 服部、斜縄文、被熱痕 122-18 N E60区 腕部下半、斜縄文

120-7 S K P 2039 胴部~底部、斜縄文、一部磨り 122-19 N E601玄 胴部、斜縄文

120-8 S K P 2039 服部、斜縄文 123-1 M 148区 腕部、斜縄文

120-9 S K P 2039 胸部、斜縄文 123-2 M J 46区 結節による綾繰文表出、斜縄文

120-10 S K P 2039 胴部、斜縄文 123-3 MP52区 摩滅、斜縄文

120… 11 S K P 2039 嗣部~底部、斜縄文、目IJ期目IJ半? 123-4 MC58区 羽状縄文

120-12 S K P 2039 口縁部、京IJ突文 123-5 MS58区 腕部 k半、横位に幅広の沈線

120-13 S K P 2211 胴部、斜縄文、刺突によるI:!:!:Iみ 123-6 MM56区 腕部、横走縄文

122-1 L T60区 日縁部、東1]突・縄文圧痕・隆帯、中期? 123-7 M J 56区 斜縄文

122-2 L S57区 日縁部、縦{立撚糸文、被熱痕 123-8 MD57区 横位に羽状縄文

120-3 ML56[R 口縁部、斜縄文 123-9 N E60区 腕部、横是縄文

122-4 MN57区 日縁部、北陸系 123-10 N E60区 斜縄文、 j創立に一条の沈線

122-5 N E60区 日縁部、斜縄文、摩滅 123-11 N E601~ 斜縄文、繊維混入

122-6 N E601玄 口縁部、斜縄文 123 -12 ML56区 腕部、斜縄文

122… 7 MN55区 日縁部、縄文庄痕 123-13 M J 56区 服部、斜縄文

122-8 MM57区 日縁部、ボタン状貼付文 123-14 MN54区 腕部、斜縄文

122-9 N E60区 口縁部臨 iご服部、円筒下層式 123-15 MM51陸 底部、ミニチュア土器?摩滅

122-10 M 156区 口縁部直下服部 123-16 M J 46区 胸部、斜縄文

122-11 MG54区 胸部、隆帯・ボタン状貼付文→斜縄文
123-17 L Q56区 闘中部期下?半~底部、横位に羽状縄文、

122-12 MN54区 胴部、陸帯、円筒系

②石器(第42表)
(計測値は羽田)

図番号 出土地点 観察・計測結果 図番号 出土地点 観察・計測結果

78-1 S K643 スクレイパ一、長59.5 ・ ~I高33.5 ・厚15
124-4 ML56区

スクレイパ一、長50・111国32・摩11、

83-1 S N765 スクレイパ一、長121.5・111国70・厚33 アスファ jレト付着

83-2 S N552 ェ脚石器、長48・11扇51.5・厚10 124-5 MH53区 スクレイパ一、長50・11届24・厚13.5

磨石、長169・幅100・厚38、扇平な 124-6 MM53区 スクレイパ一、長72・111副0・樫14
109-5 S D238 

面に指頭大田み。川原石製 124… 7 ML561玄 スクレイパ一、長59.5・111国75・厚15

109-7 S D447 石匙、長54.5・111話70・厚10 125-1 N C58区 スクレイパ一、長110・|陥43・摩20

109-8 S D978 スクレイパ一、長41.5・111高26・j享10 125-2 M J 51区 微細剥離痕ある剥片、長74・幅31・厚9

113-1 S K426 スクレイパ一、長26.5・11届17・厚5.5
125-3 ME601玄

石錐、長44・幅27・厚10、原石田残る不

120-16 S K P679 石匙(半)、長51・11届64・摩11 定形剥片の一端を調整して錐部を形成

121-1 S K P 1964 スクレイパ一、長111• 1幅47.5.厚34 125 4 MN53区 石匙、長64.ト 11届38.ト厚10

121-2 S K P 2167 
磨石、長149・111話89・摩55、すり面 125-5 MM53区 石匙、長56・11届72.5・厚13

反対側に被熱痕、川原石製 125-6 M I 56区 石匙、長30.5・|臨51.5・惇 8

121-3 S K P706 踏七、長119・l陥142・j単位、川J反七i製 125-7 MM52区 石匙(半)、長37.ト 11届86.5・厚20

121 4 S K P 1186 石核、稜部分を刃潰し 125-8 MC60区 石匙(半)、長41・Ip詰49・厚10

124-1 MN51区
石鍬、長163・111話69・厚37、握り部

125-10 ML52区 尖頭器、長38・11届14・厚 7
分を刃潰し

124-2 ML53区 石箆、長72・1隔42・厚14 126… 1 ML57区 石錘、長100・111日76・厚19、)11原石製

124-3 担 N52区 石箆、長100・111話53・惇28 (78-1はメノウ製、それ以外の剥片石器はすべて頁岩製)

Aム
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③陶磁器(第43表)

区!番号 出土地点 大別 種 J)IJ 器種 部位 信t 察 市。-El-i 果

105-4 S K407 中国磁器 青磁 碗 腕~底部 元代龍泉窯産(13世紀) 内外出施稿、内側面割花

109-1 S D201 国産陶器 須恵器系陶器 揺鉢 底部
吉岡編年v;!tJj (14世紀末~15世紀前半) 内外面ロク
ロナデ、外底面へラナデ、オロシメ原体は 9本櫛歯

109-6 S D656 中国磁器 青臼磁 盤 底部
景徳鎮産(14世紀) 内外商施有II、内底部劃花、高台
鉄車h→沈亥IJ

120-14 S K P964 国産陶器 須恵器系陶器 指鉢 仁i縁部 吉岡編年V期 オロシメ原体は 9本櫛歯、ロクロナデ
126… 2 M J 50[三 国産陶器 5良恵器系陶器 J雷吉本 口縁部 内面ロクロナデ、外国ロクロナデ→へラケズリ
126-3 M 153区 国産胸器 震珪i、器系陶器 歪~~ 胸部 外国タタキメ

126-4 MN63区 国産陶器 須恵器系陶器 護 月間部 外部タタキメ、内面当て呉痕
126-5 MC51[玄 国産陶器 須恵器系抱器 j需鉢 腕部 タト面タタキメ

126-6 MM64毘 国産鞠器 活恵器系陶器 不明 底部 外面ロクロナデ、内底面重ね焼き痕跡
126-7 N C52医 国産陶器 瀬戸 不明 底部 無台。外底は無謂整・無柚。内面胞柑 Oog、黄緑色)
126-8 MM54区 国産陶器 瀬戸 小血? 底部 有台。内外面施紬(淡い暗緑色)
126-9 MK54[玄 国産陶器 官主I~ 小田? 底部 有台。内面施紬(暗緑色)、見込蛇の目紬ハギ
126 -10 ML54区 国産陶器 鹿津 小皿? 底部 有台。内外面施紬(濃い暗緑色)
126-11 M052区 国産磁器 肥目IJ染付 百宛 口縁部 外面立涌草花文装飾、内面二重圏線

126-12 ML54区 国産磁器 肥前染付 小血? 底部
有台。 内外面装飾(外部閤娘文)。高台は意図的打ち|
欠きか

126-13 MC48区 国産磁器 肥円IJ染付 百宛 底部 有台。外部唐草文? 品台は意図的な打ち欠きか
126-14 N A53区 国産磁器 肥前染付 小鉢? 仁i縁部 外面縞文?、内面二重簡線

127-1 不明 闇産磁器 肥前染付 Jm 底部
有台の五寸皿。内閣唐草文、タト間一重圏線、台二童図
線、台裏一重閤線。波佐見産? (1 7世紀後~18 [ji紀?)

127-2 LM61区 国産磁器 肥前染付 碗 底部 有台。外部に装飾、台畏に銘(草書体)

④鉄製品(第44表)

たたら研究会穴津義功氏より、出土鉄製品がいずれも中世以降の諸特徴を有するとの御教示をいた

だしitこO

図番号 出土地点 観 察 2小:土口 果

109-9 S D656 板状鉄製品(くさびまたは釘的使用)

109-10 S D656 フック状鉄製品

127-9 MM54区 くさび形鉄製品

127 -10 ME59区 くさび形鉄製品

127-11 MK54区 板状鉄製品

127 -12 MK54区 板状鉄製品 折れ曲がった上で溶着。タガネもしくはカスガイなどの用途か。

127 -13 MR53区 刀子

127-14 MN56[玄 板状鉄製品.にぷい赤色を呈する箇所が広がり、そのなか 告[)が炭化。サヤを伴っていたか。
127 -15 抗日581Z 棒状鉄製品

⑤土錘(第45表)

図番号 出土地点 種別 観察結果

120-15 S K P2044 土錘 細形管状、軟質、灰黄褐色一部褐灰色

127-3 MM57区 j二錘 太形管状、硬質、樫色、一部ガラス化

127-4 N C50区 土錘 太形管状、硬質、樫色、一部ガラス化

127-5 MM52区 士錘 太形管状、やや軟質、にぷい褐色

127-6 MN52区 土錘 太形管状、やや!炊質、にぷい褐色

127-7 M 148区 土錘 太形管状、やや軟質、にぷい褐色

127-8 L 0581Z 土錘 球状、やや軟質、にぷい褐色
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